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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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『人間とは何か？』


　定義を問われれば言葉に詰まる者も多いだろう。


　単に辞書的な意味に限ってすら、それは多た岐きにわたる。生物学。社会学。心理学。医学。文学。芸術論。宗教論。教育論。その他諸もろ々もろ──およそ学問の数だけ、その定義が在あると言っても過か言ごんではない。


　人間を人間たらしめる要よう素そは数多い。


　だがそれらは、いずれも曖あい昧まいで、一面的にしか人間というものを定義しない。


　ただ一つの条件では、人間を人間として定義出来ない。


　例えば──生物学的に見れば、人と獣けものを区別する明めい確かくな境界線は無い。


　人間は単に、極きわめて特とく殊しゆな生せい態たいを持つ動物の一種であって、それ以上でもそれ以下でもない。人間の生理的特とく徴ちようも生態的特徴も、類るい似じのものは他の動物にも見いだす事が出来る。


　例えば、ビーバーはダムを造って周囲の環境を作り替かえる。


　例えば、イルカやカラスは『言語』を使って意思疎そ通つうする。


　例えば、ライオンは役やく割わり分ぶん担たんを行って組織的に狩かりをする。


　大型の猿さるは二足歩行して道具を使うし、蟻ありに代表されるある種の集団性昆こん虫ちゆうは、生存領域を広げる為ために、同種の集団と『戦争』をする。個体規模レベルの話ならば、同種同士で殺し合いをする生物は、虫にも魚にも獣にも枚まい挙きよに遑いとまが無い。


　人間だけにしか存在しない特徴というものは、無い。


　在るのは程度差の問題でしかない。


　そう。万ばん物ぶつの霊れい長ちようなどと自みずからを特別視し『人間』という言葉で括くくって『獣』と峻しゆん別べつしてみたところで、人間は単に、特殊化が進んだ奇き形けい的な生物種でしかない。


　勿もち論ろん──知性を以もつて獣と人の違いとする説も在る。


　だがその知性そのものが、未いまだ明確に定義出来ていない。そもそも知性と非知性を区別する明確な基準が在る訳でもない。幾いくつもの反応から『知性が在るらしい』と類るい推すいされる可能性が高い、と判断されているだけ──つまり諸々の状況証拠から導みちびき出される、ある種の『状態』を『知性』という言葉で便べん宜ぎ的にまとめ上げているに過ぎないのだ。


　そう。ただ一つの要素では、人間は人間たり得ない。


　人間とはある種の『状態』が複ふく合ごうした末に出来上がる『現象』と見る事も出来る。


　まして『獣』の対概がい念ねんとして語られる『人』とは、幾つかの程度差を集めて描き出された曖昧な輪りん郭かくに過ぎず──諸要素の均衡バランスの上に成り立つ、極めて不安定な概念でしかない。


　例えば言語。


　例えば理性。


　例えば尊厳。


　それら無数の『点』を結んでいく事でようやく人間の『形カタチ』は描き出せる。


　では──逆に。


　どれだけの『点』を失えば、その『形』は崩くずれるのだろうか。元より曖昧なその定義は、何割の要素を失えば『人でない』と判断し得るのか。


　人が人で在り続ける為にはどれだけの要素が必要なのだろうか。


　その一つの答えがそこには在った。


「…………」


　言語も。理性も。尊厳も。


　其そ処こには何一つ無かった。許ゆるされていなかった。


　呼吸と。食事と。排はい泄せつと。


　それ以外の一切が認められていない。出来ない。ただ生物として新しん陳ちん代たい謝しやしているというだけで──人間が人間として成立し得る要素は、ほぼ全てが剝はぎ取とられていた。衣服も無い。言葉も無い。扱いとしては家畜と──いや促成栽培の農作物と大差無かった。


「…………」


　其処を『部屋』と呼ぶ事には、誰もが躊ちゆう躇ちよを覚えるだろう。


　煉れん瓦がを積み上げて、四角く切り取られただけの空間だ。


　それも辛かろうじて、人間一人が身体からだを伸のばして身を横たえるだけの広さしか無い。


　内に閉じ込められた者からすれば、それはもう棺かん桶おけと大差無かった。身を起こすだけの高さすらそこには無いのだから。


　長さ二メルトル。幅はばは半メルトル。高さも半メルトル。


　事実上それは、ただの四角い孔あなだ。


　外界と通じている部分は、わずかに三カ所のみ。


　通気用の孔。排泄物処理用の孔。そして流動食や洗せん浄じよう用の水が供きよう給きゆうされる孔。


　勿論いずれも人間が通れる様な大きさではない。


　鋼こう鉄てつの扉とびらが孔の一方に取り付けられてはいるが、これは半年あまりの間で、開いたのはたったの一度だ。哀あわれな収容者を押し込める際に──ただ一度だけ。どれだけ押しても引いても叩たたいても、それ以降にその鉄てつ扉ぴが開いた事は無い。あるいは溶よう接せつされているのかもしれなかった。


　およそこれ以上は無いという位に、非人間的な場所だった。


　監かん獄ごくですら、未まだ囚とらわれた者への配はい慮りよが感じられるだろう。人間を閉じ込める為の場所ではない。生き物を飼かっておく──否いな、ただ生かしておく為だけの場所でしかなかった。


「…………」


　当然だが……普ふ通つうの人間が耐たえられる場所ではない。


　少なくとも人間でいられる場所ではない。


　何しろ光すら入って来ないのだ。完全な暗黒と無音に、人間の精神は三日と耐えられないという。


　ならば半年という桁けた違ちがいの期間は十分に過ぎるだろう──


「…………」


　──完かん膚ぷ無なきまでに人間の心を破壊するのに。


　一日目と二日目は、泣き叫んだ。


　頭上の鉄扉を叩いた。煉れん瓦がの壁かべを叩いた。出してと懇こん願がんし許してと嘆たん願がんした。爪つめが剝がれるまであちこちを引ひっ搔かいた。


　三日目には、既すでに疲ひ労ろうと恐怖から気力が著いちじるしく減げん衰すいしていた。


　それでも時折、誰だれか居ないかと──あるいは彼女を閉じ込めた相手の気が、変わったりしないかと叫び声を上げたり、あちこちを引っ搔いてみたりした。


　四日目と五日目には、じわじわと押し寄せてくる絶望と諦てい念ねんに、身み悶もだえした。知っている友人知人の名前を列挙してみたり、好きな歌の歌詞を呟つぶやいてみたりする事で、精神が窒ちつ息そく死するのを防ごうとした。


　六日目には、ただぼんやりと横たわるだけになった。肉体的にも精神的にも過度の疲労が蓄ちく積せきされ、泣くのも嘆なげくのも既に限界だった。


　そうして──七日目。


　女は遂に人間である事を止めた。


　理性は屈くつ服ぷくし、圧あつ壊かいし、そして粉ふん砕さいされた。


　落ちてくる流動食と水を本能的に啜すする以外には、一いつ切さいの行動を放ほう棄きした。何をやっても無意味なのだ。思考すらも、現実の行動と結果に繫つながらない以上は、全くの徒労である。むしろ無駄に終わった時の苦痛が積み重なるだけだった。


「…………」


　女は、ただ生きているだけの肉になった。


　時折、発ほつ作さの様に意味不明の言葉を漏もらしたり、笑い声や鳴き声を発する以外は、女はもう死体同然に横たわっているだけだった。自発的な行動は一切しない。出来ない。しても全く意味が無い。


　脆もろいとは言うまい。


　元より『人間』とは諸々の要素に支えられた『状態』でしかないのだ。それは元々が繊せん細さいで不安定で──失われ易やすいものである。女はむしろよく一週間も保もったと言うべきだろう。どんなに剛ごう胆たんな人間でも、同じ状況に閉じ込められれば十日と保たずに壊れる。まして半年ともなれば、自分を人間として維持出来る者など皆かい無むに違いない。


「…………」


　彼女を其そ所こに閉じ込めた人間が、何を考えているのかは分からない。


　恐らくその者は、彼女の人間性には全く興味を持っていないのだろう。


　だがその一方で──彼女を生かしておく事にはそれなりに注意を払っている様だった。


　乾かん燥そうした空気と定期的に供給される洗浄用の水は、狭せまい孔の中を清潔に保っていたし、与えられる流動食はそれなりに栄養計算されたものだった。ほぼ完全に枯こ死しした精神とは裏腹に──運動不足による筋肉の萎い縮しゆく等は在ったものの、女の肉体は比較的、健康な状態を維持していた。


　いや。


　それどころか──


「──さぁ」


　それは六ヶ月ぶりの事だった。


　正確には百八十五日と三時間ぶりに──錆さび付ついた鉄扉が軋きしみながら開いたのだ。


　だが女がそれを喜ぶ事は無かった。事態を理解出来る理性など、とっくの昔に摩ま耗もうしきって無くなっていたからだ。ただ反射的な行動として六ヶ月ぶりに網もう膜まくを灼やいた光に──それは決して強いものではなかったが、それでも闇の中に暮らしていた彼女にとっては太陽を直視するに等ひとしいものだった──目を細めただけである。


「……収穫の……季節だ……」


　呟く様な声と共に、白い手袋に包まれた手が伸びた。


　蜘く蛛もの脚あしの様な細く長い指が、乱暴に、女の伸び放題になった髪かみを摑つかんで引きずり出す。


　痛みに彼女は弱々しい呻き声を漏らすが──考える事を止めて錆び付いた意識は、抗議の言葉を思い出す事は無かった。


「～～～………」


　かひ、かひ、と唇くちびるから漏れるのは乾いた息いき遣づかいのみだ。


　何が何だかよく分からない内に、彼女は硬い何かの上に載のせられていた。


　白い石造りの台だ。


　その上に女は仰あお向むけに横たえられた。


　だが……あの孔を部屋と呼ぶ事に多くの人間が躊ちゆう躇ちよするのと同様、それを寝台と呼ぶ事には、誰もが抵抗を感じるだろう。それは確かに寝台とよく似た、人間一人が横たわるのに適切な広さと高さを備えてはいたが……マットもシーツも枕まくらも無い。


　むしろ……用途を鑑かんがみれば、それは、まな板と呼ぶのが正しいかもしれなかった。


　明らかに血と思おぼしき赤黒い染みが、あちこちに付着していたからだ。


　そして──


「……くく……く……」


　台の傍かたわらには一人の男が立っていた。


　とっくに崩壊した女の意識は、既に個人を認識する事すら出来なくなっていたが──それは六ヶ月前に女を孔に閉じ込めた男だ。


　特徴的な長い白髪と隻せき眼がんという面相は──顔の左側を斜ななめに横切る黒い眼帯は、見間違いようが無い。表情も仕草もひどく陰気な風ふ情ぜいで、頰ほお骨ぼねの浮いたその顔の輪りん郭かくは、末期の重病人を想わせる。


「……くく……」


　男は枯れ木の様な長身瘦そう軀くを揺らしながらひっそりと笑う。


　その片方だけ残った蒼あおい右目は、女を見ていた。


　顔ではなく──その大きく膨ふくれあがった腹部を。


　女は妊にん娠しんしていた。


　それは孔に閉じ込められる前に施ほどこされた『処置』の結果だ。そう。それは文字通りに種付けという処置でしかない。予あらかじめ採取してあった精液を樹脂製の管くだを通して注ぎ込む行為を強ごう姦かんとは呼ぶまい。


　勿論、子供が生まれてくるのは未まだ三ヶ月は先だろう。


　だが──


「……十分だ……」


　男は満足げに呟く。


　それは一体どういう意味なのか。


「…………」


　だが既に女は男の言動を怪け訝げんに思う事も無い。


　もし女に理性が残っていれば──自分が引きずり出された孔の周りに眼を向ける事も在っただろう。そして改めて自分の見た光景の意味に気付いて戦せん慄りつしたに違いない。


　壁には何十という鉄扉が取り付けられていた。


　蜂はちの巣を──あるいは警察や病院の死体置場モルグを想わせる、異様な設備である。


　この隻眼の男にとって女は、そして恐らく女と同様にあの鉄扉の向こう側に閉じ込められているであろう者達は、『人』ではなく『獣』ですらなく、死体同然の『モノ』でしかないのだろう。


　妊婦の大量生産。


　一体……何を思ってこの男はこんな真ま似ねをするのか。


　何の目的の下にこの様な行為に及およぶのか。


　人間の所しよ行ぎようではない。少なくとも尋常まともな人間のものでは在り得ない。


　女も男も既に正気などではなかった。


　だが──


「くくく……くく……く……」


　共に狂気に冒おかされながらも男のそれは純度が違う。


　純粋な狂気は、むしろ無む邪じや気きである。


　それは是ぜ非ひも無ければ善悪も無い。ただの無む秩ちつ序じよだ。それ故ゆえに自滅を招くが、その狂気はそこで止まる。純度が高いが故に拡散も増殖もしない。


　半ば理性を残した不純な狂気の方が、根が深い。


　それは理り路ろ整せい然ぜんと狂う。悪あく辣らつたる事をむしろ自らに許す。非道たる事を肯こう定ていする。己の正当性を説く事さえ在る。自ら増殖して暴走し、他を巻き込み、そして最終的には全てを滅ぼそうとする。


　まるである種の癌がん細さい胞ぼうの様に──


「……く……くく……く……」


　喉のどの奥おくに引っかかる様な笑い声を漏らしながら、男が懐ふところから取り出した道具を掲かかげる。


　やはり女に反応は無い。ただぼんやりと仰ぎよう臥がするだけだ。


　あまりにも明らかなその道具の用途が、自分に何をもたらすのかが、もう彼女には理解出来ない。銃口の意味を知らない赤ん坊がその危険性を理解出来ないのと同じ事だった。


　故に──


「…………」


　電灯の光に煌きらめくそれ──料理用の肉切り包丁が自分に振り下ろされるその瞬間も、女の眼は無む為いに天てん井じようを映しているだけだった。
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　トリスタン陸上競技場。


　市の名前をそのまま冠されたそのスポーツ施設が、完成したのはつい先日の事である。


　最近アルマデウス帝国全土で流行し始めた、全天候型多目的競技場の一つだ。


　楕だ円えん形けいの競技場フイールド本体は幾いく重えにも大量の観客席で縁ふち取どられ、更にその外側には大型の投光器が配されて、夜間の競技や試合も可能な様に設計されている。全天候型たる所以ゆえんの屋根は細い鋼材を組み合わせたレールの間に防水布を張った造りで、レールに沿って布を巻き取れば開放型にも変更できる。また競技場の『床』は塡はめ込こみ式のプレートとなっており、競技に合わせてこれを交換、あるいは再配置する事で、総計三十種類余りのスポーツに対応出来るのだという。


　この手の競技場は、名前通りのスポーツ興業は勿もち論ろんの事、演奏会コンサート、見本市と応用範囲が広く、商業的な収益が見込み易やすい。この為に相当な金額を投入して最新設備で固められるのが常だ。


　特にトリスタン陸上競技場は、前述のプレートや屋根に新開発の樹脂素材を使っている上に、競技場の面積としても、観客収容人数としても、現時点でアルマデウス帝国最大を誇ほこっており──当然トリスタン市の内外を問わず、人々の注目度は高い。市の地域振しん興こう課かが地元の企業数社と組んで造り上げた、トリスタン観光の新たな目玉の一つであった。


　だが……


「……せいしゅん」


　ずるりずるりと肉を引きずる音が人工芝しば生ふの上を移動していく。


　広大な樹脂製の草原──その真ん中。


　完成記念式典を明後日に控え、未まだ選手達に踏ふみしめられた事も無い、その処女雪の如ごとき競技場を……我が物顔で横断する一つの理り不ふ尽じんが在あった。


　異い形ぎよう。怪物。


　そうとしか言いようのない何か。


「……それは……なれあいのココロ……」


　真上から見ればそれは巨大な『×』印だった。


　大まかな輪りん郭かくとしては他に表現のしようが無い。それをあくまで生物として見た場合、ある種の海産無む脊せき椎つい動物──ヒトデに似た印象が在る。だが、無論そんなものが陸上競技場の真ん中を歩いている筈はずも無いし、何よりも全長四メルトルなどという馬鹿げた大きさのヒトデなど、どれだけ生物図鑑をめくってみても載のって居いない。


　ましてやヒトデは、放射状に伸びた部分の先端に、人間のそれと酷こく似じした指や掌てのひらが付属していたりもしないし──真ん中に、やはり人間に酷似した顔などが備わっていたりもしない。


　在り得ない。


　脊椎動物と無脊椎動物。陸生生物と海かい棲せい生物。生物学的に見て全く異ことなる生物の器官が──同じ生物の上に生しようじる筈はずの無い部位が、一つの身体の上に混在しているのだ。整せい合ごう性せいが無い。合理性が無い。その姿は理性や学識の及ばぬ境地──悪夢の産物そのものだった。


　しかも……


「……ボクがみた……キボウ……！」


　何より理り不ふ尽じんな事にそれは、喋しやべっていた。


　天を向き、虚うつろな表情を張り付けた人間の顔の部分から、まるで呼吸するかの様に延々と、意味不明の台詞せりふを垂たれ流しているのだ。


「せいしゅん……それはシアワセのいかり……シワヨセのしろいクモ……！」


　怪物は競技場の真ん中を傍ぼう若じやく無ぶ人じんに進んでいく。


　全部で二十本の指をぞわぞわとムカデの脚あしの如ごとく動かして、身体からだを運んでいる。その足跡──と言って良いのかどうか──は赤黒い点線となって緑の平面に切り込んでいた。


「せいしゅん……」


　ふと歩みを止める怪物。


　ぐにゃりと己の触腕の一本を折り曲げて顔の上に持ってくる。


　そこには点線の元になった赤黒い肉にく塊かいが引っかかっていた。


「……おおぅ……せいしゅん……！」


　一見しただけでは、それがかつて人間だったと察するのは難しかろう。


　手足も無ければ頭も無い。弄いじくられ、引きずられている内に、すり切れて脱落してしまったのだろう。破れた腹から零こぼれ出でた内ない臓ぞうが、ぶらんぶらんと所在なげに揺れていた。


「せいしゅん……そう……ぼくのせいしゅんは……かがやいているか……？」


　怪物はもう用はないとばかりに、ひょいと軽い動作で肉塊を振り捨てる。


　そして──


「──構え」


　号令が電波を介かいして競技場を巡めぐった。


　次の瞬間、観客席に身を屈かがめて潜ひそんでいた都市迷めい彩さい服ふくの男達が一いつ斉せいに身を起こす。


　東西南北に一人ずつの合計四人。


　彼等の手には簡かん易い式の光学照準器スコープを装着した自ラ動イ小フ銃ルが携たずさえられている。しかも銃身に添そえる左手の指には、既に予備の箱マ形ガ弾ジ倉ンを挟はさんで、間かん髪はつ入れぬ交換操作前提の──二弾倉分の連続射撃を前提とした構えだ。


「撃てッ！」


　無線機からの指示と同時に銃声が轟とどろいた。


　単射ではない。機関銃と同様の全フ自ル動オ連ー射ト。秒間十発──四方向から降り注ぐ銃弾の雨が怪物を押し包んだ。


　小口径とはいえ、自動小銃の弾丸である。発射速度の二乗と弾頭重量から求められるエネルギーは拳銃の比ではない。それを八弾倉分──総計二百四十発。十秒にすら満たない時間でそれだけの威い力りよくを注ぎ込まれれば、人体などは原型を留めぬ程に破壊されてしまう。いかな異い形ぎようとはいえ、所しよ詮せん、肉から成る身では死を免まぬがれぬ攻撃であった。


　それが全て命中すれば──の話だが。


「せせせせせいしゅん！」


　最初の十数発は確かに着弾した。


　鉄板をも撃ち抜く貫通力を備えた軍用小銃弾は、容易たやすく皮を破り肉を裂さき、怪物の体内深くに潜もぐり込んだ。悪夢そのものたる異形の身体から、人間と同じ赤い血が飛び散る様子はむしろ質たちの悪い冗じよう談だんじみた光景であった。


　だが……


「せいしゅんのたぎり！　──ひかる！」


　叫びと共に極光オーロラの如き淡あわい光が放たれる。


　複雑に層を成す七色の輝きの中で、残り二百発余りの銃弾は──空中に静止。次の瞬間、いきなり弾道を激しくねじ曲げられ、全て人工芝生に着弾した。


　千ち切ぎれた樹脂製の草が緑の霧きりの様に舞い上がる。


「せいしゅんんんんんん！」


　二百発以上の銃弾を受け止めるどころか──強制的にその軌道を変化させる。非ひ力りきな人間にとっては奇き蹟せきに等しい超常現象を、その怪物は容易く示して見せたのである。


　普通の人間ならば、呆ぼう然ぜんと立ち尽くすしか無い光景だ。


　しかし都市迷彩服の男達に動揺は無かった。


「射撃続行。魔族をその場に釘くぎ付づけにしろ」


　無線の指示に従って男達は機械的に弾倉を交換。


　恐ろしく手慣れた動作である。排出された弾倉が足下に墜おちて乾かわいた金属音をたてるその瞬間には、もう、腰こしのポーチから引き出された三つめの弾倉が、自動小銃の装塡口に収まっていた。


　次の瞬間──銃撃が再開される。


　再び怪物を押し包む熱い雨。


　勿もち論ろん……


「んんんんんーん！　せえええええいしゅうううううううんんんッ！」


　銃弾は届かない。


　それらは全て空中で見えない何かに捉とらえられ、真下の芝生へと叩き落とされる。


　しかも最初の十数発が怪物に刻んだ傷跡すらも、みるみる内に周囲の皮ひ膚ふが溶けて塞ふさがり──数秒後には痕こん跡せきすら消滅していた。治ち癒ゆなどという言葉では説明しきれない現象だ。それは回復ではなく──時間を逆回しにするかの様な復元である。


　怪物──魔族メレヴエレント。


　男達の通信に在る様に、それはそう呼ばれるものだった。


　魔法によって汚お染せんされた存在。それ故に、魔法によって呼吸し、魔法によって新しん陳ちん代たい謝しやし、魔法によって駆く動どうし、魔法によって跳ちよう梁りようする、生物を超えた異常生命。


　まさしく怪物だ。


　それ故に、その存在は正式名称『魔法中毒患者ソーサリイ・アデイクト』と呼ばれるよりも、単に怪物の別称たる『魔族』の語を冠して語られる事が遥はるかに多い。


　そして──


「せいしゅんのかがやきッ！」


「──ちっ」


　銃撃を加える男達の一人が小さく舌打ちをする。


　三百発を越える銃弾を注ぎながらも、ただ足止めしか出来ていないという事実への苛いら立だちなのだろう。それを予あらかじめ頭では理解し覚悟はしていても、改めて目の前に突き付けられれば、誰しも焦しよう燥そう感かんを覚えずにはおれない。


　銃器で魔族を殲せん滅めつする事は極きわめて難しい。


　所しよ詮せん、銃器は物理法則の枠わくの中で作られたものだ。だが魔族はそれを無視して成立する不条理そのものである。反則技の集合体に、正々堂々と規約に則のつとった勝負を挑いどんでも勝てる筈はずが無い。


　眼には眼を。反則には反則を。不条理には不条理を。


　魔法によってその生態を支えられた魔族を倒すのならば──同じく物理法則を超えた力が最も適てきしている。


　即ち──魔法だ。


「──イグジスト」


　撃発音声トリガー・ヴオイス──そう呼ばれる起動呪じゆ文もん。


　一秒にも満たないその宣言と共に──しかし顕けん現げんした現象は劇的だった。


「……せいしゅんんんッ!?」


　ごそりと魔族の身体の一部が消しよう失しつする。


　爆音は後から追つい随ずいした。不可視の威力──絞しぼり込まれた衝撃波が魔族の身体を粉ふん砕さいし、吹き飛ばしたのだ。轟ごう音おんが収まった直後、思い出したかの様に、細片にまで破断された魔族の一部が、ばらばらと競技場の客席に降り注いだ。


　そして──


「我われ・法のりを破り・理ことわりを越こえ・殲滅の意志を示すものなり──」


　朗ろう々ろうと響く追加呪文プラグイン詠唱の声。


　競技場の片かた隅すみ──選手入場口から灰色の人影が歩み出る。


　金属と樹じゆ脂しの装そう甲こうをまとった異様な人型。


　頭頂から爪つま先さきまでを隙すき間ま無く覆おおわれたその姿は、かつて剣と槍やりが主力兵器であった時代において戦場の花形を務めた戦士達を──鎧よろい騎き士しを彷ほう彿ふつとさせる。


　だが細部を見ていけば、それが騎士達の帯おびていた板金鎧プレート・メイルとは微妙に違うのが分かるだろう。工場などが存在しなかった時代、全て手作業で造られていた騎士の戦いくさ装しよう束ぞくと違い──灰色の人影が帯びているその鎧は、規格品らしき螺ね子じや金具を多用しており、一見して工業技術の産物だと分かる。


　また──その手に携たずさえるのも騎兵槍ではない。


　長大さという意味では変わらぬものの、遥はるかに複雑な形状を持つそれは、いかにも機械然としており、印象としては機関銃か電動鋸のこぎりに近い。もっともその装置には回転する刃も無ければ銃口も備わってはいなかったが。


「グロークン・グロークン──」


　その装置の先せん端たん部ぶ──正しくは先端部から僅わずかに離れた虚こ空くうに、赤く輝く円状の模も様ようが浮かび上がる。相互に反転して回る同心円の魔法陣エイリアス。それらは何かを充じゆう塡てんするかの様に、その輝度を次第に上げていき──そして。


「──……〈ヴォルテックス〉イグジスト！」


　撃発音声トリガー・ヴオイス。


　意志を現実の力に変える為の──それは儀式。


　声を出すという行為そのものが意味を持つ。その一言を突破口として、空想の領域に描かれていた魔法回路は、現実に雪な崩だれ込み、効果を発揮するのだ。


　即すなわち──


「せいしゅん──しゅおおおおおおおおおおおお!?」


　ぐにゃりと、雑ぞう巾きんをねじるかの様に、魔族の身体が歪ゆがんだ。


　ばきばきと音を立てながら魔族の全身が折おり畳たたまれていく。無理矢理に加えられた回転の力が、皮ひ膚ふを剝はがし、肉を剝がし、更にそれらをすり潰つぶしながら血色の渦うずを巻く。


〈ヴォルテックス〉──その名の通り嵐の魔法。


　強大な力りき場ば渦動が対象物を捕ほ捉そくし、ねじる様にして破壊する。平面的に加えられる打撃力や高温と異ことなり、面でもなく点でもなく、相手を押し包む様にして発揮される立体的な破壊力は、単純な装甲の厚さや復元力では対処しきれない。


　まさしくそれは対象物を粉こな微み塵じんに破砕する為の──殲せん滅めつの為の力だった。


「じゅうううううなななななななああああのおおおおおなあああつううううう!?」


　魔族が天に向かって咆ほう哮こうした。


　拮きつ抗こうする力と力。


　雑ぞう巾きんの如く絞しぼられていく異形の周りに、小さな稲いな妻ずまが幾つも幾つも迸ほとばしる。


　それは魔族の存在を支える魔法が〈ヴォルテックス〉に抗している証拠だった。だが元より使用制限が無い故に、何処か散さん漫まんな魔族の魔法と──ただただ相手を滅ぼす為に限界まで集束され強化された攻撃魔法、拮きつ抗こうした場合にどちらが強いかは、言うまでも無い。


　魔族の身体は更にねじれ、大量の体液と肉片を撒まき散ちらし、そして──


「あるぁわっ!?」


　ぐしゃり。


　限界を超えた瞬間、一気に潰れた。


　肉片や骨片すらもが螺ら旋せん状じようの力場に呑み込まれて更に粉ふん砕さいされ、無限にねじられてゆく。既に魔族は確固たる肉体部分など断片も残っておらず、全ては赤黒い泥状のものになってごぼごぼと泡あわ立だっていた。


　いかな怪物とて此こ処こから再生は出来まい。


　そして──


「……ブレイク」


　灰色の人型がそう呟いた瞬間。





　──ばおっ！





　軽い爆音じみた音と共に魔族を構成していた物質は四散した。


　魔法の力で強制的に絞られ、ねじられていた空間が元に戻り、その際に生しようじた空気の流動が音となって聞こえてきたのである。


「──魔力計確認」


「残留魔力12単位グレコ以下、尚なおも減少中」


「こちらセイモア、視覚による確認でも魔族の生存を認められず」


「こちらダンカン、同じく」


「…………状況終了」


　無線機からそんな声が流れる。


　そこでようやく観客席の男達は銃を降ろし、灰色の人型も、その長大な装置を降ろして構かまえを解といた。


　恐おそらくは無線を傍ぼう受じゆしていたのだろう──制服を着た警官達が待ち構えていた様子で競技場の中に雪崩れ込んでくると、現場保存の為に『立入禁止キープアウト』の文字が入ったテープを辺りに貼り始める。


　競技場の関係者達は、大金を投じて建設したばかりのこの施設が、しばらく営業できない事に頭を抱かかえるだろうが……こればかりはどうしようもない。むしろ手て際ぎわよく魔族が倒された事で、殆ほとんど施設そのものに被害が無かった事を喜ぶべきであった。


「──お疲れ様です」


　慌あわただしく動き回る警官達の間を縫ぬって、灰色の人影に近付く若い娘の姿が在った。


　長い栗くり色いろの髪と、少し大きめの眼鏡めがねが特徴的である。


　年齢は二十を少し過ぎた程度だろうか。小柄な事や童どう顔がんな事もあって、身に帯びた魔法管理局の制服が今ひとつ馴な染じみきっていない感があった。女学生の格好をしていた方が未だ違和感が無いだろう。本人はそう評されると、いたく自尊心を傷つけられた様な表か情おをするのだが。


　ネリン・シモンズ。


　片手で掲げている身分証からも分かる通り、彼女は労ろう務む省しよう魔ま法ほう管かん理り局きよくの二級魔法監かん督とく官かんである。法律に則のつとって正しく魔法が行使されているか否いなかを現場に出向いて判断し記録するのが、彼女の仕事であった。


「ハモンドさん」


「──どうも」


　灰色の人影はそう言って己おのれの頭部を覆おおうヘルメットの金具を外はずす。


　殻からを剝く様にして外された頭部装甲の下から出てきたのは──短めに金髪を刈かり込んだ青年の顔であった。くっきりしていて爽さわやかな印象の目鼻立ちで、ネリンに向けて小さく会え釈しやくするその仕草にも、本人の礼儀正しさが滲にじみ出でている。媚こびず。されど驕おごらず。自分の立ち位置をはっきりと知っている人間の清すが々すがしさが、そこには在った。


　この様な殺さつ伐ばつたる現場には、いっそ不似合いな位の好青年である。


「凄すごいですね」


「……うん？　何が？」


　ネリンの評に──目を瞬しばたたかせてハモンドと呼ばれた青年は首を傾かしげる。


　アイザック・ハモンド戦術魔法士。


　つい先日……このトリスタン市に移住してきて登録された戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストである。〈ブラック・ドッグ〉という名を付けられた小規模な民間軍事会社ＰＭＣに籍せきをおき、そこの魔法戦部隊に所属している。


　警察や軍隊といった公的機関には魔法士が存在しない。諸もろ々もろの国家群の思おも惑わくと、歴史的経緯から、国際条約で魔法士を公こう僕ぼくとして採用する事は禁じられているのである。


　この為、魔法士を擁ようしながらも公的機関としての立場を持たない民間軍事会社が、国家や地方自治体の依頼を受けて活動するという形式が、最近目立ってきている。
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「男爵バロネージ級とはいえ……こんなに素早く魔族を倒すなんて」


　ネリンは辺りを見回して言った。


　未だ濃密な血けつ臭しゆうが辺りに立ちこめてはいるものの、競技場施設そのものに一見して分かる様な損そん壊かいは無い。血は洗い流してしまえば跡あとも残らないだろう。


「施設の被害も殆ほとんど無いみたいですし」


「魔族は、時間が経たてば経つ程に成長して倒しにくくなる。被害にしても、人的、物的を問わず、小さい方が望ましいからこそ俺達が呼ばれる──被害を気にしないのなら、燃料気化爆弾で一いつ掃そうすればいい」


　だからそれは当然の事だ、と言わんばかりの口く調ちようである。


「特別な事は何もしていない。助手達による通常銃器での足止めにより、周囲に被害の出にくい場所へと対象を誘導──固定。後に魔法で殲滅。定石セオリー通りだよ」


「それはそうですけど」


　と苦笑するネリン。


「ちょっと、その定石を知らない人ばかりと仕事をしていたもので」


「──ああ」


　苦笑を浮かべるアイザック。


「レイオット・スタインバーグか」


「え──御存知ですか」


　少し驚きの表情を浮かべるネリン。トリスタン市に来て未だ一ヶ月余りのアイザックが、その名を知っているとは思わなかったのである。


「会った事は無いけどね。知ってるよ。色々と噂うわさにはなってる」


　アイザックは肩かたを竦すくめて言った。


「俺としては、ああいうチンピラ紛まがいの戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストが有名になるのは面おも白しろくないがね。元々魔法士、特に戦術魔法士は、あまり一般に良い印象が無い。一般市民以上に立たち居い振ふる舞まいには気をつけないと──」


「あ……まあ、そう、でしょうね」


　微妙に歯切れの悪いネリン。


　そんな彼女をアイザックは不思議そうに眺ながめる。


「俺達が居る限りは、ああいう資格も無いチンピラには仕事は回らないし、回さないよ」


「まあそうなるでしょうね」


　とネリンは頷うなずく。


　アイザックの言う通り──この三ヶ月余り、労務省魔法管理局から、レイオット・スタインバーグに仕事の依頼が行った事は無い。アイザックの〈ブラック・ドッグ〉や、他の戦術魔法士達がトリスタン市に移住してきた事も在るが、全体的に、ケースＳＡ──魔族事件が減ってきているからだ。


「貴女あなたの仕事も、多少は苦労が減ると思う」


「有あり難がたい話です」


　とりあえず微笑を取とり繕つくろうネリン。


　どうやらこのアイザックは、レイオット・スタインバーグ戦術魔法士に軽い敵意の様な感覚を持っているらしい。


　確かにアイザックの言う通り、レイオットは法的資格を持たない──つまりはモグリの戦術魔法士だ。今までは頻ひん発ぱつする魔族事件ケースＳＡの処理が追いつかない為、レイオットの様な無資格の戦術魔法士でも使わざるを得なかった。魔法管理局は彼に正規の魔法士同様、担当官を配し、『緊きん急きゆう避ひ難なん行こう為い』と苦しい言い訳をしては彼を駆り出していたのだ。


　だが、魔族事件の減少と、戦術魔法士の増加により、レイオットの出番は明らかに減ってきている。


　とはいえ──


（会わせないように気をつけた方がいいわね）


　ネリンはそんな事を思う。


　レイオットもアイザックも彼女の担当な訳だが──この様子だと会った途端に喧けん嘩かが始まりかねない。ネリンの知る限り、レイオット・スタインバーグが自分から喧嘩をふっかける事は無かろうが……彼の見るからにいい加か減げんな言げん動どうは、この真ま面じ目めな戦術魔法士の神経を逆さか撫なでする可能性が多分にある。


（悪い人じゃ……ないんだけど）


　レイオット・スタインバーグ。


　優秀な──しかし無資格の戦術魔法士。


　ただこれだけの情報でも、人は色いろ眼鏡めがねで彼の事を見る。見てしまう。アイザックなどはその典型だ。ネリンに言わせれば、レイオットはアイザックの言う様なチンピラとは違うし、意外に義ぎ理り堅がたかったり、人が善よかったりする部分を持っているのだが──そんなものは、ぱっと見て判わかる特とく徴ちようではない。


　実際、ネリンもそれと知るまでに随ずい分ぶんと時間が掛かったものだ。


　だからアイザックの決めつけも仕方のない事なのだが……担当官として両方と面識の在るネリンとしては、若じやつ干かん、板いた挟ばさみじみた居い心ごこ地ちの悪さを感じてしまう。


「では我々はこれで。書類は明日──提出します」


「よろしくお願いします」


　ネリンが頭を下げるとアイザックは小さく頷うなずき、観客席の仲間達に向けて叫んだ。


「撤てつ収しゆうする！」


「了解、撤収！」「撤収！」「撤収！」「撤収！」


　四人の仲間──アイザックの援護役達は、それぞれに復唱すると、空からの弾倉を拾って現場から離れ始める。きびきびした動きは見ていて気持ちが良かった。〈ブラック・ドッグ〉は未だ規模こそ小さいが、アルマデウス帝国軍から引き抜かれた社員も多く、精せい鋭えい揃いだとネリンも聞き及んでいる。


　彼等は今後も活躍してくれるだろう。


　ただ──


「…………」


〈ブラック・ドッグ〉の社員達が撤収するのを見届けてから、ネリンはクリップ・ボードの上の現場報告書に改めてペンを走らせた。


　そう。魔族事件は確実に減ってきている。


　また一件あたりの被害も確実に減少しつつある。


　それはトリスタン市の魔法士誘ゆう致ち政策や、ブライアン・メノ・モデラート警視率いる対魔族狙そ撃げき隊たいＳＳＳの活躍に依よる処ところが大きい──大きいと思う。魔族の出現に素早く対応する為の基盤インフラが整ってきたという事であり、それは即すなわち、無資格の戦術魔法士レイオット・スタインバーグの出番が減るという事を意味する。


　それは良い事なのだ。


　喜ぶべき事なのだ。


　レイオット・スタインバーグにとってすらも──である。


　本人はとぼけて否定するかもしれないが、担当官として何度も彼の戦う現場を見てきたネリンにはそれが分かる。彼が戦術魔法士という危険な仕事をしているのは、金の為でもなければ、使命感や正義感からでもない。


　ただ……


「……何なのかしらね」


　呟くネリン。


　喜ぶべき筈はずの事を、素直に喜べない自分がいるのを彼女は自覚していた。


　何かを見落としている様な気がする。何かが自分達の見ていない処で蠢うごめいている様な気がする。これは以前からも感じていた事なのだが──ここ数ヶ月は尚なお更さらにそんな印象が強い。具体的に何かと問われても答えられないのだが。


　ただ得体の知れない危機感だけが、後頭部にのしかかる感覚。


　嵐あらしの前の静けさという言葉が在るが──自分達は今、たまたま台風の目の中に居るだけで、油断していると前と同様の、あるいは前以上に苛か烈れつな状況が来て慌あわてる事になるのではないか……？


　そんな不安が脳のう裏りを過よぎる。


　勿論、単にネリンの考えすぎという可能性は多分に在る。


　在るのだが──


「……とりあえずは目の前の仕事！」


　自分に言い聞かせる様に呟くと、ネリンは現場状況の記録を再開した。





　　　　●　　●　　●





　北ほく暦れき一八九九年。


〈聖シューマン〉大聖堂において行われた一つの公開実験が世界の様よう相そうを一変させた。





　──魔法。





　ジョージ・グレコ教授率ひきいる研究チームは、かつて迷めい信しんと伝説の領域に在ったそれを、現実の世界へと持ち込んだのだ。


　この夢の新技術は、使い方によっては物理法則さえねじ曲げる事が可能で──それまでおよそ不可能とされてきた幾いくつもの絵え空そら事ごと、机き上じようの空論が、数多く実現した。


　一つの技術体系として確立された魔法は、行政、工業、農業、医療、芸術、そして軍事──ありとあらゆる分野に活用されていった。


　人々は歓かん喜きした。


　魔法の可能性は果てしなく、それがもたらすであろう輝かがやかしい未来を想い、誰もがそれに酔よい痴しれた。


　即ち──魔法黄金期の到とう来らいである。


　だが人々は知らなかった。


　この『夢の新技術』のすぐ向こう側に用意されていた──最低最悪の落とし穴の事を。





　　　　●　　●　　●





『姿すがた形かたちで人を判断してはいけない』


　よく聞く言葉だ。


　それはつまり──人間は誰だれしも、姿形で他者の人格や素す性じようを、安易に判断しがちだという事である。誰もしないような行為を、いちいち警句にして戒いましめても意味が無い。


　美しくても人間としては最低だったり。


　醜みにくくても素晴らしい人格者であったり。


　勿論そういう例は枚まい挙きよに遑いとまが無い。当たり前の話だ。人間の姿形とその人格に、絶対的な相関関係は無い。誰もが理り屈くつとしては理解している事である。


　では、どうして人は外見で他者の中身を判断しがちなのか……？


　理由は簡単。


　外見と中身が合がつ致ちしている事例の方が、圧倒的に多数だからだ。要するに姿形がそのまま本質に直結している人間の方が、遥はるかに多いという事である。


　だから……例えば。


「…………あの」


　目の前に二種類の人間が居るとする。


　見るからに胡う散さん臭くさい風ふう体ていをした人間と。


　見るからに真面目そうな格好の人間と。


　どちらかに道を尋たずねねばならないという二者択一を迫せまられた場合に、大抵の人間は後者を選ぶ。その方が無ぶ難なんな結果になる可能性が遥かに高いからだ。自己保全の為には、実に理に適かなった行動と言えるだろう。


　具体的には──


「えっと……すいません。ちょっとよろしいでしょうか？」


　何ど処こかくたびれた感じの蒼あおい外套コートを、まるで身体からだにぶら下げる様に着ていて。


　ろくに櫛くしも入れていない様なぼさぼさの黒くろ髪かみを、中ちゆう途と半はん端ぱな長さに伸ばしたままで。


　真夏でもないのに、丸レンズのサングラスを、鼻先に引っかける様にして掛けている。


　そんな──麻薬の密売人か売春宿の客引きじみた、いかがわしい容よう姿しの男を選んで、わざわざ声を掛ける人間は、間違いなく少数派だ。


　なので──


「ちょっと道を尋ねたいのですが……」


「…………」


　その見るからに胡散臭い風体そのものの人物──レイオット・スタインバーグは、鼻び梁りように沿ってずり落ちかけていたサングラスの上から、怪訝の視線を声の主ぬしに投げ掛けた。


　それは小こ柄がらな少女だった。


　年齢は十七か八といった処だろうか。


　黒髪。黒こく瞳どう。それに──やや濃い肌はだの色。


　恐らくは東方民族の血が入っているのだろう。実はレイオットもしばしば同じ特とく徴ちようを指してそう言われる。ただしこのアルマデウス帝国で育ってきたレイオットには、その少女の様なきつい訛なまりは無いし──元々が孤こ児じであるレイオットに、その血統を確かめる術すべは無いのだが。


　恐らく外国人なのだろう。


　だが……少女の外見を最も特徴づけているのは、肌の色でも眼の色でも髪の色でもなかった。その貌かおの真ん中を横切る様にして存在を主張している、眼鏡だ。


　そのレンズは大きく、しかも分ぶ厚あつい。


　相当に眼が悪いのだろう。


　よく見れば、少女の顔立ちはそれなりに整っていて清せい楚そな印象があるのだが──この大おお仰ぎようとも言うべき視力矯きよう正せい器具のお陰で、先まず何よりも野や暮ぼったい印象が見る者の意識に刷すり込こまれてしまう。


　長い黒髪は三つ編みに編まれており、着ているものも、これまた地味な色味のシャツとスカートと肩掛けストールで──おまけにやや大きめの旅行鞄かばんを肩から提さげていたりするから、尚更にその印象が強調されてしまう。


　見るからに『都会に出てきた田舎者おのぼりさん』だ。


　場所が場所なら、半時間程で身ぐるみ剝がされて売り飛ばされかねない──そんな見るからに不用心そうな少女であった。


（……というか時間の問題だな）


　とレイオットは想う。


　今……レイオットが立っているのはトリスタン市中央区の官公庁街だ。


　正午過ぎという事で昼食を摂とりに出掛ける者の姿も多く、いかにもお堅かたい──真ま面じ目めそうな格好をした人間には事こと欠かかない。


　他に適当な人間は幾らでも居るだろうに、わざわざレイオットの様な風体の人間を選んで声を掛けている時点で、何というか──色々と駄だ目めである。この少女、根こん本ぽん的な部分で判断基準が狂っている変人か、さもなくば危機意識や自衛本能の欠けた間抜けかの、どちらかだろう。


「あの……」


「……聞こえてるよ。十分な」


　肩越しに振り返った体勢のまま、レイオットは溜ため息いき混じりに言った。


　耳が遠いとでも思ったのか──眼鏡の少女が両手をメガホンの様にして、口の脇わきに添そえたからである。


「ああ良かった。私の発音が悪いのかと思ってしまいました」


　眼鏡の少女は、ほっとした様子で緩ゆるんだ笑顔を見せる。


　レイオットは半はん眼がんで彼女を見下ろしながら呟く様に言った。


「いやまあ、明らかにおかしいけどな」


「あ……やっぱりそうですか」


　しゅんと気落ちした様子で少女は言った。


　だが次の瞬間、少女は何か思いついた様子でぽんと手を叩く。


「あ。そうだ」


「うん？」


「私──ノーラ・ヤナギサワっていいます」


　にっこりと笑って少女はそう名乗った。


「いや。別に聞いてないけどな」


　とレイオット。


　それとも彼女の郷きよう里りでは道を尋ねるのにいちいち名乗るのが礼れい儀ぎなのか。


　ヤナギサワ。確かに外国人らしい名前である。その独特の響きからすると、やはり東方国家群の出──ヤマガ帝国辺りの出身なのだろう。


「そうですか……」


　やっぱりまたしゅんと沈んだ表情で俯うつむく少女。


　何というか、いちいち表情の浮ふ沈ちんが激しくて、端で見ている分には非常に鬱うつ陶とうしい。なのでレイオットは──彼の性格からすれば珍めずらしい事であるが──自分から話をまとめる様に促うながしてみた。


「で──道を尋ねたいって？」


　乗りかけていた蒸気式トラックの昇しよう降こうステーから脚を降ろし、改めてノーラと名乗った少女に向き直る。


「はい」


　気持ちの切り替えが早い方なのか、それともレイオットの方から話を促した事で、何らかの脈が在ると見たのか、とにかく眼鏡の少女──ノーラは再び表情を笑顔に切り替えて、こっくりと頷うなずいた。


「実は──」


「トリスタン中央駅なら、この道真まっ直すぐ歩いていけば半時間位で着くぞ」


　そしてそのまま列車に乗って田舎いなかに帰った方が身のためである。多分。


　だがノーラは大きく首を振った。尻尾しつぽの様な三つ編みがぴょんぴょんとうなじのあたりで跳はねる。何というか──全体的に動きが大きいというか、まるで芝しば居いをしているかの様に、細こまかな仕草の一つ一つが目立つ少女であった。


「いえ。私が行きたいのは駅ではありません」


「トリスタン港なら環状鉄道に乗るのが早いぞ」


「いえ。ですから行きたいのは港でもなくて──」


　そこまで言って──ふと。


「……あ」


　ノーラは分ぶ厚あついレンズの奥で眼を瞬かせた。


　驚きの表情が、じわりとその貌かおに浮かぶ。


（……つくづく周り見てないな、このお嬢さん）


　とレイオットは胸中で苦笑した。


　ノーラの表情を変化させたものが何なのか……勿論レイオットは確かめるまでもなく理解していた。今まで何ど処こを見ていたのか知らないが──今になって、ようやくレイオットの脇に黙もく然ぜんと立って居る『連れ』の存在に気付いたのだろう。


「…………」


　胡散臭いという意味においては、レイオットも人後に落ちないという自覚が在る。


　だが──彼の連れも負けてはいない。


　雨が降っている訳でもないのに外套コートのフードを目ま深かぶに被かぶっている時点で、『私は人目を憚はばかる不ふ審しん人物です』と四方八方に主張している様なものだ。背せ丈たけや衣い装しようから十代の少女だろうという事は傍はた目めにも推測がつくが、その容よう貌ぼうの詳しよう細さいは、常つねにフードの下の暗がりに隠されていた。


　ただ──


「眼……？」


　ノーラも気付いたらしい。


　その気になって眼を凝こらせば、フードの下のささやかな闇やみを透すかして、隠かくされたその貌かおを見る事は出来る。


　薄闇の奥に凝る──異形を。


　恐らくノーラの眼には、暗がりに輝く、血の様に紅い『眼』が見えている事だろう。


　それも二対──即ち四つ。


　実際には、その内の一対は辞書的な意味での『眼球』ではない。だがその位置と直径から、本来の眼と同じ様に見えてしまう事が、ままあるのだ。


　誰もが反射的に、四つの眼を備えた、異い貌ぼうの怪物を脳のう裏りに思い描くだろう。


　勿論……更に半歩近付いて眼を凝らせば、それが見間違いなのだと分かる。


　眼球なのは下方の一対で、その上は──つまりは本来、眉まゆ毛げが備わっている筈の部位に在る一対は、眼球ではなく、別の何かなのだと。


　そう。少し注意を払えば、四眼の怪物ではない事はすぐに分かる。


　だが、少女の顔が普通の人間とは明らかに異ことなる奇相である事も、すぐに分かってしまう。つまりは彼女が異形の存在である事に変わりは無く──そして多くの者は、その意味に気付いて身を強こわ張ばらせ、あるいは身を退くのだ。


　少女のその顔は、常に恐怖と嫌けん悪おの対象となる。


　単に異様とか醜しゆう悪あくといった理由からではない。


　それは──忌いみ子ごの証あかしだからだ。


　人ならざるモノに犯おかされた女が産み落とす、私生児。


　その出しゆつ自じを、何よりもはっきりと自らの姿に刻み込んだ、半人半魔の──


「うわぁ」


「……『うわぁ』？」


　眉を顰ひそめてレイオットが呟く。


　その、感かん嘆たんのものらしい声を漏もらしたのはノーラだった。


　少女の異形を前にして声を漏らす人間は別に珍しくない。


　ただ、ノーラの発したその声は……恐怖にも嫌けん悪おにも侮ぶ蔑べつにも染そまっていなかった。単純な驚きよう愕がくの色は在ったものの──それだけだ。


　珍しい反応である。


「…………」


　異貌の少女も流石さすがに怪け訝げんに想ったのか……その外套コートに包まれた上半身が僅わずかに揺れた。多分、フードの内で首でも傾げたのだろう。


「あの……」


　更に一歩前に出ながらノーラは言った。


　ほんのりと頰ほおに朱が差しているのは……ひょっとしたら興奮しているのだろうか。


「ちょっと触さわって良いですか？」


「…………あ？」


　さすがにレイオットにも──そして恐らくは彼の連れにも──この反応は全くの予想外だった。


「…………」


　連れの少女は、困こん惑わくして意見を求めるかの様にレイオットの方を振り返ってくる。


　勿論レイオットとしてもどう対応すべきかよく分からない。非常識と言えば非常識なのだが──それを許ゆるすか否いなかは、触られる本人の好き嫌いに依よるだろう。


「触るって……何を？」


　念の為にと問うレイオットに、ノーラは至し極ごく当然といった口調で言った。


「お顔です」


「…………」


　やはりレイオットは返すべき言葉が見あたらない。


　普通の人間なら、触るどころか近付く事すら嫌がるだろう。


　少女の異形は決して汚お穢わいなものでもなければ、伝染性がある訳でもない。だが姿形として『見慣れない』『何だか訳の分からない』ものに対して、人間は本能的な恐怖や嫌悪を覚えるものだ。


　なのに──


「駄だ目めですか？」


「まあ俺が決める事じゃ無いが……」


　レイオットとしてはそう言うしかなかった。


　やはりノーラの表情に、嘲あざけりや蔑さげすみといった仄ほの暗ぐらい感情は見あたらない。


　あるいは表情を偽いつわるのが上手く、本心を押し隠かくしているという可能性も考えられるが──そうしてまで異形の少女に触りたがる理由が無い。


「どうする──カペル？」


　カペル。カペルテータ・フェルナンデス。


　それが、この尋常ならざる面めん貌ぼうをフードの下に隠した少女の名である。


　レイオットの同居人であり助手。生活費はレイオットが賄まかなっている事から書類上は扶ふ養よう家族と見る事も出来るが、レイオットにも、カペルテータにも、その意識は無い。


　レイオットは基本的にカペルテータの自由意志に干かん渉しようしない。


　だから最終的な判断をレイオットは彼女自身に委ゆだねた訳だが──


「……どうぞ」


　短い沈ちん黙もくの後、呟く様な声が許可を出した。


　するとノーラは、新しい玩がん具ぐを与えられた子供の様に、無邪気な笑みを浮かべると──手を伸ばしてフードの中の異貌をぺたぺたと触り始めた。


「……何なんだ。この図？」


　レイオットは眉まゆを顰ひそめて呟く。


　分厚い瓶びん底ぞこ眼鏡の少女が、妙に嬉しそうな表情で、向かい合った相手の被かぶるフードの中に手を突っ込んで、顔を触っている。時折、何かに感じ入ったかの様な、短い呻きや溜ため息を漏らしたりもする。


　横から見ていると、かなり怪あやしいというか、全く意味不明の光景であった。


　だがノーラは他人の眼など全く気にしていないのか、何やら熱心に──まるでその作業そのものに没ぼつ頭とうする様な感じで、カペルテータの顔を触り続けていた。


　そして……


「……なあ」


　そうレイオットがノーラに声を掛けたのは、時計の秒針が三回ばかり回りきった後の事であった。


「あんた、何ど処こか行くべき場所が在ったんじゃないのか？」


「え？　あ。そ、そうでした」


　はっとした様子で両手を引っ込め、夢から醒さめたかの様にノーラは言った。


　どうも何かに熱中すると、途と端たんに他の事がおろそかになってしまう性格らしい。


　不用心さも含め、周囲の他人からすれば非常に厄やつ介かいな性格だった。街中を歩いていても何かに気を取られて建物の壁や街がい灯とうの柱にぶつかりそうで──おちおち眼も離せない。一人旅などはもっての外ほかだ。


「トリスタン市立博物館はこの道で良いんでしょうか？」


「博物館？」


　レイオットは眉を顰める。


　彼自身はあまり縁えんの無い施設だ。頭の中で記憶の地図に照らし合わせて場所を確認するのに、数秒を要した。


「……北区にある奴やつか？」


「あ、はい！　それです！」


「ここは西区だが」


「え……えっと。あの。という事は、こっちの方向に歩いていけばいいんですね!?」


「そっちは南だ」


　西区に居るからといって誰もが常に西を向いている訳ではない。当たり前の話だが。


　ノーラは──


「……ええと……」


　しばし自分の指さした方向と、レイオットの間で、見比べる様に視線を往復させていたが──ふと何か思いついた様子で、レイオットの顔を見上げてきた。


「……あの」


「なんだ」


「私──どうやら迷まい子ごみたいです」


「その様だな」


　間抜けな会話に疲ひ労ろう感かんを覚えながら、レイオットは頷うなずいた。


　ノーラは縋すがる様な眼で彼を見ながら尋ねてくる。


「どうしましょう？」


「…………」


　レイオットは辺りを見回した。


　こういう時に限って、近くにタクシーの類もバス停も見あたらない。もっともバスに乗っても、この少女ならば全然違う処に辿たどり着きかねないが。


「えっと。あの」


「なんだ」


「何と申しますか、その、厚あつかましいお願いかもしれませんが──」


　ノーラはちらりとレイオットの背はい後ごに、その瓶びん底ぞこ眼鏡を向ける。


　そこには彼が今しも乗り込もうとしていた愛車──蒸気式トラックが停車している。


　トラックとしては比較的小型の部類に属するが、殆ほとんど直線で構成されたその輪りん郭かくは、装甲車じみて、見るからに厳いかつい印象を見る者に与える。威い嚇かく的てきと言っても良いだろう。実用本位、質実剛健、見るからに乗り心ごこ地ちが悪そうな代しろ物もので──あまり若い女性が乗りたがる物ではないだろう。


　だが……


「もしお時間がありましたら、その」


　もじもじと身を縮ちぢ込こめて揺らしながらもノーラは言った。


「博物館まで私を連れて行っていただけませんでしょうか？」


「確かに厚かましいな」


「はい。すいません」


　率直な感想にノーラは頭を下げる。


　一応ながら恥じる気持ちは在るらしい。分厚い眼鏡のせいで目許の表情は分かり辛づらいが、その頰は少し紅くなっていた。


「……それ以前にだな」


　レイオットは殊こと更さらに溜め息をついて見せながら言った。


「はい？」


「あんたの両親や学校の先生は『知らない人についてっちゃいけません』と教えてはくれなかったのか？」


「知らない人──」


　まるで未知の単語を舌の上で転がして確かめるかの様に、呟くノーラ。


　この程度の言い回しも分からない位に頭が悪いのか──それとも、もう彼女の中ではレイオットは知らない人ではないのか。どっちにしてもこの少女が、かなりの変わり者である事に間違いはあるまいが。


「あんた俺の名前も、素す性じようも知らないだろが」


　名前はともかく、レイオットの素性を知っていれば、良識在る人間ならまず近付くまい。連れの姿を見た後ならば尚更の事だ。ただでさえ背広姿の人間が多い官公庁街では、レイオットの様な格好の人間は、間違いなく悪目立ちする。


　だが──


「そうですね」


　きょとんとした表情でノーラは頷く。


　それがどうかしましたか？　と言わんばかりの様子である。


「……あのな」


　レイオットは内心で自分の意外な根気良さにむしろ驚いたりしながらも、少し身を屈かがめてノーラに視線を合わせる。ついでに彼女の胸元に人差し指を突き付けながら彼はゆっくりと諭さとす様に言った。


「ひょっとしたら俺は、あんたを路地裏に連れ込んで身ぐるみ剝はいじまうような、外げ道どうの類たぐいかもしれんのだがね──それについての不安は感じないのか？」


「感じませんよ」


　あっさりノーラは言った。


　思案した様子も逡しゆん巡じゆんした様子も無い。全くの即答である。


「なんで？」


「なんでって……見れば判りますもの」


「…………」


　やはり至し極ごく当然といった口調で言う少女に──さすがのレイオットも言葉に詰まる。


　レイオットの風体の、どこをどう見ればそんなに信頼出来るのか。


　純真なのか無む垢くなのかは知らないが、不ぶ用よう心じんもここまで徹底的だと、むしろ見ている方が、ある種の不安を覚えてしまう。


　なので──


「……まあ確かに博物館の在る辺りは通り道だが──」


　迂う闊かつにもそんな事を口走ってしまったのは、レイオットとしても、この奇妙な少女に調子を狂わされていたのだろう。普段なら無視して車に乗り込んでいる処だ。


「まあ……」


　祈る様に両の掌てのひらを合わせてノーラは言った。


「これぞ天の配剤というやつですね」


「…………」


　レイオットは空を仰あおいで嘆たん息そくする。


　何というか……言葉は通じるのだが、その向こう側に在る常識や価値観が妙みようにずれていて嚙かみ合あわないという感じだった。なまじ意思疎そ通つうが出来るだけに、言葉の通じない外国人を相手にするよりも、むしろ面めん倒どう臭い。


　レイオットはそのまましばらく空を眺ながめて──


「…………」


　彼が折れたのは三十秒後の事だった。
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　カフェテラスに客の姿はまばらだった。


　午後二時という中ちゆう途と半はん端ぱな時間の為だろう。昼食を摂とるにはやや遅く、御茶の時間には少々早い。カフェテラスの面するプーランク通りにはそれなりに人の姿が在るが、通りに向けてガラス戸を開放された店内には、数名の客が居るだけだ。奥おくのカウンター近くに立って居る女給仕ウエイトレスも、トレイを抱えたまま暇ひまそうに欠伸あくびを嚙かみ殺している。


　通りに向けて張り出したウッドデッキの上には五組のテーブルと椅い子すが置かれている。


　その一番右端に……涼やかな印象の男が、のんびりと座っていた。


　年齢はよく分からない。


　角度によっては二十代にも四十代にも見える。そういう俗ぞくな時間の流れとはまるで無縁とでも言うかの様な、浮うき世よ離れした風ふ情ぜいが、その男には在った。


　銀縁眼鏡。丁てい寧ねいに撫なで付つけられた髪かみ。すっきりと通った鼻筋。薄い唇くちびる。


　その整った容よう貌ぼうには、何ど処こか鷹おう揚ような、余裕を含んだ表情が浮かんでおり──身に帯びる高級そうなスーツと相まって、貴族めいた雰ふん囲い気きを醸かもし出だしている。もっともこのアルマデウス帝国において、貴族がそうした支配階級としての体てい裁さいを保っていたのは、もう百年以上も前の事であるのだが。


「…………んん」


　男は感極きわまった様子で声を漏らす。


　彼のついているテーブルには──白い皿に載のったプリンが在った。


　果物や生クリームなどは一切付属せず、純然たるプリンだけの単純な一品。その柔やわらかな菓子は、まるで怯おびえるかの様に皿の上で震ふるえている。艶つややかなその表面には──しかし唐突に抉えぐり取とられたかの様な傷きず痕あとが刻まれていた。


　男がスプーンで削けずり、己の口に運んだ部分である。


「んん……んんー……んんんん」


　男は至し福ふくそのものといった表情を浮かべている。


　余程プリンが好きなのか──彼はすぐには嚙まず、舌の上で何度も何度も転がしてその断片の柔らかさを味わっている様だった。


「相変わらずだね」


　そんな声が男の後こう頭とう部ぶに触れる。


　声の主は男のついているテーブルとは別の──隣となりのテーブルについて、青年と背中合わせになる位置の椅子に、ひょいと飛び乗った。


　子供である。


　上品な仕立ての黒いジャケットと、揃いの半ズボンを身に纏まとった少年。年齢は十を越えたか否かといった所だろう。柔らかな金の巻き毛と大おお粒つぶの宝石の様に鮮あざやかな碧あおの双そう眸ぼう。その二点は典型的なアルマデウス貴族の特とく徴ちようだが──その愛くるしい顔立ちは異国風の彩いろどりを備そなえていた。


　褐かつ色しよくの肌はだをしているのだ。


　東方国家群の中でも比較的南方に位置するハルシュタット共和国の人間が、こういった肌の色をしている。独特の文化を持つハルシュタットの民たみは、アルマデウス帝国でも神秘的な存在としてよく知られていた。


「そんなにプリンが好きかい？」


「好きだねぇ」


　男は頷いた。


　互いに背を向け合ったままなので、少し離れれば二人が会話しているという事実は分からなくなってしまう。互いの顔を一いち瞥べつすらしないままに──その事にまるで違い和わ感かんを覚える様子も無く──男と少年は会話を続けている。


「この柔らかで脆もろい形を、スプーンで抉り取り、崩くずして食べるその瞬間に、私はえもいわれぬ至福を感じるよ。二度と戻らない形。絶対的な傷きず痕あと。その全てを支配する快感と芳ほう醇じゆんな卵と牛乳の──生命そのものの味。素晴らしい」


「お手軽な征せい服ふく感かな」


「そうかもしれないね」


　揶や揄ゆを含む様な少年の台詞せりふを、男はあっさりと認めた。


　女給仕ウエイトレスが近付いてくるのを見ながら男は言った。


「君もどうだい？　此こ処このプリンは絶品だよ」


「遠慮しておこう。甘いものは苦手だ」


　少年は近付いてきた女給仕に向かって『珈琲コーヒー。ブラックで』と注文する。一瞬、女給仕は眼を丸くしたが──子供が背伸びをして大人の真ま似ね事をしているとでも思ったのだろう、微笑を浮かべて注文を復ふく唱しようすると、店の奥に戻っていった。


　男と少年の間に沈ちん黙もくがわだかまる。


　やがて──


「ところでどうしたんだい──スレイ」


　時計の針が二回りほどした後に、ふと思い出したかの様な風ふ情ぜいで男が口を開いた。


「君が街中に出てくるのは珍めずらしいね」


「オッフェルトリウムからの伝言だ」


　スレイと呼ばれた少年が呟く様に返す。


「おやおや。我等が盟めい主しゆは何と？」


「そろそろ計画の追い込みに入る」


　少年はちらりと女給仕ウエイトレスが注文の品を運んでくるのを見ながら言葉を切った。


　気を利きかせたつもりなのか、ミルクと砂さ糖とうの壺つぼを珈琲コーヒーカップと一緒に置くと、女給仕はスレイに微笑して店内に戻っていった。


　無表情に眼を細めて、その後ろ姿を眺ながめながら──


「一度、現状報告に戻ってこいとの仰おおせだ」


「……ふむ」


「ロミリオ。貴方は少々寄り道が過ぎる。酔すい狂きようも程々にした方が良いと私は思うがね」


　とスレイは言う。


「酔狂とは心しん外がいな評価だよ」


　ロミリオと呼ばれた男は肩を竦すくめた。


「私は私なりに良かれと思って手を打っている積もりだよ」


「〈黒騎士〉といい、例の戦術魔法士といい──あの様な輩やからを飼かっている事など、酔狂と言わずして、他に何と？」


「ああ。彼かい」


　苦笑を浮かべてロミリオは言った。


「面おも白しろいよ彼は。上手くいけば随ずい分ぶんと我々の手間も省はぶける。彼の『人形』は我々には考えつかない代しろ物ものだしね」


「そもそも我々には必要が無いものだ」


「それはその通りだけどね」


　ロミリオは新たにプリンにスプーンを差し込みながら言った。


「〈無資格者〉達にはそうでもない。〈プロムナード機関〉も〈スケイプゴート機関〉も、もう完成した。上手く使えば露つゆ払はらいの役には立つと思うよ」


「…………」


　スレイは顔をしかめて溜ため息いきをつく。


「んん……ん………………ああ、そうそう」


　ロミリオは、再び舌先でプリンの断片を溶かす様にして味わい尽つくしてから──更に思い出した様子で言った。


「こちらから頼んでおいた、『龍ロン』の御老体についてはその後何か分かったかな」


「行方ゆくえ不ふ明めいのままだよ」


　スレイは珈琲を啜すすりながら言った。


「腐くさっても〈源流魔法使ルート・ソーサリアン〉──簡単にはくたばらないか」


「行方不明のまま。流石さすがに我等の先達──君一人では荷が重すぎたか」


「殺せたと思ったのだけどね。まあ仕方無い。例の魔剣も手放してしまった様だし、未いまだに戒かい律りつだの教義だのにこだわっている……脅きよう威いにはならないと思うよ」


　とロミリオ。


「……だといいけどね」


　皮肉げな笑みで呟つぶやく様にスレイは言った。


　彼は珈琲の残りを一気に飲み干すと、テーブルの上に百ドルク札を一枚置いて立ち上がる。結局、一度としてロミリオと視線を交かわす事も無いままに、スレイはウッドデッキから直接道路へと降りて、雑ざつ踏とうの中に消えていった。


　慌あわてて近付いてきた女給仕が、珈琲一杯の代金としては過か剰じように過ぎるその札を眼にして、途と方ほうに暮くれた表情で立ち尽くす。追いかけて釣つり銭せんを渡そうにも、もうスレイの姿は何ど処こにも見あたらなくなっていた。


　無論ロミリオは素そ知しらぬ顔である。


　ただ──


「そういえば……そろそろかな」


　スプーンの先でプリンを弄いじりながら彼はそんな事を呟いた。
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　ノーラ・ヤナギサワはいわゆる混血児なのだという。


　母はアルマデウス帝国人。


　父は東方国家の一つ──ヤマガの出の人間なのだそうである。


　東方民族の血を引く人間は全体的に肌はだの色が濃く、瞳ひとみや髪かみの色は黒が殆ほとんどだ。ヤマガ帝国の人間は未まだその中でも色が薄うすい方ではあるが──アルマデウス帝国の人間と比べるとやはりその違いは如によ実じつに出る。


　どうやらノーラは父の特とく徴ちようを色濃く受け継いでいるらしい。


「十四の頃まではヤマガで暮らしてました」


　分ぶ厚あつい瓶びん底ぞこ眼鏡めがねのレンズ越ごしに窓の外を流れる風景を眺ながめながら──問われた訳でもないのにノーラは自らそう語り始めた。車内にわだかまる沈ちん黙もくに耐たえかねて、というよりも、単にお喋しやべりが好きなのだろう。


「母は留学生で。父とヤマガで知り合って、そのまま帰き化かして結婚したんです」


「それで──」


　ちらりとレイオットはノーラが膝ひざの上に載のせている旅行鞄かばんを見て言った。


「母親の郷きよう里りを見に来たって事か？」


「あ……いえ。一昨年おととしから私達、家族揃そろってアルマデウスに移住しました。今はロンバーグに住んでます。トリスタンに来たのは単に旅行です」


「……大した観光名所も無いとは思うがな」


　とレイオット。


　トリスタンはアルマデウス帝国内では五ご指しに入る程の大規模都市だが、それだけに名所旧きゆう跡せきの類たぐいは少ない。確かに歴史は旧ふるいが──歴史を感じさせる建造物の類は〈イエルネフェルト事変〉で大方崩くずれ去り、今では時計塔とうが残っている位のものである。


「市立博物館が在りますから」


「そんなに有名だったか？　規模ならロンバーグの帝国博物館の方がでかいだろう」


「そっちはとっくに。それに規模が大きくても小さくても、そこにしかないものや、独どく自じの企画展示があれば十分、見に行く価値は在ります」


　と──相変わらずおっとりしているが、何ど処こか得意げな響きを混ぜた口く調ちようでノーラは言った。自分の得意分野だと饒じよう舌ぜつになる性格なのだろう。そうした性格の者は研究者や芸術家の類に多いが──


「私、美術学校で彫ちよう刻こくを専せん攻こうしてるんです」


「ふむ……？」


　ひょっとしてカペルテータの顔に触りたがったのもそれが理由なのだろうか。


　芸術の類にはまるで縁えんの無いレイオットには、詳くわしい事までは分からないが……いわゆる芸術家と呼ばれる類の連中が、余人の眼から見れば、奇き矯きようという他ない行動に出がちだという話は知っている。彫刻を専攻する美術学校の生徒ともなれば、指先で形を確かめるという行動も、そう特とく殊しゆなものではないのかもしれない。


「トリスタンに来たら、市立博物館と、あとは──カノープス財団美術館は見ておきたいなと思いまして。興味深い展示が幾いくつか在るんです」


「美術館の方は自分で何とかしてくれよ」


　苦笑混じりにレイオットは言った。


　さすがにタクシー代わりに彼女を送そう迎げいする義理までは無い。


「あ──はい。すいません」


　少し頰を赤らめて頭を下げるノーラ。


「勿論、あの、些さし少ようですけど、お礼は──」


「タクシー程、乗り心ごこ地ちもサービスも良くないからな。金を取れる程じゃない」


　レイオットは言ってハンドルをきる。


　蒸気式トラックは三さん叉さ路ろを右に曲がって、市立博物館の在る通りへと入り込んだ。


「あれだな」


　レイオットは通りの右側に並ぶ建物の一つを見ながら言った。


　耐たい火か煉れん瓦がの地肌を活いかした色の建物が多い中、白の塗と装そうを施ほどこされ、やや旧い建築様式のそれは、何処か異国の神殿じみた雰ふん囲い気きを備そなえており──通りの中でもよく目立っていた。


　トリスタン市立博物館。


　勿論、此こ処こも〈イエルネフェルト事変〉で大きな被ひ害がいを受けて再建された建物の一つである。旧い建築様式になっているのは、建物自体が旧いからではなく、懐かい古こ趣しゆ味み的な意匠デザインだからだ。


　レイオットは博物館の正面玄関に車を停める。


　促うながすまでもなく、ノーラは自分で助手席側の扉とびらを開いてトラックから降りる。彼女は律りち儀ぎに車体を回り込んで運転席のレイオットの処まで来ると、深々と一礼した。


「ありがとうございました」


「──まあ次は迷まよわないように気をつけてな」


「はい」


　ノーラは微笑して、それから視線を──レイオットの隣となりに向ける。


「えっとカペルテータさんでしたっけ」


「……はい」


　車内でもフードを被かぶったままの少女は、呟く様な声で応じる。


　人によっては不ふ快かいに感じかねない様な、ひどく無ぶ愛あい想そうな態度だが……ノーラは気を悪くした様子も無く、穏おだやかな微笑を浮かべて言った。


「早く答えが見つかるといいですね」


「…………」


　カペルテータが身じろぎする。


　反応と呼ぶにはあまりに小さなそれが、実は彼女の驚きの徴しるしなのだと──レイオットが思い至いたったのは数秒後の事だ。


　気が付けばもうノーラの姿は博物館の中に消えていた。


「…………カペル？」


　レイオットの呼び掛けに、カペルテータが再び身を揺らせる。


　彼女の紅い瞳ひとみは──ノーラの消えた博物館の正面玄関を静かに見つめていた。





　　　　●　　●　　●





　美術品や骨こつ董とう品ひんの修復は、極きわめて繊せん細さいな作業だ。


　髪の毛一ひと筋すじ程のわずかな線の乱みだれが、名画を落書きに変える事だって在り得る。貴重で高価な陶とう磁じ器きが、一筋の亀き裂れつでガラクタ同然に堕だしたりもする。


　まして──それが歴史的価値の在る発はつ掘くつ品であったりすれば、尚更にその作業の難なん易い度どは跳はね上がる。


　単に経年劣れつ化かしているというだけではない。発掘されるまでの長い長い歳月は、過か酷こくな環境を幾いくつも幾つも強しいる。過か剰じような乾かん燥そうも、過剰な湿しつ度ども、物質を脆ぜい弱じやく化かさせる。陽光に含ふくまれる紫し外がい線せんは樹じゆ脂しすら冒おかすし、熱変化による膨ぼう張ちようと収しゆう縮しゆくの偏へん差さは内部亀き裂れつの元だ。


　故ゆえに、美術館や博物館においては、貴重な収しゆう蔵ぞう品の修復や保全には望みうる限りの──予算と倫理が許ゆるす限りにおいて最大限の注意と労ろう力りよくが払われる。


　つまり……


「──おい？」


　トリスタン市立博物館に所属する学芸員のルクセル・カドソンは、眉まゆを顰ひそめて傍かたわらの同どう僚りようを見つめた。


　アンナ・グレッチ。


　工業魔法士資格を持った学芸員である。


　工業用の魔法を使えば、陶とう器きの内部に生じた亀裂を触れる事無く修復したり、劣れつ化かが酷ひどくて触れた途端に崩くずれてしまいそうな彫ちよう像ぞうの構成物質を、再生し結けつ合ごうする事も出来る。


　故にアンナ・グレッチは、トリスタン市立博物館の収蔵品修復において──極めて重要な役割を担になっていた。


「アンナ……？」


　改めてルクセルは同僚の名を呼ぶ。


　己の隣に立つ人型に向けて。


　事情を何も知らぬ者が見れば──それは学芸員などではなく、収蔵品の一つと誤ご解かいしたかもしれない。


　異い形ぎようの鎧よろい。


　端たん的てきに言えば、それはそういうモノだ。


　旧時代──騎士達が装そう着ちやくしていた板金鎧プレート・メイルに、印象としてはよく似ていた。人という形を金属の殻からで隙すき間ま無く覆おおいながらも、関節部には多た層そう構こう造ぞうによってかなり幅はば広い可動性が与えられている。騎士の板金鎧が現代の工業技術と結び付けばこうなるだろう──そんな想像をかき立てる代しろ物ものだ。


　だが……違う。


　これは鎧ではない。


　鎧とは本来……剣や槍やりといった外部の脅きよう威いから身を守る為の道具だ。その装そう甲こうの強きよう靭じんさは、外のものを内に通さぬ為に在る。


　だがこれは逆だ。


　これは内なるものを外に漏もらさぬ為のものである。柔やわらかで脆もろい中身がその輪りん郭かくを崩してしまわないようにと、押し込め閉じ込める為のものなのだ。


　故にこの鋼こう鉄てつの人型を、魔法士達は『鋳型モールド』と呼ぶ。人間が人間としての形を保ったまま魔法を使う為の──それは拘こう束そく具ぐだった。


　つまり……


「おい。アンナ。アンナ・グレッチ？」


「…………」


　モールドの中の女性学芸員は答えない。


　彼女がどんな表情をしているのかさえ、ルクセルには分からない。


　ただ彼女が──動きを止めてもう三分になる。


　言葉も無く。動作も無く。


　ただ彫像の様に静せい止しした三分。


　それは──


「おい。冗じよう談だんはやめろ──」





　──かちん。





　応える代わりに、音をたててルクセルの足下に転ころがってきたものが在った。


「──！」


　それは小さな小さな金属部品。


　螺ね子じだ──何処ででも見かける様な。恐らく他の現場でならルクセルとて気にも留とめなかっただろう。


　だが……





　かちん。かちん。かちん。





　それがモールドから脱落したものだとすれば別だ。


　それは……絶対に外はずれてはいけないものだった。外れれば取り返しのつかない事になる。それをルクセルもよく承しよう知ちしていたし、アンナ本人は尚なお更さらだろう。





　かちんかちんかちん。かちんかちんかちん。かちんかちんかちんかちんかちんかちんかちんかちんかちんかちんかちんかちんかちんかちんかちんかちん──





「…………」


　硬い雨の様に──硬こう直ちよくするルクセルの前で、幾つも幾つも小さな部品が落ちて跳はねる。跳ね続ける。止まらない。螺子が、ボルトが、その他色々な部品が、モールドから続けざまに脱落してゆく。


　そして遂ついに──





　かちんかちんかちんかちんかちんかちんかちんかちんかちんかちん……がしゃん。





　まるでゆで卵の殻からを剝はがす様に──装甲板の一枚が剝はく離りして床ゆかの上に跳ねた。


　露あらわになるのは中に居た人間の顔だ。


　アンナ・グレッチ魔法士。


　やや吊つり気ぎ味みの蒼あおい眼。ぽってりと厚めの──いつも口キ吻スをねだっているかの様に、扇せんじ情よう的な印象の唇くちびる。ルクセルも何度となく見てきた同僚の顔だ。


　それが──


「──んあ？」


　ぐにゃりと歪ゆがんだ。


　まるで見えない手が粘ねん土どをこねくり回すかの様に──頭ず蓋がい骨こつの存在をまるで無視して、ぐねぐねと陥かん没ぼつし隆りゆう起きし歪わい曲きよくした。


「ま──」


　それは魔法を使い損そこねた人間の末まつ路ろ。


　迂う闊かつな使い方をした結果、魔法の代だい償しようとして人間である事を止めねばならなくなった、哀あわれな魔法使い──


「魔族……！」


　ルクセルの悲鳴じみた声に重なり、次々と金属音が響く。


　それは次々にアンナの身体からだから剝がれ落ちてゆくモールドの部品だった。


　露あらわになる中身。


　アンナは──アンナだったモノは、己を押さえつける鋳型モールドから解き放たれて、大だい胆たんに蠢しゆん動どうした。骨こつ格かくなどそもそも存在しないかの様に──軟体動物の様に自らの輪郭を溶とけ崩し、瞬またたく間に人間としての形を失っていく。


「あ……あああああああ」


　逃げなければ。


　心の何ど処こかで本能がそう叫んでいる。


　だが見知った人間の姿形が──存在そのものが目の前で崩ほう壊かいし変質していく様子は、ルクセルの全身を恐怖で縛しばり付けていた。


　そして──


「──!?」


　ルクセルの視界が唐とう突とつに溶け崩れ──そして闇やみに閉ざされる。


「～～～～～～～ッ」


　全身に食い込んでくる激げき痛つうに、彼は絶ぜつ叫きようした。


　絶叫した積もりになっていた。


　実際には、ごぼごぼと粘ねばっこい泡あわの弾ける音がしただけだったが。既すでにルクセルの聴ちよう覚かくも機能を失い──崩壊は更にその奥おくの脳のうへと進んでいく。意識が千ち々ぢに引き裂さかれて彼は瞬間的に発狂し、そして狂気すらもが次の瞬間には萎しぼんで消えた。


　そして──


「…………」


　ぐつぐつと泥どろが煮立つ様な濁だく音おんが響く。


　それがルクセル・カドソンの──かつてアンナ・グレッチだったものが吐はいた強酸性の液体を全身に浴あび、溶け崩れてゆく彼の、断だん末まつ魔まであった。
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「何か──変な奴やつだったな」


　蒸気式トラックを運転しながらレイオットは言った。


　元より返事を期待しての台詞せりふではない。


　無ぶ愛あい想そうという点について競きそうなら、彼の連れは路ろ傍ぼうの石とでも良い勝負が出来る。彼女はまるで影かげの如ごとくいつもレイオットの側そばに居るが──何かの必要が無い限り、自分からはまず喋しやべらない。またレイオットもそれを苦にする様な繊せん細さいさとは無む縁えんなので、四六時中一緒に居ながら、何日も会話が無いなどという事も珍めずらしくない。


「…………」


　助手席に座るカペルテータは、やはり無む言ごんだった。


　車内には既にレイオットとカペルテータしか居ない。他人の眼を気にする必要の無い場所なので、彼女はフードを降ろし──その異い形ぎようを露あらわにしている。


　血の様に紅あかい髪かみ。血の様に紅い瞳ひとみ。


　そして──額ひたいにもう一対の眼の様に備そなわる二つの紅い球面。


　大きさは眼に似ているが、そこには睫まつげも瞼まぶたも無い。まるで水面に浮かんで弾ける直前の泡あわの様に──二つの血色の球体が、眉まゆの代かわりに彼女の額に埋うまっているのだ。


　ひどく特とく徴ちよう的な器官である。


　だからこそカペルテータと相対した人間の多くは、そちらにばかり注意を引かれ、本来の目鼻立ちについての印象が残りにくいらしい──この少女が、実は人形の様に整った愛らしい顔立ちをしているという事に、気付かないのだ。


　カペルテータ・フェルナンデス。


　彼女は俗ぞくに先天性魔法中毒患者──ＣＳＡと呼ばれる存在だ。


　人間の母と、人間にあらざる父を持つ子。心無い人々はそんな異形の子供達を『出来損ないデイフエクテイブ』あるいは『半魔族ハーフ・ブルート』と呼ぶ。


　だが大たい概がいの場合に、それは形だけのものだ。


　ＣＳＡには魔族の様な出で鱈たら目めな魔法能力も無ければ、見境無く人間に襲おそいかかって嬲なぶり殺しにする様な凶きよう暴ぼう性せいも無い。大たい抵ていの場合に、彼等は姿形が普通の人間と違う──ただそれだけの存在に過ぎない。


　ただし……


「──レイオット」


　それまで沈ちん黙もくを守っていたカペルテータが……ふと何か思いついた様に言った。


「魔族です」


　ＣＳＡの中には、希まれにその異形に相応ふさわしい異能をその身に宿す者が居る。


　カペルテータもまたその一人だ。


　彼女は魔族の存在を感じ取る。


　実際には魔族そのものではなく、魔法が現実事象に転化する際の、事象界面の揺ゆらぎを感知しているらしいのだが──詳くわしい仕組みについてはレイオットも知らない。


　はっきり分かっているのは……彼女が極きわめて優すぐれた魔族感知器であるという事だ。


「どの辺りだ？」


　レイオットはサングラスの奥で眼を細めてそう問うた。


「…………」


　カペルテータはわずかにその視線を動かしてバックミラーを見る。


　鏡に跳ね返った彼女の視線は──遥はるか後方に立つ煉れん瓦が造づくりの建物を示していた。


　トリスタン市立博物館。


「今日はよくよく博物館に縁のある日だな」


　苦笑してそう言うと──レイオットはハンドルをきった。





　　　　●　　●　　●





　ノーラ・ヤナギサワは困こまっていた。


　眼鏡めがねを落としてしまったのだ。


　誰か──誰だかは分からないが──不意に突き飛ばされて転ころんだ際に、顔から外はずれてしまったのである。


　ひどい近眼である彼女にとって、眼鏡は衣服と同等か──場合によってはそれ以上に重要な生活必需品だ。


　瓶びん底ぞこの様に分厚いレンズを通してでなければ、彼女は自分の爪つま先さきさえもはっきりと見る事が出来ない。裸ら眼がんの状態では外に出るのさえ危険だ。階段の上り下りさえ、足を踏ふみ外して転がり落ちかねないからである。


「んー……」


　ノーラは四よつん這ばいになって、ぺたぺたと掌てのひらで床ゆかを叩たたいて回る。


　今の彼女にとって、世界は水をぶっかけられた水すい彩さい画がの如ごとく、ありとあらゆる輪りん郭かくが滲にじんで混じって意味不明の状態である。視覚で眼鏡を探すのは不可能に近かった。


「…………」


　大だい理り石せきを敷しき詰つめた博物館の廊ろう下かは、冷たくて硬くてでも滑なめらかで──何だか掌で触るのが気持ち良い。


　そんな、何ど処こか間の抜けた事を考えながらもノーラは眼鏡を探し回って──数分後にようやく指先が馴な染じみの感触を探り当てた。


「ふぅ……」


　安あん堵どの吐息を漏らしてノーラは眼鏡を掛かけ直した。


　ありとあらゆる境さかい目めから曖あい昧まいに溶けていた世界が、瞬時にかっちりとした輪郭線を取り戻す。眼鏡を落とす直前まで見えていた博物館の情景が、再びくっきりと彼女の前に現れていた。


「うわぁ──」


　彼女の周りに展示されているのは様々な彫ちよう像ぞうである。


　小は掌に載のる様なものから、大は三メルトル近いものまで、文字通りに大小様々な像が、林を成す樹じゆ木もくの群むれの様に建ち並んでいる。その意匠デザインも半裸に腰こし布ぬのを巻き付けただけの、胸も露わな女神像もあれば、架か空くうの獣けものを象かたどったと思しき、奇妙な外見の代しろ物ものもあったりと──本当に多た岐きにわたる。パネルの説明文によれば、アルマデウス帝国で発掘されたものも在れば、異国の遺い跡せきから出しゆつ土どしたものも在るという事だった。


「…………」


　ノーラは手近な彫像に──ぺたりと手を当ててみた。


　実を言えば、この展示室に飾かざられている彫像は全て精密な複製品レプリカである。一応は台座の上に置かれているが、観覧客と彫像を隔へだてるものは空気以外に何も無い。硝子ガラスは勿論、ロープの類たぐいも無い為──直じかに触れるのだ。


　ノーラがこのトリスタン市立博物館を見に来た理由は、この展示が在るからである。


　元々ものの形を触って確認する癖くせがある上に、美術学校で彫刻を専せん攻こうしているノーラとしては、たとえ複製品でも、こうして色々な造ぞう形けい物に触れる事が出来る展示は、とても有り難がたいものだった。


「…………」


　ほう──と溜ため息いきをつくノーラ。


　来て良かった。


　ノーラは分厚いレンズの奥で何度も潤うるんだ眼を瞬しばたたかせながら、ぺたぺたと遠えん慮りよ無く像を触っていく。


　どれもこれも素す晴ばらしい。


　女神像の胸を執しつ拗ように触る彼女の姿などは、端はたから見れば変質者とも見まがう様子だったが──幸か不幸か、周囲には、彼女の行動に眉まゆを顰ひそめる者も苦笑を浮かべる者も居なかった。


　居なくなっていた。


　そして──


「…………ぅわ」


　ノーラは、その壁かべ際ぎわにそびえる一際異様な意匠の造形物オブジエに、感かん嘆たんの声を漏もらした。


　一言で言えば、それは『塊かたまり』だった。


　ごろりとした岩の様な、灰色の──物体。


　どの方向が前で、どの方向が後ろなのかも、よく分からない。あるいは上下逆さまに置かれていても分からないかもしれない。そうした区別がまるで意味の無い、ひどく曖昧な形けい状じようをそれはしていた。


　その『塊』には幾いくつもの穴が開いていた。


　成人男性が腕うでを突っ込める程度の直径の穴が、ノーラから見える部分だけでも十以上は穿うがたれている。裏側や下にも在るのなら、多分、全部で二十を超えるだろう。


　穴そのものは何な故ぜかどれも綺き麗れいな真円だが、その位置にはやはり法則性が無く──とにかく奇妙な造形だった。


「…………」


　手を延のばしかけて──しかし何な故ぜか、ノーラはその造形物に触れるのを躊躇ためらった。


　何か嫌いやな感じだった。


　その形にひどく尋じん常じようでないものを感じる。


　いや。いっそ狂気と言っても良いだろう。


　これを作った造形家はきっと正気ではなかったに違いない。程度差は在れど、創作物には必ず作り手の内面が滲にじみ出る。狂気に冒おかされた者が造った作品には、必ず狂気の片へん鱗りんが形として顕あらわれるものだ。


「──馬ば鹿かみたい」


「え……？」


　ノーラは眼を瞬かせた。


　今──喋らなかったろうか。この造形物。


　それとも誰かが喋った声を、この造形物が喋ったかの様に聞き間違ったのだろうか。


　誰かが？　でも誰が？


　そういえば──


「…………」


　ノーラはずり落ちかけた眼鏡を指先で押し上げてから、辺りを見回した。


　誰も居ない。


　この展示室に入る時には、確かに数人の観覧者が居た筈はずなのだが──そういえばノーラが突き飛ばされた時、何か慌あわただしい足音がしていたが、あれはこの展示室に居る人々が出て行く足音だったのだろうか。


　ではどうして──彼等は、そんなに慌てて出て行ったのだろうか？


「馬鹿みたいなのよあんた馬鹿よね馬鹿よねお馬鹿さんよねっていうか馬鹿」


　立て続けにまくし立てる。


　誰が？


「…………」


　ノーラは視線を目の前の造形物に戻して、呆ぼう然ぜんとそれを見つめる。


　いや。それは造形物などではなかった。その事にようやくノーラは気付いた。


　生きている。動いている。


　しかも喋しやべってさえいた。


　間違いない。


　これは……


「──魔族」


　己が呟つぶやく声を、ノーラはまるで他人のそれの様に聴いていた。
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　物事には必ず代だい償しようが必要だ。


　そんな当たり前の事実に──〈聖セント・シューマンの実験シユーマン・エクスペリメント〉以後、魔法技術の恩おん恵けいに浮かれる人々は、改めて思い至るのが遅れた。致ち命めい的てきな程に遅れてしまった。


　魔法の行使がある種の汚お染せんを生むのだと人々が知った時には、もう手遅れだった。過か剰じような魔法の行使は、世界中に見えない汚染を撒まき散らしていたのだ。


　呪じゆ素そ──それはそう呼ばれている。


　この汚染要素は世界中に浸しん透とうし、風を、水を、獣を、鳥を、樹を、そして何よりも人を汚染した。気が付いた時には、誰もがその呪いを己の身体の中に蓄ちく積せきして生きていた。


　そしてそれは──一定量を超えると途と端たんに顕けん在ざい化かして、人間の在り方を蝕むしばむ事となった。


　魔族化。


　多くの者が、その現象をそう呼んだ。


　確かに存在そのものを汚染されて、肉体ばかりか精神まで歪いびつに変形してしまった者達は、最も早はや、人間などと呼べる様な代物ではなくなっていたからだ。まさしくそれは神話や伝承に語られる怪物そのものだった。


　だが……


　人間はそれでも魔法を棄すてなかった。


　棄てられなかった──と言うのが正しかろう。


　あまりに便利すぎるその技術は、魔族発生の可能性を差し引いてもなお、魅み力りよく的てきに過ぎたのだ。また歴史的な魔族大量発生事件〈イエルネフェルト事変〉の後、社会を復ふつ興こうさせる為には、魔法の超常的な力が不可欠であった。


　故に人々は精神と肉体を人間に留め置く為の鋳い型がたを──存在の拘こう束そく具ぐを開発して魔法を使い続けた。


　魔法士用拘こう束そく装そう甲こう『モールド』。


　魔法士用増ぞう幅ふく装そう置ち『スタッフ』。


　この二つを使う事で人間は魔族化を防ぐ事が出来るようになったのだ。


　しかし物事に絶対は無い。


　不ふ測そくの事態は常に起こりえる。


　整備不良。経年劣れつ化か。あるいは意い図と的てきな妨ぼう害がい工作。原因は様々だが、モールドによる保護は絶対でも無ければ万全でもなかった。


　故に──
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　ノーラはただただ呆然としていた。


　人間は、心の底から驚きよう愕がくし恐怖すれば、本当に腰こしが抜ける──立って歩けなくなるものなのだと、彼女はこの時初めて知った。そして理解を超える理り不ふ尽じんに出会うと、そもそも声すら出せなくなるという事も。


　魔族メレヴエレント。


　正式名称──魔法中毒患者ソーサリイ・アデイクト。


　それは魔法を使いすぎた人間のなれの果てだ。


　魔法という便利な力の代だい償しように、人間を止めねばならなくなった哀あわれな犠ぎ牲せい者しやだ。


　だが──この犠牲者は、超常の力を駆く使しして暴あばれ回り、手当たり次第に人間を殺しまくる。しかも呼吸するかの様に魔法を行使するこの怪物は、普通の武器では殺す事は出来ない。多少の傷などすぐに復ふく元げんされてしまうし、その気になれば銃弾だろうが刃物だろうが平気で跳はね返してしまうからだ。


　故にこそ、その存在は局地災害の一種として認定され、一切の人権が剝はく奪だつされる。


　そう。それはもう法的にすら人間ではない。


　自存する災さい厄やくそのものだ。


「馬鹿っぽいけど馬鹿な馬鹿がでもさー言ってやったのよ馬鹿って馬鹿のね」


　意味不明の事を呟きながら、のしかかる様に魔族が近付いてくる。


　手も足も無いのにどうやって動いているのだろう──と半なかば麻ま痺ひした意識の片かた隅すみでノーラは考えていた。


「馬鹿による馬鹿の為の馬鹿は」


　ぬるりと蛇へびが巣穴から這はい出してくるかの様に──魔族の全身に穿うがたれた穴から、触しよく手しゆの様なものが伸のびてくる。


　その先せん端たんには眼や鼻や口がばらばらに付いていた。それぞれの触手の先端で、にたりと眼が細められ、口がけたけたと歯を剝むいて笑う。怪物はひどく楽しげだった。


　同時に──


「…………」


　それまで魔族の陰かげになって見えていなかったものが、ノーラの視界に入ってきた。


　死体だろう。多分。


　断言を憚はばかるのは……それがもう親でも見分けの付かない状態になっていたからだ。辛かろうじて人型をしているというだけで、その表皮は溶とけ爛ただれて、人相どころか性別すら判然としない。


「馬鹿にしないでよね馬鹿だからやっぱり馬鹿が馬鹿なのよねでもっていうか馬鹿？」


　ぶつぶつと呟き続ける魔族の周囲で、何かが虚こ空くうから出現していた。


　数はおよそ十。


　まるで泡の様に丸く成長するそれらは──どうやら何かの液体の様だった。


　虚きよ無むにいきなり物質を生み出す能力。


　物理法則を嘲ちよう笑しようするかの様な──異能。


　まさしく魔法だ。


「馬鹿馬鹿しいったら馬鹿じゃない」


　成長した泡あわ──いや液球の一つが、展示の彫ちよう刻こくに触れる。


　途と端たんにそれは弾けて中身を彫刻の上にぶちまけた。


「ひっ──」


　悲鳴をかみ殺すノーラの鼻に、異い臭しゆうが触れた。


　恐らくその液体は強きよう酸さんの類たぐいなのだろう。彫刻は瞬またたく間に細部が溶け崩くずれて、熱せられた蠟ろう人形の様になっていた。


　人間があれを被かぶればどうなるか。


　そのあまりにも明確な実例が、魔族の足下に転がっていた。


「んんん～馬ッ鹿アアアア──ッ！」


　魔族の叫びを引き金として、螺ら旋せんを描く様に酸の球がノーラに向かって殺さつ到とうする。


　勿論、腰の抜けた彼女にそれを避よける手段は無い。たとえ動けても、元々運動神経の鈍にぶい彼女では避けきれなかっただろうが。


　そして──


「──顕イグジスト」


　不意にそんな声が割り込んだ。


　魔族のものではない。勿論ノーラのものでもない。


　それは第三者の──明確な意志を伴ともなう介入の宣言だった。


「──!?」


　薄うすく輝く平面状の何かが、瞬間的にノーラの前に展開する。


　それは、魔族の放った攻撃を残らず受け止めていた。


　まるで硝子ガラスに当たって弾けた水すい滴てきの如ごとく、空中で潰つぶれた酸の球体は、その平面状の何かに沿って横滑すべりし──ノーラから少し離れた壁かべや床ゆかや展示物に触れて、白煙を発した。


　刺激臭がノーラの鼻をつく。


　一体その液体はどんな組そ成せいだったのか──石せつ膏こうや大理石が瞬く間に溶よう解かいして、ノーラの周囲は穴だらけになっていた。


「……！」


　ノーラのすぐ横の──床。


　大理石の上に、長々と影かげが刻まれていた。


　人型でありながら人型でない何かの──硬く鋭い線を含んだ輪りん郭かくが。


　呆然と振り返るノーラ。


　分厚いレンズ越しに、彼女の眼が視認する形。


　黒い人型。


　端的に言えば、それはその様なものだった。


　勿論──人の形をなぞってはいても人そのものではない。単に人間と呼ぶには、それはあまりにいびつな詳細デイテールを備えすぎていた。


　例えば、その表面は人の皮ひ膚ふではなく鋼鉄で。


　例えば、その関節は複層に重ねられた装そう甲こうで。


　例えば、その顔面は複雑な形状を示す仮面で。


　他に近きん似じの概念を探すならば──それは旧時代に、騎士達が戦場で身に帯びた鋼こう鉄てつの鎧よろいに似ていた。


　全身を隈くま無なく覆おおう鋼鉄の戦いくさ装しよう束ぞく。


　内側に脆もろい人体を保護する人型の防ぼう御ぎよ壁へき。


　それは──


「…………魔法……士……」


　呆ぼう然ぜんと呟つぶやくノーラ。


　彼女の脇わきに歩み出たそれは──正確には戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストと呼ばれる存在だった。


　黒い鋼鉄と樹脂の塊かたまり──俗にモールドと呼ばれる鎧に身を固め、巨大な、機関銃を想わせる『魔ス法タのツ杖フ』を掲げて使う魔法使い。




[image: ]


　彼等の中でも戦闘を専門にする者達を、他の魔法士と区別して戦術魔法士と呼ぶ。


　戦術魔法士。


　彼等は魔族と同じく、魔法の力を用いて攻撃し、防ぼう御ぎよする。通常の物理攻撃をほぼ全て無効化し、たとえ傷ついても無限に自己復元を可能とする魔族──これと正面から相対し殺すには、同じく魔法を以て挑いどむしかない。


　だが……それは恐ろしく危険な綱つな渡わたりだ。


　魔族と異ことなり、人間は無制限に魔法を使う事が出来ない。彼等を拘こう束そくする──守しゆ護ごする鎧と、そこに組み込まれた魔法回路には、耐たい久きゆう性能上の限界が在る。一度の装着において使える魔法の数は、基礎級の魔法に限定してもおよそ十回から二十回……拘束度デユラビツト限界と呼ばれるそれを超えて魔法を使えば、その魔法士もまた魔族化する。


　また、魔族との戦闘中に安全限界を超えてモールドが破は損そんすれば──その状態で魔法を使えば、拘束度限界を超えていなくとも、即座に魔族化する。


　賭かけと呼ぶのも躊躇ためらわれる程の、過か酷こくに過ぎる条件だ。だがそれでも戦術魔法士達は、鋼鉄の仮面の下に恐怖や不安を押し隠かくして戦場に立つ──


「…………」


　ノーラは眼鏡の奥の眼を瞬かせて、その戦術魔法士を見つめる。


　数秒の凝ぎよう視しの後──彼女は半ば惚ほうけた口調で言った。


「……スタインバーグさん……戦術魔法士だったんですか……？」


「……!?」


　戦術魔法士が驚いた様子でノーラを振り返る。彼が魔族から視線を逸そらしたのは本当に一瞬だったが──


「馬鹿かかかッ！」


　叫びと共に異形が回転する。


　その周囲にいくつもの雫しずくが発生。次の瞬間、何十ものそれらは雨の様に──いや散弾の様に部屋中に降ふり注そそいでいた。


「ちっ──」


　舌打ちと共に、戦術魔法士は手にした魔法増幅器スタツフを素早く操作。


「イグジスト！」


　戦術魔法士の叫びを押おし潰つぶすかの様に、轟ごう音おんと閃せん光こうが展示室を揺るがしたのは、次の瞬間であった。
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　遠えん雷らいの様な爆音が伝わってくる。


　博物館の建物が……一瞬ながら震ふるえた様にも見えた。


　恐らく館内では既に戦闘が始まっているのだろう。労ろう務む省しよう魔ま法ほう管かん理り局きよく所属──ネリン・シモンズ二級魔法監かん督とく官かんは、野次馬を搔かき分けて進みながら苛いら立だたしげな声を上げた。


「……ああもう！」


　警察官や関係者に身分証を提てい示じして見せながら、封ふう鎖さ域いきを示すロープを潜くぐって現場に脚あしを踏ふみ入れる。


　そこで彼女は、見慣れた蒸気式トラックを見つけた。


　そしてその戦車の様に無ぶ骨こつで角張った車体の横に立つ……一人の少女も。


「カペルちゃん」


　呼び掛けながら歩み寄ると、フードを被かぶったままの少女が振り返った。


「レイオットさんはもう──中に？」


　カペルテータはフードの奥で無表情に頷うなずいた。


「毎度の事だけど……どうしてこう無茶なのよあの人は!?　迅じん速そくに対処してくれるのは有り難がたいけど……」


　ネリンは顔をしかめて言った。


　基本──戦術魔法士は魔法管理局の要よう請せいを受けて出動するものだ。


　魔法は迂闊に使うと魔族発生という局きよく地ち災さい害がいを引き起こす。この為……魔法士は基本的に個人で勝手に魔法を使う事は許されていない。魔法を使う場合は、魔法管理局がその行使を監督する様にと法が定めている。


　だが……


「彼が突入したのはいつ？」


「七分と──十二秒前です」


　時計を見るでもなく、淡たん々たんとした口調でそう答えるカペルテータ。


　今回──レイオットはネリンに電話連絡を一本入れただけで、魔法管理局の正式な要よう請せいも許可も得ないまま、現場に突入してしまった。


　ネリンの言葉通り、迅速な対たい処しよが魔族事件ケースＳＡには望ましい。


　魔族は、魔法を使えば使う程に成長し、強力になってゆくからだ。その成長限界には個体差が在ると言われているが、とにかく時間をおけばおく程に魔族は手て強ごわくなっていく。そうなれば被害は加速度的に拡かく大だいしていく事になる。一人の次は二人、二人の次は四人、四人の次は十六人──魔族事件の被害者は、そういう増え方をする。


　故に、一分一秒でも早く戦術魔法士は現場投とう入にゆうされるべきなのだ。


　とはいえ──現場監督官が後から駆かけ付けるというのは仕事の手順としては全く逆だ。


　現場の見取り図や周辺情報など、対魔族戦において、戦術魔法士が監督官から得て行くべき情報は多い。そしてそれらは魔法士本人を含ふくめた人々の生死を左右する事も多いのだ。


　もっとも──


「スタインバーグさん……」


　ネリンは呟く様にその名を呼んだ。


　レイオットは自分の身の安全に関して、ひどく無む頓とん着ちやくな処ところがある。


　いや──むしろ好んで危機的な状況に飛び込みたがる傾けい向こうが在る。以前に比べると、積極的に無茶をする事は減ってきた様に思うが──それでも彼は、普通の戦術魔法士に比べると、ひどく危なっかしい戦い方を平気でする。


　そもそも彼は、好きで戦術魔法士をしている訳ではない。


　直接本人に問えば否定するかもしれないが──担当官として何度も彼が戦う現場を見てきたネリンは、それを知っていた。ある種の義務めいた感覚でレイオットは自分を過か酷こくな環境に置きたがる。そしてそれに一番適てきしているという、ただそれだけの理由で、戦術魔法士という商売をしているのだ。


　まるで死にたがっている様に。


　あるいは……己を死線に曝さらす事で、自分の生命の意味や価か値ちを探っているかの様に。


　だからこそ、レイオットの仕事が減るのは良い事だとネリンは思っていたのだ。


「……！」


　また轟ごう音おんが響く。


　幾いくつかの硝子窓が、内側から膨ふくれあがる圧力に耐たえかねて砕くだけ散り、そこから大量の塵じん煙えんが吹き出した。その向こうで閃ひらめく朱色の光は──炎ほのおだろう。


「…………」


　ネリンは唇くちびるを嚙かんで──今や異い形ぎようの戦場となった博物館を見つめた。
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〈デフィレイド〉の発はつ動どうが、一瞬だが遅れた。


　レイオットがノーラの発言に驚いたのは本当に一瞬の事だったが……しかし失った一瞬は致ち命めい的でもあった。死神は大たい抵ていの場合に、そうした隙すき間まからするりと近寄ってくる。


「……くそ」


　防ぼう御ぎよ用の遮しや蔽へい力りき場ばは破片の類たぐいは全て受け止めたが──展開しきる前だった事が災わざわいして、衝しよう撃げき波はの何割かはそのまま透とう過かした。〈デフィレイド〉が完全には間に合わない事を悟さとっていたレイオットは、咄とつ嗟さにノーラを庇かばって押し倒し──結果としてその背で衝撃波を浴あびる事となったのだ。


「折れたか……？」


　全身のあちこちが痛いたむ。


　特に……右の手首と左の膝ひざだ。少しでも力を入れるとそこから全身に激痛が走る。


　モールドに締しめ付けられているので、腕うでや脚あしが真ん中からぽっきり折れて曲がる様な事は無いが、可動性確保の為に『遊びマージン』の在る関節部は、やはり脆もろい。変形した関節部品に圧あつ迫ぱくされて、骨に亀き裂れつが入っているのかもしれなかった。


　何にしても素早い動きはとても無理だ。


「まずいな……」


　左腕でノーラを抱えて床ゆかの上を這はいながら、レイオットは呟く。


　不幸中の幸いだったのは、爆発による塵じん煙えんと──そして砕くだけずに残った幾つかの展示物が、魔族の視界を遮しや蔽へいしてくれているという点だった。


　だが、いつまでも魔族の眼を誤ご魔ま化かしきる事は出来まい。


　魔族と異なり、魔法士は撃てる魔法の数に制限がある。故に魔法士は動き回って魔族を翻ほん弄ろうし、その上で必殺の一撃を叩き込むというのが基本の攻撃方法なのである。


　だが今のレイオットにそれは望めない。


　機動力の無い戦術魔法士など、照準器の壊こわれた銃も同然だ。


「魔法で応急処しよ置ち──いや。駄だ目めか」


　簡単な治ち療りよう用の魔法はスタッフの中に装そう塡てんしてある。


　だが此こ処こで何らかの魔法を使えば、間違いなく魔族の注意を引いてしまうだろう。そうなれば、治ち療りよう効果が顕あらわれる前に魔族の攻撃を受けて、レイオットもノーラも死ぬ。


「……どうする……？」


　今のレイオットには逃げる事すら難むずかしい。


　ならばせめて魔族の注意を引いてノーラだけでも逃がすべきか──そんな事をレイオットが考えていると。


「あの……」


　抱えられたままのノーラが低い声で言ってくる。


「右手と左膝──すいません。私を庇かばってくださったせいですよね」


「気にするな。下手を打ったのは俺の──」


　と言いかけて。


「分かるのか？」


「え？　ええ。勿もち論ろん」


　と瓶びん底ぞこ眼鏡めがねの少女は頷うなずいた。


「…………」


　レイオットは仮面の下で眉まゆを顰ひそめる。


　彼女からはレイオットの顔も──恐らくは腫はれ上あがっているだろう右手首や左膝も見えない。見えない筈はずだ。それらは全てモールドが覆おおい隠かくしている。出血の類たぐいでもないので、モールドの隙間から血が見えたという訳でもあるまい。


　なのにどうして……その負ふ傷しよう箇所を、当然の様に断じる事が出来るのか？


　いや、そもそもこの少女はどうやって目の前の戦術魔法士をレイオットだと見抜いた？


「あんた──どうして俺だと分かった？」


　レイオットは囁ささやく様な声で問うた。


「え……？」


「顔も見てないのにどうして俺だと──」


「どうしてって……同じでしたから」


　至し極ごく当然といった様子でノーラは言った。


「同じ？　何が」


「形が」


「……はぁ？」


　レイオットは怪け訝げんの声を漏もらす。


「形？　何の形だ？」


「ですから──姿形というか」


「…………全然違うだろう」


　それこそコート姿の時と、今のモールド装着状態と──外見において共通点など何一つ見いだせない筈はずなのだが。


「あ……ええと。だから、その……立ち方とか、動きの形っていうか……」


「……益ます々ますわからん」


「ええと」


　少し考えてからノーラは言った。


「──私、眼が見えるようになったの最近なんです」
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　かつてノーラ・ヤナギサワは盲もう目もくだった。


　生まれた時から、彼女は眼がみえていなかったのだという。


　眼球そのものには何ら異常は無かったが──視神経の一部に腫しゆ瘍ようの様なものが在って、それが彼女の脳のう内ないに視界を結ぶのを阻そ害がいしていたらしい。


　その事について両親は大いに嘆なげき……大事な一人娘の為に、八はつ方ぽう手を尽くして名医を探し続けた。


　ノーラの生まれたヤマガ帝国は、あまり魔法技術が発達しておらず、魔法技術──特に魔法医い療りように関する法的整備も遅れていた。この事から、両親は家族揃って魔法技術先進国のアルマデウス帝国に移住し、娘の眼を治なおす術すべを求めたのだ。


　その甲か斐いあってノーラは十五の時に医療魔法士Ｍ・Ｓの手術を受ける事が出来た。


　闇に閉ざされていた彼女の世界に、初めて光という概がい念ねんが訪れたのである。


　結果的に得られた視力は、一般人に比べると著いちじるしく低いものだったが──それは何とか眼鏡で矯きよう正せいする事が可能だった。見える様になっただけでも幸せだと、両親は喜んでくれたし、ノーラもその意見には賛成だった。


　しかし当初──ノーラは激しく戸と惑まどった。


　唐とう突とつに増えた『視覚』という未知の感覚に、彼女の脳が激はげしく混乱したのだ。


　十五年の永ながきにわたって使われていなかった神経を、いきなり使う事になったのだから当然といえば当然である。


　まして視覚は、他の五感に比べて圧あつ倒とう的てきに情報量が多い。


　瞼まぶたを開くだけで怒ど濤とうの様に流れ込んでくる色や形に、ノーラは頭痛すら覚えた。


　実は──これはノーラに限った事ではない。


　生来、眼が見えなかった者、あまりに長い間、視力を失っていた者は、急激に視力を回復すると、むしろ自分の視覚を脳で処しよ理りしきれずに混乱する事が在るという。


　確かに眼は見えている。


　だが自分が何を見ているのかを理解する力が──自分の視野の中のものを個別に整理して、認識して、判断する力が弱っていたり、未み熟じゆくだったりするのだ。


　結果として多くの者は、眼に見えているだけでは存在を確信できず、手で触ったり、匂においを嗅かいでみたりして、ようやくその存在を実感出来るという本ほん末まつ転てん倒とうな事態になる。


　勿論、それも、そう深しん刻こくな問題ではない。


　人間の身体からだというのは何かと適てき応おう力が高い。脳などはその最たるもので──流れ込んでくる視覚情報に対しても次し第だいに慣なれてくる。


　だが……


　ノーラの場合は視力が弱い為に、普通の人間とは、かなりずれた慣れ方をしてしまったのだという。


　ものの細さい部ぶを視みる力が彼女は弱い。


　事物の詳しよう細さいではなく、大まかな動きや形に先まず注意が向くのだ。逆に言えばノーラはそうした『全体』で事物を視る力は非常に強い。


　例えば、彼女は父親や母親をその『顔』で認識はしない。


　その大まかな姿形の輪りん郭かくに加えて、立ち方、歩き方、座り方といった、動きの結果として変動し続けるその『形』そのものに、人間としての個性を見る。


　彼女に言わせれば、さりげない仕草や姿勢や体型は本当に人それぞれで、全てにおいて同じものは一つとして無く──それらの重なり合った向こう側に、その人の個性を視る事が出来るのだそうだ。


　ノーラ自身にはあまり自覚が無いが……これはある種の異能と言える。


　異常な程に俯ふ瞰かん的かつ総体的な──それ故に、枝し葉よう末まつ節せつに囚とらわれる事無く本質を見抜く観察力。ノーラは相手の動作や姿勢や体型から、相手の中身まで透すかし見てしまうのだ。


　故に──


　彼女に言わせれば『人は見かけによらない』などという事はまるでない。


　まさしく姿形に、その人間の全てが顕あらわれる。


　彼女が彫刻を専せん攻こうしているのも、この異能と無関係では無いらしい。


　彫刻とは誰かが何かを思って刻きざんだ形だ。それは切り取られた一瞬でしかないが──だからこそ如によ実じつに、無む防ぼう備びな程に、作り手の内面を示すのだという。


　そして──
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「なんていうのかな、私、そういう『形』がすごく気になるんです」


　一ひと際きわ大きな彫刻の陰かげに座り込こみながらノーラはそんな事を言った。


「ひょっとして……モールドを着ているのに俺だと分かったのも」


「はい。立ち姿が全く同じでしたし」


「本当にそんなんで分かるもんなのか？」


「分かりませんか？」


「…………」


　不思議そうに聞いてくる少女を前に溜ため息いきをつくレイオット。


　理り屈くつとしては分からないでもないが──実際の感覚としてはまるで理解出来ない。あるいは魔族の感覚を理解する方が、未だ容易たやすいかもしれなかった。


「でも──」


「…………」


　手を伸のばして、会話を続けようとするノーラの口元を押さえるレイオット。


　黙だまり込んだ二人のすぐ近くを──塵じん煙えんの向こう側で、何か大きな影がずるずると身を引きずる様に動いていく気け配はいが在った。


　魔族だ。


　こちらの位置には未だ気付いていないらしい。


（不意打ちが出来ればな……）


　動き回る事が出来なくても、このままやり過ごして奇き襲しゆうを掛かけ、一いち撃げきで仕し留とめれば、勝てるかもしれない。


　だが──問題はレイオットの右手だ。


　強い攻撃魔法を撃つには、どうしても照しよう準じゆんが必要になる。だが、今の彼の右腕では魔族の動きに合わせて長大なスタッフを動かし、照準調整するのは到とう底てい無理だろう。


「さすがに魔族は──初めて見ましたけど凄すごい形をしてますよね」


　そっとノーラが囁ささやいてくる。


「元々は学芸員さんみたいですね」


「……なんだって？」


「あ。えっとですね。魔族の動きに、彫刻とか扱あつかう人の手つきの癖くせっぽいのが、残っててですね──ほら。あの彫像に触りますよ、見ててください」


　とノーラ。


　彼女の指し摘てき通り──魔族は不意にその身体からだの向きを変えると、近くに崩くずれず残っていた彫像に触しよく手しゆを伸ばして触れる。げらげらと笑いながら魔族はそれをなで回し、そして更に触手の先せん端たんで突いたり引っ張ったりし始めた。


　レイオットにはどこにどう『彫刻を扱う人の手つきの癖』が残っているのかまるで分からない。だが問題はそこではなく──


「ちょっと待て」


　レイオットは仮面の下で眉まゆを顰ひそめながら言った。


「あんた魔族の動きが読めるのか？」


「動きを読む──ですか？」


「魔族の形を読めるかって事さ。次にどんな形になるのか──ってな」


　実際、ほんの数秒の先の事ではあるが、ノーラは魔族が次に採とる行動を予測してのけた。


　ノーラの眼は姿形から対象の内面を読み取る。


　ならば──あるいは彼女なら、魔族が次にどう動くかを高い確率と精せい度どで予測出来るのではないか……？


「えと…………」


　ノーラは瓶びん底ぞこ眼鏡めがねの奥で眼を瞬かせ、少しの間、首を傾かしげて考えていたが──


「多分。すごく歪ゆがんでますけど、やっぱり、その人の根こん本ぽんの部分って形に出ますから」


「……なるほど」


　仮面の下でレイオットは笑った。


「じゃあちょっと手助けを頼めるか？」
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「馬鹿ッ馬鹿ッ馬鹿ッでもそぉゆぅ事言うと馬鹿っぽいっていうか馬鹿ぁ」


　魔族が、崩れ残った彫刻の間をゆらゆらと歩き回っている。


　ふらふらと右へ行ったり左へ行ったり後ずさりしてみたり──その姿は夢む遊ゆう病びよう患者のそれの様で、まるで法則性が見られない。


　見られない様に──見える。


　普ふ通つうの人間には。


「……ベルータ・エイム・クイファ・クイファ……」


　まるで──吸い込まれる様にして、レイオットが予あらかじめスタッフを向けていた地点に移動してくる、巨大な異い形ぎよう。


「マグナ・ブラスト──」


　彫刻の陰かげに座り込んだまま、レイオットは低い声で追加呪文プラグインの詠えい唱しようを終えた。彫刻に押しつけて固定したスタッフの先端で、高効率稼か働どうする魔法回かい路ろの影が──発光する魔法陣エイリアスが、緩ゆるやかに回転する。


「──馬鹿？」


　さすがに魔力の気け配はいを感知したらしい。


　魔族がレイオット達を振り返る──が。


「イグジスト！」


　遅い。


　レイオットの唱となえる撃発音声トリガー・ヴオイスと共に、魔法が現実事象に転てん換かんされる。


　魔法陣を突き破る様にして『第二の劫火』──軍用攻撃魔法〈マグナ・ブラスト〉が顕けん現げんする。





　──轟ッ!!





　超ちよう至し近きん距きよ離りから魔族の身体からだを直撃する、猛もう烈れつな火か炎えんと衝しよう撃げき。


　鮮せん血けつと肉にく片へんをばらまきながら魔族は幾いくつもの彫像を巻き込んで吹っ飛んでいた。


　同時に──かちんと音を立ててモールド胸きよう部ぶの拘束度デユラビツト端子が二つはじけ飛ぶ。


〈マグナ・ブラスト〉の代だい償しようである。レイオットのモールド〈スフォルテンド〉の拘束度数は十三。基礎級魔法なら一度に一つ、〈マグナ・ブラスト〉の様な強力な魔法ならば複数の拘束度数が消費される。


　そして──


「……ば……か……？」


　壁かべ際ぎわで身体の半分を削けずり取られた魔族がゆらゆらと揺ゆれていた。


　未まだだ。戦いは終わっていない。


　その証しよう拠こに〈マグナ・ブラスト〉に破壊された傷口に肉が盛り上がり、瞬またたく間に増ぞう殖しよくして欠損部分を復ふく元げんしていく。


　手を落とそうが、脚を落とそうが、魔族は死なない。魔族はどれだけ身体を削られようと、脳の五割が残っていれば、魔法の力で自みずからを復元できるバケモノだ。


　故に──


「引け！」


「──っ！」


　右腕が動かないレイオットの代わりに、ノーラが全身でボートのオールを漕こぐ様に、スタッフの装桿ボルトを引く。


　詠唱端子が、呪ス文ペ書ル式タ板グの上に刻まれた攻撃魔法の呪文を読み込んで無音詠唱ダムキヤスト。


　虚数界面アストラル・サイドにおいて発動準備を整えられた魔法は──


「イグジスト！」


　撃発音声トリガー・ヴオイスと共に現実事象に転化。


　駄だ目め押しの一撃が炸さく裂れつする。


　爆ばく音おんと共に花開く炎ほのおと血の赤。


　傷口に潜もぐり込こむ様にして顕けん現げんした破壊力は、今度こそ魔族の脳のう髄ずいを木こっ端ぱ微み塵じんに吹っ飛ばしていた。
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　モールドを外はずしてトラックの貨物室から出ると──そこにはノーラが待っていた。


「ありがとうございました」


　そう言って頭を下げるノーラ。


　どうやら礼を言う為に、わざわざ待っていたらしい。律りち儀ぎな少女である。


「礼を言われる程の事じゃないな」


　レイオットは軽く左足を引きずりながら彼女の前に立った。


　とりあえずモールドを外す前に、手首にも膝ひざにも簡かん易いの治ち癒ゆ魔法は掛かけたが……あくまで応おう急きゆう処しよ置ちにしか過ぎないので、多少の痛みは残ってしまう。


「魔族狩がりは俺の仕事だ。助けて貰もらったのはお互い様だしな」


「はあ……」


　と曖あい昧まいな表情で首を傾かしげるノーラ。


　彼女にしてみれば──それこそ礼を言われる程の事をした覚えが無いのだろう。


　姿形から人間の中身までを見通す少女。


　あるいは自分は、魔族以上の怪物と相対しているのかもしれない……そんな風にもレイオットは思った。


「そういえば」


　ふとレイオットは思いついて尋たずねる。


「最初に俺に声を掛けたのも──俺ならあんたを送っていくと読めてたからか？」


「はい」


　こっくりとノーラは頷うなずく。


「親切な人だって分かったので」


「親切？」


　レイオット自身が、激しく違い和わ感かんを覚えざるを得ない評価なのだが──ノーラとしては一いち目もく瞭りよう然ぜんの事であるらしい。


　一体自分の何ど処こが？　と喉のどまで出かかった問いをレイオットは呑み込んだ。多分、尋たずねても──説明して貰っても理解出来ないだろう。ノーラの観察眼は既すでに理り屈くつを超こえた一種の超能力だ。


「…………じゃあ、あんたの眼には」


　ふと脳のう裏りをノーラの台詞せりふが過ぎる。


『早く答えが見つかるといいですね』


　あれは──カペルテータの内面をノーラが見み透すかした上で出た言葉なのだろう。


　この少女には、あの石の様に無表情なカペルテータの心の内が見えているのだろうか。


「カペルテータはどんな奴やつに映うつってたんだ？」


　ちらりとトラックの助手席に座る少女に視線を向けてみる。その人形の様に無表情な横顔や座る姿すがたから、レイオットは何も読み取る事が出来ない。


　だが──


「どんなって……だから見たままですよ」


　やはり当然といった口く調ちようでノーラは言った。


「一いち途ずな子ですよね。それに凄すごく不ぶ器き用よう」


「…………一途？」


　レイオットが知る限り、カペルテータにそういう評価を下した人間は初めてだった。『不器用』というのは分からないでもないが、『一途』という言葉とは微び妙みように印象がずれる。単に『頑がん固こ』という意味なのか──それともこれは、レイオットが彼女の事を誤解しているという事なのか。


「ちゃんと気持ちの整理がつくと良いですね」


「…………」


　それはカペルテータの事か。


　それともレイオットの事か。


　ノーラはどちらとも言わず──もう一度ぺこりと頭を下げてから、事情聴ちよう取しゆの為に彼女を待っている警けい官かん達の処ところへ歩いていった。


「……ふむ」


　彼女の後ろ姿を数秒間見送ってから、レイオットはトラックの扉とびらを開いて運転席に身を滑すべり込こませる。


　無む言ごんで自分を見つめてくる異い形ぎようの少女を前にして、レイオットは呟いた。


「一途……ねえ」


「…………」


　カペルテータは無言。


　熱の無いその眼まな差ざしは、やはり『一途』という言葉にはまるで無む縁えんに見えるが──


「……まあいいか」


　とりあえず不ふ都つ合ごうは無い。


　レイオットは苦く笑しようを浮かべながらトラックのエンジンを始動させた。
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　通りには時ならぬ喧けん噪そうが満ちていた。


　乱らん雑ざつに停められた警察車しや輛りようや救急車が、回転灯の光で辺りの風景を斑まだらに染め、その間を警官や救急隊員が慌あわただしく行き来している。


　通りには警察が現場保存の為に敷しいた封ふう鎖さが──『立入禁止キープアウト』の文もん言ごんを印刷したテープが幾いく重えにも貼はられ、更にその側には銃を携たずさえた制服警官達が並んで、無責任な野や次じ馬うまの侵しん入にゆうを阻はばんでいた。


　トリスタン市立博物館における魔族事件ケースＳＡ──その直後の様子である。


　現場を封鎖する警官達の姿から、やたらと物々しい印象を受けるが、既に魔族は戦術魔法士によって駆く除じよされており、警察や魔法管理局の仕事は事後処理の段階に入っている。


「とりあえず」


　市立博物館とは、通りを挟はさんで向かいに位置する雑ざつ居きよビル。


　その屋上から通りの風景を見下ろす人影が二つ在った。


　子供が──二人。


　共に未まだ十歳前後とおぼしき少年と少女である。


「情報収集はこれで十分かな」


　そう言ったのは右側の子供だ。


　黒いジャケットと黒い半ズボンに身を包んだ少年である。


　褐かつ色しよくの肌はだと艶つややかな金きん髪ぱつ碧へき眼がんが見事な対比コントラストを描いて、その愛くるしい顔立ちを強調していた。


　アルマデウス帝国は、旧世紀まで盛んに東方国家の一つハルシュタットと交こう易えきをしていた関係で、こうした二つの民族の特とく徴ちようを併あわせ持もつ子供もしばしば生まれたと言われている。混血児特有の、微妙な均きん衡こうの上に成り立つその繊せん細さいな目鼻立ちは、少年の姿をひどく神秘的なものに見せていた。


　二時間ばかり前に、プーランク通りのカフェテラスでロミリオと会話していた少年──スレイだ。


「登録者、非登録者を含め──国内総数三四四二人。意外と少ないな」


「それは戦術魔法士の数でしょう」


　そう応じるのは左側の子供だ。


　白いワンピースに身を包んだ少女である。


　清せい楚そかつ可か憐れん。可憐かつ優ゆう美び。温室の中で育てられた花の様な──ほんの少し何かが崩れただけで喪うしなわれてしまいそうな、ひどく繊細な容姿である。十代前半の子供は成長が著いちじるしいものだが──その激変する時期、わずかな期間にだけ許ゆるされた、絶妙の均きん衡こうが生み出す美しさ。決して永えい続ぞくしないが故ゆえに咲さき誇ほこる花の典てん雅がさが、そこには在った。


「潜せん在ざい的に戦闘用魔法を使える者はその数倍は居る筈だし──」


　少女は風になびく長い亜あ麻ま色いろの髪を片手で押さえながら続けた。


「ＡＴＡＳＡの開発した〈サンダーボルト〉も脅きよう威い。意識していれば何という事は無いものだけれど不意打ちとなると──ね」


「そういえばトリスタン市の魔法管理局は、戦術魔法士以外にも戦闘用魔法の呪文書式所有を認める方策を提案していたな」


　スレイは肩を竦すくめて言った。


「だが付け焼き刃だよ。〈サンダーボルト〉などはそれ以前の問題だ」


「そう？」


　少女は楽しそうに微笑する。


「自うぬ惚ぼれが過ぎると足下をすくわれるわよ？」


「正直言って」


　スレイは芝居がかった仕し草ぐさで首を振った。


「コロナ。君といい、オッフェルトリウムといい、慎しん重ちように過ぎると思うね。我々が一いつ斉せいに掛かかれば、明日にでも世界はひっくり返せるよ。戦術魔法士などといっても所しよ詮せんは人間──脅きよう威いになどなり得ない」


「私はそうは思わないけれど」


　少女はその碧眼を細めてそう言った。


　彼女の瞳には──今しも現場から離れようとしている一台の車が映っていた。


　小型の蒸気式トラックである。


　それはトリスタン市立博物館における、魔族事件を鎮ちん圧あつした魔法士の持ち物だ。


「料理人、音楽家、画家、政治家、軍人……歴史上、秀才に敗北した天才なんて、掃はいて捨てる程に居るわ。回数制限はあっても彼等もまた魔法の使い手。しかも私達と違って殺し壊しの専門家。その力を認めているからこそ──ロミリオもあの気色の悪い戦術魔法士を手て駒ごまに使っているのでしょうしね」


「ああ……」


　スレイが苦笑を浮かべる。


「ロミリオの道楽にも困ったものだ。正直、迂う遠えんとしか言いようが無いね。彼は目的達成よりも過程を楽しもうとする悪あく癖へきが在る」


「遊び心は大切よ。私達の様な存在には特に」


　コロナと呼ばれた少女は長い髪を搔かき上げながら言った。


　その気け怠だるげな仕草は、明らかに子供のものではない。幼い容姿には不ふ釣つり合いな色いろ艶つやが──経験豊富な娼しよう婦ふを想わせる妖よう艶えんさが滲にじんでいる。


　スレイという名の少年も。


　コロナという名の少女も。


　どちらも見た目通りの存在ではないという事なのだろう。会話の内容や口調は勿論だが、その表情や物もの腰ごしに、何処か嚙み合わない部分が在る。まるで老人が子供を演じているかの様な不自然さが。


「そういえば──『人形』の試作品が完成するのは、そろそろだった筈はずね」


「『弾』の収穫時期でもあるな」


　スレイは薄く笑いながら言った。


　誰もが引き込まれそうな天てん真しん爛らん漫まんといった笑顔の奥に──仄ほの暗ぐらい何かが揺れる。


「調査は終了したけれど……もう少しこの街に居残っていれば、面おも白しろいものが見られるかもしれないわね」


「君も物好きだな」


「私は慎しん重ちようなだけよ。臆おく病びよう者ものだから」


　少女は──まるで猫ねこの如ごとき狡こう猾かつさの滲む笑顔でそう言った。
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　灰色にくすんだ街を──黒い人ひと影かげが進んでゆく。


「…………」


　街路の脇わきに並ならぶ建築物は、いずれもその内に薄うす暗ぐらい空くう虚きよを抱かかえて沈ちん黙もくしていた。


　そこに灯あかりをともし、人々が暮らしていた賑にぎやかな日々は、もう遠い昔である。


　今や其そ処こには何の営いとなみも見いだす事は出来ない。動かせる家財道具は根ね刮こそぎ持ち去られ、再利用出来るものならば蛇じや口ぐちから壁かべ紙がみまでもが剝はぎ取とられ──時折、運び出す価値すら認められなかったガラクタや、砕くだけた硝子ガラスの破片が、床ゆかに転ころがっているだけだ。


　主あるじたる人間達に見放された廃はい墟きよの群れは、まるで墓ぼ標ひようの如く黙もく然ぜんと立ち尽つくすのみ。耐たい火か煉れん瓦がや鉄てつ筋きんコンクリートから成る屍しかばねは、肉のそれの様に腐ふ敗はいして消え去る事も許されず、在りし日の輪りん郭かくを無意味に晒さらし続けていた。


　まさしく形けい骸がいである。


　そんな風景の中を──


「……この辺りで良いか」


　進み続けた黒い人影は、ふと思いついたかの様に脚あしを停めた。


　嚙かみ合あう金具と金具が、がちゃりと無ぶ骨こつな音を発する。


　人影は──鋼こう鉄てつの殻からに覆おおわれていた。


　鎧よろいの様に見えるが鎧ではない。人の形を模もしながらも人の形を逸いつ脱だつするもの。それは鋼鉄と樹じゆ脂しと皮ひ革かくによって、人間の鋳い型がたたる機能を与えられた特殊な拘束具だ。


　魔法士の存在を、人間に留め置く為の特殊作業服──即すなわちモールドである。


「まずは〈ブラスト〉──いくぞ」


　黒い仮面の下から物もの憂うげな声が漏もれる。


　だがその言葉を受けるべき相手の姿は、周囲に見あたらない。人の姿の絶えた廃墟の街で今現在動いているのは、その黒いモールドを着た魔法士ソーサリストだけであった。


　魔法士は携たずさえていた長大な魔法増幅器──スタッフを旋せん回かいさせると、その先せん端たんをすぐ側にそびえる建物に向けた。


　勿もち論ろん──それも廃墟である。


　窓硝子は全て割れ落ち、外壁にも細かな──時折、大きな──亀き裂れつが血管の様に走っている。中を覗のぞいてみても小さな自動車の玩がん具ぐが一つ転がっているだけで、構造材剝き出しの壁や床がひどく寒々しい。


「…………」


　金属音と共にスタッフの装桿ボルトが引かれる。


　無音詠唱ダムキヤスト。呪ス文ペ書ル式タ板グを撫なでる詠唱端子が、基礎級呪文を読み込んでゆく。それは機械化され効率化された一種の魔法儀式である。


　そして──


「イグジスト」


　呟く様な──宣言。


　同時に、スタッフが向けられた建物の一点に、何かが凝ぎよう集しゆうする気け配はいが在った。


　眼に見えない──純じゆん粋すいな力。


　それは次の瞬間、圧あつ倒とう的てきな物理現象へと転化される。


　それは文字通りに一瞬の出来事だ。


　先まずは閃せん光こうが迸ほとばしった。


　間かん髪はつ入れずに追つい随ずいし、轟とどろく爆音。同時に塵じん煙えんが膨ふくれあがり、連れん鎖さ的に増ぞう殖しよくしてゆく。壁に刻まれた亀き裂れつは猛もう烈れつな勢いで成長し、大質量が形を変える振動が、その建物のみならず、周囲にも伝でん播ぱして──


「なに……!?」


　仮面の下から咄とつ嗟さに漏れた声には、驚きよう愕がくの色が濃い。


　緩む建物の輪郭。


　次の瞬間……それは崩れた。


「…………！」


　だん──と激しい足音を立てながら、魔法士は後方に跳び下がった。


　魔法士の動きに一瞬遅れて、雪崩なだれの様に押し寄せてきた瓦が礫れきが、街路を埋うめる。もし魔法士がそのままの位置に立っていれば、土ど砂しや崩くずれにも似た灰色の奔ほん流りゆうに呑のみ込まれていた事だろう。


　更に魔法士は一度跳び下がって、瓦礫の波をかわした。


　そして──


「〈ブラスト〉……だよな」


　呟いて己が携たずさえるスタッフを魔法士は見下ろした。


　やはりその声には驚きと──そして戸と惑まどいの色が濃のう厚こうだ。


「だがこれは……」


　振り仰あおげばそこにもう廃墟は無い。


　大量の瓦が礫れきにまで分解された建物は、小さな丘となってそこにわだかまっていた。しかも大きな残ざん骸がいは殆ほとんど見られない。耐火煉瓦もコンクリートも砂じや利りの様な細かさに均ひとしく粉ふん砕さいされていた。


「どういう事だ？」


　どうやらこの結果は魔法士の意い図としたものではないらしい。


〈ブラスト〉。


　軍用として開発された攻撃魔法の中では、標準的なものである。魔法回路も比較的簡単なので連射が利きき易やすく、また各種追加呪文による応用変化型バリエーシヨンも多い。


　その威い力りよくはスタッフの増ぞう幅ふく率りつにも左右されるが──しかし一撃で建物を倒壊させる程のものではない。それが経年劣れつ化かで多少傷いたんだ廃墟であってもだ。


『──やっぱりか』


　魔法士の耳元で、ざらざらと空電雑音ノイズ混じりの声がそう言った。


　モールドのヘルメット部に簡易式の無線通信機が取り付けてあるのだ。電池容量が小さく出力が低いので、通信距離は冗じよう談だんの様に短いが──精々が百数十メルトルといった処である──その分、身に着けていても気にならない程度の大きさにまとめられている。


「『やっぱり』……？」


　魔法士は呻うめく様に言った。


「やっぱりって御お前まえ──」


　どうやら無線通信の相手は、今の現象を予あらかじめ予測していたらしい。


『ひょっとしたら、とは思ったんだよね。大当たりビンゴ。いやはや……面おも白しろいもの拾ってきたね、レイ』


「面白いで済すむか？」


　何ど処こかうんざりした口調で魔法士は応じた。


「どうするんだよ──壁に穴空あけるだけの積もりが、建物一棟ぶっ壊しちまって」


『大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。元々再開発地域だから。解体の手間が省はぶけたって感謝される事はあっても、文もん句く言われる事は無いだろ』


「時折、お前の脳天気さが羨うらやましくなる時があるな」


『遠えん慮りよ無く羨んでくれ』


　無線通信の相手は笑い声を混ぜてそう応える。


『さて──まあ〈ブラスト〉は分かった。次は』


「〈マグナ・ブラスト〉は──」


『さすがにまずいだろうね』


　基き礎そ級魔法の〈ブラスト〉でも建物を一つ倒壊させたのだ。


　その強化版たる〈第二の劫火〉──〈マグナ・ブラスト〉ならばどれだけの威力が出るのか想像もつかない。先の会話通り、この街の廃墟をどれだけ破壊しようが、誰からも文句は出ないのかもしれないが……五つも六つもまとめて建物が倒壊すれば、さすがに魔法士も巻き込まれずに済すますのは無理だろう。


『それじゃ〈デフィレイド〉で』


　同じく基礎級の──しかし防御魔法である。


「最小展開範囲に絞しぼるぞ」


『そうしてくれ。というか──そうしないと遮しや蔽へい力りき場ばがどっかのビルに食い込んで、やっぱり崩くずれてくると思う』


「なんなんだ……一体？」


　魔法士は呆あきれた様子で己が携たずさえる装置を見下ろした。


　外見的には、ごく標準的な構造のスタッフでしかない。むしろやや旧きゆう式しきな印象が強く、先程の様に異常な増幅率を示す様な代しろ物ものには到とう底てい見えなかった。


「あのヘンテコな剣を組み込んだだけだよな？」


『組み込んだというか。中心部をあの剣とそっくり入れ替えた感じかな』


「…………」


　魔法士は溜ため息いきをついた。


「ジャック」


『なんだい、レイ？』


　応じる声は飄ひよう々ひようとしていて、後ろめたそうな響きは皆かい無むだ。


　だが──


「正体不明の部品をいきなり組み込んで……スタッフが暴走して爆発するとか、呪じゆ素そが逆流するとか、そういう可能性は考えなかったのか？」


『それはない』


　通信相手は気楽な口調でそう断じた。


『魔法工学的に見れば、実に正しいというか、矛む盾じゆんの無い形状をしてたしね。正直、口頭詠唱で使うだけなら、あの剣に呪素誘ゆう導どう管付けるだけで機能したと思うよ』


「…………つまり何か？」


　魔法士は呆れた様子で改めてスタッフを眺ながめる。


「あの剣は事実上、スタッフと同等の機能を備そなえてるって事か？」


『同等ではないな』


　通信相手は言った。


『正直……多少増ぞう幅ふく率りつは上がるかもと予想はしてた。でも此こ処こまで桁けた違いとは思ってもみなかったよ』


「ふむ……」


　魔法士はスタッフに付属するダイヤル状の部品を回してから、再び後部に突き出ている装桿ボルトを引いて──戻す。


　無音詠唱ダムキヤスト。選せん択たく呪文は打ち合わせ通りに〈デフィレイド〉。


「まあいい。次──〈デフィレイド〉。いくぞ」


　魔法士は街路を歩きながらスタッフを掲かかげ──そしてまた宣せんする様に言った。


「イグジスト」





　　　　●　　●　　●





　ＪＲ総合機器研究所。


　レイオット・スタインバーグのモールドを整備する機械技術者──ジャック・ローランドの根ね城じろは、大変革期を迎むかえていた。


　元々其こ処こは、訪れる者も少ない街区の──再開発予定地域の、更に片かた隅すみに位置する倉庫を改装したものである。一人住まいには広すぎるとも言える空間だが、倉庫の中には処ところ狭せましと大量の装置類が設置され、そうでない場所にはジャックが『資材』と呼ぶガラクタの山が積み上げられていて、看かん板ばんの様な『研究所』というよりはゴミ捨て場の方が印象としては近い──


　そんなごちゃついた場所だったのだ。


　つい最近までは。


　ところがこの三ヶ月余りで、ＪＲ総合機器研究所は完全に様変わりした。


　具ぐ体たい的てきには、異様な位に整理整せい頓とんが行き届いているのである。


　勿もち論ろんこれは主であるジャック・ローランドが今更ながら環境の美び化かに目覚めた訳ではない。彼の姉弟で子しとも言うべき女性モールド・エンジニア──エヴァ・イーミュンが出入りする様になり、問もん答どう無む用ようで片付けてしまったのである。


　他人にはどれだけ散らかっている様に見えても、主には何処に何が在るか分かっていて、非常に居心地が良い──などという部屋の話は、掃そう除じ嫌ぎらいの無ぶ精しよう者ものの言い訳わけとして珍めずらしくないが、ジャックにとってこのＪＲ総合機器研究所も、まさにそういう場所であったらしい。しばらくは魂たましいを抜かれた様に彼はぐったりとしていたものだ。


　まあそれでも、三ヶ月も住んでいれば、やはり慣なれる。


　この一ヶ月余りは以前の調子を取り戻し、ジャックは再び怪あやしげな機材を色々と造っては試ためしている様だった。


　そして──


「うん。面おも白しろいね」


　ＪＲ総合機器研究所の真ん中──テーブルを兼けん用ようする大型の作業机に数枚の紙が並べられている。


　いずれも手書きで数字と文字が書き込まれた表の類たぐいである。素人しろうとには意味不明の専門用語と、同じく意味不明の数字や記号が並んでいる為、レイオットには何がどう面白いのかさっぱり分からない。


　だがジャックは新しい玩がん具ぐを与えられた子供の様に眼を輝かせて、その紙し片へんに書き付けられた実験結果を何度も何度も読み返していた。


「本当──色々と興味深いよ。素そ材ざいからその効能まで。魔法工学の研究者達に見せれば絶望して首を括くくる奴やつも出てくるかもね」


　ひどく気楽な口調でそう言うジャック。


　彼の書類的な立場は機械工である。
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　実際──ＪＲ総合機器研究所も、登記書類上は個人経営の、小さな町工場の一つであってそれ以上でもそれ以下でもない。つまりモールドやスタッフ──その整備には専門の国家資格を要する魔法機器──を扱える立場には無いのだ。


　要するに彼もまた、レイオットと同じ無モ資グ格リなのだ。


　ある意味で相応ふさわしい組み合わせではある。


　だがレイオットの姿形がその素す性じように相そう応おうな典型例──『見た目の印象と素性が綺き麗れいに合致する』実例だとすれば──ジャックは『人は見かけによらない』好例でもあった。


　無資格の魔法機器技術者モールド・エンジニアと言われれば、大たい抵ていの人間が先まず思い描くのは、みるからに頑がん固こそうな厳いかつい中年親父だろう。さもなくば小こ柄がらで偏へん屈くつそうな老人か。何にしても違法な商売に手を出す人間は、何ど処こかヤクザじみた、他を寄せ付けない様な顔つきをしているだろう──そんな偏へん見けんが働くものだ。


　ところがジャックの容姿は、そういった先せん入にゆう観かんを見事に裏切る。


　どこぞの雑誌のグラビアを飾っても可お笑かしくない様な容よう姿しの──角度や光線の具合によっては女性、それも相当な美人に見まがってしまう様な──青年なのだ。街外れの工房で、油と金属匂に塗まみれてボルトを締しめているよりも、流行の洒落しやれた衣装に身を包み、バーで撞球ビリヤードや投ダげー矢ツに興じている方が遥はるかに似合うだろう。


　もっとも本人は自分の容姿にはあまり頓とん着ちやくしていないようで、ツナギ以外の服を着ている事の方が希という始末だ。芸能関係の人間が見れば『勿もつ体たいない』と嘆なげくだろうが──ジャックは、まるでそっち系の世界に興味が無いらしい。


　それはさておき──


「実験するのは結構だがな」


　机を挟はさんでジャックと相対しながら──レイオットは物もの憂うげな口調で言った。


「元に戻しておいてくれよ。自分の撃った魔法で生き埋うめになる様な、間抜けな死に方だけは御ご免めん被こうむる」


「分かってるよ。まあレイは、それ以前に室内で〈ブラスト〉撃ったりする自分の無頓着ぶりを気にした方が良いと、俺は思うけどね」


「一番使い慣れてるんだよ」


　とレイオット。


「予備の部品で組んだスタッフが在るから。普段はそっちに接続すりゃいい」


　言ってジャックは壁際の架台ラツクに掛けられているスタッフを示した。


　現在──レイオットのモールド〈スフォルテンド〉に接続されているスタッフは、三ヶ月程前にジャックが設計し造つくり上げたものだ。新素材をふんだんに使い、最新の魔法工学理論に従したがって造られたそれは、以前使っていたものに比べて増幅率は向こう上じようするばかりか、小型化され、非常に扱あつかい易やすいものになっている。


　当然、ジャックが自ら整備する事を考えて設計してある為、部品は彼が手に入れ易い、あるいは造り易いものが多く、予備もそれなりに揃そろっている。その気になれば全く同じものが三さん基きは造れるという話だった。


「しかし……これ……一体誰が作ったんだろうな」


　作業台の上に置かれたスタッフ──予備ではなく今回実験に使ったものだ──を眺ながめながらジャックは言った。


　ジャック・ローランド謹きん製せいのスタッフに比べると、それは冗じよう長ちような程に長い。全長は二メルトルを超している為、屋内では振り回すだけでも一苦労な大きさである。


　ただし重量は通常のスタッフと大差無い。


　これは先程レイオット達の会話に出ていた『剣』──現場でレイオットが拾ってきたという素す性じよう不明の魔法機器が、非常に軽い素材で出来ているからだった。


「基本的な機能は通常のスタッフと大差無いんだよね。無音詠唱装置ダムキヤスターとか、呪文書式選択器スペルセレクタは無いけども、魔法を増ぞう幅ふくする基本的な機能については一緒なんだ」


　とジャック。


「ただ……普通の工業規格の部品が何一つ無いんだよ。まるで部品一つから全て手作りされたみたいだ。それも何十年──いや、何百年も前に」


「……そんな旧ふるいものなのか？」


「多分ね。機械加工の跡あとが無いんだよ。手作業で作ったか──さもなくば」


「魔法──か」


　サングラスの奥で眼を細めてレイオットが言う。


　指先で問題のスタッフを弾はじきながらジャックは頷うなずいた。


「ああ。まあ間違いなく魔法での加工だろうね。でも魔法で加工する必要の無い様な処ところまで──普通の機械を使えば良い様な処まで、機械加工の跡が無い。まあ使った跡に手作業でその痕こん跡せき消してるのかもしれないけど、わざわざそんな事をする意味が分からないし」


「…………」


　レイオットは無言で顎あごをしゃくり続きを促うながす。


「となると──」


　ジャックは作業机に身を乗り出して言った。


「今の魔法工学が完成する前に、この剣は作られた事になる」


「ふむ……？」


「ひょっとしたら──今の魔法工学による生産品は、全てこの剣の模も倣ほう品ひんでしかないのかもしれない。そんな風にも思えるんだよ」


「…………えらく話が大たい層そうになってきたな」


　顔をしかめて言うレイオット。


「元々大層な話なんだよ」


　とジャックは言った。


「これでも俺は、レイのモールドを最高効率に調整していた積もりだよ。最新の魔法工学理論に基もとづいてね。でもこの『剣』はあっさりそれを追い越してる。今以て組成の分からない構成材といい、やたらに高い加工精度といい、こいつは一種の『在り得ない加工品オーパーツ』だぜ？」


　技術は必ずしも進歩する一方とは限らない。


　正しい蓄ちく積せきと承しよう継けいが無ければそれは散さん逸いつして後退する。


　つまり──


「ひょっとしたら、これはグレコ教授が魔法を発見する前から存在していたものかもしれないって事」


「──源流魔法使ルート・ソーサリアンか」


「そう。彼等の使っていたものかもしれないって事だよ」


　まるで話に区切りをつけるかの様に──かちんと陶とう器きの涼すずしい音がする。


「…………」


　レイオットはふと視線を傍かたわらに向けた。


　カペルテータがジャックの前に香こう茶ちやの皿とカップを置いた処だった。


　勿もち論ろん──彼女の顔はいつも通り、表情らしい表情も浮かんではいない。源流魔法使という言葉は彼女にとって因いん縁ねん浅からぬものである筈だが、まるで興味が無い様にも見える。


「──レイ？」


　怪け訝げんそうにジャックが声を掛けてくる。


「うん？」


「カペちゃんがどうかした？」


「ああ……いや」


　レイオットは曖あい昧まいに首を振った。


　カペルテータと源流魔法使の関わりについてはジャックには話していない。聞かれた訳でもないのに自分から話して回る様な内容でもあるまい。それは誰にとっても決して楽しい話ではないのだから。


「ちょっと昔を思い出しただけだ」


「昔──ね」


　ジャックはその言葉の意味を探るかの様に呟つぶやく。


「レイ。そろそろ頃合いじゃないかな」


「……何の話だ」


　問い返しながらも、レイオットは大まかにジャックの言いたい事を理解していた。


　それはこの半年余りレイオット自身が考えてきた事でもあるからだ。


「今まで曖昧なままにしていた色々を整理した方が良いんじゃないかって事。カペちゃんの事にしても、モールドの事にしても、他の幾いくつかの事にしても」


「…………」


「レイがこだわってるのは分かるけどさ。下手に色々と引きずったまま何か大きな事に挑むと脚を取られかねないよ。ここ一番の大事な時に、後こう顧この憂うれいが在ったんじゃ、集中出来ないだろうしね」


「……珍しいな」


　レイオットは苦笑する。


「お前が説教じみた事を言うのは」


　良くも悪くも仕事上の関係。


　そう納得し、お互いに一線を越えて踏ふみ込こまない様にしていたからこそ、レイオットとジャックの付き合いは続いてきたとも言える。人生だの価か値ち観かんだのが話題に上る事はあっても、それは世せ間けん話の延えん長ちように過ぎず、お互いの生き方には干かん渉しようしてこなかった。


　だが──


「まあ説教なんて柄がらでもないし、出来た義理でもないんだけどさ」


　とジャックは肩かたを竦すくめてみせる。


「ただね……なんて言うか、不安なんだよね」


「不安？」


「何かが近付いてきてる気がするんだけど、それが何か分からないっていうか。自分の頭上にでっかい岩が落ちてきてる最中なのに、自分はその岩の影かげだけ見て、気付いていないっていうか──ああ、くそ。上手く表現出来ないな」


「随ずい分ぶんと詩的な表現だな」


「らしくないとは自分でも思うけどね」


　香茶を一口啜すすってからジャックは続けた。


「常識が通用しない出来事がこうも立て続けに起こると、俺達の知ってる常識そのものが揺らいできてるような──うーん。これも違うかな。とにかく、レイ、気をつけた方がいいよ。何か変な陰いん謀ぼうみたいなのに巻き込まれてない？」


「忠告痛み入るがね」


　レイオットは立ち上がりながら言った。


「正直──俺もよく分かってないんだよ。何かが起こってる、何かに巻き込まれてるってのは俺も感じてるが、それが全部、ばらばらなものなのか、そうでないのか──片付けるべき順番も含めて、よく分からんのだよな」


　レイオットの脳のう裏りを過ぎる数人の人間の姿。


　ロン・コルグ。


　ダニエル・レジエーロ。


　アルフレッド・スタインウェイ。


　ロミリオ・ポロ・プロフェット男だん爵しやく。


　ドルフ・レオンハルト医師。


　ルチエラ・サイモン。


　ギルバート・ギブスン。


　ミュリエナ・パル・メイスン。


　カール・メイスン。


　そして──ドーベルン・スタインバーグ。


　既すでに死した者も居る。生死不明の者も居る。


　だが去りても尚なお、死しても尚、事態に影響を及およぼし続けている者も居る。あるいはレイオットが気付いていないだけで──関係者はもっと多いのかもしれない。


　彼等の存在が何ど処こでどう絡からんでくるのか──


「正直……こんがらがってきてる」


　実際、ロン・コルグは源流魔法使で、カペルテータの父の師匠であり、レイオットの師であるドーベルンの師匠でもある。源流魔法使達はドースン医師の言う〈完全体パーフエクタント〉であり、ロミリオ・ポロ・プロフェットも恐らくはそうした〈完全体〉の魔族メレヴエレントなのだろう。


　そういう意味ではレイオットとカペルテータの関係も運命的なものを感じざるを得ない。


　何処までが人じん為いで、何処までが偶然なのか。


　そういった事も含ふくめて──未だ全ては輪りん郭かくが曖昧で、見定める事が出来ない。


「まあ──」


　レイオットはカペルテータを振り返る。


　赤い髪かみの少女はレイオット達から少し離れた位置で、工作機械に腰こし掛かけ、黙もく然ぜんと熱の無い視線だけを注そそいできている。


「カペルの事に関しては……正直、俺にはどうしようもない。あいつが決める事だよ」


「……例えばさ」


　ジャックは机に頰ほお杖づえをつきながら言った。


「法的資格があるかどうかはさておき、俺がカペちゃんを引き取るって言ったら、レイはどうする？」


「お前が？」


「あくまで仮にの話だよ。別に俺でなくてもいいけどさ。フィリシスなら法的資格もあるし、経済的にも何の問題も無いだろ？　彼女、カペちゃんを気に入っているみたいだし」


　フィリシス・ムーグ戦術魔法士。


　レイオットとは異なり正規の資格を持った戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストで、実力は一流──しかも実家はかなりの資産家である。本来ならばレイオットなどよりも、余程、カペルテータの後見人として相応ふさわしい人物だ。


　だが──


「カペちゃんがそれを望めば、レイはそれを許きよ容ようするかい？」


「それは──するさ」


　答える事に一瞬、躊ちゆう躇ちよが在あったのは事実だ。


　レイオットはカペルテータの両親を殺した。


　だからレイオットは、彼女が自分の家にやってきて住み着いた時、それは復ふく讐しゆうの為なのだと思っていた。実の親か育ての親かの違いはあれど、親を殺された怒りと、親を殺した者への憎ぞう悪おは、レイオットも実体験としてよく理解出来たからだ。


　それはまた、レイオットにとって福ふく音いんでもあった。


　死に場所を探していた彼にとって、復讐者の存在は悲劇を終わらせてくれる救いの主であった筈はずなのだ。だからレイオットはカペルテータの行動について一切の干かん渉しようをしなかった。彼女が自分につきまとう事についてもただ黙もく認にんし続けた。


　だが……


『私は復讐者ではありません』


　カペルテータはそう言った。


　では──何のために彼女はレイオットの側に居る？


　レイオットには分からない。


　ただ──カペルテータは、既に彼がかつて望のぞんだ救いの主ではない。


　ならばレイオットの側にカペルテータを側に置いておく理由は無いのだ。むしろ彼女に対して多少なりとも罪つみの意識を感じるのならば、より良い環境に彼女を送り出す努力をすべきだろう。


「そうか。まあそういう手も──在るか」


　レイオットは改めてカペルテータを振り返る。


　勿もち論ろん──ＣＳＡの少女の顔には、全てを拒絶するかの様な無表情が静かに凝っているだけだった。





　　　　●　　●　　●





　ゴードン・ダダリオの仕事は廃はい品ひん回かい収しゆうである。


　だが彼は自分の職を、その様な俗ぞくな言葉で表現する事を好まない。ゴードンは若干の浪漫ロマンを込めてそれを『遺跡発掘サルベージ』と呼んでいる。既に住む者も居なくなった旧ふるい建築物の中に分け入って、有ゆう意い義ぎなものを探し出す──確かにそう表現すれば考こう古こ学者の行為に似ていなくもない。


　異ことなる点といえば、ゴードンの仕事の対象は何世紀も前の苔こけ生むした代しろ物ものではないという事と──その目的が学術の発展ではなく、純粋に金銭であるという事だろう。


「──おお」


　懐中電灯ハンドライトの光で、わだかまる深い闇やみを押し退のけながら──ゴードンは思わず感かん嘆たんの溜ため息いきを漏もらした。


　今回、彼が踏ふみ込んだのは廃工場だった。


　闇やみを切り取る白い円の中には、何台もの作業機械が照らし出されている。ざっと見た限りでは破は損そんしている様子も無く、電源を入れればすぐにでも使えそうな代物ばかりだ。保存状態は極きわめて良好と言えた。


　懐中電灯を頭上に向ければ、天てん井じようや壁に据え付けられたクレーンも見える。


　奥には資材まで手つかずのまま残っている様だった。ビニール・シートを被かぶせてあるので詳しよう細さいまでは分からないが──まさか産業廃棄物ゴミという訳でもあるまい。


「こいつぁ掘り出しもんだ」


　ゴードンはにんまりと笑った。


「俺一人じゃさすがに回収しきれねえ。ミックの奴やつにでも手伝わせるか」


　頭の良い奴に手伝わせると、横から全てかっ攫さらわれてしまうおそれが在る。適度に頭が悪くて適度に義理堅がたい同業者が望ましい。連絡のつく同業者を一人ずつ頭の中で並べて値ね踏ぶみしながら、ゴードンは更に奥へと踏み込んでいった。


「へへ……へへへへ……」


　アルマデウス帝国には無数の廃はい墟きよが存在する。


　あの大魔族災さい害がい──〈イエルネフェルト事変〉においては、アルマデウス全土で数え切れない程の街や村が壊かい滅めつした。そしてその半分近くは、未いまだ人の住まぬ廃街ゴーストタウンとして放置されたままである。瓦が礫れきを撤てつ去きよして街や村を再建するよりも、別の場所に新たに街や村を作った方が、遥はるかに安上がりで手間が掛からない──そう判断されているからだ。


　また……〈イエルネフェルト事変〉では様々な公文書や資料が失われている。


　その結果として、存在を忘れ去られたままの工場や倉庫も──ゴードンの言う処の『遺跡』であり彼の飯めしの種たねになるべき建物は、アルマデウス帝国全土に数多く散さん在ざいしていた。そしてその中には、魔法関連の機材が残っている事も少なくない。


　これが高く売れるのだ。


　勿論──〈イエルネフェルト事変〉以前に作られた魔法関連の機材は、そのままでは使用はおろか売ばい買ばいも所しよ持じも許ゆるされない。迂う闊かつに作動させると、その瞬間に使用者が魔族になってしまうからだ。未まだ呪じゆ素その殆ほとんど無かった時代に作られたそれは、魔族化対策など施ほどこされている筈はずも無く、脳のう天気にも呪素を撒まき散らしてしまう様な構こう造ぞうをしている。


　故ゆえにゴードンはこれを回かい収しゆうして解かい体たいする。


　違法な機材と言っても螺ね子じの一本まで全て違法品という訳ではない。解体してしまえば問題無く売り買いできる部品の方が多いのだ。特に稀き少しよう鉱石である賢けん者じや石や、『遺失術式』と呼ばれる呪文書式板などは、モールド・エンジニアから各種研究施設まで、売り込む先は幾らでも在る。


　勿論……割の良い商売という訳ではない。


　延えん々えんと手て間ま暇ひまだけ掛かって一ドルクにもならないといった事も珍しくない仕事だ。だが今回の様に保存状態の良い『遺跡』を見つければ、それなりに懐ふところは潤うるおうし──何より、ノルマも無ければ、上司だの部下だのと人間関係で悩なやむ事も無いこの仕事は、ゴードンにとって気楽で良い仕事であった。


　問題や危険が在るとすれば、悪質な同業者とかち合ったりする事と、廃墟に住み着いた野犬の群れやら毒どく蛇へびやら、危険な動物と出で会くわす事位だ。だがそういう事態には滅多にならない。事実、この三年余り、お守り代がわりに腰に提さげている回転式拳銃リヴオルヴアを抜いた事は一度も無い。


　だが……


「……うん？」


　状態をもっと細かく確認しようとゴードンは手近な機械装置に歩み寄る。


　そこで彼は──眉まゆを顰ひそめた。


「なんだ……？」


　感じたのは違い和わ感かん。


　それは──すぐに疑念となってゴードンの動きを止めた。


　綺き麗れいすぎる。


　たとえどれだけ保存状態が良かろうが、完全密みつ封ぷうされているのでもない限り、十年二十年と放置されたものには、埃ほこりが積もる。湿しつ度どが高ければ錆さびが浮くし、低ければ樹じゆ脂し部分に亀き裂れつが入る。


　だがそれが──無い。


　まるで現役で稼か働どうしている機械の様に、それらには埃も積もっていなければ、錆もなく亀裂も無い。まるでついさっきまで動いていたかの如く。


　とても三十年以上も放置されてきたとは思えない状態であった。


「……そんな」


　馬鹿な──続く言葉をゴードンは呑のみ込こんだ。


　中に入る前に工場の外がい観かんは確かめている。外がい壁へきも屋根も、半なかば以上を蔦つたに覆おおわれ、緑の中に埋うもれる様になっていた。遠目には此こ処こに工場が在る事さえ分からないだろう。今まで発見されなかったのは恐らくこの為だ。窓硝子も半数が割れたままだし、入り口近くには〈イエルネフェルト事変〉当時のものと思われる白はつ骨こつも転ころがっていた。


　少なくとも稼働している工場の外観ではなかった。


　という事は──


「まさか……」


　誰かが秘ひ密みつ裏りにこの工場を使っている？


　そう考えるのが妥だ当とうだろう。


　だが──何の為に？


　通常、何かを製作、生産しようと思えば、その為の資材を搬はん入にゆうし、電力や水の確保も必要になってくる。こんな山間部では工場施設を稼働させるだけでもひどく面めん倒どうで──何を作るにしても、商売としては割に合わない。


　では……商売ではないとしたら。


　通常の採算を度ど外がい視ししても良い目的が、そこに在っての事だとしたら。


　つまり──


「…………」


　ゴードンは踵きびすを返して出口に向かう。


　やばい。何かやばい。


　はっきりとは分からないが、多分──


　ゴードンの慌あわて振ぶりを如実に示して、懐中電灯ハンドライトの光が右へ左へと揺れる。


　工場の外に停とめた自分の車に乗れば、まず一安心だ。根こん拠きよは無いがそう思った。そう思わなければ不安に押し潰つぶされそうになる。とにかくゴードンは、ただただ来た道を戻って自分の車に戻る事だけを考えた。


　だから……


「はぁっ、はぁっ、はぁっ、はぁっ……」


　扉とびらを開いて外に出た途と端たん──自分の車を見た途端に気が緩ゆるんだ。


　立ち止まり溜め息をつく。


　そして……


「──!?」


　こつんと後頭部に当たる硬かたい感かん触しよく。


　それが何かは振り返らないでも分かった。


「……見たな」


　呟く様な──地の底から響いてくるかの様な、陰いん々いん滅めつ々めつとした声が言った。


「…………！」


　拳けん銃じゆうを──反射的に腰こしへと伸のびかけた手をゴードンは意思の力で抑おさえ込む。ここで迂う闊かつな動きを見せれば、その瞬間に撃たれるだろう。


「見たのだろう？」


「み、見てない、俺は、ただ、いや、だから見てない──」


「そうか」


　その声には怒りも憎しみも滲にじんではいない。


　熱の無い──ひどく空くう疎そな声。


「だが関係ない」


　宣告と共に衝撃がゴードンの後こう頭とう部ぶを襲おそう。


　一瞬にして彼の意識は闇やみに呑のまれた。頭ず蓋がいを貫通して三〇口こう径けいの高速弾が脳へと侵しん入にゆうし、思考不可能な程にその組織を破壊したからである。


「…………」


　どさりと音を立てて倒れるゴードン。


　眼と耳から幾いく筋すじも血の糸を流しつつ、死の痙けい攣れんを始める体を無表情に見下ろす──隻せき眼がんの男。彼はゴードンの完全な死亡を確認すると、手にしたマーセルＭ７２Ｒ〈ストームファイア〉機関拳銃を懐ふところへと戻した。





　　　　●　　●　　●





　思えば三ヶ月前までが異常だったのだ。


「ケースＳＡ……か」


　ネリンは予算関係の書類を整理しながらふと呟いた。


　ケースＳＡ……即すなわち魔族事件。


　基本的に魔族は戦術魔法士達の使う戦闘用魔法か、さもなくば市警の対魔族特殊部隊ＳＳＳが所有する特とく殊しゆ狙そ撃げきライフルでしか殺す事が出来ない。だがＳＳＳの戦法は基本的に狙撃であり奇き襲しゆうだ。どうしてもそれが通用しない場面は出てくる。


　この為……魔族事件となると未だに戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストが当然の様に駆かり出される。


　しかも三ヶ月前まで魔族事件は増加の一いつ途とを辿たどっていた。


　当然、魔法士達の数も足りなくなり、本来ならば出動依頼が行く筈はずの無い相手までが、現場に駆かり出される事になってきたのだ。


　即ち──レイオット・スタインバーグの様な、無資格の戦術魔法士が。


　しかもタチの悪い事にレイオットはトリスタンでも屈くつ指しの実力と戦績を持っている。確実に魔族を駆く除じよしたければ、実戦経験の浅い新人の魔法士よりも、彼を投入している方が良いという悩なやましい状態になっていたのである。


　その結果、ネリン・シモンズは彼の担当官を務めるようにと上司から言い渡された。


　以来、レイオットに出動要よう請せいを出す度に、ネリンはこの『緊きん急きゆう避ひ難なん行動における民間人への協力依頼費』という苦しい言い訳わけを冠かんした予算書類を書いてきたのである。


　だが……


　ここにきて魔族事件は減少傾けい向こうに在った。


「そういえば……先週の博物館事件って三ヶ月ぶりの現場だっけ」


　気が付けばこの三ヶ月余り、レイオットと共に現場に出向いた覚えが無い。


　半年前には一日に複数の現場を掛け持ちした事さえ在るというのに、この三ヶ月はそもそもケースＳＡの現場に出向いていないのだ。


　勿もち論ろん、監かん督とく官かんの仕事は戦術魔法士の管理だけではない。工業、建築、農業、医い療りようといった諸もろ々もろの分野の魔法士達の、正しかるべき魔法の行使全てを管理するのが魔ま法ほう管かん理り局きよくの仕事であり──その現場担当者が監督官達だ。ネリンもこの三ヶ月余り、そうした仕事を幾つも幾つもこなしてきている。


　だが、何かとややこしい事後処理や、前述の様な苦しい言い訳を伴ともなう予算繰ぐりに際し、レイオットとの仕事は普通の魔法士との仕事に比べて、倍以上の手て間ま暇ひまを喰くう。


　つまり……レイオットとの仕事が減った結果として、ネリンの仕事にかかる負ふ担たんが軽けい減げんされてきているのである。


「そもそもどうしてあんなに忙いそがしかったのか……」


　その理由が分からない。


　明らかに魔族事件の増加率が異常だった。


　だが個々の魔族事件そのものには取り立てて関連性は無い──無いと言われている。勿論、何件かテロ組織の仕組んだ魔族事件は在ったし、〈黒騎士〉事件の際には確かに大量に魔族が発生したが──それ以前から、全体的傾けい向こうとして、魔族事件は増加していた。


〈黒騎士〉事件にしても魔族テロにしても、全体から見れば本当に一部に過ぎない。


　密造モールド〈シェル〉や黒くろ本ほんの存在も勿論、魔族事件の増加の原因の一つではあるだろう。以前より一般市民の身近な場所に魔法が在る。それは間違いない。


　だが──


「そして、どうして急に忙しくなくなったのか……」


　黒本は警察の懸けん命めいな摘てき発はつを嘲あざ笑わらうかの様に、相変わらず市場に出回っているし、〈シェル〉も製造元は潰れたとはいえ、裏市場で大量に流通した部品類は今でも手に入れる事が出来る。


　魔族事件が減少する理由が無いのだ。


　偶然と考える事は勿論、出来る。


　だが、そこにもし何らかの原因が在った場合、自分達は恐ろしく大事な事を見落としているのではないか──そんな気にすらなってくる。


〈黒騎士〉事件の時から考えていた事だ。


　何かが動いている様な気がしてならない。


　水面下で動く何か巨大なモノ。


　自分達が見ているのは、そのモノが動いた結果水面に刻まれた波は紋もんに過ぎず、モノが何であるかすら分かっていないのではないか……？


　得体の知れない焦しよう燥そう感かんばかりが募つのる。


　ひょっとしたら何か決定的なものが手遅れになっているのではないか……？


「ん…………」


　溜ため息いきをついてネリンは立ち上がった。


　悶もん々もんと思い悩なやんでいても仕事が溜たまるばかりだ。


　時計を見ると時刻は昼過ぎである。元々現場に出る事の多い魔法監督官に、決まった昼休みというものは無い。魔法管理局全体としての、便べん宜ぎ上じようの昼休みは設定されているが、魔法監督官の場合、昼食は手が空あいた時間に適てき宜ぎ、各自が摂とるのが慣例となっていた。


　気分転てん換かんも兼かねて近くのレストランにでも行こう。


　そう思ってネリンは歩き──


「……ネリン・シモンズ監督官？」


　ふと声が掛けられた。


　魔法管理局の一階に達した処ところでの事である。


　一人の青年がそこに立っていた。


　見たことの無い顔だ。


　だが……


「…………？」


　ネリンはふと眉まゆを顰ひそめた。


　何度か瞬まばたきして青年の顔を見つめる。


　初対面の相手だ。間違いない。その顔に見覚えは無い。


　よく整っているが、それだけだ。ひどく平へい凡ぼんな顔つきで特とく徴ちようらしい特徴が無い。


　勿論それでも一度でも会った事が在れば、記憶の片かた隅すみに引っかかるだろう。だがそれが無い。間違いなくネリンは、この顔とは初対面だ。


　ただ──


「ネリン・シモンズ監督官、ですよね」


　何ど処こかのんびりとした口調で青年は確認してきた。


「あ、はい、そうですけど」


「ちょっとお話ししたい事がありまして」


「…………はあ」


　ネリンは曖あい昧まいに返事をした。


　きちんと正規の手続きを踏ふんで面会を求めに来たのならば、ネリンも襟えりを正して話を聞く。だが魔法管理局の一階ロビーという一般にも開放された場所で声を掛けてくるという事は、道みち端ばたで呼び止めるのと同じだ。


　つまり──


「昨さつ今こん頻ひん発ぱつしていた魔族事件について──その背後に在る陰いん謀ぼうについて」


「…………」


　ネリンは改めてその青年を見つめ直した。


　実を言えば──こういう話を持ち込んでくる人間は、後を絶たたない。


　物事の背はい後ごに陰謀だの何だのを見たがる人間は多い。そして自分だけが真実に気付いたのだと言わんばかりに、得意げになって忠告をしにくるのだ。


　勿論、その殆ほとんどが実際には妄もう想そうの類たぐいである。


「あの。僕の顔がどうかしましたか？」


「……いえ」


　ネリンは首を振る。


　この青年の物腰に、歪ゆがみや偏かたよりは見あたらない。妄想と現実の区別がつかなくなってしまう様な人間にありがちな雰ふん囲い気きを──度の過ぎた自じ意い識しき過か剰じようぶりを感じ取る事が出来ないのだ。ごくごく普通に、明日の天気でも話題にしているかの様な態度であった。


「ああ。ひょっとしてお昼に出られる処でしたか？　申もうし訳わけありません」


　青年は礼れい儀ぎ正しい仕草で頭を下げる。


　彼は脇わきに退きながら言った。


「そう長い話ではありませんから。何なら歩きながらでも」


　本当に世せ間けん話をするかの様な口く調ちようである。


　束つかの間まながらネリンは対応に悩み──そして頷うなずくと歩き出した。青年は半歩ばかり彼女の斜ななめ後ろを歩きながらついてくる。微び妙みような距きよ離りだ。その気になれば刃物で一刺しも可能な位置関係である。それを保ったまま二人は魔法管理局の庁ちよう舎しやを出た。


「貴方のお名前は？」


　慎しん重ちように口調と声こわ音ねを選んでネリンは尋たずねた。


　まだこの青年の頭が正常という保証は無い。自分の脳内で捏ねつ造ぞうした魔法監督官の汚お職しよくを理由に、管理局まで拳けん銃じゆう片手に乗り込んできた男もいるのだ。撃たれた職員は現在も入院して休職中である。


「そうですね。善ぜん意いの市民という事で」


　青年はやはり緊きん張ちよう感かんの無い声で言った。


「善意の市民──ですか」


　それはつまり名を言えないという事だ。


　ネリンは背中に緊張を走らせながら更に問うた。


「誰だれだか分からない人の話を信じろとおっしゃいますか？」


「まあそういわれると弱いのですが」


　青年の声はあくまで落ち着いている。


　落ち着いたまま──彼はとんでもない事を言い出した。


「自じ我がを保たもったまま、一定の理性を保ったまま、姿形も保ったままで、魔族化する人間が居るという話は御ご存ぞん知じですか？」


「…………なんですって？」


　思わず立ち止まって振り返るネリン。


　荒こう唐とう無む稽けいな話だ。それこそ妄もう想そう夢想の類に属する様な。


　しかし──


「ああ……御存知ありませんか」


　確認する様に頷いてから青年は言葉を続けた。


「まあ仮に──の話と思って貰もらって構かまいませんから、そういう人間、いや魔族が居るのだと御理解ください」


「…………」


　ネリンは眼を細めて青年を見み据すえる。


　やはり自分の言葉に酔よう様な様子もうかがえない。淡たん々たんとした口く調ちようと平然とした表情で、彼は言葉を続ける。


「勿論、資質という意味では千人に一人、万人に一人といった数ですがね。非常に少ない。少ないけれども、まあちょっとした徒と党とうを組める程度には数が居る──居るとします」


「…………」


　千人に一人でも母数が大きければ──例えば、百万人が居れば、千人の人間がそういう『理性を持つ魔族』という事になる。


　それは無視できない数字だ。相手が魔族であるとするなら尚なお更さらに。魔族はその気になれば人間百人分の戦闘能力をも発揮する。それが徒党を組むとなると、その脅きよう威いは更に数倍に膨ふくれあがる。


「──あ。すいません」


　青年は微笑して促うながした。


「どうぞそのまま──歩きながら続けましょう。何ど処こかにお出かけになるんでしょう？」


「…………」


　ネリンは束つかの間、睨にらむ様に青年を見つめていたが、再び踵きびすを返して歩き始める。青年の声は、やはり同じ位置関係を保って彼女の背せに投げ掛かけられた。


「そういう人達──魔族達ならば、魔族事件の発生を裏から手を回して制せい御ぎよできると思いませんか？　例えば少し離れた処ところから、魔法でモールドの一部を壊こわすだけでいい。あるいは黒本をばらまいた上で、魔法で他人の意識をちょっといじるだけでいい」


「…………それは」


　可能ではあるだろう。


　モールドを着けた魔法士がそんな事をすればすぐに目立ってしまう。


　だが……もし、人間の理性と姿形を保ったままの魔族が居れば、気付かれる事無くそうした裏工作は十分に可能だ。


「彼等が何の為ためにそんな事をしようとしているのか、それは想像の域を出ません。ただ、それがはっきりと分かった時には手て遅おくれになっている可能性がある」


　手遅れ。


　それは今のネリンの胸にひどく重く響いた。


「だから出来れば、そうした者達が暗あん躍やくしている可能性を、考こう慮りよして身構えておいてください」


「……その話が本当だとして」


　緊きん張ちようで声が掠かすれるのが自分でも分かる。


　だがネリンは気力を振ふり絞しぼって続けた。


「貴方はどうしてそれを知っているの？　そしてどうして私にその話を？　そんな重大な話ならば、もっと上の人にした方が良いと思うけど」


「後の方の質問については、まあ現場の人に知っておいて貰もらった方が良いだろう、という事が一つ。勿論、上の方の人にも忠告はしてますけどね。それとまあ……」


　一瞬の間。


　そして──


「縁えんがあったから、ですかね。貴女あなたに」


「…………」


　何の説明にもならない理由だ。


　だがその一言は──彼女の中で不安定に揺れていた断だん片ぺんをかちりとある処に塡はめ込こんだ。


「先の方の質問についてはノーコメントで」


「…………」


　ネリンは溜め息をつく。


　そして──


「相変わらずですね、ＧＧ」


「…………」


　相手が立ち止まる気け配はいが在った。


　正直──半はん信しん半はん疑ぎだったのだが、これで確信が持てた。


　ＧＧ。ギルバート・ギブスン。


　ネリンが担当していた救命魔法士Ｒ・Ｓであり、半年前にとある事件で行方ゆくえ不ふ明めいになった──恐らくは死んだと目されていた人物である。


　顔は違う。ネリンが知っているギルバートのそれとは違う。


　だが背格好や、何ど処こか緊張感を欠かいたその喋しやべり方は変わっていない。


　顔などどうとでも出来るだろう。非合法の医療魔法士Ｍ・Ｓには犯罪者の整形手術を請うけ負おう者も少なくないし、産業魔法士が造り出す樹じゆ脂し製の仮面は、産うぶ毛げまで備そなえ、本物と区別が付かない程の精せい巧こうさと質感なのだという。


「私達がどれだけ心配したと──」


　振り返るネリン。


　だが──


「……！」


　そこにはもう誰も居ない。


　確かに数秒前までそこに気配が在った筈はずの青年は──まるで煙けむりの様に消え失うせていた。


　代かわりに──


「ばれちゃいましたか。驚きました」


　何処からか声だけが漂ただよってくる。


　ネリンは慌あわてて辺りを見回す。だが、平へい凡ぼんな官公庁街の風景が見えるだけで、その中に青年の──ギルバート・ギブスンの姿は無かった。


「黙だまっていた事については謝しや罪ざいします。ですが、こちらにもそれなりに理由が在りましてね。昔馴な染じみに撃たれたくはなかったですし」


「……それは」


　まさか。


　千人に一人、万人に一人の──


「忠告はしましたよ。これでも我々の基準からすれば、かなり逸いつ脱だつ行為なんです。僕もまだまだ俗ぞく世せへの執しゆう着ちやくが残っているという事ですかね……意外でした」


「ＧＧ！　待っ──」


「ではまた。ああそうそう、スタインバーグさんにもよろしくとお伝えください」


　そんな──平凡な挨あい拶さつを残して声は途と絶だえた。


　改めて自らの存在を思い出したかの様に、車の音や風の音、人々の会話と足音といった諸もろ々もろの雑音がネリンを押し包む。街の雑ざつ踏とうにはつきもののそれらが、会話中は遮しや断だんされていたのだと、今更ながらに彼女が気付いたのは数秒後の事である。


「…………」


　立ち尽つくすネリン。


　周りにはやはりいつもの如ごとく、見慣れたワーウィック大通りの風景が何の変へん哲てつも無く広がっている。ネリンと同様に昼食を職場の外でとろうとして道を行く官かん吏り達が、のんびりと行き来していた。


　だが──


「魔族達の……陰いん謀ぼう……」


　今のネリンの眼には、それが、まるで芝しば居いの書き割りの様に──現実感を喪そう失しつした薄うすっぺらなものに、見えた。





　　　　●　　●　　●





　自宅にレイオット達が戻ってきたのは夕刻だった。


　ＪＲ総合機器研究所で点てん検けんと調整の終わったモールドを引き取ったのは、未まだ早い時間であったが……ついでにとプーランク通りで簡単な買い物を済すませてきた為に、こんな時間になったのである。


　朱しゆ色いろに染そまった風景が、何ど処こか気け怠だるい空気を醸かもし出だしている。


　レイオットは何百回繰くり返して慣れたが故ゆえの、ひどくぞんざいな運転でモールド・キャリアを車庫に入れて──エンジンを切る。運転席から降りると、億おつ劫くうそうに彼は溜ため息いきをついた。


　そこで……ふと気付く。


　車庫の中が微び妙みように掃そう除じされている。


　家を出る前には、近くの林から風に乗って入り込んできた枯かれ葉はが車庫の中にも散らばっていたのだが、それが無い。綺き麗れいに床ゆかは掃はかれて、壁際の作業机の上も細こまかな工具が片付けられていた。


「──ああ。そういえば今日はシェリングさんの来る日か」


　とレイオット。


　エレナ・シェリングは隣りん家かの主婦である。


　もっともシェリング邸ていとスタインバーグ邸の間には雑ぞう木き林ばやしが在る為、隣となりと言っても数百メルトルの距きよ離りが在るのだが。何にしてもこの民家もまばらなトリスタン郊こう外がいでは、シェリング邸がスタインバーグ邸から最も近い民家である事に変わりは無い。


　レイオットはエレナに毎月、一定の金額を支払い、定期的にスタインバーグ邸の掃除をしてもらう契けい約やくを──まあ単に口約束程度のものだが──取り付けている。そういう訳で、面めん倒どう見が良く家事が好きなシェリング邸の主婦は、二人の生活破は綻たん者しやが暮らすスタインバーグ邸を、実に清せい潔けつに保ってくれているのだった。


　その一方で──適度な距離感というものを心得ている彼女は、必要以上にレイオット達の生活に介かい入にゆうしてこない。今では渡された鍵かぎを使い、レイオット達が居ない間に掃除を済すませ、出て行くという形式がほぼ完全に定着していた。


　だが──


「──うん？」


　レイオットは眉まゆを顰ひそめて立ち止まった。


　家の奥おくから……誰かの話し声が聞こえるからだ。


　エレナは一人で掃除をするし、その際に独ひとり言ごとを言う癖くせも無い。いや──それ以前に夕方まで彼女がスタインバーグ邸に残っているのも珍めずらしい事だ。


　たまにネリンが来て話し込んでいる事も在るが、これも今日に限っては無い。ネリンならば魔法管理局の公用車で乗り付けるので、気付かない筈はずが無いのだ。


　となると──


「…………」


　レイオットはカペルテータを振り返る。


　紅い髪かみと目の少女は、いつもの様にトラックから降りている処ところだった。一応、昇しよう降こう用のステップは取り付けてあるが、それでも普通の車よりずっと高い位置に在るモールド・キャリア助手席への乗り降りは、小こ柄がらな彼女にとって手間取る作業なのである。


「ちょっとそこで待ってろ」


　レイオットはそう彼女に告げると、腰の後ろに吊つった愛用の回転弾倉式拳銃──〈ハード・フレア〉の銃把グリツプに触れながら、車庫から邸てい内ないへと脚あしを踏ふみ入れる。


　実の処、スタインバーグ邸は過去に二度ばかり泥どろ棒ぼうに入られた事が在る。


　レイオット自身があまり戸と締じまりに几き帳ちよう面めんではない事に加えて、周囲に民家が殆ほとんど見あたらない為、盗ぬすみに入る側も気楽なのだろう。勿論、そうした泥棒の殆どは、家人と出会すと居直り強盗に早変わりする。


「…………」


　レイオットは居間へと通じる廊ろう下かを歩いていく。


　そして──


「──あ」


　廊下に面している扉の一枚が──レイオットが触れる前に自ら開いた。


　台所へと通じるその扉の向こう側から、ひょっこりと小柄な人影が姿を現す。


　それは──


「…………」


「…………」


　しばしレイオットは、その人物と無言で相対する。


　どういう反応を返すべきか、彼としても咄とつ嗟さには分からなかったからだ。


　そして──


「あの。こんにちは」


　その人物はぺこりと丁てい寧ねいな仕し草ぐさで頭を下げた。


　それを半はん眼がんで見下ろしながら──


「…………一つ聞いていいか」


「はい。なんでしょう」


「なんであんたが此こ処こに居るんだ？」


　レイオットはずり落ちかけたサングラスを、中指で押し上げて戻しながら言った。


「ノーラ・ヤナギサワ」


　そう。それは先日、レイオットが博物館まで案内した異国の少女だった。


　髪型や分ぶ厚あつい瓶びん底ぞこ眼鏡めがねは相変わらず、その何処かとろんと緩ゆるんだ表情も同じだが、今日は服装が違っていた。何やら異国風の袖そでの大きな、ボタンの無い衣装の上からエプロンを着けている。恐らくヤマガの民族衣装なのだろう。腰の後ろで結んだ幅はば広ひろな布製のベルト──なのだろう多分──の余りが、尻しつ尾ぽの様にふらふらと揺れていた。


「お掃除のお手伝いをしてます」


　ノーラは至し極ごく当然といった口く調ちようでそう言った。


「…………」


　レイオットは──返すべき言葉に詰つまって沈ちん黙もく。


　そんな彼にノーラは何を想ったか、少し慌あわてた様子で言った。


「あの。これでも割と家事とか得意なんですよ。眼の見えない頃から、共働きの母の代わりに洗せん濯たくとかしてましたし──」


「いやそんな事を聞いているんじゃなくてな」


　レイオットは呻うめく様に言う。


　幾つかの可能性を脳内に並べて比ひ較かく検けん討とうしてから──彼は問うた。


「──あんた、ひょっとしてシェリングさんの知り合いか？」


「はい」


　こっくりとノーラは頷いた。


「母が……」


　そういえば彼女の母親はアルマデウス人だという話だった。


　ノーラ曰く、エレナ・シェリングと彼女の母親は学校の同窓生という間あいだ柄がららしい。


「トリスタンに行くなら、挨あい拶さつしてきなさいと」


「…………なるほど」


　で──そのままトリスタン滞たい在ざい中の宿泊先になっているのだそうだ。


　いかにもあの世話好きのエレナなら在りそうな話だった。


　ノーラはノーラで、ただそのままシェリング家に厄やつ介かいになるのはよろしくないという事で──特にヤマガ国民の典てん型けい的てき気き質しつを備そなえた父親が、そういう事に非常にうるさく、その教育を受けてきたノーラも当然の様に、一方的な恩おん恵けいを受けるのを良しとしなかったので──何か手伝いをすると申し出たらしい。結果、エレナはスタインバーグ邸の掃除にノーラを連れてきて、手伝わせているらしかった。


「ところで」


　ノーラは首を傾かしげて言った。


「スタインバーグさんはどうして此こ処こに？」


「どうしてって──」


「スタインバーグさんもお掃除の仕事を？」


「……あんた、博物館で何見てたんだ」


「…………？」


「いやだからな。俺は掃除夫じゃなくて戦術魔法士で、ここは俺の家だ」


「ああ……！」


　納得の表情で頷うなずくノーラ。


「そうだったんですね」


「そうだったんですよ」


　半なかばうんざりした表情でレイオットは頷く。


　この少女と喋しやべっていると、無意味に穴を掘ほっては埋うめる様な徒と労ろう感かんがつきまとう。


「奇き遇ぐうと言いますか……天のお導みちびきですね」


　対してやたらと嬉うれしそうにノーラは言った。


「この間のお礼も兼かねて、一いつ生しよう懸けん命めいお掃除しますね」


「…………はあ」


　とレイオットは気の抜けた声を漏もらすしかない。


　そこに──


「レイオット──」


　車庫に繫つながる戸口からカペルテータが顔を出した。


「あ。こんにちわ」


「…………」


　さすがにカペルテータも驚いたらしい。


　無表情は相変わらずだが、彼女はその姿勢のまま固まって、紅い眼を瞬かせる。


　ノーラはすたすたとカペルテータに歩み寄ると、またその顔をぺたぺたと掌てのひらで触る。その至し極ごく当然といった様子に呆あきれたのか、カペルテータは数秒、されるがままになっていたのだが……


「……あの」


「はい」


「止めてください」


　少々辟へき易えきした声に聞こえたのは、レイオットの気のせいだろうか。


　まあ元々他人に触られる経験など殆ど無いカペルテータだ──喜ぶ筈はずも無いのはレイオットにも分かる。


「はい」


　言われると素直に手を下ろすノーラ。


　ただその横顔は、お気に入りの玩がん具ぐを取り上げられた子供の様に、ひどく残念そうだった。


「何なんだ」


　レイオットはただただそう呟くしかない。


　ノーラが此処に居る理由については納得した。だが……やはりこの少女、外国人だからか、それとも特異な生おい立たちと能力のせいなのか、ただその場にいるだけでレイオット達の調子を狂わせる。居心地が悪いという程でもないのだが──何か落ち着かないのだ。


　そんな事を考えていると……


「あら。お帰り」


　居間の方から、レイオット達もその姿を見慣れた、小太りの中年女性──エレナが顔を出して、そう言ってきた。
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「やはり行くのですか」


　ふと背はい後ごから掛かけられた声に──しかしアルフレッドは驚きもしなかった。


　元より神しん出しゆつ鬼き没ぼつな相手だという事もあるが……アルフレッドにとって、大たい概がいの人間は風景の一部でしかないのだ。のっぺりとした平坦な世界──そこについた染みの一つ。それが一つや二つ増えた処で、いちいち驚くには値しない。


　完全に絶望しきった者に、驚きなど無い。


　絶望とは精神の枯こ死しである。死者は驚かない。死者は慌あわてない。生きていないからそもそも動じない。ひたすら無感動なまま──惰だ性せいによる人生が続くだけだ。それを厭いとう事すら億おつ劫くうになる。


　いや……


「難なん儀ぎな生き方ですね」


　その意味ではアルフレッドは未いまだ絶望していないのかもしれない。


　彼の蒼あおい隻せき眼がんに見えている世界は、限りなく黒に近い灰色だ。


　完全な闇やみに閉ざされる半歩手前。


　その先に踏ふみ出せば楽になれると分かっている──断だん崖がい絶ぜつ壁ぺき。


「……今更止やめては……お前も困るのだろう……？」


　アルフレッドは振り返りながら言った。


　長く乾かわいた白の蓬ほう髪はつ、陰いん気きな隻眼、猫ねこ背ぜ気ぎ味みの長身瘦そう軀くと──その上に引っかかる様にして帯おびた黒いコート。覇は気きや精気といったものが根ね刮こそぎ欠けつ落らくしたその姿は、信心深い者が夜道で出会えば死神と錯さつ覚かくしてもおかしくない。


「いえ？　私は困りませんよ」


　だが相手はむしろ、親しげな笑みを浮かべてそこに立っている。


　常に余よ裕ゆうを感じさせるその態度や、銀縁眼鏡の奥に瞬く知性の光、およそ苦く渋じゆうを知らぬかの様な涼すずしげな顔立ち、それに枯かれ葉は色のスーツを上品に纏まとったその姿は、何ど処こかの貴族を想わせる。それも諸々の民主主義や経済革命の前夜──没落する直前、最も輝いていたであろう特権階級の姿を。


「まあ残念だとは思いますが」


　肩かたを竦すくめて相手は言った。


　ロミリオ・ポロ・プロフェット男だん爵しやく。


　一応は爵しやく位いを名乗っているが、そんな名前は貴族名鑑の何ど処こにも載のっていない。恐らく一種の洒落しやれなのだろう。この男にとって──そしてこの男の仲間達にとって、既き存ぞんの社会体制や歴史など何の意味も無い。彼等にしてみれば、それは来るべき日にまとめて駆く逐ちくすべき有う象ぞう無む象ぞうの一部でしかなかった。


　分かっている。


　そんな事は徹てつ頭とう徹てつ尾び承知の上で行動を共にした。


　何故なら──アルフレッドにとっても、世界はその程度の意味しかないのだから。


　どこまでもどこまでものっぺりとした平へい坦たんな風景。


　そこにアルフレッドは現実を感じない。薄っぺらで奥行きの無い世界。まるで下手くそな落書きの様に、無意味な形と無意味な色が溢あふれているだけだ。


「私としては楽に──楽しく事を進めたいだけの事です。貴方のそれは、随ずい分ぶんと面白い上に役立つ代しろ物ものです。後で参考にさせてもらいます」


「後は──無い」


　アルフレッドは呟く様に言った。


「世界はもうすぐ終わる」


　少なくとも彼が絶望した無意味な風景はもうすぐ無くなる。


　彼の手で──消し去る。


　薄うすっぺらな一いつ切さい合がつ切さい全てを。


　その後にどんな虚きよ無むが残るのかなど、アルフレッドの知った事ではない。


「それならそれで」


　ロミリオは朗ほがらかに笑った。


「旧きゆう世界の幕まくを旧世界の者が引くのもまた、一いつ興きようでしょう。ただ──」


「……ただ？」


「惜おしい」


　指先で顎あごを撫なでさすりながらロミリオは言った。


「あと一歩だというのに」


「……何がだ」


「〈資格者クオリフアイア〉」


　ロミリオはすらりとその単語を口にした。


　それはある種の者達にとって、福ふく音いんであり希望であり妄もう執しゆうであった。その名を冠される為ならば全てを──文字通りに地位も財産も名声も家族も友人も恋人も投げ捨てて顧かえりみない人間がいる。沢たく山さんいる。本当に──掃はいて捨てる程に。


　希望を持つのは良い事だ。


　それが狂気によって成り立つ希望であっても──絶望の虚きよ無むを抱かかえるよりは。


「そも我等の資格とは揺らがぬ事、震えぬ事、まつろわぬ事。ある者は生まれながらに強きよう固こな芯しんを持つが故にその資格を有し、ある者は徹てつ底ていした絶望の果てに虚無となりはてる事でまたその資格を手に入れる」


「……俺は後者か」


「勿論。ただし未だ貴方は絶望しきっていない。足あ搔がくのは絶望の足りない証拠ですよ」


　ロミリオは芝しば居いがかった仕草で肩を竦すくめて首を振る。


　あるいは本当にこの男は残念だと思っているのかもしれない。


　だが──


「…………」


　アルフレッドの口の端はしがきゅっと吊つり上がる。


　それは笑みの形だった。


　だが──


「そうか……絶望が足りないか…………く……くく……なるほど……俺に相応ふさわしい……」


「そうですね」


　ロミリオはあっさりと頷うなずいた。


　彼は眼を細め、アルフレッドの背後に停とめられた大型トレーラーに──その貨物室コンテナに視線を送る。アルフレッドの絶望の形が詰め込まれた巨大な筺はこに。


「でもそれが故の人間」


〈影法師〉と綽あだ名なされる男は歌う様に言った。


「さようなら、ごきげんよう──アルフレッド・スタインウェイ。貴方は最後まで人間である事が相応しい。貴方の、貴方だけの全き絶望がこの世界に消えぬ爪つめ痕あとを刻まん事を」


「……世話になった」


　まるで舞台の終幕を告げる歌劇役者の如ごとく、大きく振った手を胸元に当てて一礼するロミリオにそう告げると──アルフレッドはトレーラーの運転席に身を滑すべり込こませた。
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　どうやらノーラは、カペルテータがひどく気に入った様だった。


　元々、その特異な生い立ちから、ノーラは何でもかんでもすぐに自分の手で触りたがる癖くせが在る──それはもうレイオットにもよく分かっていた。


　さすがに誰でも彼でもぺたぺたと触ると問題が在るというのは分かっているのだろう。見み境さかい無しという訳ではないのだが、一応、相手の了りよう承しようが得られると遠えん慮りよ無しに触るし、気に入ったものはとにかく延々と触る様だった。


　なので──


「…………」


　ソファの上に座るカペルテータ。


　その隣となりに並んで座りながらノーラは延々と彼女の手やら肩やら顔やらを触っている。


　ノーラに悪意が無いのは分かっているので、カペルテータも拒きよ否ひしにくいらしいのだが、さすがの彼女も困っているのは傍はた目めにもよく分かった。


　おまけに何かの遊びと勘かん違ちがいしているのか、カペルテータの飼かい猫ねこのシャロンが、ノーラを真似る様にしてカペルテータにじゃれついているので、余計に意味不明な図に見えてくる。


「うーん」


　ノーラは首を傾げて唸うなる。


　何か違う、何か足りない……そんな表情でしばらく彼女はカペルテータを見つめてから、ふと何か思いついた様子で頷うなずいた。


「カペルテータさん」


「はい」


「ちょっと服を脱ぬいでみませんか？」


「──ちょっと待て」


　テーブルを挟はさんで向かいのソファに座り、ことの成り行きを見守っていたレイオットだったが──さすがにそう言って割り込んだ。


「それは色々とまずいんじゃないか？」


「……まずいですか？」


　ノーラはきょとんとした表情で問い返す。


　どうも自分が同性愛者と勘違いされそうな提案をしているという自覚は無いらしい。


「ノーラちゃん、あんた女の子だろ。同性の裸はだかを見たがるのは変だよ」


　と──ノーラに捕まっているカペルテータの代わりに香茶を淹いれてきたエレナが、キッチンワゴンを押しながら苦笑した。


「あ。その……」


　頰ほおを赤らめながらノーラは首を振った。


　エレナの指摘が分かる程度には、彼女も常識を持ち合わせているらしい。もっとも興味対象に触れ始めるとそれがすぽんと抜け落ちる様ではあったが。


「違います。そういうのじゃなくて。凄すごく創作意欲をそそられるんです」


「…………ああ、そういえば美術学生だっけか」


　とレイオット。


　ノーラに関しては、彼の中では、単に『変な少女』という項目が大きすぎて、他の部分が忘れ去られがちになる。ヤマガ帝国から来た少女は、嬉うれしげな表情に切り替かえて頷きながら言った。


「はい。ロンバーグ帝立美大の一年です」


「大したもんだ」


　公立である事、首都の名を冠されている事からも分かる通り、ロンバーグ帝立美大といえば有名校にして一流校──美術の道を志す学生達にとって憧あこがれの的まとだ。


「私はどうしても形に人の気持ちを見てしまいますから──逆に形で人間を表現したいと思って。私の見ている形をもっと研とぎ澄すませるというか、他の人にも分かって貰おうと思ったりして、気が付いたら、絵を描いたり、彫ちよう刻こく彫ほったりしてました」


「なるほどな」


「で……カペルテータさんにモデルしてもらえたらって思ったんですけど」


「…………」


　居い心ごこ地ち悪そうにカペルテータが身じろぎをする。


　ノーラの気に入りようとは裏うら腹はらに、カペルテータはノーラの事が苦手なのだろう。


　当然と言えば当然だ。


　いくら無表情を貫いてもノーラは他の部分からカペルテータの心の奥底に隠かくされた諸もろ々もろの感情を暴あばき出してしまう。それを殊こと更さらに言い立てたりしない思し慮りよ分ふん別べつは在る様だが──カペルテータにとって、ノーラの側に居る事は、心そのものを裸にされている様で落ち着かないに違いない。


　とはいえ……


（隠している気持ちが在る──か）


　レイオットはノーラの『特技』を知っていても、あまり気にならない。


　自分の中身が知られようが知られまいが、彼はどうでも良いと思っているからだ。


　勿もち論ろん、レイオットには自分語りをする趣味は無いが、殊こと更さらに隠かくさなければならない様な感情や記憶も無い。普ふ段だんはいちいちそんな事を他人に言って回るのが面めん倒どう臭くさいので、黙だまっているだけの事である。


　ましてノーラはあくまで相手の『気持ちを読む』だけの事だ。


　それは瞬間的でかつ限定的なものだ。


　そこから推すい察さつが進めば、細かい分ぶん析せきと相まって、相手の素す性じようを読み取る様な真ま似ねまで出来てしまう様だが──実際には、彼女は過去に遡さかのぼって『記憶を読む』訳ではないし、本人が知らない様な事までは、彼女も知る事は出来ない。


　だから余計に、レイオットは彼女に見られる事に抵抗がない。


　だが──カペルテータは、どうもノーラの目に晒さらされる事に戸と惑まどいを覚えている。


　それはつまり、彼女には他人に知られたくない、あるいは知られたら困る何かを胸の内に抱えているという事なのだろう。


（カペルテータの気持ち……か）


　知りたいかと問われれば──やはり知りたいとは思う。


　カペルテータに対する負い目は未いまだにレイオットの中に在る。彼女の中に一度芽生えかけた人間的な感情を殺したのはレイオットだ。一度は死し滅めつした筈のそれが──今もなお死んだままなのか、それとも少しずつ再び育ち始めているのか、それは確かに気になる。


　だが問うても答える少女ではない。


　とにかく彼女は自分の内面を他人に見せたがらない。元々の性格も在ろうが、その為の無口であり、その為の無表情であるのだろう。


　特にレイオットに対しては頑かたくななまでに隠かくす。


　彼はそれを、自分が憎にくまれているからだと考えていたのだが──


「絵？　それとも彫刻？」


　エレナが興味深そうに尋たずねる。


　ノーラは目を瞬しばたたかせて、しばしカペルテータを見つめていたが──


「やっぱり彫刻でしょうか」


　と言った。


「最近は紙粘土や樹脂も質の良いものが出ていますから、そんな大きなものでなくても、割と小さめな──人形とかでも表現出来そうな気がしますけど。でも等身大の方がやっぱり良いですね」


「だとさ」


　エレナがカペルテータを振り返る。


「カペちゃん、どうだい？」


「私は──」


「モデルやってみると良いと思うよ。まあ、裸になるかどうかは別にしてね」


　と、エレナはカペルテータの否定の言葉を制するかの様に言った。


「ノーラの『特技』は私も大体聞いて知ってるけどね」


「…………」


　カペルテータが意外そうに目を瞬かせる。


　エレナは優しく諭さとす様に言葉を続けた。


「ほら……誰かに自分の考えを話して聞かせる事で、考えがまとまったりする事ってあるだろう？」


「そうですか」


　とカペルテータ。


　彼女にそんな経験は無いのだろう。だがエレナは大きく頷いて見せながら言い聞かせる様に言葉を続けた。


「あるんだよ。自分の事は意外と自分で分かってないもんだよ。だから、それをなんて言うのかな、他人の視点で改めて見せて貰うのは意外と、為になるんじゃないかしらね」


「私は──…………」


　カペルテータは口をつぐむ。


　迷っているのだろう。珍しい事だ。


　そして──


「ヤナギサワさん」


　彼女は更に珍しい事を口にした。


「レイオットの彫像も作れますか」


「──おい!?」


　レイオットは驚いて声を上げる。


　そんな彼を──何を驚いているのか理解出来ないといった様子で不思議そうに眺ながめてから、ノーラはのんびりと答えた。


「元々スタインバーグさんにもお願いする積もりでした。大丈夫ですよ」


「…………俺をモデルにしてどうするよ？」


　呻うめく様に問うレイオット。


　ノーラはこれまた至し極ごく当然といった口調で──


「それは勿論──」


　と言いかけて。


「……あ。そっか」


　若い彫刻家は小さく呟いた。


　彼女はそれから微び苦く笑しようを浮かべてレイオットを振り返る。


「ごめんなさい。それは出来たときに」


「……何が『それ』なんだ？」


「スタインバーグさんにもお願いする理由です」


　とノーラは言った。


「これでも美術を志こころざす者の端くれなので……いちいち自分の作品の背景を解説するのは野や暮ぼの極きわみというものです。伝えるべき事は作品で伝える。それが創作者の矜きよう恃じですから」


「…………」


　意外と芯しんの強そうなノーラの台詞せりふに、レイオットはただ絶句するしかない。


　そんな彼を見てどう思ったのか、ノーラはやはりのんびりした笑顔で付け加えてきた。


「あ、大だい丈じよう夫ぶですよ」


「何が？」


「私、お父さんで男の人の裸見た事ありますから、平気です」


　きゅっと両方の拳こぶしを握り得意げにそんな事を宣のたまうノーラ。


「いや。あのな」


　相変わらず会話自体がちぐはぐな少女である。


「っていうか俺も服脱ぬげってのか？」


　裸体像が基本という事らしい。


　まあ確かに芸術作品の一分野ジヤンルとしてそういうものが在るのは、教養の浅いレイオットでも知ってはいる。またノーラの『特技』からすれば、服が無い状態が最も読み取り易やすく、また表現もし易いのだろう。それは理解出来る理り屈くつだ。


　とはいえ──


「あの、駄だ目めでしょうか？」


　ノーラが上うわ目め遣づかいに──瓶びん底ぞこ眼鏡めがねの縁ふち越ごしにレイオットを見つめてくる。


「…………駄目も何も、俺は自分の裸を他人に晒さらす趣味は無い」


「あ。パンツは履はいてて貰もらっても大丈夫です」


「だから──」


　と言いかけてレイオットは自分を見つめるカペルテータの視線に気付いた。


「……なんだよ」


「いえ。別に」


　とカペルテータ。


　だが彼女の言いたい事は──今度ばかりは──レイオットにも分かった。


　レイオットは下着一枚の裸ら体たいをカペルテータの前には何度も晒している。魔法士は、モールドを装着する際に、身体からだの歪ゆがみが無いかどうかを調べる為と、魔力回路への親和性を高める意味で、二次セカンダリ・拘束術式レストリクト・図版パターンを身体に描くが……レイオットの場合、助手が他に居ないので、いつもカペルテータが彼の身体にその図版を描いているのだ。


　カペルテータに下着姿が晒せて、ノーラは駄目という理屈も在るまい。


　しかし……


（なんだ？　一人じゃ恥はずかしいから道連れ、って訳でもないだろうに）


　そもそも普通の意味での羞しゆう恥ち心しんがカペルテータには在るかどうかも疑問だ。


　以前、街のチンピラに絡からまれて服を破かれた時も、この少女は自分の置かれた状況が理解出来ていないかの様に平然としていたものだ。


「私、記憶力も良い方ですから、そんな何時間もポーズ採とってる必要は無いですよ」


　などと更にノーラが説得に掛かかる。


「いや……その……な？」


「お願いします」


　ぺこりと頭を下げるノーラ。


　その表情や仕し草ぐさはひたすらに真しん摯しで真ま面じ目めだ。少なくとも、レイオットの目には、やましい考えは微み塵じんも無い様に見える。ノーラの様な、形から真実を見通す目が在れば、また違うものが見えるのかもしれないが。


「あー……」


　カペルテータと。エレナと。そしてノーラ。


　三人の女性の視線を受けて、レイオットは自分が何な故ぜか追い詰つめられている様な気分になった。ネリンの様に口調をきつくして詰め寄ってくる相手ならば、売り言葉に買い言葉で反論したり、受け流したりするのは簡単なのだが、こうも静かな圧あつ力りよくで囲まれたりすると、むしろ対応がしにくい。


　なので……


「少し、考えさせてくれ」


　とだけ言って、彼は回かい答とうを保留するのが精せい一いつ杯ぱいだった。





　　　　●　　●　　●





　トリスタンの街並みは独どく特とくだと、ある詩人は評ひようした。


　新しん旧きゆう入り混じるその様子は一見すると非常に猥わい雑ざつで醜しゆう悪あくにも見える。


　かつて〈イエルネフェルト事変〉で多くの都市が尋じん常じようならざる痛いた手でを負い、その復ふつ興こうに努つとめた結果として、旧ふるいものと新しいものが秩ちつ序じよ無く入り乱れる様よう相そうを呈ていしたが──中でもトリスタンはその混こん沌とん振ぶりが激はげしいと言われている。闇やみ市いちに端たんを発するリゴレット通りなどはその典てん型けいで──生存競争の激しいその繁はん華か街がいでは、今でも一ヶ月でがらりと店の並びが様変わりするなどという事も珍めずらしくない。


　帝都から遠く離れたこの都市は、独立独歩の気風も高く、その新旧交代の動きに独自の調子リズムが在る。むしろ帝都を見習って計画的に整備されているプーランク通りなどは、この街では例外と言って良いだろう。


　古びて腐くさり消えるものと。


　新しく芽め吹ぶき育つものと。


　激しく無む秩ちつ序じよな生成死滅を繰り返す街。


　だがそれは命の在り様そのものだと、その詩人は評したそうだ。


　長い長い歴史を刻んでいく上で、均きん等とうに古びてゆくのではなく、斑まだら模様に旧くなった部分が生じ、そこが新しん陳ちん代たい謝しやされて、年輪の様に歳月の痕こん跡せきを刻きざんでいく。


　それこそが『生きている』という証あかしなのだという言葉を遺のこし──そのトリスタンを愛した詩人は、肺はい癌がんの告知を受けた翌日、時計塔の上から身を投げたという。


「……コルグ老」


　アルマデウス国教たるホルスト教──教会。


　存在を誇こ示じするかの如ごとく、周辺の建物よりも一ひと際きわ丈高くそびえるその建物の屋根の上。


　そこに──脈みやく絡らくだの必然だのをまるで無視して一人の老人が立っていた。


　身に纏まとうのは黒いインバネス・コート。更に山やま高たか帽ぼうを被かぶり、左目には単眼鏡モノクル、右手には杖つえと──その姿は典型的なアルマデウス紳しん士しの装よそおいである。やや流行から外れた、旧い印象は在るが……老ろう境きように差し掛かったと思おぼしきその白髪白髭の姿に、その枯れた衣装はよく似合っていた。


　しかしだからこそ、その姿は異様にも見える。


　まさか老紳士の散歩経路に屋根の上は含ふくまれまい。幸い──周りには教会より背の高い建物が無いので、その姿を見た一般人が大騒ぎをするなどという事は無かったが。


「……ギブスンか」


　コルグと呼ばれた老人は背後を振り返って言った。


　そこには──いつの間にやってきたのか、これまた平然と、普通の道を歩く様な気き負おいの無い姿で一人の青年が立っていた。


　何処か茫ぼう洋ようとした印象の、長身瘦そう軀く。


　その顔にも、真剣味や悲ひ壮そう感かんというものを根ね刮こそぎ欠かいたかの様な、ぼんやりと呑のん気きな風ふ情ぜいが表情として定着している。恐らくこの青年は生まれた時から死ぬ時まで、きっとこんな様子なのだろう。


　欠落しているが故ゆえの円満。


　欠けつ損そんしているが故の平へい静せい。


　懊おう悩のうや苦く渋じゆうといったものを、生まれる時に何処かに置き忘れてきたかの様な──


「用は済すんだか？」


「まあ大体は」


　と言いながらギブスンと呼ばれた青年はコルグ老人の横に並んだ。


　ギブスン──ギルバート・ギブスン。通称ＧＧ。


　それは先程、労ろう務む省しよう魔法管理局にてネリンと話をしていた青年の名だ。


　だが……その容姿は半時間前とまるで違う。


　ギブスンの特とく徴ちようとも言うべき茫ぼう洋ようとした雰ふん囲い気きはそのままなのだが、細こまかな顔の造つくりやその長身への肉の付き方が異ことなる。特にひょろりとした体たい軀くは──その体軀独特の、僅わずかに背中を丸める様な覇は気きを欠いた立ち方は、彼のぼんやりした物もの腰ごしを殊こと更さらに強調する。


　本来の姿と比較すれば──先程、ネリンと会った際の彼の容姿が、敢あえて個性らしい個性を全て潰つぶした結果なのだという事がよく分かる。


「本来──我等は俗ぞく世せに関与してはならん身だ」


「それは重々承しよう知ちしておりますがね」


　ギブスンは言った。


「そういう貴方もこうしてトリスタンの街に留とどまっておられる」


「…………縁えにしが、在る」


　ぽつりとコルグ老人は言った。


「けじめはつけねばなるまいよ。幾いく重えにも絡からんだ縁の糸──解きほぐしておかねば妄もう執しゆうが残る。ダニエルの子の事、ドーベルンの弟で子しの事、オッフェルトリウムの事……そして」


「そして？」


「…………」
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　コルグ老人は黙だまって小さな布を握にぎり締しめる。


　それが……かつてある浮ふ浪ろう者しやが身に着けていた服の一部である事を、ギブスンは知らない。コルグ老人の危機を救ったその男は、しかし『憂国騎士団』を名乗る市民の集団にいわれのない私刑リンチを受けて──死んだ。


「私に言わせればそれ自体が執しゆう着ちやくですよ」


　あっさりとそんな事を言うギブスンの表情は、穏おだやかな笑みに覆おおわれている。


　喜き怒ど哀あい楽らくの一いつ切さいを覆い隠す微笑の仮面。


　それが徹てつ底てい的てきな絶望の産物なのだと──知る者は少ない。


「確かにな。だが何にしてもこの世界をオッフェルトリウム達の好きにさせてはならん。この世界は我等に続く者を生み出す苗なえ床どこ──」


「それはいかにも人間的ですね」


　皮肉でも何でもない。


　ただひたすら淡たん々たんとした口調でギブスンはコルグ老人の言葉をそう評ひようした。


「次の世代を気にするのは、人間です。社会の拡かく大だい、文明や文化の発展と充実──不老不死の存在にそんなもの意味が無いでしょう。我々にはそも友人も、恋人も、仲間も、社会すら必要無い。我々はただ在って在るもの、それだけで完結しています。他者の存在など意味が無い」


「…………その通りだが」


　コルグ老人は単眼鏡の奥の眼を細めてギブスンを睨ねめ付つけた。


「では何な故ぜ御前はその状態に留まっている？　御前には才が在る。さっさと尸し解かいしてこの俗世と完全に縁えんを切ってしまえば良かろう？」


「私もまた絶望しきっていなかったという事でしょう」


　ギブスンは肩を竦すくめた。


　ぎこちない──人形が芝しば居いをしているかの様な不自然さがそこには在る。


　しかし……


「私自身が意外だったのですけれどね。あるいは絶望という全き虚うつろの中に、お節せつ介かいにも希望の欠片かけらを投げ入れた者が居たのかもしれません」


「それがあの娘か？」


「彼女と──そうですね、貴方の気にしておられる、ドーベルン・スタインバーグ氏のお弟子さんでしょうか」


「……奴やつか」


　コルグ老人は溜め息をつく様に言った。


「奴も色々な因いん縁ねんを引きずっておるな……まさかドーベルンの弟子が、ダニエルの子を引き取って育てるとは思わなんだ」


「あるいは彼が台風の目になるのでしょう」


　ギブスンはほんの少しだけ笑みを深めて言った。


　それもまた仮面だ。ただの形けい骸がい。だが空からっぽの器うつわでも、それを演じ続ける事で、いつの間にか中身が満たされるという場合も──あるいは在り得るのかもしれない。


「本人に自覚など無いのでしょうが」


「困ったものだ」


「でもコルグ老も期待しておられるのでしょう？　さもなくばあの『魔剣』を彼に託たくしたりはしますまい」


「俗世の因いん縁ねんは俗世で断ち切るべき──そう思ったからこそだ」


　コルグ老人は言った。


「オッフェルトリウムの走そう狗く共は儂わしの事を『失敗作』と呼んでおったが……儂に言わせれば奴等も、オッフェルトリウムも、やはり失敗の域を出てはおらん。徒と党とうを組んでこの世界に関わろうとする事そのものが、やはり妄もう執しゆう──俗世との縁を切るどころか、むしろ俗な思想にがんじがらめにされておる」


「確かに」


　ギブスンは頷うなずく。


「我々も不完全、彼等も不完全──だからこそこうして未いまだに俗世に未み練れんを感じて留まっているのでしょう。たまに思う事がありますよ。我々はもう死んでいて、生きていた頃の残ざん像ぞうがこうして言葉を交かわしているだけなのではないかと」


「完全なる不老不死も、全知全能も、まだまだ遠いか」


　苦笑を浮かべるコルグ老人。


「誰の言葉であったか──『全てを得るは全てを失うに等ひとしい』」


「まさに」


　頷くギブスン。


「さて──これからどうなされますか、コルグ老」


「儂は病み上がり、お主ぬしは成り立て、共に何か出来る立場ではなかろうよ。それこそ精々が忠告程度。オッフェルトリウムの走狗共が動かぬのなら、我等も藪やぶを突いて蛇へびを出す真ま似ねはせぬのが賢けん明めい」


「ですね」


　頷き合う──人の姿をした人外。


　数秒後、彼等の姿はまさしく幻まぼろしであったかの様に、教会の屋根の上から消え失うせていた。





　　　　●　　●　　●





　ネリン・シモンズ監督官にとってスタインバーグ邸の訪問は日常仕事ルーテインワークの一部に組み込まれている。


　最低でも週に一度はスタインバーグ邸に通う彼女を、陰かげで何やら揶や揄ゆしている連中も居るらしいが、ネリンは怒る訳でも恥はじる訳でもなく、毅き然ぜんとした態度でこの仕事を続けていた。


　元々は上司のカート・ラベルに命じられた担当だ。


　仕事としての正当性においても、レイオット・スタインバーグや、その扶ふ養よう家族──と言って良いのかどうか未いまだに疑問は残るが──のカペルテータ・フェルナンデスの為という意味でも、レイオットにはきちんと資格を取らせたいとネリンは思っていた。


　そもそもレイオット・スタインバーグには資格を取らない理由が無い。


　まず実力は折り紙付きだ。


　単純に実績と能力を比ひ較かくしていけば、正規、非正規を問わず、アルマデウス帝国全土でも彼に匹ひつ敵てきする戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストは十名といないだろう。


　また……彼が無資格という事で、しばしば、犯罪への関与を疑う者も多いのだが、実際には、戦術魔法士としてのレイオットは魔族狩りに特化していて、刑事事件に関わる事は殆ど無いと言って良い。


　ネリンが知る限り、その戦闘力が無む辜この一般人や一般施設に向けられた事は無いし、対魔法士戦闘すらも──アルフレッド・スタインウェイを相手に行った事が在るだけ。それも、多数の魔族と乱戦している最中、アルフレッドから仕掛けてきた戦闘に応じただけの、正せい当とう防ぼう衛えいだった。


　だから彼はその気になれば資格を取れる。


　なのに頑かたくなに正規資格を取ろうとしないのは、恐らく、師から譲ゆずり受けたらしきモールドを魔法管理局に検査されるのを嫌いやがっての事と──そして何より、自分自身の生き方を肯こう定ていしたくないという心理が働いているからだとネリンは読んでいた。


　彼は自分自身を憎にくんでいる。


　少なくとも自分を肯定できていない。普段、ひどく自じ堕だ落らくな生活をしている一方で、好んで危険な現場に脚あしを踏ふみ入れたがるのは、ある種、自分をそうした行為で締しめ付け、罰ばつしているのではないかとネリンは思う。


　だからレイオットは積極的に自分の人生を改かい善ぜんしようという意識が無い。彼は『昨日』に縛しばられたままなのだ。以前ほどひどくはないが──それでも彼は『明日』というものに対する関心が薄うすい。


　これはいけない……とネリンは思うのだ。


　特にネリンとしては今は亡なき父親の姿をレイオットに見てしまうので、余計にそう思う。


　このままでは本人は元より、周りの者も不幸になる。


　だからこそ彼女は仕事という理由以上に、一人の人間として、レイオット・スタインバーグの意い識しき改かい革かくに努めているのである。


　まあそういう訳で──


「…………」


　呼よび鈴りんを鳴らして待つ。


　だが時計の秒針が一回転して、更にもう一回転しても、反応が無い。


　どうしたものかと思っていると──


「──よぉ」


　がちゃりと音をたてて扉が開く。


　その向こう側に立っていたのは──レイオット本人だった。


「……スタインバーグ、さん？」


　眼鏡の奥の眼を丸くしてネリンはその名を呼ぶ。


「どうして？」


「何が『どうして』だ？」


「いや……その」


　このスタインバーグ邸に通い詰つめた記憶をひっくり返して確かめながらネリンは言った。


「スタインバーグさんが、出てくるなんて珍めずらしいですから」


「……俺の家なんだがな」


　顔をしかめるレイオット。


　とはいえ──スタインバーグ邸の呼び鈴を鳴らせば、先まず出てくるのはカペルテータだ。レイオットが自分で出てきた事など、殆ほとんど無い。カペルテータがスタインバーグ邸に来る以前は、どうやって生活していたのかと疑問に思う位だった。


「カペルテータさんは？」


「あー……」


　がりがりと後こう頭とう部ぶを搔かきながらレイオットは曖あい昧まいな声を漏もらす。


「まあ……なんだ……あー…………」


「どうしたんですか、一体」


　眉まゆを顰ひそめて問うネリン。


　レイオットの態度がいい加か減げんなのはいつもの事だが、今日の彼は少々困こん惑わくしている様子が透すけて見える。これもまた珍しい事ではあった。


「その、ま、取り込み中、だ」


「……取り込み中…………」


　眉を顰めてその単語を繰り返してみるネリン。


　レイオットは玄関脇わきの郵便ポストから郵便物をまとめて取り出すと、乱暴な仕草でポケットに突っ込む。続けて拝おがむ様に片手を挙あげて彼は言った。


「まあそういう訳わけでまた今度」


「ちょ──ちょっと!?」


　扉を閉じて自分を閉め出そうとするレイオットに、ネリンは慌あわてて身体からだ半分を挟はさみ込こんで言った。


「痛っ──」


「訪問販売員かあんたは」


　扉を緩ゆるめようともせずにレイオットは言った。


　余よ程ほど──ネリンを家の中に入れたくないらしい。


「なんなんですか、私が家の中に入ったらまずいんですか!?」


「まずいかまずくないかと言われれば多分まずい」


「なんなんですか、その曖あい昧まいな物言いは」


「シモンズ監督官、多分、あんたは誤ご解かいするよーな気がするんでな、色々」


「誤解されるような何かがあるんですね？」


「…………」


　己おのれの失しつ言げんに顔をしかめるレイオット。


「何か後ろめたい事をしているんですね？」


　ぐぐぐぐぐ──と扉を両手で押しながら言うネリン。


「してない」


「だったら私が入ってもいいじゃないですか」


「これ、そもそも不退去罪にならんか？」


「スタインバーグさんが法律云々を盾たてに取るのって、つくづく洒しや落ら臭くさいですよね」


「……あんたが言うな」


　呻く様に言って──それから諦あきらめたのか、レイオットは扉を持つ手を緩める。


　ネリンは半ば強ごう引いんにスタインバーグ邸の中に身を押し込んだ。


　すると──


「……？」


　何か妙みような匂においがする。


　何ど処こかで嗅かいだ覚えのある匂いなのだが──普段の日常生活ではあまり縁の無い匂いでもある。とりあえず匂いを追う様にして、通い慣れたスタインバーグ邸の廊ろう下かを歩き、いつもの居間へと脚あしを踏ふみ入れるネリン。


　そこで──


「…………!?」


　彼女は凍り付いた。


「か……カペルちゃん？」


　居間はいつもと少し様変わりしていた。


　具ぐ体たい的てきには、いつも居間の真ん中に置かれているソファと机が壁かべ際ぎわに追いやられ、やや広めの空間が確保されている。そしてそこには、ぽつんと椅子が一つ置かれているのだ。


　そして──その上にカペルテータが座っている。


　いつもの紅あかい髪。いつもの紅い瞳。いつもの無表情。


　ここまではいい。


　問題は──


「…………」


　カペルテータがネリンの存在に気付いて振り返る。


　その際に──鎖さ骨こつの辺りに埋うまった紅い球面が見えた。


　そう。カペルテータは全ぜん裸らだった。


　いや……正しくは太ふと股ももの上にシーツの様なものは掛けられている。だが服という意味では下着一枚身に着けていない様だった。


　すらりとしたその白い姿し態たいは、庭側の硝子ガラス窓まどから入ってくる光に照らされて、惜おしげもなくネリン達の眼に晒さらされている。僅わずかに膨ふくらんだ胸むねや、うなじから背中を経へて腰に至いたる繊せん細さいな曲線も──全て。


　前に一度、フィリシス・ムーグ戦術魔法士の家で、カペルテータの着せ替かえを手伝った事もあり、ネリンは下着一枚のカペルテータは見ている。なので鎖さ骨こつの辺りに備そなわる、正体不明の紅い球面などには、今更驚いたりしないのだが……


「す、す、スタインバーグさん！」


　物もの凄すごい勢いでレイオットを振り返ってネリンは言った。


「い、一体、これは──そ、そういう事だけはしないと、しないと思って──」


「……だから入れたくなかったんだよな」


　溜め息をついてレイオットは言う。


「ところで、そういう事ってどういう事だ、監督官」


「だ、だから、か、カペルちゃんを、は、裸はだかに、剝むいて、そ、その、れ、劣情の」


「…………よく見ろ」


　顔を真っ赤にして襟えり首くびを摑つかんでくる魔法監督官に向けて溜め息を一つ。


　それからレイオットは顎あごをしゃくった。


「カペルの向こう側」


「──え？」


　レイオットに促うながされ、視線を再びカペルテータに向けるネリン。


　その肩越しに──見慣れない少女の姿が見えた。


　小こ柄がらで、何やら分厚い瓶びん底ぞこ眼鏡めがねを掛けた少女。


　眼鏡はネリンも掛けているが──だからこそ彼女のものと比べても明らかに度がきついと分かる代しろ物ものだった。恐らく眼鏡無しでは歩くのにも問題が出る様な裸眼視力だろう。


　顔つきには何処か異国の雰ふん囲い気きのある少女で、肌はだの色がネリンに比べてやや濃こい。また着ているものも何やら異国情じよう緒ちよの在る代物だった──確か東方国家群、特にヤマガ辺りの民族衣装だった様な気がする。何故ネリンが知っているかというと、前述の、カペルテータの着せ替えの時に、そういう衣装も在ったからだ。


「……あれ？」


　ふとネリンは眼を瞬かせる。


　この少女には見覚えが在る。


　確か──


「…………」


　その少女は、ネリンの存在などまるで気付かない様子で──何やら木の棒の様なものを前にして両手を忙せわしげに動かしている。


　床から垂直に立ったそれは──どうも『芯しん』であるらしい。高さ一メルトル余りの位置で、横に張り出す小さな棒が、更に直角に組み付けられている。


　少女の傍かたわらには何やら作業机の様なものも置いてあり、そこには何故か、パスタ・マシン──練った小麦粉を放り込んでパスタの状態に押し出すアレ──と、木の板と、そして灰色の塊かたまりが置いてあった。


「──あ」


　そこでようやくネリンは匂いの正体に気づく。


　油粘ねん土どだ。昔──小学校エレメンタリースクールの頃に、何度か図画工作で弄いじった事が在る。あの、独特の、土とも糊のりとも油ともつかない湿しめった匂いである。


　少女が弄っているのは、それだった。


　粘土を手に取り、こね回しながら、少女は木の棒にそれをくっつけていく。


　どうも何かの立体物を作ろうとしているらしいのだが──


「……って。一体何事ですか」


「いやだから。あそこのお嬢じようさんが、カペルの像を造つくりたいって言い出してな」


「像……？　……あ」


　そこでようやくネリンははっきりと思い出した。


　先日のトリスタン市立博物館の事件──その際の生き残りだ。それも最後まで博物館の中に逃げ遅れていて、レイオットに救出された少女だった筈はずだ。


「…………あ」


　そこでようやくネリンの存在に気付いた様子で、その少女は言った。


「その節は、どうも」


「あ……どうも」


　どうやら向こうもネリンの事を覚えていたらしい。


　ぺこりと頭を下げてくる少女──確かノーラ・ヤナギサワとかいう名前だ──に半なかば反射的に会え釈しやくを返し、ネリンは物問いたげな視線をレイオットに向けた。


「シェリング家に泊まってる美術学生だよ」


「え？　そうなんですか」


　それはまた奇き遇ぐうというか何というか。


「ひょっとしてスタインバーグさんが、博物館の件で通報より早く現場に入ったのは、彼女と何か関係が在るんですか？　元々お知り合いとか？」


「いやまあ……別にそういう訳ではないんだが」


　レイオットは頰ほおを搔かきながら言った。


「何が面白いのか知らんが、カペルテータの姿に興味があるらしくてな。彼女をモデルに彫像を作りたいんだとさ」


　肩かたを竦すくめて言うレイオット。


　だが──


「あ。スタインバーグさんのもですよ」


　とノーラが耳ざとく聞きつけてそんな事を言ってくる。


「…………」


　渋しぶい表情で黙だまり込むレイオット。


　元々──レイオットはぱっと見の胡う散さん臭くさい印象とは裏うら腹はらに、妙みように人の善よい処ところが在る。


　他人の神経を逆さか撫なでする様な、辛しん辣らつな物言いも珍めずらしくない反面、真正面から下心無しに近付いてくる女子供を振り払えない様な部分が在るのを、ネリンは知っていた。実際、ネリンの妹が大学受験の下見がてらトリスタンに来ていた頃は、なんだかんだ言いながらも彼女の無茶にレイオットは付き合っていたものだ。


　多分──今回もそんな処ところだろう。


　そんなレイオットの様子を知ってか知らずにか、ノーラはぺたぺたと粘土を両手で木の芯しんにこすりつけながら、少しはにかんだ様な笑みを浮かべた。


「我が流りゆうで恥はずかしいんですけど」


「我流？」


　美術に関してはてんで素人しろうとのネリンにしてみれば、何がどう我流で何がどう恥ずかしいのかさっぱり分からない。そもそも正当な造形手法というものさえ分からない訳で。


「普通は、ここでスパチュラで──」


　といってノーラは歯科技工士などが使う小さな金属製のヘラを手にして見せた。


「水平線とか、垂直線とか、基準になる為の線をきちんと引くものなんですけど……私はあんまりそういうの要いらないっていうか、無い方が作りやすいんです」


「はぁ……」


「彫像っていっても、だから、私はあんまり彫ほりません」


　ノーラは手を動かしながらもネリン達を振り返って言ってくる。


　手元を全く彼女は見ていない。見ていないのだが──みるみる内にその手の中で何かの形が成されていく。まだまだ完成にはほど遠いのだろうが、積み上げられていくその形にある種の方向性が在るのはネリンにも分かった。ノーラの手は無む秩ちつ序じよに粘土をこねまわしているのではなく、きちんと何かの完成形に向けて動いているのだ。


「最後に細さい部ぶを整えるのに使う位で」


「そ……そうですか」


　とネリン。


　説明されても彼女としてはそう返すしかない。


　まあとりあえず、レイオットが変な意味でカペルテータを脱ぬがしていた訳ではないと分かって安心したネリンであった。


「博物館の事件の時に、ちと助けられてな」


　まるで言い訳する様にぼそりとレイオットが言う。


「助けられた？」


　ネリンは驚いてレイオットとノーラを見比べた。


　レイオットがノーラを助けたというのなら別に驚きはしない。記録上の事実としても矛む盾じゆんしない。逃げ遅れて魔族に殺され掛けていたノーラを、レイオットが救出したという事になっている。


　だが──


「妙な『眼』を持っていてな。魔族の動きが先読み出来るんだよ、あの子は」


「……魔族の動きを、先読み？」


　そもそも普通の人間からすれば、魔族とは支し離り滅めつ裂れつの権ごん化げだ。どれだけ眼を凝こらし、頭を働かせても、その動きを先読みなど出来ない。ある種の刺激をこちら側から魔族に与える事で、大まかな行動の傾けい向こうに干かん渉しようする事は出来るが──魔族の自じ律りつ的な動きまで予測する事は非常に難むずかしい。いっそ不可能と評しても良い筈の難なん事じだった。


「まあ色々事情があるみたいだが」


　レイオットはサングラスの下で眼を細めて言った。


「何にしてもさっさと魔族を駆く除じよ出来たのは、あの子の協力が在ったからだ。まあ──そういう事も在ってな」


　ノーラの要望を断り切れなかったのだとレイオットは言った。


「……なんだか今日はスタインバーグさんを説得するって雰囲気じゃないですね」


　資し格かく申しん請せいの他にも、色々と話したい事が在ったのだが──部外者のいる場所でして良い話でもあるまい。


「まあな」


　とレイオット。


　見ればノーラの醸かもし出す独どく特とくの雰囲気に感化されているのか、猫のシャロンすらもがカペルテータの足下で寝転んでいるだけで、大人しくしている。


「あ。でも──そっか」


　ぽんと手を合わせてネリンは言う。


「ヤナギサワさんから『きちんと資格を取ってください』って頼んで貰もらえば、スタインバーグさんも素直に資格を取るかもしれませんね」


「…………」


　悪戯いたずらっぽく笑うネリンと、顔をしかめるレイオット。


　そんな二人を横目でカペルテータが見つめている。


　そんな──ある意味ではいつも通りの風景がそこには在った。


　だが……





　　　　●　　●　　●





「──入りたまえ」


　分ぶ厚あつい扉とびらの向こうからそう告げられる。


　扉の左右に直ちよく立りつ不ふ動どうで立つ男達へ一いち瞥べつを投げてから──いずれも特とく徴ちようの無い紺こんのスーツ姿だが、間違いなく素人しろうとではないだろう──帝都警察の対魔族攻撃部隊ＡＴＡＳＡのマックス・キント警視は『失礼します』の一言を添そえて部屋の中に足を踏み入れた。


　其そ処こは会議室だった。


　殊こと更さらに珍めずらしいものが置かれている訳ではない。何ど処この役所にも必ず在る部屋だ。最低限の装そう飾しよく品ひんと、輪状に並べられた長机、そして揃そろいの椅子が十脚余り。さすがに殺風景にならぬ様にと壁には小さめの絵かい画がが飾かざられ、片かた隅すみには造ぞう花かを活いけた瓶びんが置かれているが──飾り気と言えばその程度である。


　本当によくある──会議室の佇たたずまいだ。


　ただし一点だけ尋常の部屋とは異ことなる部分が在った。


　窓が無いのだ。


　どちらを向いても扉と換気口以外に、外へと繫つながる部分が無い。


　天てん井じように設もうけられた照明のせいで勿もち論ろん、室内が暗いと感じる事は無いが──何かを恐れるかの様に、その部屋には徹てつ底ていした『隔かく離り』の意思が感じられた。


　言葉の一つ、図版の一つすら外に漏もらさぬ様にと。


　魔法を使えば、窓硝子の微び細さいな振動からでも内部で交かわされている会話を聞き取る事が出来るという話をマックスも聞いた事がある。音とは空気の振動だ。それは当然周囲の物質にも伝わって振動を伝でん染せんさせる。眼には見えない程の小さな揺れも、魔法で拡かく大だいしてやれば元々の音を復元する事が出来るのだそうだ。


　この警けい戒かい振ぶりを偏へん執しつ的とは言うまい。


　元々、外部に漏れれば減げん給きゆうや辞職では済すまされない様な機密をＡＴＡＳＡは数多く抱えている。帝都民数十名の死を『許きよ容よう範はん囲い内ないの損そん耗もう』と表現する様な会話内容がマスコミにでもすっぱ抜かれれば、暴ぼう動どうが起きても不思議ではなかった。


　何にせよ──此こ処こは機密事項を話し合う為の部屋なのだ。


「マックス・キント警視です」


　マックスが自ら名乗る前に、先に部屋に居た彼の上司が告げる。


　上司の他に部屋の中で椅い子すに座っているのは五名。


　いずれもマックスは面めん識しきが無い相手だ。


　だが彼はその内の二名が軍人だと直感した。


　永く暴力を──武力を生業なりわいとしてきた者には、独特の空気がまとわりつくものだ。特に実戦、即すなわち本当の殺し合いを経てきた人間には、同類にしか感じ得ない匂いの様なものを帯おびる事が多い。


　だが……警官のそれと軍人のそれとではまた微妙に匂いが違う。


　残る三名は恐らく文官だろう。


「対魔族戦闘という意味では、帝都警察内において最も経験豊富な警察官です。また狙そ撃げき手しゆとしても非常に優秀です」


　上司が説明する。


　マックスは集中する五名分の視線に対して、直ちよく立りつ不ふ動どうで応えた。


　上司の言葉は全くの真実だが、否定も肯こう定ていもしない。この場の集まりが何の為のものなのか未いまだマックスは知らされていないからだ。場の空気を読まない迂う闊かつな発言は、彼の首を絞しめる可能性も在った。


「また彼は第四教きよう導どう班はん〈ジャベリン〉の出です。〈サンダーボルト〉開発に携たずさわり、その長所短所を知り尽くしている上、他者の指導・統とう率そつにも彼は慣れています。帝都警としては今回の任務に彼以上の適てき任にん者は無いと考えます」


「ふむ……」


　軍人達は頷うなずいて何事か小声で言葉を交かわし合あっている。


　彼等はやがて──マックスの方を向いて問うてきた。


「人間を、射しや殺さつした事は？」


「…………」


　無む言ごんで応じたのは質問の意い図とが見えないからだ。


　勿論──マックスは何人も射殺経験がある。合法非合法を問わず咄とつ嗟さには数が思い出せない程にだ。機密保持の為ならば殺人も許可されるのがＡＴＡＳＡという組織である。


「答えたまえ、キント警視」


「──は。在ります」


　仕方なくマックスは言った。


　確かにトリスタン市における〈サンダーボルト〉実戦試験では、効こう率りつを重視する余りに色々と無茶もやったが、今更、査さ問もん委員会という訳でもあるまい。勿論他にも色々と法に抵てい触しよくする任務をこなしてはきたが、それらもまた──今更だ。問題視されるならばもっと早い段階の筈だった。


「何人程度を射殺してきた？」


「分かりません」


「分からないとは？　数え切れない程という意味か？」


「その様に受け取っていただいて結構です」


　軍人達は値ね踏ぶみする様にマックスの顔を見つめる。


　ようやくマックスは質問の意図を悟さとった。


　恐らく非合法──しかも人間を射殺する様な内容をも含んだ任務に、マックスが使えるかどうかを判断しているのだ。


　どれだけ剛ごう胆たんな警官でも『初めての射殺』の後は大なり小なり動どう揺ようする。場合によってはそのまま神経症に罹かかったり、警官を辞めてしまう者も多い。


　だが──時には眉まゆ一つ動かさずに何人、何十人もの人間を撃ち殺さなければならない場合も在る。軍人などは最初からそういう行為に特化した人種だが、警察官は必ずしもそうではない。抑よく圧あつされた暴力を期待される警察官達は、時にその性質故ゆえに、引き金を引く指に躊躇ためらいを生む。


　勿論──それはそれで正しい警官の在り方だ。


　だが今回の任務では、そうした躊ちゆう躇ちよや逡しゆん巡じゆんを覚えない人間が必要とされているという事だろう。任務の一言で道徳や常識を意識の内側から閉め出せるかどうか──マックスはそれを問われているのである。


「なるほど」


　軍人の片方が薄うすく笑った。


「警官というより軍人の眼だな」


「よろしい」


　文官の一人が鷹おう揚ような口く調ちようで言った。


「彼を今回の作戦の指揮官──ないしは副官に添そえよう」


「立場としては助言者オブザーバーが良いかと」


　軍人の一人が言う。


「……この期ごに及んで主しゆ導どう権けん争いかね？」


　と顔をしかめて問うのはマックスの上司だ。


　要するに、今回は警察と軍部との共同作戦という事なのだろう。


　だが普段は全く管かん轄かつも違えば組織としての性格も異ことなる両者が、わざわざ機密事項用の会議室を用意して行う以上──それは社会通念上、許きよ容ようされざる何かを含ふくんだものである筈だった。


「これは犯罪捜査ではない」


　軍人の片方が言った。


「殲せん滅めつ戦せん、掃そう討とう戦──そういった類たぐいのものだ」


「市街戦ならば警察の得意分野だと思われるが」


　反論するマックスの上司。


　だが──


「それが強大な──戦車や戦闘機にも相当する戦力を複数保有した組織が相手でも？」


「彼等は犯罪者ではない。もっと遥はるかに悪質だ」


　軍人達はそう断じた。


「……質問をしてもよろしいでしょうか？」


　マックスは片手を挙あげて問うた。


「どうぞ」


　文官の一人が頷く。


　マックスは一同を見回してから言った。


「現在──私の専門は対魔族戦闘です。実際、私を選ばれた理由も対魔族戦闘の経験を買っての事だと先程、お聞きしました。ですがその一方で、まるで、何かの組織的暴力と戦うかの様なお話をしておられます」


「…………」


　文官達が顔を見合わせる。


　その表情には困こん惑わくの色が濃こい。マックスの質問にどう答えたものかと迷まよっている様子が見て取れた。


「私は公こう僕ぼくです。御命令が在あれば従したがいます。私は狩人かりゆうどです。御指示が在れば如い何かなるものをも射殺します。で──私は何を撃ち殺せばよろしいのでしょう？」


「…………」


　軍人達が薄笑いを浮かべる。


　文官達が深い溜ため息いきをつく。


　そして──


「魔族だ」


　答えたのはマックスの上司だった。


「──これから語られる事は第一級機密事項だ。万が一にも外部に情報を漏ろう洩えいした場合、君は国家反はん逆ぎや罪くざいに問われる事になる」


「はい」


　マックスは頷く。


　上司は確認をとる様に文官達と軍人達を見回してから──言った。


「魔族の一部に、我々人間と同様の外見と、理性を備そなえた個体が居る」


「…………」


　眉を顰めて黙だまり込むマックス。


　意味がよく分からない。彼はしばしの沈ちん黙もくの後──呻く様に言った。


「それは、人間、なのでは？」


「違う。魔族だ。たまたま理性を失うしなわなかっただけの──魔族だ。学者達によれば、魔族は基本的に自分の恣し意いによって外見を変える事が出来るそうだが、理性を保たもったまま魔族化した者は、己おのれの外見を己の認識と意志で、人間の形に固定する事が出来るのだ」


「……初はつ耳みみです」


「機密事項だからだ」


　当然といった口く調ちようで上司は言った。


「そして彼等は徒と党とうを組み始めた。その存在が確認されたのはつい最近だが、世間が恐パ慌ニ状ツ態クに陥おちいるのを防ふせぐ為に、情報公開されていない」


　確かにそれはその通りだろう。


　魔族は理性無き狂気であり凶気の怪物──それが大前ぜん提ていだからこそ、局地災害として処理の対象となる。魔法中毒患者ソーサリイ・アデイクトという単語とは裏うら腹はらに、それはもう人権無き『現象』として──つまりは説得も交渉も不可能の代物として世せ間けん一いつ般ぱんに認にん識しきされているからこそ、人権問題にもならず、問もん答どう無む用ようで抹まつ殺さつする事が可能となるのだ。


　だがもし魔族に理性の在る者が居るとしたら？


　先まず根こん本ぽん的てきな対魔族戦略の見直しが社会全体に要求される事になる。


　また──


（人間の形に固定──擬ぎ態たいという事か）


　そんな事が可能ならば、そもそも一般社会が成り立たない。


　人間と同じ知能と知識を備そなえ、しかも人間とは比較にならない魔法の力をも備えた存在が人間の中に混じって暮らしている……そんな事が公おおやけになれば、一般人は間違いなく恐きよう慌こう状態に陥る。


　刃物で突いても銃で撃っても死なない、その気になればひと睨にらみで人間を捻ひねり殺せる、そんな生き物が、自分の隣となりに何食わぬ顔をして暮らしているかもしれないのだ。


　悪意の有る無しなど関係が無い。


　万ばん物ぶつの霊れい長ちようなどという言葉は、口にするのも虚むなしい譫うわ言ごとに堕だする。


　間違いなく恐怖と不安の捌はけ口ぐちとして、人間の中に潜ひそむ魔族狩りが始まるだろう。だが歴史が何度も示す様に、人々の敵意や害意は必ずしも真っ直ぐ目標に向かうとは限らない。まして人間と同等の知能と知識を持った魔族が居るなら、そんなものに捕つかまる筈が無い。


　捕まるのは無む辜この市民ばかりだ。


　だがそれでも人々は自分の不安を忘れる為に、その罪つみもない人々を嬲なぶり殺しにするだろう。殺したという事実さえ在れば──加害者の側に居る限りは、自分が被害者になるかもしれない可能性を忘れる事が出来るからだ。


　別に人間と魔族に限った事ではない。


　人種。宗教。国家。そういった諸もろ々もろの違いから何度となく起きた悲劇だ。


「その人間の姿を保ったまま、人間社会に潜ひそんでいる魔族達を見つけ出して狩かるのが、今回の君の任務だ」


「人間を撃った事があるかと問われたのはその為ですか」


　人間に擬ぎ態たいしているという事は、撃つ側にも動揺が生しようじる可能性が在る。明めい確かくな判はん別べつ法が在ればまた別だが──そうでないならば、間違って無辜の市民を射殺する恐怖と戦わねばならない。


　尋じん常じようの警官には──特に射殺経験の無い警官には無理な仕事だろう。


　ようやくマックスは、自分がこの任務に選ばれた理由に納得がいった。


「細こまかい事は追って伝える」


　上司は言った。


「君には魔族狩りの経験を活いかし、その『人間に擬態した理性在る魔族』を発見し、駆く除じよする効果的な方法の考案と、その為の資材、人員の選出を頼みたい。人員については警官、軍人の他に、民間の戦術魔法士も候こう補ほとして入れておく様に」


　身みも蓋ふたもない慌あわて振ぶりである。


　上司達の落ち着き振りとは裏腹に、この国はかなり切せつ羽ぱ詰つまった状態に在るらしい。


　戦術魔法士を引き込むのはマックスの主義信条に反するが──確かに『理性在る魔族』の存在は、彼にそれを曲げさせるだけの衝撃を伴ともなっていた。そんなものの存在を許してはならない。確実に叩たたいて潰つぶして滅ほろぼして絶たやさなければ。


　その為には手段を選んでいる場合ではなかろう。


「……分かりました。謹つつしんで拝はい命めいいたします」


　マックスは敬礼と共に敢かん然ぜんたる口く調ちようでそう述のべた。
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　誰だれかが笑っている。


　ずっとずっと笑い続けている。


（……ああ。母マ様マか）


　何ど処こか気け怠だるい意識の底でそんな事を彼は思う。


　茜あかね色いろの光が満ちる屋や敷しきの部屋の片かた隅すみで──彼の母親はひっそりと笑っていた。


　珍めずらしい事ではない。彼の母親は不意に思い出したかの様に泣いたり笑ったりする。


　だが彼にはその理由が分からない。


　母は普ふ段だんベッドから降りる事など殆ほとんどなく──いつも代かわり映ばえのしない窓の外を眺ながめているだけだ。何が彼女を哀かなしませたり楽しませたりしているのか理解出来ない。その差が見えない。彼には窓の外の世界など壁かべの染しみと大差無かった。


　だが……まるで天気が変わるかの様に母親の機き嫌げんは変わる。


　毎日が、まるで呪のろいの如ごとくひたすら同じ様に繰り返されるこの屋敷の中で──母の感情だけが予よ測そく不ふ能のうで無む秩ちつ序じよだった。


　だから彼はいつも母親の機嫌が良いのか悪いのかを、まず最初に見定める癖くせがついてしまった。機嫌が悪い時に迂う闊かつに近付くと、激しく打ちよう擲ちやくされたりするからだ。


　だがそれでも。


「……アル」


　彼は母親の事が好きだった。


　それはもう本能の様なものなのだろう。


　世界でただ一人、直接に自分と血の繫つながっている他者。生まれた時に──いや生まれる前に初めて出会う他人。だからこそ母親というものは子供にとって絶対だ。他の誰が敵となっても母親だけが自分を庇ひ護ごしてくれる。それを子供は知っている。知っているから赤ん坊は泣く。泣いて庇護を求める。


　ではもし──


「アル……」


　その庇護を満足に得られなかった子供は──どの様に育つのか。


　与えられて当然のものを、欠けつ乏ぼうさせたまま育ってしまった人間は、どうなるのか。


「私のアル……こっちにいらっしゃい……」


　今日は気分が良いらしい。


　ベッドの上で母親は微笑を浮かべて手て招まねきをしている。


　夕陽を横顔に受けながら笑う母親の顔は、とても美しかった。三十前の、未だ肉体的な衰おとろえを知らないその容よう姿しは、ひどく繊せん細さいで、硝子ガラス細ざい工くの様な優ゆう美びさを誇ほこっている。


　彼女に抱き締しめられると、彼はえもいわれぬ幸福を感じる事が出来た。


　自分も生きていて良いのだと。


　そして──


「アル……」


「はい。母マ様マ」


　近寄った彼の頰ほおを母親の両手が優しく包む。


　彼の顔を──特にその左目をじっくりと見つめながら母親は静かに言った。


「ああ……こんなに簡単な事だったのね」


「……母様？」


「どうして今まで思いつかなかったのかしら……」


　花の様に晴れやかな笑顔が咲いていた。
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　母親の指がするすると彼の頰の上を滑すべっていく。白い指先が慈いつくしむ様に彼の唇くちびるをなぞり、鼻筋をなぞり、そして──


「ねえ？」





　──ずぶり。





　彼の左目に突き立てられた。


　いや。正しくは──常人ならば左目が備そなわっているべき眼がん窩かに差し込まれた。


「ああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」


　彼は絶ぜつ叫きようする。


　激痛が左の眼窩から全身に突っ走り、彼はばたばたと両手両足を暴れさせた。だが母親の細い指は、外見に似合わずがっちりと彼の顔に食い込んでいる。何処からか湧わき出でる狂気が彼女に尋じん常じようならぬ力強さを与えているのだった。


「ね。羽根なら、むしればいいの」


　びちり。びちり。


　筋肉繊せん維いと神経繊維が破かれていく音が頭ず蓋がいに響く。


　やがて母親は彼の左目を──否、左の眼窩から抉えぐり抜いたものを、夕陽に透すかす様にしてかざした。


　それは──羽根だった。


　鳥の翼つばさ。


　それそのものは別に特とく異いでも何でもない。白い、小鳥の、羽う毛もうに包まれた前まえ肢あし。夕陽に透すけるその脆もろく儚はかない器官は、血にまみれていてさえ美しくあった。


　だが……それが人間の顔から生はえているとなれば、やはり異い形ぎようと評するしかない。


　ＣＳＡ。


　先天性魔法中毒患者ソーサリイ・アデイクト。


　魔族メレヴエレントに犯された女性が産み落とす──異形。


　その姿形に明確な法則性は無い。


　勿もち論ろん──魔族自体が元は人間であり、その遺伝子そのものに変質は無い。故に生まれてくる子も遺伝子的にみれば人間そのものなのだ。だが魔族の魔力圏ドメインの影響下──意識が現実に直接干かん渉しようする領域内で発生した胎たい児じは、時に、遺伝情報よりも、魔力の誘ゆう導どうに沿そって己おのれの肉体を組み立ててしまう事が在る。


　可能性としては──何ら人間としての肉体に欠けつ損そんも過か剰じようも無いＣＳＡも在り得る。


　だが大抵の魔族が支し離り滅めつ裂れつな狂気に囚とらわれているため、結果的にＣＳＡは、見た者が眉を顰ひそめる様な異形を備えて生まれてくる事が圧倒的に多い。勿論、異形が内ない臓ぞう部分に集中する事も在り得る為、生まれた途端に死んでしまうＣＳＡも居るが、それはむしろ幸せなのかもしれなかった。


　ＣＳＡが人間として扱われる事は殆ど無い。


　彼等の多くは、収容所の中で研究材料としてその生しよう涯がいを終える。


　そもそも生きた魔族を拘こう束そくして研究する手段が無いので、ＣＳＡがしばしばその代わりに使われるのだ。そしてこの世界において圧倒的少数派であるＣＳＡやその家族の悲鳴は、多くの人間には届く事も無い。今いま尚なお、ＣＳＡ絡みの法や制度が、旧きゆう態たい依い然ぜんとした人権無視の傾けい向こうを持っているのはその証しよう拠こだった。


　勿論、ＣＳＡ本人のみでなく、その母親やその家族も迫はく害がいを受けるのが常だ。


　それ故に──ＣＳＡが生まれた場合、その血族は必死にその存在を隠かくそうとする。


　彼もそうやって、母親と共に家の中に閉じ込められてきた一人だった。


　だから彼にとってはその屋敷と母親が世界の全てだったのだ。


　だが──


「ほら。アル。これで貴方はもう人間よ」


　びちびちと、小鳥の羽根を更に小さく千ち切ぎりながら母親は笑う。


　優しく。朗ほがらかに。


　血の涙を眼窩から流しながらのたうつ我が子を見下ろして。


「ああ。あ。あ。あああああ。ああああああ！　あ！　ああ！　あああああああ！」


「アル。私の可愛いアル。もう安心ね」


　母親は彼を抱だき締しめる。


　抱き締めて──その頰に流れる血を、赤い舌したで舐なめる。


「もうちょっと抉えぐっておこうかしら。ねえ。また生えてきたら駄目だものね」


　母親は笑いながら息子の首に手を掛けた。


「そうね。首ごと取っておきましょう。そしたらさすがにもうこんな変なものは生えてこないわ」


　名案ね──と言わんばかりの晴れやかな笑顔で母親は頷うなずく。


　同時に彼は、ぎしりと自分の首が音を立てて軋きしむ音を聴いた。


　母親の指が、女のそれとは思えない程の強さで彼の首に食い込んでくる。絞しめると言うよりもちぎり取ろうとするかの様な強さ。狂気はしばしば人間の身体に掛けられている制限リミツターを取り払うというが、確かに母親のその力は、狂気に支配されてでもいなければ出せないものだったろう。食い込む力が強すぎて、彼女自身の爪つめまでもが、指から剝はがれようとしていた。


　だが母親の力は緩ゆるまない。


　幼い子供には、それを引き剝がす様な力は無い。


「…………かっ…………」


　息の切きれ端はしが血と共に彼の喉のどから漏もれる。


　同時に──


（…………！）


　彼の中で何かが動いた。


　あるいはそれは単純に生存本能だったのかもしれない。


　あるいはそれは、父たる魔族によって刻まれた忌いまわしい本性だったのかもしれない。


「……くっ……かっ……」


　両手が上がる。


　殆ど機械的に──躊ちゆう躇ちよ無く。正確に。


　指が母親の顔に触れる。笑みに緩ゆるんだ頰から唇へ、唇から鼻筋へと指先が這はい、そして母親の指が彼にしたのと同じく──





　──ずぶり。





　と彼は指を母親の、大きく見開かれたままの眼窩に差し込んだ。


　右の人差し指と、左の人差し指と。


　母の蒼あおい左目へと──同時に。


「ひぎっ──」


　母親が奇き怪かいな悲鳴を上げる。


　だが彼女の指は緩まない。


　だから彼は更に指を深く深く突き刺していく。もう彼の視界も意識も真っ赤に染まっていて、何かをまともに考える事は出来ない。ただ自分の行為がまだ『途中』であるという意識に促うながされて、更に更に指を──


「ぎ。い。いいい。ぎ。ぎが。げ。あ。がげ。ぎ」


　ぼろぼろと断片の様な呻うめきが、母親の唇からこぼれ落ちる。


　指が何かに届く。


　湿しめった、柔やわらかな、暖かな、その何かを、指先で搔き回す。


　何度も何度も。


　それに合わせて母親が啼なく。


　声というよりも破壊音。


　断片的で濁にごった音がぽろぽろと母親の口から、血や、泡あわと共に漏もれてくる。


　そして──


「…………」


　気が付けば。


　彼は黄昏たそがれ色に染まるその部屋で、母親の死体を見下ろしていた。


　たった一つ──残ったその右目で。


「ああそうか」


　薄っぺらく立体感に欠けたその世界の中で……母の骸むくろだけがやたらに生々しく、現実的な存在感を主張していた。


「こんなに簡単な事だったんだね」


　蒼い右目を楽しげに細めて。


　左の眼窩から血の涙を流し。


　彼は夢を見るかの様にぼんやりとした口く調ちようで──そう呟いた。





　　　　●　　●　　●





　気が付けば全身が汗あせに濡ぬれていた。


「……くっ…………」


　トリスタン郊外の──林道の中である。


　道と言っても綺き麗れいに整備されたものではない。アスファルトには無数の亀き裂れつが走り、無数の雑ざつ草そうがそれに沿そって生はえている。少し距離を置けば、それが道である事さえも分からなくなってしまうだろう。


　幾つもの町や村が打ち捨てられたままである事からも分かる様に、〈イエルネフェルト事変〉以後、人々の意識からも地図からも忘れ去られた道というものが、このアルマデウスには何十本何百本と存在する。公道は勿もち論ろんだが、私有地内に引かれた私道となると尚なお更さらの事である。


　アルフレッドがトレーラーを停とめているのはそんな廃はい道どうの一本だった。


「……くくっ……」


　運転席で眠っていた彼は──硝子越しに夜空を見上げながらひっそりと笑った。


　あの日の事を夢に見るのは別に珍めずらしい事ではない。


　思えばあの日──何かが決定的に変わった。


　ずっと立ちこめていた霧きりが晴れたかの様な気分とでも言おうか。何をどうして良いのか分からなくて、ただただ母の顔色を窺うかがっていただけの、動物じみた自分。その薄うすっぺらな視界が、ようやく、色を帯おび、奥行きを得たかの様な……そんな印象だった。


　あるいは、あの時初めてアルフレッドは『生まれた』のかもしれない。


　世界をただ純じゆん粋すいに憎にくみ嫌きらう怪物として──


「く……くく……くくくく…………」


　楽しげに笑うアルフレッド。


　彼は首と蒼あおい隻せき眼がんを動かして背後を振り返る。


　運転席の後ろ──そこに在るのは巨大な貨物室コンテナである。鋼鉄の巨大な筺はこの中には、彼が永なが年ねん思い描き切望してきたものが、現実となって眠っている。


「……ママ…………」


　彼は隻眼に何ど処こかうっとりとした光を湛たたえて言った。


「……ああ……ママ…………もうすぐだよ」


　唇を舐なめて再びひっそりと笑うと──アルフレッドは再び眼を閉じた。





　　　　●　　●　　●





　結局──ノーラ・ヤナギサワはスタインバーグ邸に日につ参さんする様になっていた。


　いちいち道具やら作りかけの像やらを運ぶよりも、スタインバーグ邸に置きっぱなしにしてノーラがやってくる方が簡単だから、というのがその理由だった。


　ちなみにこれは彼女自身が主張したのではなくエレナの意見だ。


　勿論、ノーラが泊まっているシェリング邸にカペルテータが出向くという方法も在るには在った。だが──


「うちはさすがにノーラの道具だの何だのを広げる場所は無いよ」


　──との事だった。


　何にしても粘ねん土ど像の製作となると乾かん燥そう時間が必要となってくるし、乾かわけば乾いたで衝撃に弱くなり割れ易やすくなる為、頻ひん繁ぱんに動かす訳わけにはいかない。運うん搬ぱん中に余計な処に触さわってしまえば製作の苦労が水の泡あわだ。製作途中の像を動かすのは現実的でないとレイオットも認めざるを得なかった。


　勿論……それはつまりスタインバーグ邸の居間を一定期間、ノーラとその道具と作品が占せん拠きよするという事を意味する訳だが、元よりレイオットはソファの周辺しか使わないし、カペルテータも壁かべ際ぎわの文ふ机づくえ──日記用のタイプライターが置かれている──の周辺しか使わないので、さして問題は無かった。


　強しいて問題となる可能性を挙あげるならば、猫のシャロンが作品に悪戯いたずらをしないかという事だったが……これもすぐに杞き憂ゆうだと分かった。どうも粘ねん土どの匂においが今ひとつ苦手なようで、シャロンも当初こそ興味深そうにノーラの周りをうろうろしてもいたが、三日目には完全に関心を失っていた。


　そういう訳で──


「んっ……んっ……んっ……」


　今日もノーラは臨時アトリエとなったスタインバーグ邸の居間で、粘土と格かく闘とうしている。


　レイオットは彼女の作業を見て初めて知ったが、美術造形用の粘土というのは、色々と硬かたさに段階が在るらしい。普通の小学校の授業等で使う粘土は、その中でも最も柔らかいものだそうで、今、ノーラが使っているものは、それに比べて何倍も硬く、乾きやすいとの事だった。


　そうなるとこねるだけでも一苦労だ。


　現に──


「…………しばらくパスタが食えないな」


　ソファに寝転がりながら、横目でノーラの作業を見ていたレイオットはそう評した。


「そう、です、か？」


　金属のハンドルを回しながらノーラがのんびりと笑う。


　彼女は呆あきれた事に、パスタ・マシンを粘土の練り作業に使っていた。何でも美術学校には専門の機械が在るそうだが、高価な上にでかいので、出先の作業には全く向いていないのだとか。


　ノーラは文字通りパスタの様に細く紐ひも状じように押し出されてきた粘土を手に取ると、またぺたぺたと像にこすりつけて盛り上げていく。木材の骨組みの上には、それなりの量が盛りつけられており、既すでに大まかにだが人の形と分かる程度のものにはなっていた。


「…………どうぞ」


「あ。ありがとうございます」


　ノーラの邪じや魔まにならないようにと、彼女の脇の作業机の、更に端にティー・カップとクッキーの皿が置かれる。カペルテータは丁てい寧ねいな仕草でカップに香茶を注ぐと、今度はワゴンを押してレイオットの側にまで来て、ソファ前のテーブルにも同様のものを置いた。


「気分はどうだ？」


「…………」


　レイオットの問いにカペルテータは無言で香茶を注ぐ。


　案外──照れているのかもしれないとレイオットは思った。


　既にカペルテータは裸はだかでもなければノーラの前にも座っていない。


　最初の方向性を決める時には目の前に彼女が居る事が必要だったとかで、初日はノーラの作業が終わるまでずっとその格好のままだったカペルテータだが、二日目からは普通に服を着て普段の生活に戻っている。一度、造つくり上げるものの大まかな方向性が決まってしまえば、しばらくは記憶と感性を頼りにするので、モデルが目の前に居なくてもいい、というのがノーラの主張だった。もっとも細さい部ぶを作り込む段階になれば、またモデルとして前に座る必要が在るそうなのだが。


「しかし……形……ね」


　ノーラの特とく異いな才能については、レイオットもそれなりに理解している積もりだ。


　だがやはりそれは未だ理り屈くつとしてであって、実感としては、果たしてそんな事が可能かどうか分からない。ノーラが魔族の姿から、その魔族化前の素す性じようを見抜いたり、次の行動を予知して見せたのはレイオットも見ているが──それでもだ。


　これがカペルテータの魔法感知能力の様な、全く別の感覚ならばレイオットとしても『それはそういうものだ』と割り切って考える。


　だが、ノーラのそれはあくまで普通の人間と同じ視覚に拠よるものだ。特別な器官が在る訳ではなく、その視覚情報を脳のうの中でどう処理しているかに特異性が在る。


「あんたには俺達とは全然別の世界が見えてるんだろうな」


「そんな事は在りませんよ」


　一段落ついたのか、少し作業を休止して指先をタオルで拭ぬぐいながらノーラは言った。


「誰だって似たような事はしてると思います」


「そうか？」


　妙に自信ありげなノーラの言葉に苦笑するレイオット。


　見れば、給きゆう仕じを終えたカペルテータも、興味が在るのか──いつもの様にワゴンを片付けに行くでもなく、立ったままノーラの方を振り返っていた。


「ええと……例えば……苛いら立だってる時に、指先で机の端はし叩たたいたりしますよね」


「まあ、そうする奴も居るな」


　とレイオット。


「ああいうのって、自分の中の時間と、外の時間が嚙かみ合あってないから、こう、力が余っちゃって、何かに使わないと駄目で──それが動きに出ちゃうって感じでしょう？」


「……ふむ？」


「ええと。ええと。だからその……」


　ノーラはしばらく右に左にと首を傾かしげたり、頭を抱えたりして唸うなっていたが──やがて何か思いついたのか、ぽん、と手を打ち合わせて頷いた。


「例えば、苛立ってる人は、一分が五分にも十分にも感じたりするじゃないですか。つまり、その人は、主観的には十分間の時間を生きている訳ですよ」


「ふむ……それで？」


「という事は、身体は当然、十分間の時間を生きる為の、力を出そうとしますよね」


「……それは、呼吸とか鼓こ動どうとかそういう話か？」


　血液中の栄養素の消しよう費ひ、脂し肪ぼうの燃焼、そういった化学反応で人間は動いている。


　それらは勿論、不ふ随ずい意い的な活動で、人間の意識とは直接に関係が無い。だが──人間の意識は肉体に干かん渉しようする。恐怖や感動で人間の鼓動は早まるし血圧も上下する。


　ならば主観的な時間の長短も、そうした化学反応に間接的ながら影響を及およぼす事にはなる訳わけで──


「まあそうです。もっと全体的な話ですけど」


　とノーラは頷く。


「でも実際には一分な訳じゃないですか。そこで力が一分で消費する量しか使われないから、九分間の量が余っちゃう。でもそれって何処かに出さないと駄目ですから……」


「一度、力として出す準備をしたものは、還かん元げんできない──と？」


「そうですそうです」


　レイオットが話に付いてきているのが嬉しいのか、ノーラはこくこくと何度も頷いた。


「で、それが指先でこつこつと机を叩いたり、他には、ええと、身体を揺すったり、地じ団だん駄だ踏ふんだりとか。そんな感じに動きに出ちゃう」


「まあ理屈は分かるが──そんな分かり易い奴ばっかりじゃないだろう？」


　苛立っていてもじっとしている人間は居るだろう。


　誰もがそんな明確な動きを示す訳ではない。


　しかし──


「じっとしている人は人で、やっぱり自分の中の苛立ちを──余った力を抑おさえ込もうとして、ちょっと力の入った立ち姿になったりします」


　自分でもちょっと肩に力を入れる様な感じで、身体を傾かたむけて見せるノーラ。


　確かに普段のノーラを見慣れていると、何か妙みように姿勢が強張って見えて、不自然に──その姿勢に理由が在る様にも見える。


「……ああ、なるほど」


　頷くレイオット。


　断片的にではあるがノーラの見ているものが分かった様な気はした。


　しかし──


「ってあんた、他人の姿をいちいちそんな事細かく考えながら見てるのか？」


　普通の人間に可能な行為ではない。


　例えばほんの僅わずかな指先の角度の違い。


　例えばほんの小さな足首の角度の違い。


　例えば──……


　確かにそこには人間の意識の断だん片ぺんが──その者の胸の内に在る、感情や思想や経験や価か値ち観かんの片へん鱗りんが、顕あらわれるだろう。その理り屈くつは分かる。だがそれらの要素が一人の人間について幾つ存在するだろうか？


　人間の身体には百以上の関かん節せつが在る。それらが生み出す自由度は恐ろしく広く──立ち姿という『形』一つを取ってみても、恐らく無限に等ひとしい種類バリエーシヨンが存在し得るだろう。表情や細かな筋きん肉にくの張り──更さらには動作や仕草といった部分まで含ふくめれば尚なお更さらの事だ。


　ノーラはそれらを瞬間的に読み取って己の中で統合的に判断し、相手の意識を自分の内側に再構こう築ちくしてのける。


　それはもう普通の人間からすれば神の御み業わざに等しい。


　だが──


「勿論、こういうのは一例ですけど。常に細かく意識している訳じゃないですよ」


　とノーラは言う。


　彼女に言わせるとそれは殆ほとんど無意識のものだそうだ。


　魚がいちいち泳ぐという事を意識せずとも、全身の器官を目的に合わせて最さい適てきに運用し得る様に。鳥がいちいち飛ぶという事を思考せずとも、翼つばさや首や脚あしを目的に合わせて最適に調整し得る様に。


　ノーラは技能ではなく能力としてそれを行こう使しする。


　それは恐らく彼女にのみ生しようじる一身専せん属ぞく的なものだろう。真ま似ねをしようとしても出来るものではない。元より備わる資し質しつに加えて、特とく異いな生おい立たちが彼女の中にそんな奇き蹟せきを醸じよう造ぞうしたのだ。


「何にしても大したもんだな。占うらない師でもやれば大おお儲もうけじゃないか？」


「その人の気持ちは分かりますけど、未来に何が起こるかなんて分かりませんよ」


　とノーラは言う。


「占いの客の殆どは本当の未来が知りたいんじゃないさ」


　レイオットは微び苦く笑しようを浮かべる。


「『あなたは大だい丈じよう夫ぶ』って言って貰もらいたいだけだ」


「そんなものでしょうか」


「多分な」


　レイオットは言い──そしてノーラには聞こえない程度の声で呟く。


「『大丈夫』じゃなくて『もうお前は駄だ目めだ』って言って欲しがってる奴やつも、世の中にはいたりするがな」


「…………」


　それでもカペルテータには聞こえたらしい。血の様に紅あかい双そう眸ぼうが静かにレイオットの方を向いた。


　例えば……自分では悲劇の幕まくを引けない者が居る。


　自分を含む何もかもを憎にくんで、自分を含む何もかもに絶望しきっている癖くせに、自分のこめかみに銃口を当てて引き金を引く──ただそれだけの事が、何な故ぜだかどうしても出来ない人間が居る。


　例えば……首まで諦てい念ねんと悲ひ哀あいに浸つかりながら絶望しきれない人間が居る。


　しこりの様に残った憎ぞう悪おが、憤ふん怒ぬが、静かな精神の枯こ死しを許ゆるさない。まるで呪いの様にその者を彷徨さまよわせる。自分の怒りを、悲しみを、恐れを、その諸もろ々もろの全てをぶつける先を捜さがして徘はい徊かいする。


　それはかつてレイオットがそうであったし、エリック・サリヴァンという少年がそうであったし、そして恐らくは──


「スタインバーグさん」


　ふとノーラが驚いた様に瞬きしながらレイオットを見つめた。


「誰の事を考えておられます？」


「得意の『眼』では見抜けないのか？」


「お知り合いの、男性の事だという事は分かりますけど」


　首を傾かしげながらノーラは更に付け加えた。


「……あと……その方……ひょっとして片眼なんですか？」


　ノーラ曰いわく、その『知り合いの男性』を思い出している際のレイオットの眼が──視線が微び妙みように片側に寄っているらしい。それはつまり相手の顔の片側に──右半分だけに視線が集中しているという事で、左側を半なかば無視しているのだとか。


　普通の人間ならば左右を均きん等とうに見る。恐らくは眼を中心としてその顔を見る。逆に言えば相手の右半分ばかりを見ているという事は、左側に視線を合わせるべき眼が無いのではないか、とノーラは判断したらしい。


「大したもんだ」


　本気で感心してレイオットはそう言った。


「他には何か分かるか？」


「それは…………」


　ノーラが言い淀よどむ。


　分からないといった様子ではない。むしろ分かっているのに口に出来ないといった雰ふん囲い気きだった。まるで何か忌いまわしい事実を知ってしまったかの様に。


「いや……言わなくていい。すまんな」


　レイオットの姿から、ノーラが本当にあの男の事を透すかし見ていたのだとしたら──きっと色々と不ふ愉ゆ快かいなものまでも見えた事だろう。あれはそういう人間だ。ただそこにいるだけで周りを不安にさせ不愉快にさせる。


　しかし……


「…………」


　レイオットは溜め息と共に眼を閉じる。


　アルフレッド・スタインウェイ。


　隻眼の戦術魔法士タクテイカル・ソーサリスト。


　あの男は今どうしているのか──ふとそんな事が、レイオットは気になった。





　　　　●　　●　　●





　エレナ・シェリングは主婦であると同時に稼かせぎ手てでもある。


　彼女の夫バリーは十年前に自動車事故で左足の膝ひざから下と左手首を失っていた。


　新聞記者であった彼は、勿もち論ろんその仕事を続ける事が出来なくなり……以来、家で海外出版物の翻ほん訳やくをしたり、ちょっとした評ひよう論ろん関係の文章を書いて収入を得ている。だが、片腕ではやはりタイプライターを叩たたくにも速度が出ず、大した収入にはならない。結果としてエレナが家政婦や掃そう除じ婦ふとして働きに出る事で、シェリング家の家計は成り立っていた。


「──ただいま」


　エレナはそう告げて夫の書しよ斎さいに顔を出す。


　床ゆかから天てん井じようにまで達する大きな本棚を背にして、バリーはいつもの様に翻ほん訳やくの仕事をしている最中だった。窓から差し込む青白い月明かりが書斎の半分を照らし出し、残り半分はバリー愛用のガス灯が暖かい光で覆おおっている。


「おかえり」


　細ほそ面おもてで神経質そうな──何処か学者然とした顔を上げてバリーは微笑する。


　軽く挨あい拶さつ代わりの口キ吻スを交かわしてから、エレナはバリーに仕事の進み具ぐ合あいを聞き、自分の留守中の訪問客や電話の有無を聞き、それから最後に今日の夕食の献こん立だてを告げる。


　ここまではこの十年間、殆ど毎日繰り返されてきた儀ぎ式しきの様なものである。そしてここ数日は、これにノーラが帰宅しているかどうかを確認する行為が追加された。


「未まだだね」


　とバリーは左手の義手の先で口元の髭ひげを弄いじりながら言う。


　義手と言ってもきちんと五指の在る綺き麗れいなものではなく、筋肉の動きに合わせて開閉するペンチ状の金具だ。何故かバリーはこの異い形ぎようの義手がお気に入りで、その手入れは、読書と並んで彼の趣味の一つになっていた。


「製作に熱中しているのだろう」


「でも、さすがにちょっと遅いね」


　壁の時計を見ると既すでに夜の九時である。エレナが働きに出ている関係でシェリング邸ていの夕食時間は遅いが──さすがにそろそろノーラも帰ってきて良い頃合いだ。


「迎むかえに行こうかしらね」


「スタインバーグ君もこんな時間に女の子を一人帰す様な無茶はすまいよ。違うかい？」


　かちん、と義手を鳴らして言うバリー。


　家に引きこもりがちなバリーはレイオットと会った事は二回程しかないが、代わりに妻から色々と彼の事は聞いている。


　レイオット本人が聞けば意外そうな顔をするかもしれないが──いわゆるインテリ層はレイオットの様な『ならず者』を快こころよく思わない者が殆どであるし、そもそもバリーが左の手と足を失う事になった事故は、無免許の若者の無む謀ぼう運転が原因だった──シェリング家の夫婦は、あの無資格の戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストとその同居人に対してかなり好意的だった。


　あるいは……子供のいない彼等にとって、レイオットやカペルテータは、息子や娘の様に見えているのかもしれない。


「……どうだろうね」


　とエレナ。


　彼女は窓の外に眼をやりながら首を傾かしげて言った。


「隣だからねえ」


　シェリング邸はスタインバーグ邸の隣だ。


　ただし敷しき地ちが接している訳ではなく、雑ぞう木き林ばやしが間に横たわっているので、夜ともなるとさすがに気軽に行き来できる様な位置関係には無い。更に言えば郊外なので、街中の様に街灯の類たぐいも無く、ただ歩くだけでも足下に不安を感じずにはおれない場所だ。


「電話だけでも入れておこうかしらね」


「まあそれが妥だ当とうな判断だな」


　と頷うなずくバリー。


　エレナは廊下に置かれた電話機の処へと向かおうとして──そして。


「…………？」


　怪け訝げんの表情で立ち止まった。


「どうした、エレナ」


　バリーが妻の様子がおかしい事に気付いて、その視線を追う。


　彼女が見ているのは窓の外だ。


　そこには月光に照らされた雑木林の風景が描き出されている──筈はずだった。


　いや。実際にそこには確かに、シェリング邸が此こ処こに出来てから十三年、変わらず夫婦で見続けていた夜景が在った。季節の変化で多少の色の変へん遷せんはあったものの、そこから見える景色は本当に十年一日の如ごとく変わらぬ形が在った。


　だが──今そこに。


「なっ……？」


　まるで絵かい画がの上に叩き付けられた絵筆の一描きの如く……風景を左右に割る何かが加わっていた。


　月光を背に受け、何かが黒々とそびえ立っている。


　影かげに覆おおわれたその詳しよう細さいは、分からないが──


「…………エレナ」


　かつんと義足の先で──こちらも単に失った部分の代わりに棒状の簡単な木製部品を付けただけのものだ──床を叩きながらバリーが立ち上がる。十年その義足に慣れ親しんだが故ゆえの、危なげない動きでバリーは部屋の端はしに歩いていくと、本棚の横に置かれた細い衣装戸と棚だなの扉を開いた。


「寝室の方へ──いや、食料庫の方が頑がん丈じようだ、食料庫へ行ってなさい」


　彼が右手一本でそこから取り出したのは、レバー・アクション式の散さん弾だん銃じゆうだった。


　強ごう盗とうと、あとはたまに出る野や犬けんや蛇へびを撃げき退たいする為に買ったもので、薬室には常つねに一発散弾が込められている。ペンチ状の左手でこれを器き用ように保持すると、バリーは更に三発の散弾銃を筒状弾倉に装そう塡てんし、これを構える。普段から散弾を弾倉に装塡しておかないのは、弾倉の発バ条ネがへたらないようにとの用心からである。野犬や蛇が相手ならば一発でも十分事足りる。


　しかし……


「駄目よ、やめて──無茶は」


「未まだ危険と決まった訳じゃない」


　そう言いつつも、バリーの表情はこれ以上ないという位に真剣だった。


　無理もない。その──風景を左右に断ち割る巨大な何かは、動いていたからだ。


　柱？　いや……違う。


　確かに柱の様に縦たて長ながの物体だが、それは本当に概がい略りやくで、細こまかな曲線や直線が無数に組み合わさってそれは出来ていた。単に柱と呼べる様な単純な形けい状じようではない。


　それはむしろ──


「…………これは」


　バリーが呻うめく様に呟く。


　あまりに巨大過ぎて彼もエレナも最初は、それが何の形なのか理解できなかったのだ。


　だが──


「脚あし…………」


　そう。それは脚だった。


　人間よりも遥はるかに大きい──十倍近い巨大さの、しかし直立歩行用の、器官。


　輪りん郭かくを整理して見てみれば、それは、確かに『脚』の形をしていた。爪つま先さきがあって、足首があって、脛すねに繫つながり、膝ひざに至いたる。窓から見えるのはそこまでだった。


　恐らく窓の外にはそこから上も存在しているのだろう。


「魔族……!?」


「いや……」


　エレナの言葉に、しかしバリーは首を振った。


　その脚には明らかに人工物と分かる詳細が付ふ属ぞくしていた。球形関節と緩かん衝しよう用ようのシリンダー、循じゆん環かん用パイプ、その他……機械装置で無理矢理に人体を再現したかの様な、それは明らかに魔族の肉体とは異ことなる何かだった。


　強しいて言えば魔法士達の使うモールドの脚に印象は近い。


　勿論その大きさは十倍にもなっている訳だが──


「バリー……」


「……ああ」


　妻に引っ張られながら、バリーはじりじりと扉の方に移動する。迂う闊かつに動いたら窓の外の巨人──そう巨人だ──を刺激してしまいそうだった。


　勿論、それが金属の物体であると理解した時点で、バリーは交戦する事など諦あきらめている。相手が何であれ金属の皮ひ膚ふを持つものに、貫かん通つう力りよくの低い散弾銃では殆ど意味が無い。


　しかし──


「──！」


　ぴしりと窓硝子に一本の亀き裂れつが走る。


　硝子の向こう側では巨大な脚がゆらりと浮かび上がり──そして沈しずむ。


　動きとしては単に脚を持ち上げて降ろしただけである。歩いているのだ。ただ歩いているだけなのだ。だがそんな平へい凡ぼん極きわまり無い動作でさえも──この巨大な脚ならば周囲に尋じん常じようならざる圧力を及およぼす様だった。


　しかしその一方で、その規模ならば当然に付ふ随ずいすべき現象が無い。


「……何故だ」


　書斎を出ながらバリーは呟く様に言った。


「何故……音が……しない？」


　足音が伝わってこない。振動すら感じられない。


　微かすかに虫の羽音の様な響きが聞こえてくるが、それだけだ。


　どう見ても金属製の──それも人間の十倍もの規模を持つ脚。たとえ軽金属を使い中は空からっぽなのだとしても、重量は相当なものになっている事だろう。


　それが歩いていて……何故に音がしないのか？


　こんな巨大な物体が、ここまで接近してくる間に、何故──バリーもエレナも全く気付かなかったのか？


　勿論それは……


「魔法──」


　バリーは戦せん慄りつを含ふくんだ声でそう呟いた。





　　　　●　　●　　●





　レイオット・スタインバーグはシェリング邸までノーラを送っていく事を提てい案あんしたが、ノーラ自身はそれを丁てい重ちように辞じ退たいした。


　間に雑木林が在るとはいえ、歩いても十分と掛からない距きよ離りである。わざわざ車を出して貰もらう様な距離でもないし、徒と歩ほであったとしても、付き添って送ってもらう事そのものが子供っぽい気がして躊躇ためらいを覚えたのだ。


　レイオットも殊こと更さらに送っていく事にはこだわらなかった。


　灯あかりの類たぐいを持っていれば野犬の類が襲おそってくる事もあるまいし、街中と違ってチンピラだの麻薬中毒者だのも居ない。だから心配は無い──そう判断したらしい。


　代わりに『何か在れば使え』と小型の回転弾倉式拳銃リヴオルヴアを押しつけられた。拳銃用の散弾を装塡した完全な護身用である。有効射程は五メルトル余りしか無いが、蛇や野犬には十分だし、とにかく撃てば銃声がするので助けが来る。銃の一種ではあるが、田舎いなか暮らしでは老人から子供まで慣れ親しんだ生活道具であった。


　そういう訳で──


「…………」


　ノーラはレイオットから借りたその拳銃を右手に、左手に小型のガス式ランタンを携たずさえて夜の闇やみの中を歩いていた。


　彼女にとって夜の闇は恐ろしいものではない。


　むしろ中ちゆう途と半はん端ぱに周りが見えている状態の方が──例えば眼鏡めがねを落とした時など──視覚に頼ろうという感覚が生しようじてしまって、混乱する場合も多く、危険だ。


　そもそも生まれた時から十年以上も、彼女は闇の中に居た。


　だから闇を前にしても、むしろ彼女は不安よりも先に安あん堵どを覚える程だ。知り合いに言わせると、それはノーラが盲もう目もくであったからというだけでなく、恐らく胎たい内ない回かい帰き──いわゆる何の不安も無かった胎児の頃を懐なつかしみ、闇に閉ざされていた母の中を思い出すからだという話だが。


　ノーラはそんな事を考えながら夜道を歩いていく。


　そして──


「──え？」


　それはいきなり彼女の視界の中へと割り込んできた。


　巨大な──あまりに巨大な何か。


　だが音も無く。風も無く。衝撃も無く。その見上げる程の巨体に反し、まるで幻まぼろしであるかの様にその存在感を主張せず、ただ、そこに悠ゆう然ぜんと立っていた。


　身長十メルトルの──鉄巨人。


　端たん的てきに言えば、それはそんな外見を備そなえていた。


　四し肢しが在る。胴どう体たいと頭部が在る。いわゆる人型として必要な形状は一通り、過不足無く備えている。しかも単に輪りん郭かくだけでなく、鋼こう鉄てつの部品が幾いくつも組み合わされ、関節が、筋肉が表現されている。


　だがそれだけでは足りない。


『鉄巨人』の一語では──その外見の印象を表現しきるのに全く足りない。


　まず目立つのは巨大な膨ぼう張ちようを示す腹部。


　次に──腹部に比して、やや緩ゆるやかな二つの膨ふくらみを示す胸きよう部ぶ。


　だが四し肢しは細く頭部も小さい。たおやかな女性を想わせる──華きや奢しやとも言うべき輪郭である。それが三ヶ所の膨張部分と相あいまって著いちじるしく特徴的な形を描き出す。


　張り出した乳ち房ぶさ。


　膨れあがる腹部。


　それは──


「…………妊にん婦ぷ」


　ノーラはぽつりと呟いた。


　そう。その鋼鉄で造り上げられた巨人は……その輪郭は巨大な妊婦の形をしていた。


「でも……」


　頭部に。両りよう肩かたに。両肘ひじに。腰部に。


　まるで己おのれの周囲全てを威い嚇かくするかの様な鋭するどい突とつ起きが生はえている。


　まろやかな妊婦としての曲線と、凶器の如ごとき直線とが同居する事で、そこには異様な形が生まれていた。


「…………」


　鉄巨人はその右手に得物を携たずさえていた。


　やはり機械で造られた──柱。


　いや。鉄巨人の大きさと合わせて考えればそれは『杖』と呼んだ方が正しかろう。それは無数の部品で組み上げられた複雑な形状で──しかも二本の管チ状ユ部ー品ブで鉄巨人本体と繫つながっていた。


　それはまるで、あの、戦術魔法士の鎧モールドと杖スタツフを想わせる。


「…………」


　ノーラは──その場に立ち尽くしていた。


　圧あつ倒とうされたという事もある。恐怖を覚えてもいた。誰だってそうだろう。生身の人間など文字通りに一ひと捻ひねりで縊くびり殺ころせそうなその鋼鉄の巨体は──人間が実は如い何かに脆ぜい弱じやくで矮わい小しような生物なのかという事を思い出させる。度を超した巨体と重量は、ただそこに存在するだけで見る者を威い圧あつするのだ。


　だが……


「なんて──」


　それだけではなかった。


　分厚い眼鏡越しに、ノーラの眼はその巨人の形を読む。


　如何に異形であれ、如何に巨大であれ、それも人の意思を具ぐ現げん化かした被造物であるならば、ノーラの眼は同じくその姿の奥に在るもの──それを造り、操る者の意い図とを、感情を、想念を読み取る事が出来る。


　見れば否いや応おうなしに読み取ってしまう。


「…………」


　巨人はノーラの事など歯し牙がにも掛けていない様だった。


　彼女の真横……一メルトルと離れていない所に、巨人の一歩が踏ふみ降ろされる。


「──ッ!?」


　だが──やはり咄とつ嗟さに想像した衝撃も轟ごう音おんも無い。


　思わず身構えたノーラの皮ひ膚ふに、産うぶ毛げを逆さか立だてるかの様な奇妙な感覚だけが残っていた。


　樹じゆ脂し製せいの下した敷じきを乾かわいた布でこすると、静せい電でん気きが発生する。これを皮膚に近づけると産毛が勝手に逆立って、皮膚表面に何か、触れそうで触れないような、微び細さいで奇妙な感触が残る事が在るが──あれに近い。


　これは鉄巨人の足音が無い事と関係が在るのか。それとも無いのか。


　魔法工学の知識が無いノーラには分からない。


　彼女に分かるのは──


「…………」


　鉄巨人のその異い形ぎようが何を意味するか──という事だけだった。


　それは一つの狂気の具現だった。


　ノーラの眼には、それはあからさまに過ぎる程だった。


　確かにその巨人を作るのに使われているのは、モールドやスタッフを製作するものと同じ、既き存ぞんの魔法技術なのだろう。細さい部ぶを見ていけば、レイオットの〈スフォルテンド〉にも共通する造形や部品が見て取れる。


　だがこんなに巨大にする必要が無い。


　何よりも妊婦の形にする必要も無い。


　それが技術的必然の上に出来上がったものでない事は、ノーラにも一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。


　その巨大さを生み出したのは、妊婦の形を生み出したのは、ただただ──人間の妄もう執しゆうだった。確かにその巨大さは圧倒的な力を得る為ではあるだろう。確かに妊婦の形は操縦者が一番安定する場所が下か腹ふく部ぶだから、そこに操縦席を置いたという理由からだろう。だがそもそもこんな巨大なモールドを造り上げる意味が何ど処こにある？　わざわざそれを動かす為の動力を確保し、当然に生じる耐たい久きゆう性せいや構造上の問題を解決してまで、こんな代しろ物ものを作る理由など、何処にも無い。


　少なくとも常識的な思考の範はん疇ちゆうには。


（……胎内回帰……出産時心理的外傷バーストラウマ……）


　そんな言葉がノーラの内で渦うずを巻く。


　暖かな母の羊よう水すいに満たされた、何の不安も無い世界。


　そこから決別を余よ儀ぎなくされ、狭せまい産道を無理矢理押し出され、あるいは引きずり出され、暴力的な程に孤こ独どくなこの世界に人間は生まれてくる。


　だから赤ん坊は泣くのだと言ったのは、誰だれだったろうか。


　その生まれる前の闇やみへの郷きよう愁しゆう故ゆえに、男は女の下腹に己の生命の雫しずくを注そそぎ込む事で、女は自らもう一度孕はらむ事で、自分をもう一度あの暖かな原初の世界に戻そうとするのだという。


「……でも…………これは……」


　胎内との決別。


　世界に対する被ひ曝ばく。


　それがもし…………郷愁ではなく憤ふん怒ぬや憎ぞう悪おとして結けつ実じつすれば。


　回り帰るのではなく何処かに突き抜けてしまえば。


　それは何を生む？


「…………」


　生まれながらに何かが欠けている人間が居る。


　例えばノーラがそうだったように。


　五体満足に生まれてきても何かが欠けてしまう人間が居る。


　例えばバリーがそうであるように。


　別に珍めずらしい事ではない。


　本当に珍しい事なんかじゃない。誰もが何かを欠けつ落らくさせている。誰もが何かの不足に喘あえいでいる。だからそれを埋うめる為に人は誰かに寄り添ったり、何かを造り上げたり、何ど処こかに旅したりする。


　完全に円えん満まんな──文字通りに──人間など居やしない。


　だから本来それは本当に当たり前の事で──誰もが欠けた部分を埋めようと足あ搔がく。


「……いやッ……」


　けれどごくたまに──気付いてしまう人間が居る。


　欠けているから気に掛かるのだ。


　円の様でいて円になりきれていないから、そこが目立つのだ。


　傷が傷として在るから痛むのだ。


　ならばいっそ──何も無ければ。


　虚きよ無むは痛まない。虚無は歪ゆがまない。虚無は欠けない。


　わざわざ生まれ直すのではなく、埋めて誤ご魔ま化かすでもなく──完全に消してしまう事で欠落そのものを無かった事にすれば良い。


　そんな風に思い至いたる者が──思い至ってしまう者が希まれに居る。


　多分この巨大な妊婦像の制作者は…………


「やめて……」


　ノーラは喘あえいだ。


　彼女には『彼』の考えている事が手に取る様に分かった。


　それは本当に、どうしようもない位に、誤ご解かいなど入り込む余よ地ちも無い程に、あからさまな形だった──泣き叫ぶ赤あか子ごの声の様に。


「やめて……！　それは──」


　…………


　──ふと。


　巨人の動きが止まっていた。


　その巨体を僅わずかにねじり、首を曲げ、そして今初めてその存在に気付いたかの如ごとくにノーラの方を見下ろしていた。


　やはり巨大な顔の、何故か、片方だけの、眼で。


「………………やめて。お願い」


　ノーラは懇こん願がんした。


　地面に膝ひざをついて懇願する事しか出来なかった。


　無む駄だだ。無駄なのだ。言葉なんぞ何の慰なぐさめにもならない。


　しかし──


「やめて。お願いです。そんな事をしても──」


　そこで言葉に詰まる。


　そんな事をしても無む駄だだ。


　でもしなくてもやっぱり無駄だ。


　どちらも無意味で無価値だ。


　ならば──


「…………」


　ゆらりと──まるでノーラを見限ったかの様に、姿し勢せいを元に戻すと、巨人はやはり無音で数歩を進んでいく。


　ノーラが今やってきた方へと。


　スタインバーグ邸。


　そして……


「…………！」


　はっとしてノーラは振り返る。


「駄目ッ…………!!」


　がしゃん。


　彼女の叫びを断ち切る様に巨人の持つ杖スタツフが金属音と共に作動する。


　無音詠唱ダムキヤスト。


　呪文──装塡。


「…………イグ……ジスト」


　掠かすれた声で唱となえられる撃発音声トリガー・ヴオイスがノーラの頭上に降ってくる。


　次の瞬間──スタインバーグ邸に巨大な爆発の紅い花が咲いていた。




[image: ]




















　レイオット・スタインバーグには幾いくつかの特技が在ある。


　自みずから宣伝して回る趣味は無いので、知っている人間の方が少ないが──彼は戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストとして働く前に幾つかの仕事を経験しており、その結果として、外見に似合わぬ技能が備そなわっていた。


　料理もその一つである。


　勿もち論ろん、本職の料理人と比べられる様な腕前ではないが、暇ひま潰つぶしを兼ねてそれなりに凝こった品を作る事も珍めずらしくない。燻製機スモーカーや、収容数五十種を超える調味料棚スパイス・ラツクなどは、専業主婦でも滅多に所有していないだろう。ちなみに彼の作る料理に濃こい味付けのものが多いのは、元々料理ではなく酒を売る方が主の店で基本を覚えたからである。


　それはさておき──


「──レイオット」


　背はい後ごから彼を呼ぶ声の微び妙みような揺らぎに、レイオットは気付いていた。


　戸と惑まどい──なのだろう。


「どうした？」


　彼は夕食にと煮に込こんでいたポトフの火を止めて紅い眼の同居人を振り返る。


「さすがに腹はらが減ったか？」


「魔法です」


　カペルテータはいつもの緩い無表情のままだ。


　ただ少し──何かを訝いぶかしむ様に、その血色の双そう眸ぼうが細められていた。


「…………うん？」


　レイオットは眉まゆを顰ひそめながらエプロンを外はずした。


　カペルテータは魔族メレヴエレントの存在を感知する。


　魔族はその存在自体を魔法に支ささえられている、文字通りの魔法生物だが──さもないとあんな出で鱈たら目めな形状の生物が存在し得る筈はずが無い──カペルテータはその魔法そのものを感知する事が出来る。魔法が、その行使者の意識内から現実の事象へと転てん換かんされる際に発生するある種の波動──イマジネーション・バーストと呼ばれるものを、感知する能力が備わっているのだ。


　勿もち論ろん、彼女の感知能力は、魔法士ソーサリストが魔法を使う場合にも同じく反応するが、魔族メレヴエレントと魔法士では魔法の使い方が異ことなる為に、彼女が魔族と魔法士を混こん同どうする事は殆ほとんど無い。


　しかし……それはつまり、カペルテータは直接的に魔族と魔法士を区別している訳ではないという事だ。魔法の使われ方で、その行こう使し主しゆ体たいが魔族なのか魔法士なのかを経験的に判はん別べつしているに過ぎない。


「魔族ではなく？」


　レイオットは問とい質ただす。


　普段のカペルテータならば『魔族です』と告げる。


「魔法です」


　小さく頷うなずいてカペルテータは言った。


「魔族の様でもありますが。近付いてきます」


「…………」


　レイオットの脳のう裏りに閃ひらめくものがあった。


　三ヶ月前──同じ様な反応をカペルテータがした事が在った。


　魔族の様でいて魔族でない。


　魔族と混同しかねない魔法の使い方。


　魔族の恒常魔力圏と同様の──〈随ずい意い領りよう域いき〉と名付けられた特異な場を纏まとう異い形ぎようの魔法士、通称〈黒くろ騎き士し〉とレイオットは戦った。


〈イエルネフェルト事変〉以前と比べると、遅ち々ちたるものではあるが、今でも魔法技術は少しずつ進歩している。新しん機き軸じくは細ほそ々ぼそとながら開発され、技術は蓄ちく積せきされ、新しいものが開発されていく。


　ならば〈黒騎士〉に使われていたそれも、誰かの手によって更に改良を加えられ、別の形で運用される可能性も在るのではないか……？


「距きよ離りはどれ位か分かるか？」


「丁ちよう度ど、シェリング邸と此こ処ことの中間です」


「分かった」


　レイオットは台所を出て車庫に向かう。カペルテータも当然の様についてきた。


　途と中ちゆう、まな板の横に放り出してあった愛用の回転弾倉式拳銃リヴオルヴア〈ハード・フレア〉を手にするものの、これはお守まもり以上のものではあるまい。もし〈黒騎士〉同様の能力を持った何者かが相手なら、拳銃などは全く役やくに立たない。


「先に車に乗っていろ」


　言ってカペルテータの背中を押すレイオット。


　すぐに現場に出られる様にと大たい抵ていの装備は車に積んだままだが、それでも消しよう耗もう品ひんや一部の部品──例えば特とく殊しゆな呪ス文ペ書ル式タ板グや、本来、クラス３の許可証が無ければ所持してはいけない様な軍用銃器の類など──は、車庫に置いた保管庫ロツカーの中に保管されている。


「始動補助機のスイッチを」


　保管庫を開きながらそう告げるレイオット。


　小型トラック──モールド・キャリアの助手席から手を伸のばし、カペルテータは蒸気機関の始動スイッチを入れた。


　蒸気機関はその性質上、どうしても竃かまどが暖まらなければ出力が出ない。


　完全に機関が冷さめ切きっている場合、予あらかじめ小型の瞬間湯ゆ沸わかし器きを使って補助動力、補助装置を動かし、出力上昇に要する時間の短たん縮しゆくを図はかる事になる訳だが……それでも車を発進させるには五分近い時間が必要だ。旧い機械類は、頑がん強きようで同時に修理も簡かん易いなものが多いが、それだけ運用に手て間ま暇ひまが掛かる事も多い。


「…………」


　そして彼はふと動きを止めた。


　保管庫の真ん中に置かれているのは──あの『剣』を組み込んだスタッフだった。


　レイオットにしてみれば、強力すぎてむしろ使いにくい代しろ物ものである。だからこそ普段は今まで使ってきた通常使用のスタッフをモールド・キャリアに積んでいる。


　逡しゆん巡じゆんは一瞬だった。


　彼はそのスタッフを取り出すと、他の消耗品や弾薬と一緒にモールド・キャリアの中へと放り込む。理由は単に勘かんだ。


「……しかし……」


　近付いてくるのは魔族か。


　それとも〈黒騎士〉と近きん似じの技術を持った魔法士ソーサリストなのか。


　もし後者で〈黒騎士〉と同じ技術が使われているとすれば──


「一体……誰が？」


〈黒騎士〉であったメイスン兄妹きようだいは、妹は魔族化してレイオットに倒され、兄は犯人の分からない射殺死体で見つかっている。だが彼等はレイオットに〈資格者〉と呼ばれる『理性在る魔族』の集団の事をほのめかしていた。自分達は彼等と取引が在るのだ──と。


　しかし〈資格者〉達は別に〈黒騎士〉同様の装置など必要あるまい。


　彼等は魔族だ。わざわざ機械の模も倣ほう品ひんを要する筈はずも無い。


　では──


「──レイオット」


　カペルテータの声が彼を呼ぶ。


　そこに焦あせりの響きが在る様に感じたのは──レイオットの気のせいだろうか。


「魔法が──」


　次の瞬間。


　轟ごう音おんと共にレイオットの視界がぐにゃりと歪ゆがんだ。


「──ッ!!」


　衝しよう撃げき波はだ。


　砲ほう撃げきの瞬間に戦車砲や艦かん砲ぽうの側そばに立つと、衝撃波で一瞬、眼球が歪むという。それと同様に、押し寄せてきた不ふ可か視しの波がレイオットの眼球を変形させたのだ。


　歪わい曲きよくした世界の中で車庫の扉とびらが折れて吹っ飛び、その向こうに巨大な火か炎えんが荒あれ狂うのが見えた。同時に作業台や整備部品といったものが浮き上がり、横よこ殴なぐりに降る雨の如ごとく壁際へと押し寄せる。


　そして──


「ぐぅっ──」


　自身も爆風に飛ばされながら、レイオットは、見た。


　雑ぞう木き林ばやしと。夜空と。そして青白い月と。


　それらを背に傲ごう然ぜんとそびえ立つ──巨大な隻せき眼がんの魔ま神じんを。





　　　　●　　●　　●





〈エレンディラ〉。


　そう名付けられたそれは……極きよく言げんしてしまえばアルフレッドのモールド〈ディアパルゾン〉に合わせて製作された追加部品オプシヨンの一種だった。


　かつてメイスン兄妹が造り上げた特とく殊しゆな魔法機関──〈随意領域〉を展開して己の機体そのものの在り方を意志で直接制せい御ぎよする〈プロムナード機関〉を搭とう載さいし、全長九・六メルトルの人型機体を二足歩行させる代物だ。


　勿論これは機能的にはモールドの一部であっても、しばしば『鎧よろい』と評されるモールドとは全く別次元の存在である。人型ではあれど、その稼か働どうに人体の筋きん力りよくを要しないという意味では、むしろ自動車や飛行機──乗り物ヴイークルに近い。


「……く……くく……」


　元々モールドには諸もろ々もろの限界が在った。


　例えば拘束度デユラビツト数やスタッフに代表される魔法増幅器の集しゆう束そく・増ぞう幅ふく率りつ。


　これはモールドやスタッフを巨大化させればさせる程に──各種安定器や予備回路等の増設により──向こう上じようする傾けい向こうに在るが、勿論、それは同時にモールドやスタッフの重量増加を招まねく。


　医い療りよう魔法士用モールドや産業魔法士用モールドといった、現場であまり動く必要の無いものは、それでも構かまわない。だが、救命魔法士、あるいは戦術魔法士用のモールドなどは、ある程度まで身み軽がるに動けなければまるで意味が無い。


　故に、モールドを設計する際、拘束度デユラビツト数や魔法の集束・増幅率は、重量との兼かね合いで微び妙みような駆かけ引きを行いながら設定される。医療用モールドですら、病院の手術室に運び込める程度の大きさに抑おさえ込こむ必要が在る。まさかモールドを作ってからそれに合わせて病院を建てる訳わけにもいかないからだ。


「……くくく……くくっ……」


　ではもし。


　何らかの理由で重量や容積を全く気にしないでも良いモールドが設計できるとしたら。


　本来ならば、妄もう想そうの領りよう域いきに留とどまるであろう御ご都つ合ごう主義の発想──その具ぐ現けんがこの〈エレンディラ〉だった。


　核かくの部分、つまりその腹部、アルフレッドが乗り込んで──組み込まれている部分には、〈ディアパルゾン〉がそのまま収められている。この〈ディアパルゾン〉をいわば入出力装置として使い、構造材の限界まで各種集束装置、増幅装置、安定器等を詰つめ込んだ上で、アルフレッドが最も感覚的に運用しやすい形──つまりは人型に組み立てたのだ。


　その威い力りよくは絶大だった。


　例えば最も簡単な攻撃魔法〈ブラスト〉。


　この〈エレンディラ〉から撃たれたそれは、追加増幅呪文を介かいさなくても〈マグナ・ブラスト〉と同等か、それ以上の威力を発揮する。


「……くくくくく……く……く……」


　だが勿論それは決して拘束度デユラビツト数の節約にはならない。


　そもそも〈プロムナード機関〉に相当な拘束度数が消しよう費ひされる為、〈エレンディラ〉は結果的に差し引き零ゼロどころか、余計に拘束度を喰くう『燃ねん費ぴ』の悪い機構システムとなってしまった。


　だが──


「く……くはっ…………は……ははは……は！……はははははははははははは!!」


　鈍にぶい羽は音おとを思わせる駆く動どう音おんに包まれながら、巨大モールドの腹部でアルフレッドは哄こう笑しようをその口の端はしから零こぼしていた。


　今の彼は〈ディアパルゾン〉に加えて〈エレンディラ〉の装甲にも護まもられている為、直接的に外部を見る事は出来ない。しかし〈エレンディラ〉の頭部に備え付けられた光学観測器からの映像は、導どう光こう繊せん維いのチューブを介して彼の目め許もとにまで引き込まれている。


　彼の眼には──自分の肉眼で見ているかの様に、炎上するスタインバーグ邸がはっきりと映っていた。


　元々耐火煉れん瓦がを積み上げて作られたその頑がん丈じような壁も、攻撃魔法の直撃を食らえば紙よりも脆もろい。アルフレッドが使ったのは〈ブラスト〉でしかないが、前ぜん述じゆつの通り〈エレンディラ〉から放たれたそれは、通常の五倍以上の威力を発揮し、スタインバーグ邸の半分近くが爆発に抉えぐり取とられ、消滅していた。


「まさか死んでは居ないだろうな？　レイオット・スタインバーグ！」


　アルフレッドは言った。


　これでも彼は手加減した積もりだった。本気で殺す積もりならば、最初から強化版〈マグナ・ブラスト〉で邸宅ごと瓦が礫れきも残さず吹き飛ばしていただろう。


「くはははははは！　ははは！　は！　は！　駄目だ！　死ぬな！　この程度で死ぬなよ!?　レイオット・スタインバアアアアグ！　ははははははははは！」


　あるいはレイオット・スタインバーグ本人に言った処で、決して信じはしないだろうが……かつてのアルフレッドは彼に対してある種の親しん近きん感かんさえ覚えていた。


「くはははは！　はははははははははは！」


　はっきりとレイオットから聞いた訳ではない。


　だが……自分と同じ匂においを感じていた。


　それは殆ほとんど直感と言っても良いだろう。


『こいつは自分の親を殺している』──と。


「ははははははははははははははははははははははははははははははははははッ!!」


　同種の罪人にしか分からない感情が在る。


　同じ科を背負わされた者同士にしか通じないものが在る。


　アルフレッドは思ったものだ。


　親を殺し、半魔族ハーフ・ブルートの娘を連れ歩く、この男なら。


　こんな人間が居るならば──自分はこの男の存在を慰なぐさめに、辛かろうじて生きていけるのではないかと。自分と同じ様な男が、同じ様な罪を抱かかえ、同じ様な生き方をしているのだから……たとえ自分は、絶望し、失望し、全てを憎にくみ、全てに怒りながらでも、世界にたった一人の異い邦ほう人じんではなくなるのではないかと。


　だが──違った。


　レイオット・スタインバーグは卑ひ劣れつにも、自分だけ救われようとしていた。


　自分とレイオット・スタインバーグの間にどんな差が在ったのか。初めから共感を覚えたアルフレッドの方が間ま違ちがっていたのか。


　分からない。分かるつもりも無い。


　はっきりしている事が一つ在る。


　アルフレッドにとってレイオットは裏切り者だ。


　絶望からの逃亡者だ。


　だから──


「くははははははッ！　はははははははは！　レイオット・スタインバアアアグ！」


　レイオット・スタインバーグには、世界が燃え尽つきる様を見せねばならない。


　安あん易いでお手軽な希望に縋すがり、自分だけが絶望から這はい上あがろうとする愚おろか者ものには、自分が必死にしがみついているものが、如い何かに脆ぜい弱じやくで無価値なものか、思い知らせてやらねばならない。


　だからアルフレッドは決めていた。


　レイオット・スタインバーグは最後に殺す──と。


「まずはトリスタンが滅ほろぶ様を見るがいい。は！　は！　はははは！　は！」


　こみ上げてくる暗い熱に促うながされながら高々と笑うアルフレッド。


　しかし……





　──銃声。





　次の瞬間、轟とどろいたそれが、彼の笑えみを──より深めた。


「そうだ……」


　囁ささやく様にアルフレッドは言った。


「きちんと、生きていたな……偉えらいぞ、レイオット・スタインバーグ……！」


　炎えん上じようするスタインバーグ邸の脇わき。


　その草むらに……拳けん銃じゆうを左手に構えたレイオットの姿すがたが在った。


　確かに彼は生きている。


　だが無ぶ事じという訳にはいかない様だった。


　頭部に怪け我がを負ったのか、その半面は血にまみれている。着ている衣服もあちこちが破れている上、息も荒あらい。そして何より敵と相対しながら──地面に片かた膝ひざをついたままで、草むらから立ちあがる様子も無い。


　肩かたの骨でも折ったのか──本来、拳銃を握にぎる為のその右腕は、肩ごと身体の後ろに庇かばう様にして、だらんと垂たらしたままだ。


　奇跡的に割れず歪ゆがまず、その鼻先に引っかかったままのサングラスの上から、黒い双そう眸ぼうがアルフレッドを静かに見み据すえていた。


　そして──


「──よぉ。アル坊や。久しぶりだな」


　レイオットは言った。


　勿論、レイオットには〈エレンディラ〉の中のアルフレッドの顔は見えない筈はずである。


　だが……


「お前くらいのもんだろう、そういうイカれた代しろ物ものを作るのはな。なあ──アルフレッド・スタインウェイ!!」


「くはっ……くはははは………！」


「そういや、メイスン兄妹きようだいの兄貴の方を撃ったのは、三〇口径のカービン弾だったそうだな。お前が研究資料を奪うばって始末した訳か」


「……くく……く……奪った訳ではない……始末はしたがな」


　アルフレッドは言った。


　勿論、複ふく層そう装甲に遮さえぎられているので彼の肉声がそのまま届く事は無い。だが〈エレンディラ〉は〈随意領域〉を振るわせて自分の声を相手に届ける事は出来る様になっている。


「で？　何がしたいんだ？　アル坊や」


「……くくく……く……」


「遊んで欲しいんなら、そこでちょっと待ってろ。衣装直しの間だけな」


　言いつつレイオットがちらりと視線を脇に向ける。


　そこには爆破の衝撃を受けて横倒しになっているモールド・キャリアの姿が在った。


　中のモールドが無事かどうか、モールドが無事だとしても、移送用架か台だいや装着機構が無事かどうかは、勿論、此こ処こから見ただけでは分からない。


　ただ──


「……先にも言ったが」


　アルフレッドは告げる。


「お前はそこでトリスタンが、世界が滅ほろぶ様を見ているがいい……お前と踊るのはその後だ……それでもまだ、お前が生きていれば、だがな……」


「つれないな」


　レイオットは歯を剝むいて笑う。


　同時に、銃撃。


　二発目の四五口こう径けいマグナム弾が傲ごう然ぜんと〈エレンディラ〉に襲おそいかかる。


　しかし──


「無む駄だだ」


　アルフレッドは空中に静せい止しした弾だん丸がんを見下ろしながら言った。


「銃は役に立たん」


〈随意領域〉は魔族メレヴエレントの魔力圏ドメインと同じである。


　使用者の意識の拡大であり、そこに踏ふみ込んだありとあらゆる物質は、意識の触手に絡からめ取られる。銃も。炎も。刃も。雷も。物理的な攻撃力は使用者の意志一つで確実に排はい斥せきされる。


　これを突破できるのは同じ魔法か──


「そうかい？」


　垂たらされていたレイオットの右腕が跳はねた。


　身体からだの陰かげに隠かくしていた対魔族用自動小銃〈リバース・ペット〉。


　圧あつ倒とう的てきな初速そのもので、魔力圏が反応する前にその絶対防御領域を突破する攻撃兵器。ＡＴＡＳＡやＳＳＳの〈サンダーボルト〉と並んで、数少ない、魔族に対して実効性の在る歩兵兵器であった。


　射撃モードは全自動。


　機銃の如ごとく放はなたれた十発余りの二三口径超高速弾は、立て続けに絶対防ぼう御ぎよたる〈随意領域〉に食い込んでゆく。魔族相手ならば決定打になる事の少ない小口径弾も、人間相手ならば十分な威力を発揮する。装そう甲こうの隙すき間まに一発でも潜り込めば、それが跳ちよう弾だんとなって激しく肉を引き裂さく事になるのだ。


　そして──


「……言った筈はずだ」


　アルフレッドは喉のどの奥おくで笑いながら告げた。


「銃など、役に、立たん」


「…………」


　さすがのレイオットも〈リバース・ペット〉を構えたまま、呆ぼう然ぜんと凍り付いていた。


　無理もない。本来、魔族の魔力圏を突とつ破ぱし得るその銃弾が、〈エレンディラ〉の装甲に到とう達たつする前に、やはり先の四五マグナム弾同様、静止していたからだ。


「くく……魔族と戦っている積もり……だったか……？」


「…………なるほど」


　レイオットもどうやら理り屈くつが分かったらしい。


　基本的に、魔族は、人間と『戦っている』積もりは無い。生理的に不ふ死じ身みを保ほ証しようされた彼等は、死の恐怖などそもそも持ち合わせておらず、生存競争そのものを認識しない。その行動全ては、衝動的かつ発ほつ作さ的な遊びに過ぎないのだ。


　故にあくまで、戦っている積つもりなのは人間だけだ。


　つまり魔族は──人間から攻撃される事を基本的に認識していない。してもあまり脅きよう威いと感じていない。


　勿論、戦術魔法士に攻撃されればそれなりに反撃もするが、それは魔族にとって遊びの延えん長ちようでしかなく、それ故に魔族は意識的な防ぼう御ぎよを殆ほとんどしない。魔族の防御は殆どが生理反応でしかないのだ。


　だからこそ……人間が付け入る隙すきも在るし、ただ速いだけの弾だん丸がんで傷きずを負おわせる事が出来る。


　だがもし魔族が意識的に防御を展開するとしたら？


「くく……くくく……く……」


　アルフレッドはレイオットが〈リバース・ペット〉を構えた時点で既すでに〈随意領域〉に斥力場を発生させていた。予あらかじめ攻撃が来るのが分かっているのなら、盾たてを構えておけば良い、ただそれだけの事である。


　とはいえ……


「そんなに戦いたいなら、丁ちよう度ど良い……そろそろ使い切りの時間だ」


　アルフレッドは笑う。


「暇ひま潰つぶしを置いていってやろう……」


　言ってアルフレッドは──〈エレンディラ〉は、手にした巨大な特殊スタッフを操そう作さ。


　がしゃんと音を立てて巨大な装ボ塡ル桿トが上下する。


　そして──


「さあ……坊や。おじさんが遊んでくれるそうだぞ……？」


　異様に巨大な、人間の腕ならば一抱えほどもある空から薬やつ莢きようが、月光を跳ね返しながら空に舞った。





　　　　●　　●　　●





　直径は半メルトル弱だろうか。


　金属製の円えん筒とうが巨大なスタッフの中から排はい出しゆつされて飛んでいた。


　その様子は、自動拳銃が撃ちガラである空薬莢を排出する様によく似ている。ただし大きさはまさしく桁けた違ちがいだったが。


「──!?」


　咄とつ嗟さに後方へ飛とび退のこうとして、しかしレイオットはよろめいた。


　とりあえず平然と振る舞って見せていたものの、爆発の衝撃で肋ろつ骨こつにはヒビが入っている様だし、全身にも十数ヶ所に小さな裂れつ傷しようや打だ撲ぼく傷しようが在る。本来であれば、戦闘どころか、身動きすらも厳きびしい状態だ。


「ちっ──」


　無ぶ様ざまに地面に転ころがりながら、しかしその勢いを利用して、飛んできた空薬莢から距離をとる。レイオットの勘かんが──というよりも生せい存ぞん本ほん能のうが告げていた。それは見た目に反して途と方ほうも無く危険な代しろ物ものだと。


　金属円筒は地面に落ちると、意外にも、ぐしゃりと潰つぶれた。


　どうやら金属と言っても非常に薄うすい代物であるらしい。大きく歪ゆがんだ拍ひよう子しに蓋ふたの部分が外れ、中から何やら液体がこぼれる。バケツでぶちまけられたかの様に、半円を描いて地面を濡ぬらしたそれは、半透とう明めいだが、何ど処こかどろりと粘ねん性せいを伴ともなっていた。


　そして──


「…………まさか」


　レイオットは眼を丸くして呻うめく。


　そんな彼の視線の先で──





　あお……あお……あお……おおおおおおおおおお…………





　それは蠢うごめいて──鳴いた。


　鳴きながらもぞもぞと動いて巨大な空薬莢の中から這はい出てきた。


　在り得ない。在ってはならない。


　そんな光景が自分の目の前に展開している。


　いい加か減げん、綺き麗れい事ごとも、道徳や倫りん理りも、苦笑で受け流してきたレイオットだが……そんな彼をしても嫌けん悪お感かんで金かな縛しばりになる程の、それは光景だった。





　あお……あお……あお……おおおおおおおおおお…………





　鳴いている。


　それは……完全に成長しきっていない、未だ、母親の胎たい内ないに護まもられている筈の、恐らくは、六ヶ月かそこらの──


「馬鹿な……お前…………！」





　胎たい児じだ。





　愕がく然ぜんと凍こおり付つくレイオットの前で、胎児は、意外な健けん脚きやく振りで這った。


　恐らくは臍へその緒お代わりの生せい命めい維い持じ装そう置ちなのだろう──何本かの樹じゆ脂し製チューブをまるで尻尾しつぽの様に引きずっていた。


「こんな…………！」


　在り得ない。まともに生まれた赤ん坊でも、生まれてすぐには、ただそこに転がるばかりで移動できない。ましてや赤ん坊としてすら完成しきっていない胎児が、いきなり外に放り出されて、動ける筈が無い。


　レイオットの脳のう裏りに嫌な連想が繫つながっていく。


『そろそろ使い切りの時間だ』『〈黒くろ騎き士し〉』『生いけ贄にえ』『暇ひま潰つぶしを置いていってやろう』『プロムナード機関』『胎児』──





　あお……あお……あお……おおおおおおおおおお…………





　胎児が泣く。鳴く。啼なく。


　いや──吠ほえる。咆ほえる。吼ほえる。


　人間の身では在り得ない行為の代だい償しようは勿論、人間を止める事だ。


　つまり──





　あお……あお……あお……おおおおおおおおおお…………





　変形が始まる。


　びちびちと肉が蠢うごめき、ごりごりと骨格が組み変わる。


　だがそれはてんで支し離り滅めつ裂れつで、まるで形にならない。


　膨ふくれる。潰つぶれる。伸のびる。縮む。


　手が生はえる。脚あしが生える。翼つばさが生える。尻尾が生える。


　それらがまとめてしなびて消える。


　そしてまた幾つもの器官が発生してはぞわぞわと蠢うごめく。


　延えん々えんと繰り返される支し離り滅めつ裂れつな造ぞう形けい。


　ただ無茶苦茶にこね回した粘ねん土どに、ばらばらにした人体部品を埋め込んだかの様な、混こん沌とんという以外に表現し様の無い不定形のバケモノが、そこに誕たん生じようしていた。


「アルフレッドッ!!」


　振り返って怒鳴るレイオット。


　鋼鉄の巨人は、しかし最も早はや、レイオットには用が無いとでも言う様に悠ゆう然ぜんとその場から離れつつあった。


　ただ──


「『この世で最も価値のあるものは人間の命』──」


　アルフレッドの歌う様な声が漂ただよってくる。


「だがそれは……同時に最も値ね引びきがきくものでもある……違うか？　……くくく……なあ……レイオット・スタインバーグ……！」


「…………！」


　それはかつてレイオットが口にした言葉であった。


　無む論ろん、アルフレッドがほぼ同じ内容を言ったのは、単なる偶ぐう然ぜんではあるだろう。


　だが──


「価値など無い。欠片かけらも。微み塵じんも。それは後から親がくっつけていくものだ。故にそもそも親に愛されぬ子供など生まれてくる価値は無い。虫がただ現象の如ごとく生まれて、生きて、死ぬ様に、命など、湧わいて、潰れる、ただそれだけのものだ……くく……」


「…………」


　レイオットはただ唇くちびるを嚙んだ。


　罵ば詈り雑ぞう言ごんなら幾らでも出てきそうだったが、百万言を投げつけても無意味だ。


「だから使い捨てても、構わない……く……くく……くくくく……く……くはっ……！」


　堪こらえきれないといった調子で笑い声が変化する。


「ははははははははっ！　は！　はああああははははははははッ!!　俺の息子をよろしくなぁ、レイオット・スタインバーグッ!!」


　アルフレッドは高々と笑いながら去っていく。


　思わずそちらに〈リバース・ペット〉を向けて──しかしレイオットは引き金を引く事無く地面を転がって移動。一瞬前まで彼が占しめていた場所で、何か見えない力が弾はじけたのは次の瞬間だった。





　おぎあ。おぎああああ。おんんんんんんんぎああああああ。





　赤ん坊の声を録音して無理矢理に加工しまくったかの様な──ざらざらと濁にごった声を上げながら、不定形魔族が迫ってくる。


「……くそ」


　完全に失しつ策さくだった。


　レイオットはアルフレッドの考えを悟さとった時点で──落ちてきた空から薬やつ莢きようの中身を知った時点で、何も考えず、即座に胎児を射殺すべきだったのだ。それならば銃でも楽に殺す事が出来ただろう。変へん態たい途中の魔族は──魔族になりきっていない魔法中毒患者ソーサリイ・アデイクトは、未だ銃で殺す事が出来る。その脳のうの半分以上を破壊してやれば魔族化を止める事が出来たのだ。


　だが──


（……俺もまだまだ常識人か）


　レイオットの口元を苦笑が過ぎる。


　喜ぶべきか哀かなしむべきか。


　レイオットは胎児を生いけ贄にえとして使い捨て、あの巨大モールドを運用するというそのアルフレッドの非ひ道どうな──いや残ざん虐ぎやくとか無む慈じ悲ひとかそんな言葉では表現しきれない位に狂いきったその発想に、呑のまれた。


　目の前に居るのは赤ん坊、というその事実に、射殺するという選択肢を採とる事が出来なかったのである。


　勿論それは感かん傷しように過ぎない。


　赤ん坊であれ老人であれ、少女であれ少年であれ、魔族化した者は既すでに人間ではない。そう法律に定義されている。それは自存する局きよく地ち災さい害がいそのものだ──





　おぎああ。ぎいぎいいいあ。あああが。





　胎児魔族が鳴く。


　蠟ろうで作った赤ん坊の人形を溶とかして搔かき混まぜたかの様な、異い様ような姿すがた。決して大きくはないが、それはどこまでも生理的嫌けん悪お感かんを催もよおす姿であった。


　しかも──


（──力もある、か）


　更に転ころがって移動しながら、レイオットは考える。


　先の一撃が弾けた場所は、大人の拳こぶし大だいの穴が地面に開いていた。一見、地味な痕こん跡せきではあるが、地面に打ち込めば大口径のマグナム弾でも似たような弾だん痕こんになる。恐らく人体に対する殺さつ傷しよう力りよくは十分以上にあるのだろう。


　モールドを着けている余よ裕ゆうは無い。


　ならば手にした〈リバース・ペット〉で撃つしかない訳だが──


「子守ベビーシツターをする事になるとはな」


　呟きながらレイオットは地面を叩たたいてその反動で身を起こした。


　全身の打だ撲ぼく傷しようと、裂れつ傷しようと、そして胸の肋ろつ骨こつが悲鳴を上げる。だが、動くのを止めれば間違いなく魔族に捕つかまるし、延々と転がり続けての移動は、単調なので魔族が追いつく可能性も高い。ここは立って走るしかなかった。


「ぐっ──」


　苦く鳴めいを漏もらしながらも、レイオットは走る。


　同時に、奇き怪かいな吠ほえ声を放ちながら魔族も彼を追ってきた。


　不定形生物の様だが、しかし、その動きは意外に素早い。まるで水すい滴てきが硝子ガラスの上を滑すべり落ちていくかの様に、するすると地面の上を移動してくる。


（構えて、撃つ──）


　その一瞬の隙が、見つけられない。


　魔族は、まるで犬や猫ねこが飼かい主ぬしにじゃれつこうとしているかの様に、真まっ直すぐ、他にはまるで注意を払わずレイオットに向かってくる。脚を止めればその瞬間に襲いかかってくるだろう。そもそも先程もどんな攻撃手段だったのか未だレイオットには分かっていない。


　だが──


「──！」


　ぴしりと空気が鳴いた。


　同時にがくんとレイオットの姿勢が崩くずれる。


　踏み出した脚に力が入らない。倒れながらも反射的に自分の脚に眼を向けたレイオットは、ズボンと、そしてその下のふくらはぎがぱっくりと割れているのを見た。


　痛みは無い。血も殆ほとんど出ていない。


　そもそも骨に達する様な深い傷ではないが──


（真空裂傷……！）


　人間の肉体は一気圧環境下に適てき応おうしている。


　これは周囲の大気の圧力──即すなわち外圧と、人間の肉体の内圧が拮きつ抗こうしている為だ。勿論、深海の底に生きている魚や海鼠なまこの類たぐいが潰つぶれてしまわないのも、内外の圧力が釣り合っている為である。


　だがもし、その状態がいきなり変化すればどうなるか。


　外圧だけがいきなり消しよう滅めつすれば、内圧調整が追いつかず、人間の肉体は自ら破は裂れつする。逆に内圧だけを消した状態──例えば缶かん詰づめの中を真空にしてしまえば、缶は見えない手で押し潰つぶされたかの様に自ら圧あつ壊かいする。


　同様に、何らかの原因──例えばつむじ風か何かで局所的に下がった気圧の領域に人間の肉体が触ふれれば、いきなり何も無い処ところで皮ひ膚ふが裂さける。


　あるいは、ごく小さな範囲で急激に気圧を下げれば、そこに生しようじる激しい空気の動きが、爆発の様な現象を引き起こす。先に地面に食い込んだ一撃はこれだったのだろう。


（まずい──）


　攻撃が見えない。


　射程も分からない。


　その状態で転倒し、しかも脚を傷つけたとなると──


「くっ──」


　駄目で元々である。レイオットは〈ハード・フレア〉を投げだし、倒れながら〈リバース・ペット〉を構える。だが狙いが定さだめられない内に、彼の身体は地面を打ち──肋ろつ骨こつに走る激痛で彼は悶もん絶ぜつした。





　おんんんんんんんぎいいいいいいあああああああああああああああああ。





　魔族の表面で、ぼこりぼこりと泡が弾はじける様にして幾つもの口が出来上がり、そこから吠ほえ声が放たれる。あるいはそれが撃発音声トリガー・ヴオイスなのか、レイオットの周囲で、次々に地面が弾けてゆく。


　そして──





　ああああおおおおお──…………





　──銃声。


　突とつ如じよ響いたそれが魔族の吠え声を中断させた。


「──!?」


　苦痛も忘れて振り返るレイオット。


　そんな彼を次の瞬間、白い光が照らし出した。


　自動車の──ヘッドランプだ。


　開放型荷台のトラックである。アルス社製〈イノーヴァ〉。田舎いなかでは作物や小型の家か畜ちくを運ぶ為に使われる車種だ。設計が古い為に野や暮ぼったく格かつ好こうは悪いが、実用性が高い為、何ど処こででもよく見かける。


「スタインバーグ君ッ!!」


　その助手席から身を乗り出し、がしゃりと音を立ててレバー・アクション式の散弾銃を振り回して、片手で排はい莢きよう・装塡作業をこなすと──バリー・シェリングは再びその銃口を魔族に向ける。


　運転席で必死の形ぎよう相そうを浮かべてハンドルを握っているのは、エレナだった。シェリング夫婦の間には青ざめた表情のノーラの姿も在る。


　銃声。


　更に十数発の──鹿しか狩がり用散弾が魔族メレヴエレントに浴びせかけられる。


　だが人間なら一撃で瀕ひん死しのその攻撃も、魔族には効かない。魔族の皮ひ膚ふに触れる直前で、小さな鉛なまりの粒つぶはぴたりと停止し──次の瞬間にはどろどろに溶とけて地面に滴したたり落ちていた。


　散弾銃で魔族は殺せない。


　勿論──


「～～～～～ッ!!」


　運転席のエレナが眼を瞑つむって声にならない叫びを上げた。


　トラックが加速し、魔族にのしかかる。轢ひき殺ころそうというのだろう。だがそれはいくら何でも無茶という他無かった。
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　がん！　と音を立ててトラックの鼻面がへこむ。


　魔族の魔力圏ドメインだ。


　のしかかってくるトラックを障害物として排はい除じよしようとしたのだろう。魔族の生存本能に直結したその力は、自動的で──そして強い。


　いきなり正面から叩き付けられた衝撃に、トラックはその進路を狂わせられた。それどころか、衝しよう撃げき波はで車体を浮かせられ、片輪が宙を搔かく状態で──魔族を轢き殺す事無く、その脇わきを通り過ぎてしまう。文字通り片足立ちの如き微び妙みような均きん衡こうで右へ左へと揺れるトラックに、ノーラとエレナが悲鳴を上げた。


「くっ……！」


　バリーが散弾銃を構え直そうとするが、片手である事と、不自然な体勢と、そして何より銃自体の長さの為に上う手まくいかない。





　おおおおんんぎいいいいいああああああああああああああああああ──！





　その間に魔族は再び濁にごった叫びを放つ。


　たとえどれだけの気き概がいと覚かく悟ごが在ろうとも、所しよ詮せん──普通の人間が、普通の武器で、魔族を倒すのは無理なのだ。シェリング夫婦の行為は、僅わずかに十秒余りの時間を稼かせいだだけに過ぎなかった。


　だが──


「──感謝だ。おばちゃん」


　──十秒もあれば、痛みを堪えて銃を構えるには十分である。


　レイオットは〈リバース・ペット〉の引き金を引いた。


　全自動射撃フルオート。


　一秒と掛からず、弾だん倉そうに残っていた八発の超高速弾が魔族に突き刺さる。


　レイオットは、敢あえて立ち上がらず、地面を転がりながら〈リバース・ペット〉を投げ出して魔族に近付くと──代わりに途と中ちゆうに落ちていた〈ハード・フレア〉を指先で引っかけた。


　ひゅんと音を立てて重銃身の拳銃が回転。その銃把グリツプがレイオットの掌てのひらに収まったその瞬間、銃口はぴたりと魔族の傷口に押し当てられていた。


「すまんな」


　かきんと音を立てて親指が撃げき鉄てつを起こす。


「次は親を選んで生まれてこい」


　四五口こう径けいマグナム弾の零ゼロ距離射撃。


　レイオットは立て続けに引き金を引いた。


　一発目で魔族の身体からだが膨ふくれあがる。


　二発目で身体のあちこちが内ない圧あつに耐たえかねて弾ける。


　三発目で魔族は一ひと際きわ大きな裂さけ目めから血と肉にく片へんを撒まき散ちらしながら吹っ飛んだ。


　そして──


「──それが出来れば苦労はないんだろうけどな」


　レイオットの呟きに応じるかの如ごとく、最後に短く断だん末まつ魔まの鳴き声を上げると──魔族は永えい遠えんに沈ちん黙もくした。





　　　　●　　●　　●





　夕ゆう闇やみに沈しずみつつある夜の官公庁街。


　現在、トリスタンの役所は、大たい抵ていがプーランク通りの延えん長ちようとも言うべきワーウィック大通り──通つう称しよう〈役人通り〉の並びに集中している。市庁舎を始めとして、消防署、市警本署、法務局、移民局、運輸局、電話局、魔ま法ほう管かん理り局きよく──その他諸もろ々もろ。


〈イエルネフェルト事変〉後の都市計画によって丁てい寧ねいに作られたこの通りは、道みち幅はばが広く、毎年、感謝祭などにはパレードが催もよおされたりもする。もっとも役人主しゆ導どうのお祭りの常つねで、行進に参加するだけでも手続きが面めん倒どうだったり、微妙に計画の采さい配はいが悪かったりして、市民の評判は今ひとつだが。


　役人はいつも定時で帰る──というのはこのトリスタンでもよく言われる誹ひ謗ぼうだが、実際にはこの通りの建物から、光が消えるという事はまず無い。


　消防署や市警本署は勿もち論ろんなのだが、その他の事務手続きを扱あつかう役所も、その一部に灯あかりを点ともしたまま──一部の役人が夜を徹てつして仕事を片付け、朝を迎むかえる事もよくある事だ。勿論、昼間よりは暗くなるが、この〈役人通り〉が完全に闇に落ちる事は無い。


　そんな中──


「それじゃ、お先に失礼します」


　未だ残っている同僚達にそう告げて、ネリン・シモンズ二級監かん督とく官かんは魔法管理局の建物を辞じした。


　役人が帰る時間としては、決して早い時間ではないのだが、この二ヶ月程は泊まり込みが無くなっただけでも随ずい分ぶんと気楽である。


「……急いで行けば未まだ〈カーゾン・ブックス〉開いてるかな」


　腕にまいた時計を見ながらネリンは呟つぶやく。


　とりあえず家に帰る前に、本屋を覗のぞく積つもりのネリンであった。ここしばらく仕事が楽になってきたので、料理のレパートリーでも増やそうという算段である。


　正直言ってネリンはあまり家事の類たぐいが得意ではない。また殊こと更さらに料理が趣味という訳でもない。彼女が料理関係の本を買う様になったのは本当に最近の事だ。


　理由はレイオット・スタインバーグである。


　あの無資格の戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストの方が自分より料理が上う手まいという事実にネリンは常々問題意識を持っていたのだ。他の人間ならともかく、レイオットや、ジャック・ローランドの様な類タイプの人間に、日常生活関係の技能で負けるのは、女として、という以前に人間として、かなりまずい様な気がする。


　まあネリンの場合はレシピがどうこうという以前に、もっと根こん本ぽん的てきに、調理器具の扱あつかいから学ぶべきなのだが──何度か自分の指を包ほう丁ちようで落としそうになった事がある──不幸にもそれを彼女に指し摘てきしてくれる人物は、今の処、居ない。


　そういう訳で試験前に参考書を買って勉強した気になる学生の様に、とりあえず料理関係の本を購入し、それを眺ながめては悦えつに入るという日々がこの二週間余り続いている。まあ誰だれに迷めい惑わくを掛かけるでもない趣味なので問題はなかろう。


　それはさておき……


「そういえば、そろそろ彫ちよう像ぞう、出来てたりするのかしらね」


　ふとスタインバーグ邸でカペルテータの像を造っている少女の事を思い出す。


　あのノーラ・ヤナギサワという少女は、どうもカペルテータとレイオットの二人の像を造ると言っていたが──そもそも彫像というものは、どれ位で出来上がるものなのだろうか。そろそろカペルテータの方は終わって、レイオットの像の製作に入っていたりするのだろうか。


　そこまで考えて──


「……まさか」


　カペルテータは全ぜん裸らだったわけだが。


　ひょっとしてレイオットも脱ぬいだりするのだろうか。『芸術のためなら』とか殊しゆ勝しような事は言いそうにないが、何事にも怠たい惰だな性質の彼の事だ、熱心に頼まれたら、むしろ断るのを面倒くさがって引き受けかねない。


　普通のモデルならばともかく、未だ十代の少女の前で全裸を晒さらすレイオットというのは、想像するだに変態的というか、それはさすがにまずいような気がしないでもない。たとえ芸術の為という理由が在ってもだ。


　では二十代の前なら良いのかとか、そういう話でもないのだが。


「うーん……」


　そもそもあのノーラという少女はどうしてレイオットとカペルテータの組み合わせの像を造ろうと思ったのだろうか。確かにあの二人は並んでいると奇き妙みような空気を漂ただよわせているというか、余よ人じんには踏み込みにくい雰ふん囲い気きを造り上げてしまうものだが──


「──ネリン」


　ふと声を掛かけられて、ネリンは瞬まばたきしながら傍かたわらを振り返る。


「や。こんばんは」


　消しよう火か栓せんの上に腰掛けて片手を振っているのは──一人の女性だった。


　未だ若い。娘と言っても良い様な年齢なのはネリンと同じだが……小こ柄がらな上に何ど処こか童どう顔がんで幼おさない雰囲気を引きずっている彼女に比べると、その女性は、長身で、年齢に似合わぬ余よ裕ゆうというか落ち着きが感じられる。


　ただし成熟した女性の色いろ艶つやという意味では、少々疑問を覚える容姿でもあった。


　美人だ。それはもう間違いがない。


　ただ短く整ととのえられた髪といい、ジーンズにシャツという格好といい、妙に中性的というか──こざっぱりした清せい潔けつ感かんがまず第一印象に来てしまう人物であった。


「……フィリシス」


　ネリンは驚いた様子で彼女の名を呼ぶ。


　フィリシス・ムーグ戦術魔法士。


　トリスタンの戦術魔法士としては最もつとも有名で──かつ最強との噂うわさも高い人物だ。親が貿易商をしている関係でかなり裕ゆう福ふくな生活なのだが、敢あえて危険な戦術魔法士を続けているという変わった人物でもある。


　ネリンの担当の魔法士ではないが、以前、とある事情で一緒に酒を飲んでから、フィリシスとは友人付き合いが続いているのだ。


「今、帰り？」


「うん。そう──フィリシスは、何？」


「んー……」


　腕を組んでフィリシスは首を傾かしげる。


「よく分からないんだけどね」


「何、それ？」


「いや……警察の方から連絡が来てさ。ＡＴＡＳＡのお偉えらいさんが会いたいって」


「ＡＴＡＳＡ……」


　対魔族戦を専門とする帝てい都と警察の特とく殊しゆ部隊。


　あまり良い評判を聞かず、口の悪い人間からは〈殲滅部隊アニヒレイタズ〉などと呼ばれている組織だ。しばしば超法規的特権を行こう使しする為、帝都警の一部隊というよりも長官直属の独どく立りつ組織としての性格が強く、一説には対魔族目的ではなく、帝都警察の権力強化を目的として設せつ立りつされたとも言われている。


　一いつ般ぱん警察とは明らかに色々な面で温度差が在り、アルマデウスの一般的な国民には、馴な染じみの薄うすい組織でもある。最悪の場合には燃料気化爆弾で街区ごと魔族メレヴエレントを焼き払う真ま似ねも辞じさない組織なので、そうそう馴染みが在っても困こまる訳だが。


「ところが、いつまで待っても来ないのよね、問題のお偉いさんが。市警本署で会う予定になってたんだけど」


「…………どういう事？」


「いや。なんだか行方ゆくえ不ふ明めいとかで」


「行方不明…………？」


　別件の仕事で忙いそがしくなったというのならば分かるが、行方不明というのも、またおかしな話である。事件に巻き込まれたという事だろうか。だがＡＴＡＳＡの人間が何か事件を起こしたり巻き込まれたりすれば、間違いなく騒さわぎになる筈はずで──それが実際に、待ち合わせをしていたフィリシスや、場所を提供していた市警に連絡が来ないというのも奇き妙みような話ではあった。


「変でしょ」


「変ね……」


　首を傾げるネリン。


「何かここのところ、軍の方でも変な動きがあるみたいで」


「軍で……？」


「ファーゴが知り合いから聞いた話だけどね」


　とフィリシス。


　彼女の背はい後ごの路上に停とめられていた大型リムジンの運転席で、初老の人物──件くだんのファーゴ・レスポールが小さく会え釈しやくしてくる。普段はムーグ邸の執しつ事じをしている人物だが、フィリシスのお気に入りとかで、たまに運転手も務めているのだ。


　上品そうなその容姿とは裏腹に、元々軍の教きよう導どう部隊だか空くう挺てい部隊だかに居た経歴が在るという話で──そちら方面に何かと顔が利きくらしい。


「狙そ撃げき手しゆが何人か行方不明になってるとか──」


「……騒ぎにはなってないの？」


「それが、書類上は除じよ隊たい扱あつかいになってたりするんだってさ」


「『書類の上では』……ね」


　何やら話だけ聞いていると非常に陰いん謀ぼう臭いのだが、もしそれが事実だったとすれば、誰が何の為にそんな事をしているのか。


　行方不明者は死んだのか、それとも、何ど処こかで非公式任務についているのか。軍人やＡＴＡＳＡ所属の警官ならば、後者も十分に在り得る話だが。


「そういえば」


「うん？」


「なんだかここのところ、なんて言うのか──嵐あらしの前の静けさというか、台風の目というか、そんな感じしない？　私達の知らない所で何か進行しているみたいな」


　あるいはレイオットよりもまずフィリシスに相談する事を考えるべきだったかもしれない。この女流戦術魔法士はレイオットよりも遥はるかに交友関係が広いので、状況を俯ふ瞰かん的てきに見るという意味では間違いなく、彼よりも優れているだろう。


「ひょっとして、何かあった？　ネリン？」


　ネリンの眼を覗のぞき込む様に、僅かに首を傾げてフィリシスが問う。


「…………」


　ネリンは一いつ瞬しゆん、迷まよった。


　ＧＧの話は……自分でも未いまだに信じられない部分がある。そもそも顔はＧＧではなかったし、ＧＧが生きているという証しよう拠こも、ネリンに話し掛けてきたあの人物が、顔を変えたＧＧであるという証拠も、実は、無い。


　下へ手たをすると、正しよう気きを疑われかねない話だ。


　しかし──いつまでも自分の胸の内に留とどめておいても意味がない。


「フィリシス。ちょっと時間ある？」


「あるよ。今日の十二時まで強制待機期間中だしね」


　とフィリシスは肩を竦すくめる。


「それと……ちょっと変な話すると思うけど、信じてくれると嬉うれしいな」


「普通じゃ信じられないような、変な話？」


　フィリシスは笑いながら言った。


「実はレイが昔バーテンダーしてた事があるとか？」


「蝶ちようネクタイとかしめて？　あはは、似合わない──……って。え、なに、本当の話？」


　そういえばレイオットが酒を飲んでいるのは見た事が無いが、確かスタインバーグ邸には酒の瓶びんが結けつ構こうあった様な気がする。てっきり料理用だと思っていたのだが。


「さあ？　どうかしらね」


　と悪戯いたずらっぽく笑うフィリシス。


「ま──乗ったら？　車の中で話してもいいし、何だったらうちでまたお酒でも飲みながらでもいいわよ？　父がこの間、ハルシュタットの面おも白しろいお酒を仕入れてきてたのよね」


　言ってフィリシスは後部座席の扉とびらを自ら開いて見せる。


　その時──





　風景の色が逆転した。





「……え」


　ぽけっとネリンが間抜けな声を漏もらしたその瞬間、複数の事が同時に起きていた。


　フィリシスが手を伸ばしネリンを地面に引きずり倒す。


　ファーゴがリムジンのギアをバックに入れて無理矢理歩道に乗り上げる。


　そして街がい灯とうが続けざまに割れて硝子ガラスの破は片へんを煌きらめかせる。通りに面した建物の窓硝子も全て亀き裂れつを走らせ──あるいは割れていた。轟ごう音おんが辺りを圧する様に響き渡り、盤ばん石じやくたる筈の地面が、大きく震ふるえる。


　衝しよう撃げき波はだ。


　触れるものを叩たたき揺さぶる不ふ可か視しの波が、恐ろしい早さで街路を舐なめながら通り抜けていく。咄とつ嗟さにリムジンが盾たてになってくれなければ、そしてフィリシスが地面に引き倒してくれなければ、ネリンは突っ立ったまま、その強烈な破壊力を浴あびていた事だろう。


　何ど処こか近くで爆発が起こったのだ。


　それも大型爆弾が炸裂したかの様な──大規模なものが。


「な──なに!?」


「ファーゴ!!」


　ネリンを車の後部座席に突き飛ばす様にして押し込んでから、フィリシスが叫ぶ。


「御ぎよ意い」


　ムーグ邸の執事は、短く応じて未だ扉も閉じきっていないリムジンを、急発進させた。


「……ッ!?」


　轟ごう音おんと共に何かがリムジンの鼻先の空を横切り、路面に激突したのは次の瞬間である。


　思わず車内から振り返ったネリンが見たものは、『ワーウィック大通り』と書かれた交通標識だった。百メルトル以上も彼方の、通りの入り口に掲かかげられていた筈のその標識が、路面に突き刺さっているのである。


「少々揺ゆれます。お気をつけください」


　とファーゴ。


　リムジンは路面にタイヤの摩ま擦さつ跡あとを黒々と描きながら、長い車体を振り回す様にして方向転換──瞬時に路地を曲がる。勢い余ってネリンは横面を窓硝子に叩き付けてしまう。


「一体何が──」


　眼を回しながら考えるネリン。


　彼女の横で、何故か平然と脚あしを組んで座すわっているフィリシスが言った。


「──魔法」


「ま……え？」


「多分〈マキシ・ブラスト〉級の魔法に、更に追加で増ぞう幅ふく呪じゆ文もん掛かけたんでしょう。爆破方向制せい御ぎよの回路を、単純に増幅に書き換かえたら、アレくらいの威力にはなると思う」


「…………！」


　そこでようやくネリンは気付いた。


　最初に視界の明暗を逆転させたあの閃せん光こう。お陰かげで視界が著いちじるしく狭せばまり、咄とつ嗟さに確認出来なかったのだが──


「魔法管理局!!」


　交通標識を百メルトルも吹っ飛ばす爆発力。


　そんなものが炸さく裂れつしたら、ワーウィック大通りに在る建物は──そしてその中に居る人間達はどうなる!?　建物が即そく座ざに全て崩くずれる訳ではないにしても、かなりの損そん害がいが出ている筈はずだ。


　だが……


「フィリシス！」


「悪いけど戻らないわよ」


　と女流戦術魔法士は冷たくそう宣言した。


「アレと、武器も無しに、生なま身みでやり合うのは、さすがに私も遠えん慮りよしたいし」


　と握り拳こぶしから親指だけ突き出して、フィリシスは背はい後ごを示す。


　改めてそちらの方向を振り返ったネリンは、そこに──見た。


「な…………なに……あれ……!?」


　巨大な人型。


　激しく燃え上がる炎ほのおに照らされながら、傲ごう然ぜんとワーウィック大通りに立つ、鋼鉄の巨人。


　膨ふくらんだ腹ふく部ぶと胸きよう部、細い四し肢しから、まるで妊にん婦ぷを思わせる輪りん郭かくながら、しかし、その腕には巨大な柱──いや杖つえを携たずさえ、女王然とした様子でそこに屹きつ立りつしている。


　ただそこに在るだけで、周囲の全てを威い圧あつし、睥へい睨げいするその様子は、まるで悪夢の産物だった。


　あれは──一体。


「何なのよあれ!?」


「さあね」


　フィリシスは、しかし小さく舌したを出して唇くちびるを舐なめ──むしろ何か楽しい事を見つけた子供の様な表情を浮かべていた。


「あ、ファーゴ、家じゃなくて、ローランド工房に向かって」


「御意」


　運転席の執事は、この期ごに及およんでも落ち着いた口く調ちようでそう応じた。





　　　　●　　●　　●





　およそ毒どく蛇へびの殺し方から国家規き模ぼの戦争に至いたるまで──共通する手法というものが在る。


『頭を潰つぶす事』


　最も確実で効こう率りつ的な戦法はこれに尽きる。


　毒蛇も国家も同じだ。


　それは『頭ず脳のう』の支配下で組織化され最さい適てき化かされたが故ゆえに他への脅きよう威いとして機能する。


　毒蛇は、どの角度で、どの様に嚙かんで、どれだけの量の毒を相手に注ちゆう入にゆうするかを、知っている。国家はどんな戦術で、どんな戦力を、どれだけ、何ど処こに投とう入にゆうすれば良いかを知っている。だが頭を潰つぶされれば、どちらもそれは分からなくなる。残された身体からだが即座に頭部と同じく死ぬ事は無いが──既すでにそれは、ただ在るだけのものに堕だする。目的に向かって進む事が無い。進めない。集しゆう束そくされず運用もされない。制せい御ぎよされない。ただばたばたと無意味に痙けい攣れんするだけの肉でしかない。


　その意味で──巨人の戦法は確かに理りに適かなっていた。


　官公庁の集中するワーウィック大通りに撃ち込まれた大威い力りよくの一いち撃げき。


　それは三つの庁舎を全ぜん壊かいさせ、七つの庁舎を半壊させ、千人を超える死傷者を出し、全ての電力線と電話線を分断し──結果的にトリスタン市の行政機能は、ほぼ停止していた。


　本来ならそれは在り得ない事だ。


　これ程までに強大な威力を持った敵性兵力が、いきなり街の真ん中に現れるなどという事態は誰も想定していなかった。


　勿もち論ろん、可能性としては──机き上じようの空論で良ければ幾いくらでも考えつく。


　例えば魔法によるある種の力りき場ばを展開し、音や光をねじ曲げ、外に漏もれない様にして、その存在を隠かくしてしまえば──一種の迷めい彩さい効果で本体を覆おおえば、この十メルトルにもなる巨人すら隠おん密みつ行動が可能だろう。


　だがそれは現実的でない。全くもって現実的でなかった。


　魔法とて無限や万能の意味を持つものではない。それは確かに物理法則すら一時的にねじ曲げるが、逆に言えばそれは永続しない。その効果はすぐに物理法則に──世界を恒こう常じよう的に支配する圧倒的な理ことわりの圧力に押し潰されて、消える。つまりその効果を持続させるならば、その為にまた別の魔法を重ね掛けしなければならない。


　また……その範はん囲いを拡大するならば、非常に大規模な集束・増ぞう幅ふく用の魔法装置が必要になってくる。範囲の拡大は等比級数的に困こん難なんとなり──倍の範囲に拡大したければ、四倍の規模の装置が、三倍に拡大したければ、九倍の規模の装置が必要になる。


　それを移動させる手間も含ふくめて考えた場合、理論的にそんな兵器は設計できたとしても、実用には耐たえない。


　戦争とて突つき詰つめれば一種の経済行為だ。費用対効果を無視した兵器など造る事は出来ても、運用する意義が見つからない。


　まして、使用しただけで全世界から糾きゆう弾だんの矢が集中する様な──非人道的と呼ぶ事すら生ぬるい様な、悪魔の如ごとき思考の産物であった場合は、尚更だ。


「…………ああ……」


　男は──ただ呆ぼう然ぜんとしていた。


　街が燃えている。街が崩くずれている。


　昨日まで、いや、半時間前まで当たり前の様に存在していた風景が、飽あきる程に慣なれ親しんできた街の姿そのものが、今や何ど処こにも見あたらない。


　ワーウィック大通りを中心としてばらまかれる破壊の力は、トリスタン市の頭脳たる施設と人々を、確実に滅ほろぼしていった。


　電光が。火炎が。衝撃が。烈れつ風ぷうが。


　ありとあらゆる破壊力が、街路を舐なめていく。


　一撃一撃があまりに強大で、しかもそれが延えん々えんと続く。それは絨じゆう毯たん爆撃を受けているかの様だった。どこまでもどこまでもそれは徹てつ底ていしていた。


　一瞬遅れて建物は砕くだけ、消火栓は破裂し、標ひよう識しきは吹っ飛び、そして吹き抜ける熱風に灼やかれた人々が炎ほのおの衣ころもをまとって躍り狂う。それはもう──現実感が欠落した、悪夢を通り越して喜劇的な風ふ情ぜいすら漂ただよう光景だった。


　自分達が後ご生しよう大事に護まもってきた日常。


　いや。護るという意識すらなく、ただ当然の如くに耽たん溺できしていた当たり前の世界。


　それがこんなにも呆あつ気けなく──


「……ああ……ああああ…………」


　男の眼は、自然と滅めつ亡ぼうの情景の真ん中に聳そびえる人影へと吸い寄せられる。


　杖つえをつく巨大な妊にん婦ぷ像。


　隻せき眼がんで全てを睥へい睨げいする巨大な破壊神。


　あれは一体……何なのだろう。


　それが人工物である事は──魔族の類でない事は見た瞬間に分かる。人型をしているが、そこに生物的な外観は無い。それは言ってみれば、工場を人の形に組み直したかの様な、純じゆん粋すいたる人工物であるが故ゆえの、硬こう質しつさと、冷たさを纏まとっていた。


　だがしかし──同時に純粋な工業製品には無い、不合理さもあちらこちらに見て取れる。そもそも人型にする事にどんな意味がある？


　更には妊婦の形を──女の形を模もする事に何の理由が在る？


　あれは誰が、何の為に作ったのか。


　分からない。


　だが──


「…………」


　既に巨人は己おのれの存在を隠かくそうとはしていない。


　むしろ誇こ示じするかの様に聳え立ち、全身から羽虫の様な唸うなりと、そして機械が稼か働どうする独特の──そして無数の金属音を放っている。


　更に、がしゃん──とシャッターが開閉するかの様な金属音が響く。


　巨人はその杖を操そう作さしていた。


　持ち主に相応ふさわしいその巨大な杖は、何かを排出した。


　金属の筒。


　それは放物線を描いて飛んだ末に、建物の壁に激突。ばしゃりと中身をぶちまけながら破裂し、その中身を──何やら生なま臭ぐさい液体と、小さな塊かたまりを男の側の地面にぶちまけた。


「……あ？」


　男は眼を瞬しばたたかせる。


　自分の目の前に転ころがってきたもの。


　まるで人形の様な、冗じよう談だんの様に小さな手と足がそれには付いていた。短い指が、未だ爪つめの生えていないそれらが、開いたり閉じたりして、生きている事を示している。


　赤ん坊──いや、胎たい児じだ。


　あの巨人が、杖から──胎児の入った金属筒を排出したのだ。


　だが一体、何な故ぜ!?


　呆然としたままの男の前で──胎児が変形を始める。





　あああああぎいいいいいいいいいいああああああああああああああ──





　鳴きながら。啼きながら。泣きながら。


　人として生まれ出る事すら許されなかった幼おさな子ごが、急速に人以外のものになってゆく。


　それは自存する悪意。


　それは笑う局地災害。


　人間の天敵であり人間のなれの果て。


「……魔族メレヴエレント……！」


　男の呟きがまるで触発したかの様に。


　轟ごう々ごうと燃え上がる炎の向こうから、近付いてくるものがある。


　一体。二体。三体──


　複数の──異形。


　小さい体たい軀くに、しかし悪夢としか思えない歪みを満まん載さいし、人体でありながら人体を辞やめてしまった何かが近付いてくる。


　這いながら。転がりながら。


　そして近くに居る人間を嬲なぶり殺ころしながら。


　胎児だったもの達が、奇怪な叫びを上げながら、街路を近付いてくる。


「……ああああああああ…………」


　男はただ絶望の声を上げた。


　他に出来る事など何も無かった。


　そして──





　おんんんんんんぎいいいいいええええええええええええ──





　目の前で変態を終えたその胎児は、弾だん丸がんの様な早さで迸ほとばしらせた触しよく手しゆで──ただ立たち竦すくむだけの男の顔面を、刺さし貫つらぬいた。





　　　　●　　●　　●





　怪け我がはどれも大したものではなかった。


　いや……傷の深さという意味では、それなりに深しん刻こくなものも在る。だが、重要な器き官かんや血管を傷つけるものは無かった。肋ろつ骨こつも亀き裂れつは入っている様だが未だ折れてはおらず、肺はいに突き刺さるという心配も無い様だった。


　何にしてもレイオットに言わせれば全て軽傷だ。


　モールドを装着して応急処置用の魔法を使えば、完かん治ちとはいかないまでも、常態と同じ程度には動ける様になる。本来、魔法士ソーサリストが自分の身体に魔法を使うのは、たとえ医い療りよう用のそれだとしても許ゆるされない違い法ほう行こう為いだが──戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストの多くは、それを承しよう知ちの上で医療用の簡かん易い治ち療ゆ術じゆつ式しきを持っているし、幸か不幸か、今、細かな規則に口うるさい監督官は居ない。


　しかし──


「…………よし、もうちょっと……もうちょっとだ」


　バリーが杖つえをついて立ちながらエレナに指示を出している。


　トラックの運転席についたエレナは、おっかなびっくりといった様子で慎しん重ちように、ハンドルとアクセルを操あやつっていた。トラックの車体にはワイヤーが引っかけられており、それはスタインバーグ邸の脇わきで燃え残った一本の樹を介かいして、横転したモールド・キャリアに繫つなげられていた。


　要するにモールド・キャリアを立て直そうとしているのである。


　だが元々、小型とはいえ装甲車にも等ひとしい重量のモールド・キャリアを立て直すのはかなり難むずかしい作業であった。あまり一気にアクセルを踏むと、ワイヤーが切れるなり、樹の枝が折れるなりしてむしろ危険だし、かといってある程度の勢いが無ければ、モールド・キャリアを立て直す力そのものが出ないだろう。


　先程から何度かエレナが試こころみているのだが、未だ上手く行かない様だった。


「…………」


　その様子をカペルテータが静かに見つめている。


　モールド・キャリアの中に乗っていたお陰かげで、彼女は怪け我がらしい怪我を負おっていない。もっとも肋ろつ骨こつが折れていても表情一つ変えなかったりする少女なので、見た目はあまり当てにならないのだが。


「……そういえば前にもこんな事があったな」


　地面に座り込んだままのレイオットはふと思い出して言った。


　本来ならエレナやバリーを手伝うべきなのだろうが、全身の痛みのせいでまともに歩くのも難しい。『怪我人は黙って見ていなさい』とはバリーの弁べんである。


「覚えているか？」


「……はい」


　カペルテータの声はやはり静せい謐ひつだ。


　そこには何の感情も窺うかがう事は出来ない。だがその立ち姿からノーラなら何かを読み取る事が出来るのかもしれない。


　レイオットの言う『前』というのは、彼とカペルテータが出会った時の事だ。


　確かあの時もモールド・キャリアが横転し、フィリシスのモールド・キャリアに引っ張って貰もらって立て直した記憶が在る。


　あの時の戦いで……レイオットはカペルテータの父を、そして母を殺した。


　父は魔族化していた。


　母は狂っていた上に──やはり最後には魔族化した。


　殺すしかなかったと、今でもレイオットは思う。


　だがそれでも、彼等はカペルテータにとって父であり母であった筈はずなのだ。生まれてきた子供にとってそれは世界の全てであり──だからこそ、それを失う事は己おのれの身体からだの一部を抉えぐり取られる様な苦痛であった事だろう。ＣＳＡとして生まれたカペルテータは、祖そ父ふですら味方ではなかったのだから。


　カペルテータの芽め生ばえかけた感情は……あの日レイオットが殺した。


　だからこそ、カペルテータが彼の家にやってきた時、その目的は復ふく讐しゆうなのだと思った。生きている意味を見いだせない、生きている事そのものが重荷でもあったレイオットにとって、それはむしろ歓迎すべき来訪者で──彼はこの少女をそのまま同居人として受け入れた。


　いつか来る裁さばきの執しつ行こう者しやとして。


　しかし──


「スタインバーグさん」


　ふと声が掛かる。


　振り返るとそこにはひどく深刻な表情のノーラが立っていた。


　いつもののんびりとした、相対する者の気持ちを癒いやすかの様な空気は、さすがに影を潜ひそめている。彼女は己の肩を抱く様にして小こ刻きざみに震えていた。


「彫像……残念だったな」


「いえ。それは……また作れば良い事です」


　レイオットの言葉に首を振るノーラ。


　彼女は悲ひ壮そうな表情を浮かべてレイオットの前にしゃがみ込んだ。


「あの人……レイオットさんが、気にしていた、隻せき眼がんの、人ですね」


「……アルフレッドの事か？　いや──」


　気にしていたという言葉が妥だ当とうなのかどうかレイオットには分からない。


　常日頃はまるで忘れているが、ふと何かの折にその存在を思い出すという意味では──完全な忘却の淵ふちに沈み込む事無く、意識の片かた隅すみにいつも引っかかっているという意味では、確かに気に掛けていると言えない事も無かろう。


　悪党は何人も見た。


　戦術魔法士も何人も見た。


　戦術魔法士で悪党という奴も別に珍めずらしくない。レイオットだって世せ間けん的てきな分類から言えばその一人だ。


　無資格な戦術魔法士というだけの意味ではない。


　魔族狩りにしろ、対魔法士戦闘にせよ、特別法の設定が在るからこそ認められているだけで──違法と合法の境界線を行き来している様な、極きわめて不安定な行為だ。兵隊の軍事行動上の残ざん虐ぎやく行こう為いがどれだけ認められるか、あるいは警察官の捜査上の暴力行為がどれだけ認められるかという事と、よく似ている。


　だから何の疑いも無く清せい廉れん潔けつ白ぱくな戦術魔法士なんぞ存在しない。


　あのフィリシスですら、違法な術式の一つや二つは当然に持っているだろう。


　だが……


「まあ、あいつはあいつで……俺に妙な親近感を持っていたみたいだがな」


　何度か殺し合いをした。


　偶然なのか必然なのか──お互いに死ぬ事無く、決定的な怪け我がを負おう事も無く、今も共に無資格の戦術魔法士を続けているが、だからといって和わ解かいが成立している訳でもなし、出会えば挨あい拶さつ代わりに銃じゆう口こうを向け合う関係だ。


　だが……同時にアルフレッドはレイオットについて奇妙なこだわりを持っているかの様な言げん動どうをちらほらと示していた。共に絶望した者同士の共感とでも言うのだろうか。レイオットはアルフレッドの生い立ちについてはろくに知らないが、その言動の端はし々ばしから、親に──特に母親について何か偏へん執しつ的なこだわりがあるのは、察していた。


　あるいはアルフレッドも親を殺したのかもしれない。


　レイオットの場合は育ての親で──本物の親ではないが、血の繫つながりは『親子』という関係の絶対条件ではない。子供にとっては自分を護まもり育ててくれる存在、無む償しようの愛情を注そそいでくれる存在、物心ついて最初に出会う世界そのもの、それが『親』だ。


　それを殺すという事はつまり……世界を拒きよ否ひし決けつ別べつするという事に他ならない。


　しかし──


「スタインバーグさん」


　ノーラは言った。


「あの人は、多分、世界と一いつ緒しよに滅ほろびる積もりです」


「…………」


「見れば判わかります。あの大きな人型の形が──何よりもはっきりとそれを示しています」


「あの、妊にん婦ぷみたいな形か」


　それはつまりアルフレッドなりの胎たい内ない回かい帰きなのか。


　だがそれは……


「彼は生まれてきた事、そのものを呪のろっています」


「…………」


　生まれる前に戻る事。


　何の不安も無い閉じた狭せまい世界に戻る事。


　だがそれは──死に等ひとしくないだろうか？


　母親の胎は、何の為にあれだけ膨ふくらんで羊よう水すいを溜ため込こむのか。


　それは生まれ来るべき我が子を護まもる為だ。その我が子の未来──世界に生まれ出でる日を護る為だ。逆に言えばその未来が在るからこそ、十と月つき十とお日かの苦労も、分ぶん娩べんの際の苦痛もが報われる。


　だが世界と決別して胎内に戻るという事は、その全てを拒否するという事だ。


　未来を、生まれた事を、その全てを、一いつ切さい合がつ切さい区別無く呪のろう事は──つまり。


「でも戻れない」


　ノーラはまるでそれが自分の事の様に哀かなしげに呟いた。


「時間は戻せない。あの暖かな闇やみに還かえれない。優しい孤こ独どくに還れない。生まれてこなければ良かったと思ってももう──それは出来ない」


「……そうだな」


　ちらりとレイオットはカペルテータを一いち瞥べつする。


　恐らくそれはこの紅あかい眼の少女とて、一度は考えた事だろう。


「でも死ねない」


　俯うつむいてノーラは言った。


「生まれてしまった。あの暖かで何も無かった、何の不安も無かった闇やみにはただ戻る事は出来ない。それはもう怖こわい。生まれるという事、存在の意味、それが在るという事を、知ってしまったから。世界は、こんなにも広くて、自分は、こんなにも小さいから」


「……あんた」


　あるいはそれはノーラの気持ちでもあったのかもしれない。


　生まれてずっと闇に居た少女。


　あるいは見えるようになった事を彼女も恐おそれ悔くいた事があるのかもしれない。


　閉ざされた狭い世界はそれだけ安あん寧ねいをもたらす。


　可能性を知らねばそもそもの恐怖は生まれない。


　だが、生まれてしまった以上、そこから先には死の恐怖がつきまとう。


　この広大な世界を知ったからこそ、圧あつ倒とう的てきな世界を知ったからこそ、人間は自分の小ささを知り、そこに存在の証あかしを立てたいと考えてしまう。そうでないとあまりに自分は無意味で無価値で、本当に、心を持って生まれてきたという事さえ、無む駄だになってしまうから。


　しかし……


　その一方で普通に世界と繫つながる事が出来ない者が居る。


　最初の最初、第一歩で躓つまずいてしまった者が居る。


　無論、それでも二歩目を踏ふみ出して、世界と関わる方法を覚えていく者だって居る。だがそれがどうしても出来ない者が居る。最初にどうしようもなくひどい仕打ちを世界から受けてしまった事で、世界そのものに憧あこがれながら、そこに手を伸のばす事がどうしても出来ない人間が居る。


　ではそんな人間は何を望むのだろう。


　それは勿論──


「私は本当に両親に大事にして貰もらいました」


　ノーラは呟く様に言った。


「でももし、父さんか、母さんが──もし、私の眼の事で、私を『出来損ない』って罵ったりしていたら、私は、生まれてきた事を呪っていたと思います。きっと世界を憎にくんでいたと思います」


　生まれてくる子は己の親を選べない。


　環境も。肉体も。立場も。


　ただ偶然の結果の前に投げ出されるだけだ。


　だからこそノーラは思うのだろう──あれは、もう一人の自分だと。


　自分が幸せであったからこそ、不幸のしわ寄せが彼にいってしまったのではないかと。


　幸せな者が居れば、必ずその陰に不幸を背せ負おい込む者が居る。


　それは厳げん然ぜんたる天てん秤びんの摂せつ理りだ。是ぜ非ひとか道徳とか条理とか常識とかそういったものの遥はるか彼方で揺れている、冷れい酷こくで絶対的な仕組みだ。世界はそういう風に出来ている。


　だからこそ……


「あの人は……私に代かわって、私達に代わって、憎にくむ事を、恨うらむ事を、世界そのものに受け入れられない事を、その罪の全てを背負っていってくれた様に見えて──仕方が無いんです……その為の、あの大きな人型……」


「…………」


　ノーラの考えを過か剰じような感情移入と笑い飛ばす事はレイオットにも出来なかった。


　頷うなずく部分は彼にも在った。


　あの男が居たからこそ──先に塡はまり込こんでいる者が居たからこそ、堕おちずに済すんだ闇というものも在る。


　あれよりはましだと。ああはなるまいと。


　恐らくアルフレッド本人は意い図とせず、気付いてもいないだろうが──しかし己の身を救い難がたき深しん淵えんに堕とす事で、他者が奈な落らくに近付くのを停める役目を背負う者が居る。


　天使と悪魔。


　善ぜんを以もつて人に向かうべき先を示す天使が居て。


　悪を以て人に避さけるべき穴を示す悪魔が居て。


　人は彼等の間をよたよたと歩いていくに過ぎない。


　だが──


「だからといって」


　レイオットはノーラに微苦笑を向ける。


「あいつに好き勝手やらせていいって話にはならんだろ」


「……はい」


「生き方が分からない人間が居る」


　レイオットは溜め息をつく様に言った。


「辛つらい……ですね」


「死に方を捜さがしている人間が居る」


「寂さびしい……ですね」


　とノーラ。


　レイオットは溜め息をついて言った。


「もう引き返せない所にまで行ってしまったのなら、きっちり終わらせてやるべきだ。意味が無いというのならば、せめて、世界の『敵』としての役目だけは演じさせてやりたいと思う」


「…………はい」


「幕を……引いてくる」


　全身の痛みを堪こらえながら立ち上がるレイオット。


　呼こ応おうするかの様に──シェリング家のトラックに引っ張られていたモールド・キャリアが、ずん、と鈍にぶい音を響かせて四輪を地面に嚙かませた。





　　　　●　　●　　●





「──撃てッ!!」


　ブライアン・メノ・モデラート警視の号令と共に対魔族狙撃小銃〈サンダーボルト〉が一斉に火を噴ふいた。


　音速に数倍する速度で殺さつ到とうする銃弾三発。


　しかも近隣のビルの屋上三ヶ所──三方向からの同時射撃である。どの様に逃げても間違いなく一発は命中する。


　それは魔族メレヴエレントの魔力圏ドメインを以もつてしても防ぎようの無い攻撃だった──攻撃の筈はずだった。


　だが……


「──！」


　銃弾は巨人に命中直前で急激に軌き道どうを乱みだし、火のついた羽は虫むしの如ごとく滅め茶ちや苦く茶ちやに飛び回った挙あげ句く、全て地面に着弾した。


「くそっ──」


　だん、とブライアンは手て摺すりを拳こぶしで叩いた。


「やはり、魔法士ソーサリストで、なければ……」


　尚も〈サンダーボルト〉を構えたまま言うのはブライアン警視の部下、対魔族狙そ撃げき隊たいＳＳＳの狙撃手ダリル・ローエングリーンである。


　外見的には何ど処こか木ぼく訥とつな──悪く言えば愚ぐ鈍どんな印象を備そなえた巨きよ漢かんだが、ブライアンが片腕と信頼するこの狙撃手は、沈ちん着ちやく冷れい静せいな性格と優すぐれた状況判断力という、狙撃手に必ひつ須すの能力を誰よりもはっきりと備えていた。


「恐らく、〈黒くろ騎き士し〉と、同じです」


　ダリルはそう断言した。


「魔族の様な、自動防ぼう御ぎよでは、ないのでしょう。最初から、攻撃を受ける事を、前提に、あの巨人は、動いている」


「……しかし」


　ブライアンは歯は軋ぎしりする。


　正体不明の巨人がトリスタン中央部──ワーウィック大通りを攻撃してから、既に一時間近くが経けい過かしていた。


　本来ならばとっくに組織だった攻撃が、巨人に対して為されているべき時間である。


　だが最初の攻撃で、市警の本署や魔法管理局の在るワーウィック大通りが壊かい滅めつした。


　こうした『頭』の部分が真っ先に殲せん滅めつされた結果、現在トリスタン市内の行政組織、治安組織の殆ほとんどが大混乱に陥おちいっている。


　更に巨人は驚くべき速度で移動──市内連絡の要とも言うべき電話局の交換台施設と、更には変電施設を破壊している。


　これによって更に混乱は広がっていった。


　電話が使えない。電気も使えない。


　結果──トリスタン中央部の街並みは文明の灯を失って闇に沈み、人々は互いに連絡もつけられないまま、右う往おう左さ往おうするしかなくなっていたのだ。怒ど声せいや悲鳴ばかりが錯さく綜そうして恐怖を煽あおり、閃ひらめく炎ほのおの中に照らされる巨人の姿が、更に人々を狂わせる。


　組織だった動きなどまるで出来ない。


　ブライアンとて──装甲指揮車で市内を駆け回り、何とか装備を調えて現場に引っ張り出せたのは、狙撃手三名を含む、六人の部下だけである。他は全く連絡がつかない。


　恐らく何ど処こも同じ状態なのだろう。


　自発的に現場に駆け付けた戦術魔法士タクテイカル・ソーサリスト達は居る様だが──彼等とて状況をきっちりと把は握あくしている訳ではない。組織だった動きが出来ないという意味では、あの巨人を倒す戦力として期待するのは無理だろう。


　それどころか……


「警視ッ!!」


　部下の一人が叫ぶ。





　おおおおおおおぎいいいいいあああああああああああああああああ──





　ブライアン達が陣じん取どるビルの屋おく上じよう──その縁ふちにべちゃりと引っかかるものがある。


　それが壁面を登ってきた怪物であると理解した瞬間、ダリルがその太い両腕で長大な〈サンダーボルト〉を抱かかえて旋せん回かいさせる。あの巨人には効かなくても、魔族には未だ〈サンダーボルト〉は有効な筈だった。


　しかし。


「──！」


　殆ほとんど無意識の内に引き金に掛けられたその人差し指が、止まる。


　ずるずると屋上に這はい上がってきたその怪物は、人質を連れていた。


「た……助け……」


　がらんと剝はがれた装甲が屋上のコンクリートに当たって音を立てる。


　それは戦術魔法士だった。


　トリスタン市の誘ゆう致ち政せい策さくでやってきた新人──経験の浅い若手なのだろう。モールドの半分は破壊され、剝ぎ取られており、二次セカンダリ・拘束術式レストリクト・図版パターンを描かれた上半身の殆どが露ろ出しゆつしている。もう魔法戦闘が出来る状態ではなかった。


　しかも──


「助け……ひ……」


　魔族の一部がその剝き出しになった身体に融ゆう合ごうしている。


　発はつ情じようした猫ねこの様な声で啼なく魔族が、蠢しゆん動どうする度たびに、囚とらわれの戦術魔法士の身体からだはびくんびくんと痙けい攣れんし、恐怖に歪んだ顔の眼や鼻や口から、血と涙と涎よだれが垂たれ流される。


　もう助からない。


　誰が見てもそう思う状況だったが、しかしダリルは撃つのを躊躇ためらった。


「ローエングリーンッ!!」


　ブライアンは腰から抜いたタウロスＭ６４８〈ハウリング・ベア〉カスタムを撃うちながら怒ど鳴なった。勿論、拳銃程度で魔族を倒しきる事は出来まいが、時間位は稼かせげる。


「撃てッ！　どのみち、あの男はもう──助からん!!」


　銃撃の反動で拝おがむ様にブライアンの両手が跳はね上がる。


　本来ならば続けざまに何発も撃ち込む銃ではない。射撃練習で肩かたや手首や指を痛める警官が何人も出てしまう代しろ物ものなのだ。


「撃つんだ！」


　大口径マグナム拳銃の咆ほう哮こうがダリルの横面を叩く。


「…………」


　唇くちびるを嚙かむダリル。


　そう。ブライアンの言う事は正しい。


　しかし──


「…………」


　ダリルは慎しん重ちように狙ねらいを定さだめる。


　突然の事に動どう揺ようしたが、十数メルトルの距離など、〈サンダーボルト〉にとっては零ゼロ距離射撃と大たい差さ無い。そして落ち着くための時間はブライアンの銃撃が稼かせいでくれる。十秒も必要無い。


　意識の先せん端たんを突き刺す様にイメージしながら引き金を引く。


　銃声が轟とどろいた。


　撃ち出された弾だん丸がんは、恐怖と苦痛に喘あえぐ戦術魔法士をかすめながらも、魔族の中心部に命中。派は手でに血と肉を飛び散らせる。ダリルの読みが正しければ、その一撃は魔族の脳を破は壊かいしている筈だった。


　同時に──


「がっ…………！」


　眼を見開いて身体からだを突っ張らせる戦術魔法士。


　そして彼は──そのまま動かなくなった。


「…………駄目、か」


　慚ざん愧きの表情でダリルが呟く。


　たとえ融ゆう合ごうしていても、魔族さえ殺せば、後で外げ科か手術で分ぶん離り出来るかもしれない……そう考えたダリルであったが、そんな甘あまい物ではなかった様だ。恐らく戦術魔法士はとっくに絶ぜつ命めいしていて、あくまで魔族の魔力圏ドメインが彼を生かしていたに過ぎないのだろう。


「くそっ……」


　ブライアンが髭ひげ面づらを歪ゆがめて吐はき捨すてる。


「巨人だけならまだしも……！」


　巨人が時折、その杖から排出する薬やつ莢きよう状じようの金属筒には、魔族が封入されていた。


　いや、正確にはあの金属筒には胎たい児じが入っている。何処から調達したのか分からないが、あの巨人は自分を支える魔法、あるいは、攻撃用魔法等、大量の拘束度デユラビツト数を消費する大規模魔法を起動する為に、〈黒騎士〉同様の生いけ贄にえを使うのだ。


〈黒騎士〉とこの巨人が最も異ことなるのは、その生贄が現場調達なのか、予あらかじめ持参しているかの違いでしかない。


　他人の生命を使って魔法を撃つ外げ道どうの装置。


　他人であれば何でも良いというのであれば、下へ手たに大人を使うよりも、未だ自我の目覚めていない胎児の類を使った方が、空間容積を節せつ約やくできる。考え方は拳銃と同じだ。口径が小さい方が多くの弾たまを詰つめて持参できる。


　何にせよ──


　巨人は魔族を産む。


　この混乱した状況下では産み落とされた魔族が何体存在しているのかすら分からない。


　三体か。五体か。十体か。最終的に胎児は何体内ない蔵ぞうされているのか。まさか百や二百といった数ではなかろうが、何処に何体の魔族が徘はい徊かいしているのか、まるで分からないこの状況は恐ろしく危険だった。魔族達は刻々と瓦が礫れきの塊かたまりに変じていくこの街で、生き残りの人々に襲おそいかかり、被害を広げていた。


　散発的に駆かけ付けた戦術魔法士達も、この魔族の相手で手一杯である。


　そもそも彼等はあの鉄巨人の様に、巨大で、しかも装甲を帯おびた目標と戦った経験が無い。また小銃に比べると攻撃用魔法の射程距離は短い。鉄巨人の様な間合いの大きな敵と戦うには不向きだった。


　その一方──街中の入り組んだ場所、それも巨人の破壊によって瓦礫が飛散し、更に複雑化した場所で、対魔族狙撃部隊ＳＳＳの大型狙撃銃〈サンダーボルト〉は殆ほとんど役に立たない。重く長く小回りが利かない為、障害物の多い場所での接近戦には向かないのだ。文字通り無む用ようの長ちよう物ぶつである。


　この為、ＳＳＳのブライアン達は敢あえて魔族を相手にせず、巨人を狙う事に専せん念ねんした。


　だが……結果は見ての通りである。


　巨人には銃が効きかない。


　恐らく魔法でなければまともに攻撃する事も出来まい。


　しかし、果たしてこの巨大な怪物に、等身大の魔法士達が本当に太た刀ち打うち出来るのか。


　単に間合いが大きいというだけではない。人間の命を次々と使い捨てるが故に、巨人の魔法は、通常の戦術魔法士達が使う魔法よりも、遥はるかに大規模でかつ、強力だ。


　真正面から勝負を挑いどんだところで絶対に勝てない──


「隊長ッ!!」


　ダリルの叫びがブライアンの懊おう悩のうを中断する。


　同時に巨大な物体が空を切る音を彼は耳にしていた。


「──!?」


　視界を覆おおう様にして轟ごう然ぜんと迫る巨大な掌てのひら。


　鉄の巨人が煩うるさい蝿はえを追い払うかの如ごとく振り回されたその腕が、破は城じよう槌ついの如き勢いでブライアン達の立っていたビルの屋上を打つ。咄とつ嗟さに飛び退のいて直撃こそ避けたブライアン達であったが、屋上は階下に向かって陥かん没ぼつし──彼等はその崩ほう落らくに巻き込まれた。


「ぐおっ!?」


　瓦礫と共に三メルトル近い高さを落下するブライアン達。


　床に叩き付けられて呻うめく彼等の上に、駄だ目め押おしの如く瓦礫が積み重なってゆく。


「ローエングリーン！　ギボンズ！」


　激痛を堪こらえながら身を起こすブライアン。


　だが彼の左足は一ひと際きわ大きなコンクリート塊に挟はさまれて身動きがとれず──ダリルともう一人の部下は、半ば以上瓦礫に埋まって動く様子が無い。


　死んだか。気き絶ぜつしたか。


　確かめようにも足を挟まれたブライアンは動けない。


　それどころか──


『隊長、大だい丈じよう夫ぶですか隊長!?』


　別のビルで〈サンダーボルト〉を構えている部下が、通信機を介かいして呼び掛けてくる。


　しかし通信機はブライアンの手の届かない場所に転がっている。応じようにも通話ボタンを押さねばこちらの声は相手に送信されない。


『隊長!?　隊長!?　応答してください、隊長、無事ですか!?』


『おい、ハーラン、後ろだ、魔族が──』


『あっ──』


　銃じゆう声せい。銃声。銃声。


　そして──咆ほう哮こうと悲鳴。


『ぎゃああああああああああ!?』


　更に銃声。銃声。銃声。悲鳴。怒号。銃声。


『ハーラン、ハーラン、くそっ！　くそっ！　このバケモノど──』


　そして──ぶつりと通信が切れる。


「くっ…………!!」


　辛かろうじて自由になる腕うででブライアンは悔くやしげに床を叩たたく。


　被害は広がるばかりで、状じよう況きようが打開される兆きざしがまるで見えない。


　トリスタンの街は──急速に滅めつ亡ぼうへと向かって落ち込みつつあった。
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　轟ごう音おんと共にまた一つ建物が崩くずれてゆく。


　建物の谷間に見えるのは、その元げん凶きようたる巨人の姿だ。


　そもそも巨人が展開する〈随ずい意い領りよう域いき〉は、それそのものが近付くものを殺傷破壊し得る凶器である。銃弾を停とめる事が出来るという事は──運動エネルギーを無効化出来るという事は、逆に使用者のイメージと魔法の干かん渉しよう力りよくが続く限りにおいて、同様の力を突発的に注入する事も出来るという事だ。


　巨人は触れるものを片かたっ端ぱしから叩き潰つぶし、あるいは粉ふん砕さいしながら進んでいく。


　その巨体に触れずとも、近くに在るだけで硝子ガラスは弾はじけ飛び、鉄柱は曲がり、コンクリートには無数の亀き裂れつが刻まれる。


　一いつ切さい合がつ切さい区別が無い。


　まさに無差別。まさに無む慈じ悲ひ。


　今もまた逃げ遅れた子供が一人、〈随意領域〉に触ふれ、全身の骨を砕くだかれて地面にわだかまる。既にその遺い骸がいは人間というより、血と肉片を詰めただけの革かわ袋ぶくろとなっていた。


「…………なんという事を」


　トリスタンの名所の一つとしてその中央部にそびえる──時計塔。


　その上から巨人の暴ぼう挙きよを見下ろす人ひと影かげが二つ在った。


　ロン・コルグと──そしてギルバート・ギブスンである。


「──コルグ老」


　ギルバートはやんわりと諭さとす様に言った。


「『俗世に関わり合うべからず』──貴方あなたの教えですよ」


　源流魔法使ルート・ソーサリアン達の……それは掟おきてだった。


　俗世への妄もう念ねん妄もう執しゆうを全て切り捨てる処から彼等の修行は始まる。


　自分の外側ではなく内側にのみ価か値ちを見いだし、精神の修練と魔法の儀式を経へて理想的な自分の在り方へと飛ひ躍やくする──それが彼等の教義だ。


　友人。恋人。親兄弟。快楽。夢。国家。趣味。嗜し好こう。常識。道徳。


　俗ぞく世せへの未練は、内なる世界の制せい御ぎよを阻そ害がいする。故にありとあらゆる縁を絶ちきり、喜き怒ど哀あい楽らくの全てを捨て去る事でのみ、彼等の修行は完成する。


　だが……


　逆に当初から捨て去るまでもなく、一切の未練を持たない者が居る。


　生まれた時からありとあらゆる希望を持たず、それ故に肉の喜びも、肉の痛みも知らず、たとえ苦しみを感じてもそれに惑まどわされず、ただただ路ろ傍ぼうの石いしの如ごとく、在る様に在るだけの者。


　生まれついての覚者。


　能力としての解げ脱だつ者しや。


　ギルバートはそれだった。


「…………」


　ロンはただ無む言ごんで──しかし睨にらむ様な視線を巨人に注そそいでいる。


　ギルバートと異ことなり、ロン・コルグは修行によって精神の『揺らぎ』を無くし、自らの肉体を慎しん重ちように、段階的に、変質させてきた存在である。元から痛みや苦しみを持たざる者ではなく、目的の為に棄すててきた者だ。


　だがそれ故に棄てた筈のものが、古ふる傷きずの如くに彼を嘖さいなむ事が在る。


　怒りや悲しみを完全に自分から切り離すのは……たとえ人間たる事を止めてもそう簡単な事ではないのだろう。


「それに──」


　ギルバートはのんびりとした表情で付け加えた。


「どうも余よ計けいなちょっかいは出させてくれないみたいですよ」


「……オッフェルトリウムの手の者か」


　言われるまでもなく、少し前から気配は感じている。


　ロンは背はい後ごを振り返った。


　時計塔の最上階──巨大な鐘かねの吊つられたその脇わきに、いつの間に湧わいたか、小こ柄がらな人影が二つ並んでいた。


「我等が盟めい主しゆを御ご存ぞん知じか」


「ああ──そう。貴方が、そうなのね」


　手を繫つないだ幼い少年と少女。


　だが──それは本当に？


　共に見み目めう麗るわしく整ったその容よう姿しは、見る者の微笑を誘さそう程の愛らしさだ。


　だが──大きな彼等の瞳ひとみには子供特有のあどけなさが無い。むしろその双そう眸ぼうは冷たく冴さえ渡り、相手を値ね踏ぶみするかの様な鋭するどい眼光は、打算と謀ぼう略りやくに塗まみれた老ろう獪かいな策さく士しのそれに近かった。


「オッフェルトリウムが一度お会いしたいと申しておりましたよ──ロン・コルグ老」


　少女が笑いながら言った。


「仮にも一度は師と呼んだお方。旧世界と共に焼き払うのには忍しのびないと」


「…………オッフェルトリウムに伝えるがいい」


　ロンはひどく静かな口調で応じる。


「儂わしは確かに失敗した。今も失敗し続けているのかもしれん。だが貴様等もまた失敗している。儂以上にな。旧世界を焼き払う？　幼よう稚ちな支配欲も、子供の癇かん癪しやくの様な乱暴な方法も、己の未み熟じゆくの証あかしと何な故ぜ気づかん？」


「ねえ、コロナ」


　少年がやれやれ──といった様子で肩を竦すくめる。


「このお爺じいさん、本当に頭が悪いね。そもそも俗世への執しゆう着ちやくを棄すてよとか、喜き怒ど哀あい楽らくを棄てよとか──それが進化の為の唯ゆい一いつの、最善の方法だなんて、誰が決めたのやら。いるよね──タイプライターでは心がこもらないから、ペンで書いた小説よりもつまらないとか、機械で編んだ衣い装しようよりも、手編みの衣装の方がより上質なのだとか。無意味な根性論に縋すがって自分以外の価値観を認めない、原理主義の偏へん屈くつ者ものは」


「スレイ。失礼よ」


　窘たしなめながらも少女は笑っている。


「何はともあれ──我々としては、あの『巨人』が何ど処こまでやれるのか、やれないのか、見定める所存です。勿論、我々は手を貸しません。あくまで、俗世の人間が造り上げた技術を、やはり俗世の人間が応用して造り上げた兵器が、俗世の人間に対して行こう使しされているだけです」


「…………」


　ロンの眉み間けんの縦たて皺じわが深まる。


　詭き弁べんだ。その兵器の完成に、彼等が陰かげから手を貸していたのは間違いない。


　しかし──


「貴方が手出しをしない限り、今回は、我々も何もいたしませんよ──コルグ老」


「俗世の者達が勝手に争い自じ滅めつしていくだけです」


　そう──その意味では確かにそれは、ロンが手出しをすべき領域の問題ではない。


　万が一、〈資格者〉を名乗るこの者達が介入するのならば、それはロンとしても教義に違反せず介入する事が出来る。〈資格者〉達はロンと同様にもう人間ではない。人間でない者が人間の世界の在り方に介入する事を停めるのは、むしろロン達〈源流魔法使ルート・ソーサリアン〉の教義に沿そう。


　しかし……逆に言えば、この者達が手を出さない限り、ロンもまたあの巨人の暴挙に対して何ら手を出せない。たとえ教義に反するのを覚悟したとしても、そうなればこの二名の〈資格者〉を相手に、戦わねばならないという事になる。


「この特等席で一緒に観覧と洒落しやれ込こみましょう」


　コロナと呼ばれた少女が笑いながら──悪魔の如ごとき嘲あざけりをその口の端はに滲にじませながら言う。スレイと呼ばれた少年も同様に笑いながらロンとギルバートを眺めている。


「……コルグ老」


「分かっている」


　ギルバートの囁ささやきにロンは小さく頷く。


　戦っても勝てる可能性は少ない。ロンは未だロミリオと戦った際の消しよう耗もう分を取り返していないし、ギルバートは未だこの身体になってから半年余りで、完全な制せい御ぎよは出来ていない。戦闘となればどちらも全力は出せない状態だ。


　対して相手の力は未知数である。


　たとえロンとギルバートの力が彼等と同等だったとしても、そうなれば今度は延々と無意味な消しよう耗もう戦せんが始まるだけだ。〈源流魔法使ルート・ソーサリアン〉と〈資格者〉。不ふ死じ身みと不死身。結局の処、呼び名や成立過程が違うだけで、結果たるその中身は大差無いのだから。


「…………」


　ぎり……と嚙かみ合わせた奥歯が鳴る。


　この期ごに及およんで自分にそんな人間的な癖くせが残っていた事を、心の何ど処こかで驚きながら、ロンはただただ広がる惨さん状じようを見下ろしているしかなかった。
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　人間の瞳ひとみは何な故ぜ二つ在あるのか？


　これについては生物学的に一つの結論が出ている。


　物体を立りつ体たい視しする為だ。


　微び妙みように位置のずれた二つの視野が、脳のう内ないで重ね合わされた時──そのずれを人間の脳は立体感として処しよ理りする様に出来ている。写真に立体感を感じないのは、それが一枚のレンズを通して描えがかれた一枚の絵であるからだ。故ゆえに二つ並べたカメラで別々に撮とった写真を、右目左目にそれぞれ映うつる様に細さい工くしてやれば、人間の脳はそこに立体感を感じる。


　勿論……片目でものを見ても、立体感というものを大たい抵ていの人間は感じる。


　だがそれは両眼でものを見る事に慣れて、立体というものの感かん触しよくを脳が覚えているからだ。光の具ぐ合あい、色の変化、そういったものを、既き存ぞんの知識と照らし合わせて補ほ正せいして、立体感を覚える様に脳が自動調整をする。


　だから今までに見た事が無い物体、見た事が無い風景が対象となると、片目では大きさや距きよ離り感を見み誤あやまる事が増える。経験による補正が効かないからだ。


　では──もし。


　生まれた時から片方の眼しか見えていない人間が居たら。


　それがたまたま眼球が潰つぶれていたとか、視し神しん経けいに問題が在るとか、ではなく──元より隻せき眼がんとして肉体が構こう築ちくされ、片方分の視神経しか無く、また脳にも片方分の処理能力しかなかったとすれば。


　生まれついての隻眼。


　そういう生き物としての隻眼。


　それがアルフレッド・スタインウェイだった。


　彼はＣＳＡだ。


　母は魔族に強ごう姦かんされて彼を産んだ。


　裕ゆう福ふくで、そして敬けい虔けんなホルスト教信徒でもあった彼の祖そ父ふと祖そ母ぼは、口さがない世せ間けんから娘と孫を護まもろうと、帝都ロンバーグの郊外に別荘を建てて、そこに二人を移した。そして口の固い使用人を二人ばかり雇やとってアルフレッドと母の面めん倒どうを見させた。


　祖父と祖母は善ぜん人にんだった。


　彼等は彼等に出来る限りの事はしただろう。


　アルフレッドの事にしても──彼等の財力ならば、人知れず彼を始末してしまう事だって不可能ではなかったろうに、彼等はそうしなかった。生まれた時から白髪で、片方の眼に鳥の羽を生はやした──そんな異い形ぎようの孫を、愛する事は出来なかったにしても、彼等はアルフレッドを、そして自分達の娘を、護まもろうとはしたのだ。


　だが……それでも。


　人間でないものに犯おかされて、人間でないものを産んだという意識が、静かに母を狂わせていった。人形遊びをするかの様に、形だけアルフレッドと親子の様に振る舞う事はあったが、その眼の奥には常に、異形の子への嫌けん悪おが在った。


　アルフレッドは髪かみを伸のばして普段はその異形を隠かくしていたが、それでも何かの折にそれが見えてしまう事がある。そういう時は決まって、母の顔に、恐怖と嫌ぞう悪おが滲にじんでいたのを彼は覚えている。


　母とても理性では彼を愛そうとしたのだろう。


　だが愛せなかった。


　敬虔なホルスト教信徒の両親に育てられた彼女は、慈じ悲ひに富とんだ女性だった。頭ではこの哀あわれな息子に罪つみなど無いのだと分かっていた。だから、それが自己欺ぎ瞞まんに過ぎないと分かっていても、アルフレッドを可愛かわいがる振りをしたりもした。


　しかし……


　身体の奥に、肉の記憶に、これ以上無いという位にはっきりと刻こく印いんされた恐怖。


　異形のものに、貞てい操そうのみならず人間の尊そん厳げんすらも犯された衝撃。


　それを克こく服ふくするにはあまりに母は若かった。


　彼女がアルフレッドを産んだのは未だ十六の時だったのだから。


　鉄が錆さびていく様に、じわじわと彼女の道徳と理性を浸しん食しよくした狂気は、ある日、凶きよう行こうという形で爆発した。彼女は、アルフレッドの顔を、異形の部分をその指で、爪つめで抉えぐり取とり、挙あげ句くに彼を絞しめ殺ころそうとしたのである。


　殆ほとんど無む我が夢む中ちゆうで抵抗したアルフレッドは──母を殺した。


　何かが確実に終わった。


　自分がもう何処にも居場所が無くなった事を、彼は本能的に察していた。それと同時に自分の中で決定的に何かが壊こわれたのにも気付いていた。


　その日の内に、彼は別荘を出た。


　使用人二人を殺し、別荘に在った金を持って、独ひとり、広い広い世界へとまろび出た。


　その時見た風景を──世界を、彼は今でもはっきりと覚えている。


　帝都ロンバーグ郊外。


　遥はるかな山々を地平線に望み、何ど処こまでも何処までも広がっていく金色の海──麦むぎ穂ほ。


　夕暮れの空は無数の雲くもを漂ただよわせ、降ふり注そそぐ朱色の光は、世界を幾いく重えにも幾重にも彩いろどり、無数の光と影をそこに生み出していた。


　恐らく──とアルフレッドは思う。


　普通の人間であったなら。


　ごく普通に生まれて、ごく普通の身体からだで、ごく普通に愛情を受けて育った人間なら、あの光景を美しいと思えたのだろう。あるいは涙を流す事も出来たのかもしれない。それはきっと素す晴ばらしい光景だった筈なのだ。


　だが……


　アルフレッドには、それは、ただただのっぺりした色しき彩さいの氾はん濫らんにしか見えなかった。


　世界はただただ平たく、奥行きも無く、本当にただ、そういう色と形が並んでいるだけの、絵かい画がの様なものだった。それは彼に懐ふところの深さを示すでもなく、遥かな広がりを見せるでもなく、ただただ、彼の未来を塞ふさぐ、壁の様なものとして立ち塞がっていた。


　拒こばまれた──そんな風にアルフレッドは思った。


　そこに入っていけない。


　そこに交まじる事が出来ない。


　永遠の──傍ぼう観かん者しや。


　恐おそらくは世界で最初の理解者になる筈の母親を殺してしまった自分は、もうきっと誰ともわかり合えないのだろう。世界は何処までも平へい坦たんで、何処までも無む味み乾かん燥そうとしていて、アルフレッドはただその事が恐ろしくて呻うめいた。


　だが……


「…………くく……く……」


　巨大モールド〈エレンディラ〉の下か腹ふく部ぶに収まりながらアルフレッドは小さく笑みを漏もらす。


「……もう来たのか……くく……折せつ角かく……生かしておいてやったものを……せっかちな男だ……レイオット・スタインバーグ」


　火炎と黒こく煙えんと瓦が礫れきに埋め尽つくされた街路。


　そこを──物もの凄すごい勢いで駆け抜けてくる鋼はがねが見えた。


　馬ば蹄てい形けいのフレームと鋼鉄の車輪とエンジンとサスペンションとを組み合わせた、走行機械。一切の装飾性を取り払われた、走るための部品だけを組み合わせたと思おぼしきそのフレームの中央に、操縦者の姿が在る。


　黒いモールド──〈スフォルテンド〉。


　レイオット・スタインバーグの愛用するモールドだ。


　そして……


「アルフレ──ッド!!」


　吼ほえるかの様な声が彼の名を呼ぶ。


「──応ッ!!」


　隻眼の魔法士は嬉き々きとしてそれに応こたえていた。





　　　　●　　●　　●





　何処かで爆音が弾はじけた。


「ひっ…………！」


　まるですぐ側で爆発が起きたかの様にノーラは思わず身を竦すくめる。


　車の中に──レイオットのモールド・キャリアの中に居ても、その破壊の響きは暴力的な激しさで伝わってきた。


　本能が危険を訴えて身を縮ちぢ込こまらせる。生々しい。本当の戦場というものは、音の伝わり方からして違うのだという事を、ノーラは嫌いやという程に思い知った。


　怖こわい。恐ろしい。


　心底からそう思う。


「…………」


　何故かレイオット達に付いてきてしまった。


　エレナとバリーは止めたが、カペルテータが行くのだからと、半なかば強ごう引いんに此こ処こまで付いてきてしまったのだ。


　自分でも殆ほとんど理解不能の衝しよう動どう的てきな感情に促うながされての行為だが──冷静になって考えれば、恐らくそれは、あのアルフレッド・スタインウェイという戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストの事がどうしても気になってしまったからなのだろう。


　あんなひどい形をノーラは初めて見た。


　あんなのは人間の形ではない。


　悪魔だ。魔神だ。


　あんな形にもし人間がならざるを得なかったのだとしたら、一体、どんな悲ひ惨さんな人生を送ってきた結果なのだろうか。分厚い装そう甲こうを纏まとっていてさえ、滲にじみ出る、深い深い狂気と──絶望。その全てをノーラには理解出来ない。読み取れてもその背はい後ごに在るであろう彼の体験は……曲がりなりにも幸せに暮らしてきた彼女には、自分の知る知識や事象に翻ほん訳やくする事も出来ない程の、重く暗い闇そのものだった。


　可か哀わい想そうだ。


　彼女は殆ほとんど直感的にそう思った。


　勿論、あのアルフレッド・スタインウェイという男が善人でない事は分かる。犯罪者であり殺人者である事もレイオットから聞いた。


　だがそれでも見届けなければ──と奇妙な使命感がノーラを促していたのだ。


　しかし……


（怖いっ──）


　いざ現場に近付くと、自分が如い何かに甘い考えを抱いだいていたのかを思い知る事となった。


　此処で行われているのは、文字通りの殺し合いだ。


　僅わずか数百メルトル先で、人間など一瞬で殺傷できる様な、火炎と、銃弾と、魔法と、その他様々な威い力りよくが飛び交かっている。ノーラなどがのこのこ出て行けば、アルフレッドの未来を見定めるも何も無く、あっという間に死体になっている事だろう。


「…………」


　がちゃりと音を立ててモールド・キャリアの扉が開く。


　驚いて顔を上げるノーラは、モールド・キャリアから降りようとしているカペルテータの姿を見る事となった。


「カペルテータ……さん？」


　震ふるえる声でノーラは言った。


「危ないです、外に出たら──」


「この為に、私は、レイオットの側そばに居ます」


　カペルテータは余よ計けいな会話を省はぶくかの様に、はっきりとそう言った。


「私は、レイオットを見つめ続けなければ、いけないんです」


「…………どうして？」


　ノーラは呻く様に言った。


　カペルテータの心がノーラには見える。


　だが見えるだけだ。アルフレッドと同じく、それがどうしてそんな形になってしまうのかが、分からない。どうしてそんな心が生まれ得るのか、分からない。


　心の──異い形ぎよう。


「あなたは……貴方達は、どうして、そんな」


「…………」


　紅あかい瞳ひとみが無感情にノーラを映うつす。


　静せい謐ひつな眼まな差ざしだった。人間には在り得ない程に──静かすぎる双そう眸ぼう。


「哀かなしければ哀しいって言えばいいじゃないですか。嬉しければ嬉しいって、寂さびしければ寂しいって──好きなら好きって言えばいいじゃないですか！」


「私は」


　カペルテータは淡たん々たんと言った。


「狂っています」


「噓うそよ──あなたは」


「普通の人間の様に笑ったり泣いたり怒ったり出来ません。出来なくなりました」


　まるでそれが至し極ごく当然の事であるかの様にＣＳＡの少女は言った。


「私は心が死んでいます」


　カペルテータは言った。


「心の形を模も倣ほうする事しか出来ません。貴女が私の中に見たのは心の紛まがい物です」


「…………そんな」


「私にとって感情とは湧わき出でるものではありません。必然によって組み立てるものです」


「そんな事──」


「だから私は、レイオットを見続けなければなりません。私の中の、心の形を組み立てる為の、部品がきちんと揃そろうまで。私が、どんな心を組み立てなければいけないのかが、分かるまで」
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「…………」


「ノーラさんは、此処で待っていてください」


　言ってカペルテータは扉とびらを閉めて、出て行く。


　手を伸のばして止めかけて──しかしノーラはそのまま凍こおり付いた。


　去っていく少女の背中は、これ以上に無いという位はっきりと、ノーラの手を拒きよ絶ぜつする形を示していたから。





　　　　●　　●　　●





　鋼鉄の車輪が、甲かん高だかい悲鳴を上げながら路面を抉えぐる。


　ＪＲ総合機器研究所謹製モールド用高機動装輪ユニット〈ホイール・マニアII〉は、街路に立ちこめる爆煙と砂さ塵じんの幕まくをぶち抜いて巨大モールドに迫せまった。


　名前こそ同じだが、〈黒くろ騎き士し〉事件の後、ジャックが換かん装そうしたエンジンは排気量の増大に伴ともない出力が向上──積載武器が倍に増えても同等の最高速度トツプスピードを維い持じしている。無論、その分、その出力と重量による慣性に振り回されて小回りが利ききにくくなっているが。


　轟──と空気が唸うなった。


　鉄巨人がその巨大スタッフを掲かかげている。今しも何かの攻撃に出ようとしているのだろう。魔法だろうとその巨体だろうと、まともに攻撃が命中すれば、恐らく〈レイオット〉はモールドごと破壊されて即そく死しする。


　だが……


「──さて」


　呟きと共にレイオットは操桿ボルトの脇わきに付いた引き金を引いた。


　弾ける銃声。迸ほとばしる閃せん光こう。


　機体の左右に取り付けられた対魔族狙撃銃〈ライトニング・ボルトII〉が続けざまに銃弾を吐はく。いや──ジャックの手によって弾帯ベルト給弾方式に改装されているそれは、既に狙撃銃というよりも機関砲だ。


　車輪が路面を搔かく際の火花と共に、弾帯部品や、空から薬やつ莢きようをばらばらと撒まき散ちらしながら、〈ホイール・マニアII〉は巨大モールドの足下を通り抜けた。


　百数十メルトルの距離を一瞬で走り抜け、ギア・チェンジ。


　慣性で流されつつも、〈ホイール・マニアII〉自体は、まるで独こ楽まの様に回転しながら方向転てん換かん。急激な加速方向の変化に、体内の血が偏かたより、軽い貧ひん血けつの様な状態に陥おちいりながらもレイオットは仮面の下で薄く納なつ得とくの笑みを浮かべていた。


　鉄巨人は──殆ほとんど動いていなかった。


「とりあえず攻撃を受ければ動きが止まるのは魔力圏ドメインと同じか」


　巨大モールドに命中する直前、空中に静止していた銃弾が、ばらばらと雨の様に路面に落ちる。レイオットは〈ライトニング・ボルトII〉二に挺ちようによる銃撃の直前と直後、巨大モールドの脚が止まり、姿し勢せいも殆ど変化していない事を確認していた。


　弾薬の消しよう耗もうが激しくはなるが、途と切ぎれなく銃撃を続ければ、その動きは止められる。


　それはこれで分かった。


　だが──


（奴はどれだけ〈生いけ贄にえ〉を積んでる？）


　問題はそこだ。


（『息子』と言っていたが。もし……）


　再び銃撃を加えながらレイオットは考える。


　アルフレッドが使っている〈生贄〉の胎たい児じ達。それが本当にアルフレッドの子供なのだとしたら、どうやって調達をしたのか？


　女は一度に一人の相手の子しか身ごもれない。


　だが男は一度に複数の女を孕はらませられる。


　実際に性交する必要すら無いだろう。単にアルフレッドの精子を複数の女性に受じゆ胎たいさせれば良いだけの事だ。そして治安悪化と経済悪化の叫ばれる昨今、女性の行方ゆくえ不ふ明めい者はトリスタンだけでも年間一万人を超える規模である。十人や二十人増えた処で、目立ちはすまい。


　胎児の調達は可能。


　だが面倒な事には変わりない。


〈黒騎士〉では現場に居る人間を使っていたのにもかかわらず、巨大モールドはわざわざこの供給に手間暇の掛かる『弾薬』を持参している。


　この違いは何処に出る？


（血の繫つながった〈生贄〉の方が効率が良い？　あるいは単に現場での調達が隙すきになると判断したか？　もし前者だった場合──）


　その〈生贄〉から得られる拘束度デユラビツト数は一体どれ位なのか。


　もし〈スタグナント〉の様な、一定空間の物質的変動をまとめて抑おさえ込こむ様な大技を連発されれば、レイオットとしても打つ手が無い。


「くはっ……ははははは！　レイオット、スタインバアアアアアアグ！」


　銃撃の切れ目を狙って巨大モールドが腕を振る。


　破壊された建物の瓦礫が降り注そそぎ、路面で弾はじける。無数の散弾が四方八方から押し寄せてくる様なものだった。勿論威い力りよくは大した事が無くとも、直撃すれば、モールドや〈ホイール・マニアII〉に傷や歪ゆがみがつくし、それが蓄ちく積せきすれば破は損そんに繫がる──


「──悠長にやってる場合じゃないか」


　ジグザクに〈ホイール・マニアII〉を走らせながら、レイオットは呟く。


　元より相手にはどれだけの『弾数』が在るか分からない。


　その最大威力がどの程度なのかも分からない。


　ならばそれを確かめるまでもなく、こちらのもてる最大威力を最高速度で叩き込む事こそが唯一の勝算と言えた。


「くははははははははッ!!」


　抉り抜かれた大気が吼ほえる。


　猛烈な勢いで突き付けられたのは──鉄巨人の持つスタッフの先端であった。


「──ッ！」


　でかい。


　まるで目の前にいきなり大型トレーラーか、列車が顕あらわれたかの様な、威圧感。迫り来るその鋼鉄の塊に、レイオットの生存本能が悲鳴を上げる。


　咄とつ嗟さに彼は〈ホイール・マニアII〉を──


「〈マキシ・ブラスト〉──イグジスト」


　閃せん光こうが迸ほとばしる。


　弾けて。溢あふれて。そして殺さつ到とうする。


　超高熱量の光条が街を──比ひ喩ゆでも何でも無い、トリスタンの街並みそのものを──ぶち抜いていた。


　それは……魔法を生業なりわいとしている者達にとっても、在り得ない光景ではあった。


　街路の石いし畳だたみが、アスファルトが、次々とめくれ上がり、建物が、まるで、玩がん具ぐの様に軽々と舞い上げられ、空中で砕くだけて、灼やけて、そして消える。瓦礫が転がる暇ひまさえ無く、全ては粉ふん砕さいされ、焼き尽つくされて、挙げ句に発生した熱風で引き裂かれて散った。


　一瞬遅れて──直撃されていないにもかかわらず、溢れる衝撃と熱に耐たえかねた建物が連れん鎖さ的てきに倒とう壊かいしていく。


　恐らく空の高みから見下ろせば、トリスタンの街の風景に、いきなり巨大な鉈なたで切り付けた様な傷きず痕あとが刻まれているのが見えただろう。


「はははは！　はあああああっはははははははは！」


　傲ごう然ぜんと、巨大モールドは身を反そらしながら哄こう笑しようを放つ。


　巨大モールドの前から、真っ直ぐに──長さにして一キロメルトル余り、幅はばはおよそ十メルトル余りにわたって、黒い道が出来ていた。


　まるで舗ほ装そうされたかの様に何も無い。


　瓦礫はおろか、わずかな凹おう凸とつも無い。ありとあらゆるものは超高熱で溶かされて均ならされてしまっていた。路面は硝子ガラスの様に滑なめらかで、しかしその周囲では余よ剰じよう熱ねつで揺らぐ空気が、風景を歪ゆがませていた。


　徹底的な破壊──いや殲せん滅めつ。


　文字通りに瓦礫の一ひと欠片かけらすら残らぬ絶対的な滅殺。


　だが……


「はあ──っ……はあ──っ……」


　例外が一つだけ。


　黒い道に傷の様に残った白い一線。


　その先せん端たんに──


「……ほう？」


　巨大モールドがアルフレッドの声で笑う。


　モールドの紅あかい隻せき眼がんが、ちきちきと細かな金属音を立ててそのレンズを回し、足下のそれを注ちゆう視しした。


　何もかもが灼かれて炭化した道の真ん中に、しかしはっきりと残った存在。


　レイオット・スタインバーグ。


　彼の〈ホイール・マニアII〉とモールド〈スフォルテンド〉は、まるで周りの風景など実体無き悪夢に過ぎないと断じるかの如ごとく、厳げん然ぜんとそこに存在していた。


〈ホイール・マニアII〉に装着されたスタッフの先端で、緩やかに傘かさ状じようの防ぼう御ぎよ力りき場ばが回転している。


「この〈エレンディラ〉の〈マキシ・ブラスト〉を防いだ？」


〈ホイール・マニアII〉は硝子状の地面を砕くだきつつ疾しつ走そう。


　巨大モールドの左脇をすり抜けて、背はい後ごに抜ける。


　それを追って上半身をひねる巨大モールド。


　空間そのものを振るわせて追おい縋すがるアルフレッドの声がレイオットの背を叩たたいた。


「普通の〈デフィレイド〉ではない──か。そのおかしな走行機械？　いや──」


「さてな」


　レイオットは呼吸を整えながら言った。


「アル坊や。種明かしはショーが終わってからだ」


　アルフレッドはレイオットの新型スタッフを──ジャックが、あの『剣』を組み込んだスタッフの事を知らない。


（危ない処だったがな……）


　仮面の下で微び苦く笑しようを浮かべるレイオット。


　彼が未だ生きているのは幾いくつもの偶ぐう然ぜんの結果である。


〈デフィレイド〉が巨大モールドの〈マキシ・ブラスト〉を防ぎきるだけの出力が出せた事も偶然ならば、咄とつ嗟さに〈ホイール・マニアII〉を止める事無く、周囲の温度が致ち命めい的てきなものにまで上がる前に、巨大モールドの〈随意領域〉内側まで飛び込んだのも偶然だ。


　もし左右どちらかに逃げたりしていれば、直撃は防げたとしても、レイオットは輻ふく射しや熱ねつで蒸むし焼きになっていた事だろう。


「……ふむ……ならば……」


　がしゃん──と巨大モールド〈エレンディラ〉がスタッフを操作する。


　更さらに拘束度を補ほ給きゆうしようというのだろう。


　排はい出しゆつされて黒い地面へと跳はねる薬やつ莢きよう。その内側から液体と共にまろび出た胎児が煙けむりを上げながら──未だ地面は灼けた鉄板並みの温度だ──魔族へと変へん貌ぼうしていく。


　だが──





　ぐしゃ。





〈エレンディラ〉の巨大な脚がそれを踏み潰つぶした。


　邪魔だと言わんばかりに──いや、そんな明確な意識すらアルフレッドには無いのだろう。たまたま脚を踏み出した先に蟻ありが居た……その程度の事なのだ。


「…………」


　レイオットは無む言ごん。


　今更、アルフレッドの鬼き畜ちくぶりを指し摘てきしても意味が無い。


　今の〈マキシ・ブラスト〉の一撃が、何人の人間を巻き込んで殺したのか、レイオットには分からない。それ以前にアルフレッドがこれまでに何人の人間を殺してきたのか、そしてこれから何人の人間を殺す積もりなのか、想像も付かない。


　元よりどうしようもない。


　償つぐなう方法も無いし、その気もアルフレッドには無かろう。


　とっくに戻る道は無いのだ。


　だから後は──


「くく……さっさと……終わらせるか……！」


　轟ごう然ぜんと巨大スタッフを構える〈エレンディラ〉。


　妊にん婦ぷの形を模もしながら──同時に世界への憎ぞう悪おにも溢あふれたその異様な姿。


　それはひどく奇き怪かいで、ひどく特とく異いで、ひどく……哀かなしい。


「そうだな」


〈ホイール・マニアII〉のＮＯＳ──ナイトロジェン・オキサイド・システムのスイッチに手を掛けながらレイオットは言った。





　　　　●　　●　　●





「……ったく、一体どうなってやがる!!」


　戦術魔法士ヴィクハルト・ヤークトルーフは破壊された街の中を走りながら怒ど鳴なった。


　答える者は居ない。


　居なくなっていた。


　本当に──一体何がどうなっているのか、さっぱり分からない。


　突とつ如じよとしてトリスタンの街の中心部に閃せん光こうが走ったかと思うと、建物の硝子ガラスが揃って砕くだけ、地震が起きたかの様に家財一式が揺れた。丁ちよう度ど、欠伸あくびをかみ殺しながらラジオの放送を自宅で聞いていたヴィクハルトは、それでソファの上から転ころげ落ち、しこたま額ひたいを打って呻うめく事になった。


　経験が浅いとはいえヴィクハルトも戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストである。


　音や光から、その爆発が魔法のものであると──信じがたい規模ではあったが──半なかば直感していた。この為、彼はアパートの扉を蹴け破やぶる様にして出ると、モールド・キャリアの中に駆け込んで、装備一式を身に着けたのだ。


　間違いない。魔法戦闘が起こっている。


　だが──魔法管理局に電話連絡を入れても通じない。警察に電話連絡を入れても通じない。それぞれの役所が、というより、電話局の交換所が丸ごと死んでいるかの様で、そもそも電話が機能している様子が無かった。


　そういう訳で──ヴィクハルトは状況を確かめる意味も在って、モールドを装着したままモールド・キャリアを運転し、現場近くにやってきたのだ。


　だが……


　破壊の現場はヴィクハルトの想像を遥はるかに超こえていた。


　通常、爆発の跡地といえば、円状に広がる破壊の痕こん跡せきという印象が在る。


　爆発の中心の地面が深く抉えぐられ、そこから地面が、建物が、標識が、消火栓が、そして人間が、輪状に均等に破壊されて年ねん輪りんの如くその威い力りよくを示すものだ。それは魔法でも火薬でも大差は無い。爆ばく心しん地ちが最も威力が在り、そこから遠ざかるに従したがって、威力が緩ゆるやかに減げん衰すいしていく。


　だが──街の惨さん状じようは異ことなっていた。


　何ど処こが爆心地か分からない。


　そもそも破壊の程度が分からない。何もかもが徹てつ底てい的てきに破壊され尽くしていて、瓦礫は既に皆、小石の様な小ささに砕くだかれ、死体はどれも満まん遍べんなく黒こげ、あるいは粉ふん砕さいされて肉片となっている。


　破壊に偏かたよりが無い。


　こんな惨さん状じようを創り出そうと思えば、絨じゆう毯たん爆撃をするか、さもなくば──





　おおおおおおおおおおおおおおおおおおぎいいいいいいいいいいあああああああああん





　異様な叫びにぎくりと身を竦ませるヴィクハルト。


　振り返った彼は、そこで、満遍なく広がる破壊の原因を知った。


　ぐじゅるぐじゅると音を立てながら移動する異い形ぎようの怪物。


　魔族メレヴエレントだ。


　それも──


「──二体!?」


　一体でも洒落しやれにならない怪物が、二体、連れ立っているかの様に並んで、周囲に破壊を撒まき散ちらしている。残っていた瓦が礫れきを更に砕くだき、廃屋を崩し、鋼鉄をひん曲げ、そして人間の遺体を見つければ引き裂き、押し潰して蹂じゆう躙りんする。


　出で鱈たら目めに粘ねん土どをこねまくった本体に、やはり出鱈目に手やら足やら眼やら鼻やらをくっつけただけの怪物達は、発情期の猫の様な声をあげ、ずりずりと這はいずりながら辺りを徘はい徊かいしていた。


　いや。それだけならまだいい。


　ヴィクハルトも戦術魔法士だ。魔族に対抗する手段は在る。


　しかし──


「ちょっ…………おい!?」


　魔族二体が這いながら向かう先。


　そこには──まるで事態を理解していないかの様に、小こ柄がらな人影が静かに立っていた。


「おい、そこの!!」


　叫びながら、ヴィクハルトはその人影に見覚えがあると気付いていた。


　紅い──染めでもしない限りは在り得ない、血色の髪。


　レイオット・スタインバーグが連れていた半魔族ハーフ・ブルートの少女だ。独特の髪と眼の色は勿もち論ろんだが、およそ表情というものを示さないその幼い横顔が、何より印象に残っていた。


　確か名前は──


「カ、カペ……カペレ……ああ、くそ!?」


　名前が思い出せないヴィクハルトは大声で喚わめいた。


「なんでもいいから逃げろ、ガキッ!!」


　ＣＳＡだからといって魔族は容よう赦しやなど思い出すまい。


　ヴィクハルトは自分でも馬鹿な事をしていると思いながらも──商売敵の連れなど、魔族に襲われて死んでも、知った事ではない筈なのだが──肩から提さげていた短機関銃を構えると、魔族に向けて連射した。


　乾かわいた軽い銃声が響く。


　無論、それらは数発が魔族に命中したのみで残りは全て弾かれ、命中した数発の弾だん痕こんすらもが、みるみる内に溶けて消えたが──魔族達の注意は、とりあえずヴィクハルトの方に向いた様だった。


「ああ──何やってんだ、俺!?」


　悲鳴じみた声でそう喚わめきながら、短機関銃を投げ捨て、スタッフを構えるヴィクハルト。


　素早く呪文書式板選択器スペルタグセレクタを回して、呪文選択──〈アサルト〉。


「馬鹿か、馬鹿ですか、俺!?」


　最新式のスタッフは電動モーターで自動的に無音詠唱ダムキヤスト、ヴィクハルトは気力を奮ふるい立たせる為に大声で喚きながらスタッフの先せん端たんを近付いてくる魔族に向け──


「…………」


　二体の魔族。


　ほぼ同じ速度で、同じ大きさの魔族が、揃そろって近付いてくる。


　どっちに当てる？　それとも真ん中に撃ち込んで、隙すきを作って──いや、魔族に隙とかそーゆーものがあるのか？　そもそも──


　恐怖で荒あれるヴィクハルトの思考。


　訓練と実戦は違う。どれだけ繰り返してその身に刻きざんだ行動も、実戦の空気に触れると一瞬で揮き発はつしてしまう事がある。既すでにヴィクハルトは実戦を何度か経験しているとはいえ、未だベテランと言うには──死線が入り乱れる現場で、冷静に物事を判断出来るだけの経験は、無い。


「ああああ、チクショーッ？　やっぱ慣れねえ事はするもんじゃねーッ!!」


　殆ど泣き喚きながらヴィクハルトは〈アサルト〉を右側の魔族に向けて発射。


「──イグジストッ!!」


　集束した力場砲弾が魔族に突き刺さり、爆裂。


　轟ごう音おんと共に魔族は飛散し、ばらばらと血と肉片の雨が降る。


　しかし──


「…………!!」


　ヴィクハルトの足下が弾けた。


　もう一体の魔族の攻撃だ。


　それそのものは彼を直撃する事は無かったが、彼の足下に命中した一撃は、大きく地面を抉り、そして咄とつ嗟さに後ずさりかけた彼の姿し勢せいを崩くずす結果となった。


「ぐえっ!?」


　派は手でな音を立てながら転ころぶヴィクハルト。


　そんな彼の上に──おぎあ、おぎあと奇き怪かいな声を発しながら魔族がのしかかってきた。


　粘ねん液えきに塗まみれた触しよく手しゆの様なものがヴィクハルトのモールドの表面を舐なめ、更にその仮面の覗のぞき穴から侵しん入にゆうしてくる。


　魔法にしても、銃にしても、既すでにどうこう出来る距離ではない。


　ヴィクハルトは猛もう烈れつに後こう悔かいしながら死を覚悟した。


　そして──


「──イグジスト」


　その声と共に魔族がいきなり視界から消えた。


　爆音はその直後に響き──咄とつ嗟さに振り返ったヴィクハルトは、吹っ飛ばされ、崩れ残っていた建物の壁に激突する魔族を見た。


　そして──


「おい。生きてるか？」


　そう声を掛けながらもヴィクハルトを一いつ顧こだにもせず、倒れたままの彼を平然とまたいで一人の戦術魔法士が前に出る。


　彼は左の腕部に直付けされた自動式の散弾銃を立て続けに撃ち込みながら、右手でスタッフを構えた。


　ヴィクハルトのそれと同じく電動モーターによる無音詠唱ダムキヤスト。


　そして──


「イグジスト」


　むしろ淡々と宣するかの様な撃発音声トリガー・ヴオイス。


　今度こそ魔族の身体の中心に炸さく裂れつした魔法が、その肉体を爆散させた。


「アンタは──」


　モールドの姿を見るのは初めてだが、その妙に爽さわやかな口く調ちようと声こわ音ねには、ヴィクハルトも聞き覚えが在った。


　確か、トーマス・パラ・ビーチャムといっただろうか。


　見て判る通り、ヴィクハルトの同業者である。


「生きているらしいな。悪運が強くて何よりだ。そこの君も大丈夫か!?」


　トーマスは紅あかい髪かみの少女を振り返って、叫ぶ。


　この戦闘の最中にも、まるで表情を変えなかったその少女は、ただ小さく頷うなずいた。


「一体、どうなってんだ、これ」


　身を起こしながらヴィクハルトは問う。


　だがトーマスも首を振った。


「わからない。電話も通じないし、あちこち停てい電でんしていて、市民の間で恐慌パニツクも広がっている。どうも、役人通りの辺りで、何か在って、役所の類たぐいが軒のき並なみ機能停止している様だ」


「魔族が居るって事ぁ──魔族事件ケースＳＡか？」


「どうかな。正直、この状況には作さく為いというか、戦術を感じる。トリスタンを攻こう略りやくするなら、誰でもまず、役人通りを攻めるだろうしな。あるいは停電も計算か」


「って。誰が？」


「……僕は君の学校の先生じゃない」


　肩かたを竦すくめるトーマス。


「何でも知っている訳じゃないんだよ」


「うるせぇ。だったら偉そうに解説すんな」


　とヴィクハルト。


「何はともあれ、魔族が居るのは事実だ。我々としては魔族を掃そう討とうしつつ、生き残りの市民を保護するのが正しい在り方だろう」


　辺りを見回してトーマスはそう宣った。


「我々って──おい、勝手に仕切んな」


「そこの君、カペルテータ君だったか。君が居るという事は、レイオット・スタインバーグも来ているのだろう？」


　トーマスは既に打ち合わせは済すんだ、とでも言うかの様に、ヴィクハルトの言葉を無視し、カペルテータの方に向かって歩き始める。


「おい、聞けよ、この野郎──」


「彼は何ど処こに居る？　それからこの状況について何か知っている事は？」


「聞けってばよ、おい!?」


　トーマスの後を追って走りながらヴィクハルトは喚わめいた。
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　やはり長々と魔法を撃ち合うのは得とく策さくではない。


　長引けば間違いなく不利になるのは自分だ。


　レイオットはそう考えていた。


　そもそもレイオットとアルフレッドでは物量が違う。


　あの〈黒騎士〉ですら、手しゆ榴りゆう弾だんや機関銃をモールド内に装備していたのだ。あの巨大モールドが、体内にどれだけの武器弾薬を仕込んでいるのかも分からない。たとえ完全に魔法戦闘に特化しているとしても、今度はどれだけの〈生いけ贄にえ〉をスタッフの中に装そう塡てんしているのか──その〈生贄〉一体で、どれだけの魔法が可能になるのかも分からない。


　急所を狙ねらっての一点突破。


　それしかない。


「ならば──」


　レイオットはＮＯＳを始し動どうさせた。


　急激に高まる駆く動どう音おん。〈ホイール・マニアII〉は弾はじかれたかの様に加速、弾丸の如ごとく真っ直ぐに巨大モールドに向け突っ込んでいく。


　空を埋うめる様にして──のしかかる様にして〈エレンディラ〉の巨体が視界一杯に広がる。レイオットはふと以前にこんな相手と戦った経験が在る事を思い出した。


（カペルの父親──ダニエル・レジエーロ）


　勿もち論ろんあの時とは状況も違えば戦力も違う。


　だが──


「くはははははははははッ!!　はは！　は！　はははははぁッ!!」


　次々とレイオットを追って攻撃魔法が炸さく裂れつする。


〈ホイール・マニアII〉の軌き道どうを追うかの様に、点々と生しようじる爆発。


　いずれもが〈ブラスト〉どころか〈マグナ・ブラスト〉級の破壊力である。爆発が一つ花開く度に、〈ホイール・マニアII〉は大きく跳はねて、転てん倒とうしそうになるのを、レイオットは体重移動とアクセル・ワークで強引にねじ伏ふせ、更に接近。


　こちらの攻撃魔法の射程距離まであと少し。


〈ライトニング・ボルト〉二に挺ちようで銃撃を繰り返し、相手を想定位置に釘くぎ付づけにすれば──


「──ッ!?」


　いきなり──鉄巨人が消えた。


　愕がく然ぜんと眼を見開きながらもレイオットは咄とつ嗟さにブレーキング。火花を散らして車輪で路ろ面めんを削けずりながら、〈ホイール・マニアII〉は横よこ滑すべりして止まった。


　そして──


「上かッ!?」


　頭上を振ふり仰あおいだレイオットは──そこに巨大モールドの姿を見た。


　跳とんだのだ。


　その見るからに重そうな形けい状じようから、ついレイオットはこの鉄巨人が鈍どん重じゆうな動きしか出来ないものと思い込んでいた。実際、今まで敏びん捷しような動きを示した事は無く、だからこそ彼はこの巨大モールドが実は〈黒騎士〉並の運動能力を備えているのだという可能性に、思い至る事が無かった。


　だが──考えてみればそれは当然の事だ。


〈随意領域〉によって稼か働どうするこの巨大な人型にとって、外見などはさして意味がない。鈍重そうな外見だろうが俊しゆん敏びんそうな外見だろうが関係が無い。空気抵抗や重量配分などは全て〈随意領域〉が調整する。故ゆえに魔法としての処理限界を超えない限り、この巨大モールドはどんな出で鱈たら目めな動きでも可能なのだ。〈黒騎士〉は建物の壁を走っていたが──この鉄巨人とて同じ事が出来るのかもしれない。


「くはははははははははッ！」


　レイオットを踏み潰さんとするかの様に落下してくる巨体。


　咄嗟にアクセルペダルを踏み込みながらレイオットは急発進。


　しかし──


「──しまった」


　明らかに〈ホイール・マニアII〉の動きが鈍にぶい。


　巨大モールドの真下から逃げ切る直前〈随意領域〉に接せつ触しよくして搦からめ取とられたのである。


〈随意領域〉内ではこちらの動きが鈍る。雑ざつ音おんとしてレイオットの意思が混じり込むので銃弾を停止させる時の様な強さは発はつ揮きされないが──それでもアルフレッドの意思に反応する力場は、敵たるレイオットの動きを阻そ害がいする方向へと作用する。


　これもまた経験済みの効果であった筈だった。


「はははははははははは!!」


　哄こう笑しようと共に降ってくる破は城じよう槌ついの一撃。


　鉄巨人の右足が〈ホイール・マニアII〉の左側を押し潰す様にして着地する。耳みみ障ざわりな音をたてて〈ホイール・マニアII〉のフレームがへしゃげ、左側の〈ライトニング・ボルト〉の銃身がへし折れて飛んだ。


「うおっ!?」


〈ホイール・マニアII〉が破壊され、〈ライトニング・ボルト〉やスタッフ、そしてレイオットのモールド〈スフォルテンド〉を固定していた金具が弾はじけ飛ぶ。ばらばらの部品と共にレイオットは街路へと投げ出されていた。


「ぐっ…………」


　幸さいわいだったのは、ジャックが〈黒騎士〉事件の際にモールドに取り付けた機械式の補助肢サポート・アームが壊れなかった事だろう。それは〈ホイール・マニアII〉から外れたスタッフを発バ条ネの力でレイオットの側そばに引き寄せてくれていた。


　レイオットは素早く呪文書式板選択器スペルタグセレクタを操作して〈ブラスト〉を選択──無音詠唱ダムキヤスト。


　だが──


「…………」


　頭上にのしかかる影かげ。
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　改めて振ふり仰あおぐまでもなかった。鉄巨人がスタッフの先せん端たんをレイオットに突き付けているのである。


　今度は逃げられない。防ぐ事も出来ない。


　レイオットは凍こおり付いた様に動きを止めた。


「……案外と……つまらん終わり方だな……」


　アルフレッドがそんな事を言ってくる。


　その声には何処か落らく胆たんの響きすらある様に思えた。


「そうだな」


　レイオットは同意する。


「だがそういうもんだろう。人生は」


「そうだな……そういうものだ……人生など」


「珍めずらしく意見が合ったな」


「……握あく手しゆでも……するか？」


　低くくぐもった笑い声が響く。


「お前に冗じよう談だんが言えたとは驚きだ」


「……くく…………くく……くはっ………はははは……」


　笑うアルフレッド。


　そして──


「さらばだレイオット・スタインバーグ。先に逝いって待っていろ……！」


　その言葉と共に巨大スタッフの先端に魔法陣エイリアスが展開する。


　そして──
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　べしゃり──と何の兆きざしも見せず、いきなり窓にそれは付着した。


　粘ねん液えきに塗まみれた不定形の物体。


　あちらこちらに、小さな腕うでや、足や、眼や、耳が止めどなく生成されては、吸収されて消える。それはまるで、自分の在るべき姿を延えん々えんと模も索さくしている様にも見えた。


　魔族メレヴエレントである。


「ひっ…………」


　ノーラは喉のどの奥に悲ひ鳴めいを絡からませる。


　あの巨大モールドが生んだものだろう。ぐじゅるぐじゅると気色の悪い音をたてながらそれはモールド・キャリアの運転席側面から、前面へと硝子ガラスの上を移動してくる。


　どこから入ろうかと思案しているのだろうか。


　勿もち論ろん……魔族がその気になれば強化硝子など一瞬で砕くだけ散ちる。ノーラの生命は、恐らく魔族が硝子を割るという方法に気付くまでの、短い時間しか残されていない様だった。


「…………」


　身を縮ちぢめるノーラ。


　恐怖に歪むその表情に──涙が浮かんだ。


　ノーラの眼は魔族の内面さえも見み透すかす。


　故に──


「ああ…………」


　彼女はこの硝子面に張り付いている魔族をおぞましいと想う。だがその反面で、哀あわれむ気持ちが湧き出してくるのを感じていた。





　おおおおんんんんぎいいいいいいあああああああああああ──……





　そこにいるのは赤ん坊だった。


　変わり果ててはいるが、それは親に愛される事も無く生まれてきた──生まれてきてしまった可か哀わい想そうな生命だ。


　不断に形を変えているのは、単に、自分の形さえ分からないからだ。何かの形状に固定されないのは、そもそも何も知らないからで──自分の在るべき姿を知らないなりに、分からないなりに、それでも必死に探し続けているからだ。


　魔族としての凶暴性とは別に、そんな、どうしようもない位に無む垢くで哀あわれな赤ん坊としての形がそこには在った。


　出来る事ならば抱だき締しめてやりたいとノーラは想う。


　生まれてきておめでとうと言ってやりたいとも想う。


　しかし──





　あぎい……いいいいぎいいいいい……





　ぴしりと音を立てて強化硝子が粒つぶ状じように砕ける。


　もうノーラと魔族を隔へだてるものは何も無い。


「…………え」


　恐怖と悲ひ嘆たんに震ふるえるノーラの耳に、銃声が届いたのは次の瞬間だった。


　魔族が、血を噴ふきながらモールド・キャリアから剝がれ落ちる。


　銃声は立て続けに鳴り響き、容よう赦しやなく降り注そそぐ弾丸が魔族を地面の上に押さえ込んでいた。


　更に──


「──イグジストッ!!」


　撃発音声トリガー・ヴオイスが響く。


　空気が凍こおり付つくかの様な鋭するどい音がノーラの目の前を通り過ぎる。それと同時に不定形の魔族は突とつ如じよとしてその動きを止めていた。


　じわりとその体たい軀くに浮き出る直線。


　それは瞬またたく間に赤く染まり、そして左右に広がって──恐ろしく鋭えい利りな切断面となっていた。真っ二つに切り分けられた魔族の身体は、断面からどろりと臓ぞう器きと脳のう漿しようらしきものを零こぼす。


　駄だ目め押おしとばかりに再び響く銃声。


　十発近い弾丸が魔族の身体に同数の穴を穿うがち……そして銃撃は止まった。


「君！　大だい丈じよう夫ぶか!?」


　振り向けば五人の男達が駆け寄ってくる処だった。


　四人は都市迷めい彩さい服ふくに身を包み、自動小銃で武装している。そして残る一人は灰色のモールドを身に纏まとい、スタッフを携たずさえていた。


　彼等の肩には揃そろって、黒い猟りよう犬けんと雷いかずちの紋もん章しようが描かれている。ノーラは勿論知らなかったが、それは民間軍事会社〈ブラック・ドッグ〉の社員たる証あかしだ。


「怪け我がは？　もう大丈夫だ」


　モールドを着た戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストが力強く頷うなずいてくる。


　その横では都市迷彩服の男の一人が、無線機に向かって喋っていた。


「こちらハモンド班。魔族一体を処理。民間人らしき少女一名を保護──」


「これはモールド・キャリアだな。君は戦術魔法士の助手か？」


「あ…………いえ」


　戦術魔法士の問いにノーラは首を振る。


　彼女は地面にわだかまる魔族の死体を一いち瞥べつしてから──そっと目元を拭ぬぐった。
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「イグジスト」


　撃発音声トリガー・ヴオイスと共に魔法が発動する。


　だが──それはアルフレッドのものではなかった。





　──ばしッ！





　音を立てて巨大モールドの周囲に何かが弾はじける。


「──なに!?」


　アルフレッドの驚きと共に、がくんと鉄巨人の動きが鈍にぶった。


　いや、それどころか、ぎしぎしと音を立ててその巨体が軋きしみ始める。〈随ずい意い領りよう域いき〉に何らかの不ふ都つ合ごうが生じ──その本来の効果を発揮できなくなっているのだ。


「これは……〈ジャミング〉……か!?」


　魔力の集束と運用に割り込む妨ぼう害がいの魔法。


　しかも恐らくは──増幅用の追加呪文プラグインを掛けての強化版だ。


「……誰かは知らないが……邪魔を──」


　アルフレッドの台詞せりふは途と中ちゆうで遮さえぎられた。


　夜気を揺るがす野太い咆ほう哮こう。


　長く分ぶ厚あつい一音の様に見えて──それは無数の小さく短い爆音が、密に重なり合って生み出されたものだった。


　レイオットはその音に聞き覚えが在った。


　Ｍ４９連装銃身式汎用機関銃〈ヘッジホッグ〉。


　アルマデウス陸軍が採用する陸戦兵器だ。高速回転する六本の銃身から発射される銃弾は毎分三千発──即ち毎秒五十発。この異常な連射速度は、通常の銃器の様に、銃弾一発一発を『点』として撃ち込み対象を破壊するのではなく、大量の銃弾によって構成される『面』で対象を削けずり潰つぶす為のものであった。


「うおっ……!?」


　それはまさしく銃弾の土ど砂しや降ぶりだ。


　一瞬の内に数十発の銃弾が巨大モールドの右足膝しつ部ぶに集中し、それは、既すでに崩くずれかけていた姿し勢せいを更に大きく歪ゆがませる。鋼鉄の巨人は地響きを立てながら片かた膝ひざをついた。


「仲良く遊んでる処悪いんだけどさ」


　そんな声と共に──通りを塞ふさぐ様にして燃え上がっていた炎ほのおの壁を突き破り、一台のトレーラーが姿を顕あらわした。


「私も混ぜてくれないかな」


　紫と白に塗ぬられた貨物部のパネルが大きく開き、そこには、今しも銃撃を終えたばかりの〈ヘッジホッグ〉が、尚もモーター音と共に、蓮れん根こんの如き銃身の束を回転させている。


　そして──


「……よお。遅かったな」


「いい女はおめかしに時間がかかるもんなの」


　レイオットの言葉に、トレーラーの上に悠ゆう然ぜんと立ってそう応じるのは、同じく白と紫の拘束装甲を帯おびた、戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストである。


　フィリシス・ムーグ。


　トリスタン市において最強と評される女性戦術魔法士は少し肩かたを竦すくめて問うてきた。


「ぎりぎりパーティに間に合った感じ？」


「ああ」


　苦笑して身を起こすレイオット。


　一方、鉄巨人は全身のあちこちに蒼あお白じろい稲いな妻ずまをまとわりつかせて──恐らくは〈随意領域〉と〈ジャミング〉が干かん渉しようし合っている結果だろう──激しくその身を震わせている。羽は虫むしの唸うなりの様な作動音は途と切ぎれがちとなり、代わりに金属の軋きしみと、小さな部品が破断して脱だつ落らくする音が続けざまに響いた。


　しかし……


「……く……くくく…………くはははは……はははははは！」


　鉄巨人がスタッフを操そう作さした。


「イグジスト！」


　弾はじき出される薬莢が地面に落ちて潰れる前に、撃発音声トリガー・ヴオイスが高々と詠えい唱しようされる。


　そればかりか──


「イグジスト！」


　更に鉄巨人はスタッフを操作。


「イグジスト！　イグジスト！　イグジスト！」


　立て続けに空中に舞う──胎たい児じを詰つめた金属筒。


　人間五人分の生命そのものを代償として強制的に発動させられる新たな〈随意領域〉。それはフィリシスの〈ジャミング〉で崩壊し掛かっていた先の〈随意領域〉を上から塗り潰つぶし、更には膨ぼう大だいな出力で〈ジャミング〉の効果をはねのけていた。


　拘束度デユラビツト数大量消費による力押しである。


　大量の生いけ贄にえを積んでいるからこそ可能な反則技と言えた。


「くはははははははははは！　ははははは！　はははははははははははは!!　はははははははははははははははははははははははははははははは!!」


　哄笑と共に巨大モールドが立ち上がった。


「さあ……第二ラウンドだ……！」


　その宣言に応じるかの如く、再び〈ヘッジホッグ〉の銃弾が降り注ぐ。


　だが、それらは強化された〈随意領域〉の作用により、巨大モールドには一発たりとも命中せず、足下で変態しつつあった魔族五匹を粉ふん砕さいするに留まった。


　轟々と周りの大気を揺るがす鉄巨人。


　殆ど暴走に等しい高効率稼働の〈随意領域〉が、アルフレッドの悪意をそのまま投影して荒れ狂っているのだ。本来見えない筈のその『場』は薄赤い色を帯びて小刻みに振動していた。


「へぇ──しぶといね」


　フィリシスはむしろ楽しげにそう評する。


　だが──


「ははははははははッ!!」


　鉄巨人が躍った。


　回転する巨体と共に〈随意領域〉を拡かく大だい。周辺の建物を片かたっ端ぱしから破壊しながら更に一歩踏み出して──跳ちよう躍やく。


「挽ひき肉にくになるがいいッ！」


　恐るべき速度で突き出された巨人の腕が、爆音と共に地面に巨大な孔あなを穿うがつ。


　咄とつ嗟さに横へと跳んでこれをかわしたレイオットだが、巨人は更に彼を追いながらその両腕を振り回し、スタッフを振り回す。


　既に攻撃魔法など必要がない。


〈随意領域〉に触れればアルフレッドの言葉通り、一撃で肉片にまで粉ふん砕さいされるだろう。


「……！」


　レイオットは走りながら呪文を詠えい唱しようする。


「我われ・法のりを破り・理ことわりを越え・更なる力を欲す者なり・我は鉄人・我は巨人・我は超人・瞬またたく間なれど・与えよ・我が身に・人を超えたる力を・仮かり初そめなれど・我が拳こぶしに・万ばん物ぶつを粉ふん砕さいせしめる・奇跡を宿せ！ソコム・ソコム・ラ・アスプ・ヘルケ・ウント・コッフ・パウ・エイス・アスプ・アスプ・アスプ・ラン！」


「はははははははは！」


「〈アクセラレータ〉──イグジストッ！」


　砲弾の様に突っ込んでくる巨人の拳。


　到とう底てい回かい避ひ不ふ能のうな速度のそれを──しかし肉体強化の魔法を自みずからに掛けたレイオットはかわしてのけた。〈随意領域〉が彼のモールドの表面をかすめ、無数の火花が咲さき乱みだれる。


「イグジスト！」


　同時に背はい後ごからフィリシスの〈ジャミング〉が仕掛けられるものの、暴ぼう走そう稼か働どうする〈随意領域〉を抑おさえ込む事が出来ない。元より等とう身しん大だいのモールドと、巨大さを生かして増幅回路を山程搭とう載さいした巨大モールド、力押しではそもそも勝負にならなかった。


「はははははは！　ははははは！　ははははは！　ははははは！　ははははは！」


　振り回される腕うで。振り回される脚あし。


　ただの一閃でそれはビルを砕き散らし、大穴を地面に穿つ。半日も暴れ回っていればトリスタン市は完全に一棟の建物も存在しない荒こう野やと化している事だろう。


「あの巨体であの速度──厄介な」


『剣』を組み込んだスタッフならばあの巨人を一撃で倒す事も可能だろう。


　だが巨人の間合いはあまりに大きく、巨人の動作もあまりに速い。脚を停めて無音詠唱ダムキヤストをしている内にレイオットはあの〈随意領域〉に囚とらわれて引き裂さかれてしまう。


「イグジスト！」


　更にフィリシスが〈ジャミング〉を仕掛ける。


「無む駄だだ……ッ！」


　叫ぶアルフレッドの声には嘲あざけりが含ふくまれていた。


　それは華か麗れいとも言うべき戦い方で知られる彼女にしては、愚ぐ直ちよくに過ぎる行為である。


　だが──


「イグジスト！」


　無駄と言われた努力を、更に彼女は繰り返した。


「イグジスト！」


　無意味に拘こう束そく度ど端たん子しが彼女のモールドの胸元から外はずれて落ちる。


　無意味に〈ジャミング〉の効果が〈随意領域〉に食い込んでは消える。


　無意味に──


「イグジスト！」


　がくんとつんのめる様にして鉄巨人が動きを止める。


「──!?」


　巨大モールドの動きが──再び鈍にぶっていた。


　理由は言うまでも無い。〈ジャミング〉の効果であった。


　しかし……


「なん……だと……!?」


　アルフレッドの愕がく然ぜんたる声が巨人から漏もれる。


　フィリシスの〈ジャミング〉など何度掛けても同じ事だ。無駄な筈はずなのだ。超高出力稼働する今の〈随意領域〉は〈ジャミング〉の様な基礎級魔法など寄せ付ける筈が無い。たとえ追加呪文プラグインを掛けてもだ。


　ではこれは一体──


「イグジスト！」


「イグジスト！」


「イグジスト！」


　声が幾いく重えにも重なって響く。


「──!!」


　そこでようやくアルフレッドは悟さとった。


　一人ではない。これは複数──少なくとも五人以上の戦術魔法士が、追加呪文で増幅を掛けた〈ジャミング〉を仕掛けてきているのだ。


　巨人の隻せき眼がんが辺りを見回す。


「いつの……間に……！」


　アルフレッドは囲まれていた。


　レイオットとフィリシス以外に──五人の魔法士が瓦礫の間から、建物の屋根の上から、スタッフを構えて巨人に照しよう準じゆんを合わせ、〈ジャミング〉を使用している。


　そして……


「ハモンドさん、そのまま魔法の維い持じを！　ビーチャムさん、ヤークトルーフさん、効果が切れます、次の魔法の詠えい唱しようを！　マランドさん、トニースミスさんは、目標の左側に移動して効こう果か範はん囲いを重ねてください！」


　フィリシスのトレーラーの脇わき。


　そこに無線機を片手に指示を飛ばしている娘がいた。


　ネリン・シモンズである。


　装置の小型化が進んでいる事もあって、助手や相棒と連れん携けいして魔族狩りをする魔法士は大抵が無線通信機を使っている。ネリンは帯域可変型の無線通信機で、彼等の会話に割り込み、この現場へと誘導したのだ。


「いちいち説明しなくても──」


　フィリシスが言う。


「こうやってしつこくしつこく〈ジャミング〉仕掛けてれば、誰でも気付くよね。そのデカブツの攻略法」


「…………ッ！」


　六人分まとめての重ね掛け。


　さすがにこれを跳ね飛ばす程の力はこの巨大モールドにも無い。


「む……む……！」


　勿論それでも鉄巨人を完全に停止させる事は出来ない。


　しかし──


「十分だ」


　呟きながらレイオットは装桿ボルトを引いて無音詠唱ダムキヤスト。


　スタッフの先端を巨人の胸部に向けて──跳ちよう躍やく。


「──イグジスト！」


　選択呪文は〈ブラスト〉。


　爆音と共に巨大モールドの上半身が火か炎えんに包まれる。


　突き刺す様にして顕けん現げんした爆裂の魔法は、『剣』の増幅率に助けられ、ごっそりと巨人の上半身を削けずり落おとしていた。


「おお……おおおおおおおおっ……！」


〈随意領域〉が消しよう滅めつする。


　右腕が左腕が──大きく抉えぐられた胴どう体たいから脱落して、落ちる。無数の金属部品を撒まき散ちらしながら、巨大な腕は黒こげの地面の上で跳はねて、そして潰つぶれた。


　巨人が膝をつく。


　ぎしぎしと軋きしみながら巨体が揺れて傾かたむき──遂ついに自みずからを支ささえきれなくなった巨大モールドは地響きを立てて横倒しになった。


「…………」


〈ジャミング〉を掛けていた戦術魔法士達が構えていたスタッフを降ろす。


　そして──


「アルフレッド・スタインウェイ」


　レイオットは巨大モールドの腹部に向けて歩み寄りながら言った。


「そろそろママのお腹から出てきたらどうだ？」


　返事は無い。


〈随意領域〉が無くなった今、アルフレッドの声は聞こえない。


「いい加減、親離れしたらどうだ」


　小さな爆発が巨大モールドの腹部数ヶ所で生じる。


　爆発ボルトだろう。


　自ら剝はがれた装そう甲こうが、何枚も何枚も路面に落ちて、がろんがろんと派は手でな音を立てる。巨大モールドの鋼板が剝がれ続ける様は、薔ば薇らの花が開き、そして散ってゆく様に何処か似ていた。


「……くくくく…………」


　低くくぐもった笑い声が漏もれる。


　遂ついには最後の装甲板が剝がれ、巨大モールドの腹部に埋め込まれていた白いモールドがさらけ出される。


〈ディアパルゾン〉──アルフレッドの拘束装甲だ。


「お前が、お前が言うか……くくくく…………くははははは…………お前が言うか、レイオット・スタインバーグ!?」


　アルフレッドは笑いながら手足を伸ばして地面に降り立った。


「アルフレッド・スタインウェイ！」


　両手で拳銃を──労ろう務む省しよう魔ま法ほう管かん理り局きよくが、魔法監かん督とく官かんに貸たい与よしている大型拳銃〈ハンティング・ホーク〉を構えてネリンが叫ぶ。


「投降しなさい！　貴方あなたにもう勝ち目はありません!!」


「……だ、そうだけど」


　肩を竦すくめてそう告げるフィリシス。


　他の魔法士達は無む言ごんでただアルフレッドを睨にらみ付けている。


　フィリシスを見て。ネリンを見て。そして他の者達を見て。


　やがて──アルフレッドは可お笑かしそうに肩を揺らして言った。


「くはははは……そうか……そうか…………俺だけか…………」


　幽ゆう霊れいの如く体重を感じさせない足取りで、アルフレッドはレイオットの前に立つ。


「はははははははは……俺だけか……やはり俺だけか…………はははははは……」


「いいや」


　レイオットは溜ため息いきの様な口く調ちようで言った。


「お前も──だ」


「…………」


「俺もそうだ。多分、誰だってそうなんだよ。最初はそうだったんだよ、アル坊や。最初からお前を全ぜん肯こう定ていして受け入れてくれる相手なんて、いやしないんだよ」


　そう告げながらもレイオットの胸の奥に苦いものが滲にじむ。


　いや。本当は違う。


　本当は人は全肯定されるのだ。


　この世に生まれてきた事を──手て放ばなしで祝しゆく福ふくされるべきなのだ。


　父や母によって。


　最初に愛情を教えられるからこそ、人はそこを起点に自分を組み立てる。


　だが己おのれの存在を全肯定してくれる誰かがいなかった人間は、そもそもこの世に踏み出す第一歩を間違わざるを得ない。そして愛情の裏返したる憎ぞう悪おは、本来、愛情が入り込む筈だった場所に、ひどく馴な染じみ易やすい。


　あの母親への拘こう泥でい振ぶりからしても、恐らくアルフレッドは、まともな親子関係を知らないまま生きてきたのだろう。最初に愛される事無く、先まず、憎ぞう悪おと嫌けん悪おを刷すり込こまれてしまったのだろう。


　だから当然に、彼には世界がそう見える。


　憎悪と。嫌悪と。拒絶と。そういったもので出来ているのだと。


　しかし──


「ぶつかって、ぶつけられて、削けずられて、それでもお互いをすりあわせていくんだよ、世界と。そうしている内に、お互い、妥だ協きよう点てんが見つかるもんなんだろうさ」


「…………そうか。そうだな……」


　アルフレッドは頷うなずいた。


「そう……なのだろうな……だが」


　仮面の奥の隻眼が静かにレイオットを見み据すえる。


「そんな生き方は、真まっ平ぴらだ」


「…………」


「くくく……くははははは……はははははははは!!　はああああはははははは！」


　笑いながらアルフレッドはスタッフに手を掛ける。


「…………」


　レイオットもスタッフを構える。


　その距離はおよそ五メルトル。


　魔法にせよ銃撃にせよ避よけるにはあまりに近すぎる。


　そして──


「だ、駄目です、止めて──」


　ネリンの叫び。


　それが──合図。


『イグジストッ!!』


　撃発音声トリガー・ヴオイスは同時。


　奇くしくも選択呪文は共に〈ブラスト〉。


　現実事象として顕けん現げんする優先順位を争う魔法と魔法。


　激しい異音と閃せん光こうが、虚数界面アストラル・サイドで争う魔法回路の存在を物語り──そして。





　爆発の炎と煙をまとって、白い拘束装甲が吹っ飛んだ。





「…………」


　レイオットは──変わらずその場に立っている。


　ほんの一瞬。


　恐らく精密時計ですら計測不能な程の一瞬の差が、この結果を生んだ。先に顕けん現げんしたレイオットの〈ブラスト〉が物理的効果に転てん換かんされ、アルフレッドの〈ブラスト〉を抑おさえ込んだのだ。


　破壊されたモールドの破片をばらまきながら、倒れるアルフレッド。


　彼の顔を覆おおっていた仮面が割れて、その素す顔がおが露あらわになる。


　白い髪かみと。黒い眼がん帯たいと。澱よどんだ隻眼と。そして、こけた頰ほお。


　既すでに死者にも等ひとしいその顔は、しかし──


「……く…………く…………くく………………」


　楽しげな表情を刻きざんでいる。


　だがその口の端はしからは赤黒い血が滴したたり落ちていた。恐らく今の一撃で内ない臓ぞうを傷つけたのだろう。直撃はしなかったものの、装そう甲こうを透とう過かした衝撃が直接内臓を引き裂さくことも在る。


「……レイオット……スタインバーグ……」


「なんだ」


　仮面を外してアルフレッドに歩み寄りながらレイオットは言った。


「俺は……ここで……終わる……」


「そうだな」


　レイオットは頷うなずく。


　その鼻先に小さな雫しずくが弾はじけた。


「…………」


　雨──だ。


　あるいは火か災さいで暖められた上昇気流が、雨雲を運んできたのかもしれない。


　戦いの終わりを待ち構えていたかの様に、天の雫しずくはいきなり激しい雨となってレイオット達の上に降り注そそぐ。灼やけた地面に、灼けた機関銃銃身に、灼けた巨大モールドの表面に、それらは当たって、蒸発し、白い煙となって辺あたりに立ちこめていく──


「お前は…………この……うすっぺらで……くだらない世界に……すり寄って……抉えぐられて……削られて……己の形すら保たもてないまま……生きていくがいい……」


「そうするよ」


　レイオットは溜め息混じりに言った。


「お前の分までな──兄弟」


「く……くく………くはははは……は……言っただろう……！」


　アルフレッドは喉のどを震わせて笑いながら言った。


「真まっ平ぴらごめんだと……!!」


「………………」


「はははははははは！　……ははははははは！　……はははははは！　はははは……はは……は………………は………………」


　狂った哄こう笑しようが次第に枯かれるようにして萎しぼんでいく。


　そして──


「はは…………………は………………………………」


　──かふっ。


　最後に血泡混じりの吐と息いきを一つ。


　そして──


　隻せき眼がんの悪魔は、永久に笑う事を止めた。
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　まるで追つい悼とうの鐘かねの様に──時計台が長々と何ど処こか物悲しい響きを空に投げる。


　死傷者、三千人余あまり。


　被害総額──不明。


〈イエルネフェルト事変〉を除のぞけば、トリスタン史上最大最悪の事件が産んだ被害は、一夜が明けた今も、未いまだ正確な数字が算出されていない。


　ワーウィック大通りの破壊により、大量の公務員が死傷し、そもそもトリスタン市の行政機能は殆ほとんど停止している。辛かろうじて、トリスタン市警の第一分署が消しよう滅めつした本署の代かわりを務めて治ち安あん維い持じに当たっているが、未だ市内は混乱が続いており、どさくさ紛まぎれの小規模な犯罪が後を絶たたないとの事だった。


「──これが、実験だと？」


　時報を鳴り響かせる時計塔の──足あし下もと。


　通りの片かた隅すみに停めた公用車の中から、忙せわしげに行き来する住民達を眺ながめて──マックス・キントは言った。


「『結社』の連中にとっては、そうかもしれませんな」


　部下が呟く様に言う。


　ただし部下と言っても、それは今回の任務に関してのみの話だ。元々マックスはこの部下の本名を知らない。軍人らしい事は分かっているが、それ以上の事は皆かい無むだ。


　警察と軍隊が共同して機密作戦に従じゆう事じするなど前代未聞だが、前例がどうのと細かい事にこだわっている場合ではない、という事だろう。とりあえず軍人の殆どは──一般警察官もそうだが──対魔族戦闘の経験が無いので、この男を含ふくめ、今回の作戦の人員は全て、マックスの指し揮き下かに置かれているが。


「問題の兵器──勿もち論ろん、倫りん理り的な問題や、国際法上の問題から、兵器運用は出来ますまいが、社会通念とは無む縁えんの連中にとっては、非常に魅み力りよく的な『力』でしょう」


「……確かにな」


「あれを量産出来れば、世界中の軍事的均きん衡こうもひっくり返せます」


　無表情に部下は言った。


「量産……か」


「発はつ展てん途と上じよう国こくなら、赤ん坊や胎たい児じなど安いものです」


「人間の値段は本当に下げ落らくが激しいな」


「いえ」


　部下は首を振る。


「元よりさしたる価か値ちなど無いのでしょう。あると一般大衆が思い込みたがっているだけの事です」


「……ふむ」


　マックスは頷うなずく。


「しかし困ったな。この状態では一覧リストの人物に接触するどころではない」


「内通者の洗い出しがもう少し早ければ、予定通りに来る事が出来たのですが」


「それはそれで事件に巻き込まれていたという事だがな」


　あの『結社』に尻尾しつぽを振る人間は大量に居る。


　自覚の在る者も居れば──自覚が無いままに『結社』に使われている連中も居る。両方合わせれば一体、何人になるのか、マックスにも分からない。彼に出来る事は、今回の機密作戦の周辺で、『結社』に繫つながっている者を洗い出して、永久にその口を塞ふさぐ事のみである。


「……とりあえず郊外に住んでいる者から先に回るか。市内の混乱に巻き込まれている可能性は低いだろう」


「了解」


　部下は車のエンジンを掛けると、人と瓦が礫れきとその他諸もろ々もろでごった返す通りをゆっくりと進み始めた。


「…………懐なつかしい名前だ」


　手にした『協力要請候補者一覧』。


『第一級機密文書ユア・アイズ・オンリー』と記されたその書類の一頁目。


　そこには彼の見知った名前が記しるされていた。


　──『レイオット・スタインバーグ』


「未だ生きているといいがな」


　流れゆく街の風景を眺ながめながら、マックスはそう呟つぶやいた。





　　　　●　　●　　●





　半はん壊かいしたスタインバーグ邸ていを修理する目め途どは、全く立っていない。


　トリスタン市そのものが甚じん大だいなる被害を受けた為、そもそも土建業者の手配すらままならない状態である。それどころか、建築局や移民局も事実上、機能を停止しており、建築会社も、そしてそこで働く多くの移民も、また殆ほとんど身動きが取れない状態であるらしい。


　恐らく数日もすれば、帝都ロンバーグから支し援えんの人員と資材が届く事になるだろうが、今は待つ以外には、どうしようもない。


　かといって以前の様に、ホテル住まいという訳にもいかないだろう。


　今回は同じ様な状態の市民が大量に出ている。恐らくホテルの類たぐいはもう満杯になっている筈はずだった。


　なので──


「少々手て狭ぜまだけどね」


　とエレナは苦笑して言った。


　シェリング邸での事である。


「──ずっと使ってなかったんだけどさ」


　事実上の宿やど無なしとなったレイオットとカペルテータに、部屋を提供すると申し出たのはシェリング夫妻である。


　実の処──カペルテータだけでも猫ねこのシャロンごと預あずかって貰もらえないかと考えていたレイオットは、さして内容について考える事も無く、その提案に乗った訳だが──まさか自分も込みだとは思っていなかった。彼自身は、モールド・キャリアの中で適当に寝泊まりする事を考えていたのだが。


　戸と惑まどうレイオットに、しかしシェリング夫妻は部屋の一つを示して見せた。


　それは、ごくごく普通の個室で……まるで昨日まで誰かが住んでいたかの様な、奇妙な生活感が残っていた。


「……この部屋は？」


「ん？」


　レイオットの問いにエレナは微笑して首を傾かしげる。


「誰かの部屋の様に見えるが──」


「ああ」


　エレナは、傍かたわらのバリーと顔を見合わせて、微笑を苦笑に切り替かえた。


「息子のね、部屋さ」


「…………それは」


　レイオットは眉まゆを顰ひそめて部屋を見回す。


　彼が一つの想像に辿たどり着つく前に、エレナが肩かたを竦すくめて言った。


「気にしなくていいよ。もう居ないから」


「私の左手、左足と一緒に──ね」


　とバリーは言って、海かい賊ぞくを思わせる義手をかちんと鳴らして見せた。


　彼等の表情に、悲ひ壮そう感かんは無い。


「そんな顔しないどくれね」


　エレナが笑う。


「息子がさ、口をきけたら、きっと『使ってくれ』って言うさ。そういう子に育てたんだ。自信あるよ、私は」


「…………」


　レイオットは黙だまって部屋をもう一度見回す。


　ノーラの目と同じ理り屈くつだ。


　部屋の佇たたずまいには、その人間の個性が顕あらわれる。満たされた人間の部屋には──他の人間が脚を踏み入れても、それを微笑で迎むかえるかの様な空気が残るものだ。きっとその何年か前に息子が死んでから、変わっていないであろうこの部屋は、そんな何かを未いまだに漂ただよわせていた。


　きっと彼は両親に愛されて育ったのだろう。


　既すでに此こ処こにシェリング夫妻の息子はいない。


　だが過ぎ去りし日の影が──幸せそうな『形』がまだそこには残っている様に見えた。


　そんな事をレイオットが考えていると──


「──あ。スタインバーグさん」


　ひょっこり部屋の扉とびらの処からノーラが顔を出した。


　彼女の隣となりにはカペルテータの姿も在る。


　眼鏡めがねの少女はレイオットの前に歩いてくると、彼の顔を見上げて言った。


「あの──改めてお願いしたいんですけど」


「あ？　何を？」


「モデル」


「…………」


　そういえばそういう話も在った。


「もう一度作るのか？」


　スタインバーグ邸が半はん壊かいした際に、彼女が作っていた粘ねん土ど像も破壊されている。


　だがノーラ自身はあまり自分の作品が壊こわされた事について、落ち込んではいない様だった。そののんびりした笑顔を見ていると、どうも作り直す気満々の様である。


「ええ。色々と思う処もありまして。もし壊れて無くても、作り直していたと思います」


「ふむ……？」


　どうもノーラはノーラで──あの一夜に何か感じるものがあったらしい。


　モールド・キャリアに残してきたカペルテータとノーラの間で、どんな会話が在あったのかはレイオットも知らないが、微び妙みような、言葉に出来ない様な、雰ふん囲い気きの変化が、ノーラにもカペルテータにも生しようじている様な気もする。


「まあ……頑がん張ばってくれ」


　他ひ人と事ごとの様にそう言うレイオット。


　だが──


「じゃあさっそく。居い間まの方で始めますから」


「……ああ」


　頷うなずくレイオット。


　だがノーラはそのままじっとレイオットの前に立っている。


「……どうした？」


「ですから。居間の方で始めます」


　とノーラは部屋の外を指さす。


「ああ。頑張って始めてくれ」


「…………」


「…………」


　微妙な沈ちん黙もくが一同の間にわだかまる。


　そして──


「ですから」


　ノーラが言った。


「スタインバーグさんが一緒でないと、完成しません」


「……は？」


「これは前にも言いましたよね。お二人の、像を造るって──」


「…………」


　レイオットは沈ちん黙もく。


　そして──


「それはつまりあれか」


「はい。脱ぬいでください」


「…………」


　レイオットの表情が引ひき攣つる。


　てっきりあの話は無くなったものと思っていたのだが。


「あ、下着は着つけてて貰もらっても構いませんから」


「…………いや。あのな」


　レイオットは絶望的な気持ちで、のんびりと笑うノーラを眺める。


「そういうのは俺は──苦手でな」


「何事も挑戦ですよ」


　芸術家志望の少女は、レイオットの後ろに回ると、彼の背中を押しながら言った。


「案外、自分の事は、みんな分かってないんです」


　自信たっぷりにノーラは言って、ちらりとカペルテータの方を見る。


　ＣＳＡの少女は当然の如ごとくに無む言ごんで無表情。


　だがその姿にも何かノーラは見いだす事が出来るのか、満足げに頷うなずくと、再びレイオットに視線を向けて、言った。


「だからものは試ためしです。ね」


「いや……その……おい。カペル。何かこのお嬢じようさんに──」


　救いを求める様に同居人の少女を振り返るレイオット。


　だが──


「ノーラさんの言う事が、正しいと、思います」


「……おい!?」


　はっきりとそう言い切ったカペルテータに目を丸くするレイオット。


　そして──後日。


　結局、シャツとジーンズだけは身に着ける事を条件に、折れたレイオットは、様子見に連れ立って訪おとずれたネリンとフィリシスに発見され、散々笑いものにされる事になるのだが──それは、また別の話である。




（ＥＮＤ）
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　あとがき







　どうも、[image: ]さかきです。


　久方ぶりのストレイト・ジャケットでございます。


　長らく待ってくださっていた方々には申し訳無い。間あいだ開きすぎて文庫の装丁まで変わってしまいました。





　ええと──いつもなら最初にボケネタ仕込むんですが、今回は無しの方向で。


　つか毎年血尿だ何だと騒いでおりますが、今年は結石が本格化してどーにもならん状態でして。正直、座ってキーボード打ってるのも辛つらいというか、イヤな汗が出てくるもんで、ネタは勘かん弁べんしてくださいませ（いやまあ誰も後書きの小ネタなんざ期待してないとは思いますが）。





　本作はドラゴン・マガジンに先行掲載された第一章に、加筆修正したものを、「起」として、更に長編として二章～五章を書き加えたものです。


　副題で御ご推すい察さつされた方も多いと思われますがアルフレッド坊やの話。


　とはいえ新キャラのノーラがそれ以上に目立ってる感も在ったりしますが。


　当初のプロットではかなり単純な話の積もりだったので「んー。薄くなるかな？」と思っていたら５００枚越え（四百字詰原稿用紙換算）の体ていたらく。毎度毎度財さい布ふに優やさしくない本ばっかり書いております。すいません。これでもかなり削けずったのですが。





　何はともあれ、久方ぶりのキャラも出てきたりで、読者の方々は果はたして覚えてくださっているだろーかとか、ドキドキしてます（苦笑）。





　予定では、短編集を入れて後三冊。


　皆様方、もう少しだけおつきあいの程を。





　二〇〇八／九／一七


　ＢＧＭ：なし


　ＭＡＣＨＩＮＥ：ＡＳＵＳ　ＥｅｅＰＣ９０１Ｘ
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